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序章　二つの疑惑

			


			　ガドラは頭を悩ませていた。

			　大きくは、二つの事柄で。

			　一つ目は言うまでもなく、誰が自分ガドラを殺害しようとしたのか、である。

			（ワシに気配すら気付かせぬとなると、そんな相手は限られるじゃろう。心当たりはあるが、……）

			　それを認めるのが怖い──と、ガドラは思う。

			　何故ならば、もしもその予想が正しければ、ガドラやユウキ達の悪巧みが全て、皇帝ルドラの手の平の上だった事になるからだ。

			（──いや、あり得るやも知れぬ。ルドラ陛下は、ワシよりも遥かに長い時を生きる御方じゃ。常人の考えも及ばぬほどの英知と、力を有しておられる。こうなる事すらも見通して、何十年も前から手を打っていたとしても、何ら不思議はあるまいて。じゃが、だとすると──）

			　今や帝国から離れた自分はともかく、ユウキは危険であろう。そうガドラは考えた。

			　さて、どうしたものか。ユウキに警告すべきか、放置しておく方がいいのか──それが問題だと。

			　知らぬ仲でもなく、ユウキへの好意もそれなりにある。そんなガドラではあったが、今はリムルの勢力に与くみする身なのだ。勝手な真似など許されない。

			　悩むくらいなら、リムルに全てを打ち明けて相談する、という手もあるだろう。だがしかし、そんな不確定の情報を流してもしも勘違いだったならば、リムルからのガドラへの信頼が地に落ちてしまう。

			　ただでさえ、ガドラは帝国を裏切った身なのだ。これ以上の信用失墜は、今後のガドラの立場を左右する事になってしまうであろう。

			　そんな損得勘定もあり、ガドラは行動に移せずにいたのである。

			　それに……。

			　二つ目の疑惑のせいで、ガドラの思考が千々に乱れていたのだ。

			（あの顔、あの覇気──あれは紛れもなく、ルドラ陛下と同じものであった。じゃが、ワシを見ても動揺した素振りもなく、本気で何も知らぬ様子……。偽者、とも思えぬが、しかし……）

			　ここに皇帝ルドラがいるはずがない。

			　あらゆる角度から検討しても、それ以外の正解などない──それが、ガドラの出した結論である。

			　であれば、やはりその人物は、ルドラに似た別人という事になるのだろう。

			（もしもあの者が、ルドラ陛下なのだとすれば──いや、それは馬鹿げた話よな。それよりも、ワシを刺した人物じゃ。やはりアヤツで間違いあるまいが、だとすれば、ユウキの小僧が危うい、か。警告くらいくれてやらねば、寝覚めも悪かろうて。その上で、リムル様へも報告を行うとしよう）

			　結局、ガドラは友情を優先する事にした。

			　評価は下がるかも知れないが、それもまた良し。

			　どの道、この国では実力が全てなのだ。ガドラにとって、弱肉強食は願ったり叶ったりなのである。

			　ようやく結論を出したガドラは、速やかに行動に移った。

			『ワシじゃ。ユウキよ、貴様に一つ忠告をくれてやろう。実はのう──』

			　相手の都合などお構いなしに、ガドラは一方的に要点だけを告げる。

			『おいおい、いきなりだね』

			『仕方あるまい。ワシの立場も考えてみよ。この件でリムル様から疑われる事になるやも知れぬのだから、貴様と議論しておる暇などないのじゃ。ワシはワシで頑張るから、貴様もせいぜい寝首を掻かれぬように注意するのじゃな』

			　そう言って、ガドラはユウキとの〝魔法通話〟を終えた。そしてその足で、リムルの下へと報告に向かったのである。

			　報ホ告ウ・連レ絡ン・相ソ談ウをキッチリと行う。

			　ガドラは部下の育成のエキスパートだけあって、その辺りに手抜きはないのだった。

			


			[image: ]

			


			「やっぱり、あの爺さんは無事だったか。しかも、ちゃっかりとリムルさんの傘下に加わったみたいだね」

			　ユウキは窓の外に目を向けながら、そう苦笑する。

			　帝都では雨が降り続き、窓の外の見晴らしは悪い。しかしそれでも、ユウキの目はしっかりと、雨に潜む怪しげな人影を捉えていた。

			　訓練された動きから察するに、ユウキの動向を監視しているのは間違いあるまい。それに気付きつつもユウキは、楽しそうに笑みを浮かべるのみ。

			　そんなユウキに、部屋にいるもう一人の人物──カガリが応じる。

			「ガドラの事かしら？　それなら当然でしょうね。あの老人は元魔王だったワタクシから見ても、狡猾で油断のならぬ人物だったもの。だからこそ、協力関係を結ぶのは有益だったのよ」

			　ユウキもカガリの言葉に頷く。

			「そうだね。あの爺さんのお陰で、僕達の地位も得られた訳だし。そして今回も、最大に有益な情報をもたらしてくれたみたいだぜ」

			　ガドラならば、魔物の国テンペストから有益な情報をもたらしてくれるはず。そんな思惑がユウキにはあった。

			　クロノアという名の〝勇者〟もどき。その生死さえも不明のままである。リムルが無事だった事から、倒したのは間違いないだろうが……。

			　もしもあの暴威をリムルが取り込んでいたのなら、どこかで噂にならぬはずがない。ところが、そんな話は一切聞こえてこなかった。

			　ガドラの報告でも触れられていないので、もう死んでいる可能性は捨てきれない。心配し過ぎかなと、ユウキは思考を切り替える。

			　今問題にしなければならないのは、ガドラからの緊急報告についてなのだ。

			「へえ、そうなの？　それで、ガドラは何を言ってきたのかしら？」

			「マサユキがさ、皇帝ルドラと瓜二つだった──ってさ」

			「はあ？」

			　思わず素に戻って問い返すカガリに、ユウキは苦笑した。いきなりそんな事を言われたら、自分だって同じ反応をするだろうと思ったからだ。

			「意味がわかんないよね。爺さんがボケたのかとも思ったけど、どうやら冗談でも何でもないみたい。だけどさ、皇帝がマサユキに化けているってのはあり得ない──とも言い切れないのか……」

			　マサユキとの出会いを思い出し、ユウキは笑みを引っ込めた。

			　思い出してみれば、マサユキは召喚されてこの世界に来た訳ではなくて、『気が付けばいた』と言っていた。偶発的にこの世界にやって来た〝来訪者〟なのだろうと、ユウキは考えていたのだが……。

			（マサユキが〝異世界人〟であるという証明は出来ないんだな。確かに魔法やスキルで──）

			　そう思考を巡らせようとして、ユウキはそこで思いとどまった。思考を切り替え、口を開く。

			「──いや、マサユキの話は措いておこう。それよりも今は、僕達を監視している奴等についてだね」

			「あら、面白い話だったのに。でも、そうですわね。いつまでも監視されたままだと、ワタクシも少々息が詰まるもの」

			「そうだろう？　僕達の計画に支障も出るし、それ以前に、全ての計画を破棄する必要もありそうだしね」

			「何ですって？」

			「言葉通りの意味さ。爺さんの話が事実なら、僕達は危機的状況にあると言っていい」

			　ガドラの話が本当ならば、ドワーフ王国に向けて展開させている混成軍団を動かすのは不ま味ずい。この先に何が起きるのか、いや、それ以前の話として、誰が味方で誰が敵なのか、それを見極めるところからやり直す必要が生じてしまう。

			　それほどに、ユウキ達は追い込まれようとしていたのだ。

			「……そう。それならば確かに、あの坊やの話をしている場合ではないわね」

			　カガリはユウキの言葉を疑わない。

			　ユウキが危険だと判断したのならば、それは疑いようもない事実なのだ。

			「爺さんは皇帝への面会を求めて、そこで何者かに後ろから刺されたそうだ」

			「近こん藤どうではなくて？」

			　と問うカガリだったが、自分でその言葉を否定する。

			「違うわね。ガドラを殺せるような者など近藤以外にはいないと思っていたけど、姿を見せぬ〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟ならば、隠れた逸材がいても不思議ではないのね」

			　そもそも近藤達也タツヤ・コンドウが実行犯だったのならば、順当過ぎてユウキが驚くはずがないからだ。

			「それには同意。でもね、僕が驚いたのは他に理由があるのさ。ガドラはね、犯人の心当たりがあるって言ったんだよ」

			　部屋は沈黙に包まれた。

			　カガリは一つ息を吐き、ユウキの目を覗き込むように問いを発する。

			「……もしかしてそれは、ワタクシ達も良く知る人物だ、とでも？」

			　言い逃れは許さないと、カガリの目が告げていた。

			　ユウキは苦笑を浮かべたまま、軽く頷いて見せた。

			「信じ難い事に、その通りさ。勿論、爺さんの勘違いだったって線も否定出来ない。でもね、こればかりは間違いでしたじゃ済まない案件でね」

			　目を見開くカガリ。

			「という事は、仲間内でも重要人物ですの？」

			　その表情からは、笑みが消え失せていた。

			「ああ」

			　と、頷くユウキ。

			　カガリと対照的に、ユウキは笑みを深めて告げる。

			「その裏切り者の名は──」

		

	
		
			

			


			

	

第一章　動揺と覚悟

			


			　幹部達を集めた会議から、一ヶ月が経過した。

			　俺は今日も今日とて、〝管制室〟にて帝国の動きを観察していた。

			　情報は全てここに集まる為、俺やベニマルはここで生活しているようなものだった。

			　ま、夜はちゃんと自分の家に戻ってるけど。

			　放っておくと、ヴェルドラやラミリスの隠れ家にされかねない。せっかく建てた庵いおりなので、ちゃんと活用しているのである。

			　ベニマルも身なりは綺麗にしているので、ちゃんと自分の部屋に戻っていると思う。そんな事まで俺が心配してやる必要はないのだが、決戦を前に総大将に倒れられても困るのだ。

			　〝管制室〟には、常にスタッフが張り付いている。戦時中は二十四時間態勢の、三交代制でシフトを組んでいた。

			　無理をし過ぎないように。

			　自分の健康管理が一番大事なのだと、これだけは徹底させている。そして、そんな心配をしなくてもいいのが、我が盟友であるヴェルドラさんだ。

			　そして、ラミリス。

			　この二名は、言われなくてもちゃんと休む。というか、勝手に遊びに行く。

			　最初は戦争だと大はしゃぎしていたのだが、一ヶ月も動きがないと、完全に飽きてしまった様子。今では自分達の研究所に戻ってしまい、動きがあったら教えてくれと、ワガママな事を言っていた。

			　まあ、今はいても邪魔になるだけだし、好きにさせているのだった。

			　そんな訳で、今この場にいる幹部は、俺とベニマルとソウエイ。そして、俺の秘書であるシオンとディアブロだ。

			　忘れてはならない人物として、ゲルドもいるのだが、ずっと工事を中断させて申し訳ない気分になる。フレイさんが怒り出す前に、早急に戦争を終わらせたいものだ。

			　しかし、こればかりは相手次第なのだ。

			　戦争とは、攻める側が主導権を握る。相手がやって来なければ、戦いたくても戦えないのだよ。

			　二十日ほどでやって来ると思われた帝国の戦車部隊だが、その侵攻は思ったよりも遅かった。というか、意図的に速度を遅らせて、自分達の威容を見せつけるように進軍していたのだ。

			　俺の〝神之瞳アルゴス〟で常に監視しているのだが、戦車など見た事もない者達からすれば、その威容は凶悪な魔物の如く見えるだろう。

			　魔物だって、巨大で凶悪な相手は怖いのだ。森に住まうＡランク以下の魔獣達も、帝国軍を恐れて進軍範囲から逃避していた。

			　帝国軍の現在位置だが、国境線はとうに越えている。

			　我が国内への無断での立ち入り──西方諸国評議会カウンシル・オブ・ウェストが定めた国際法では完全アウトの案件だが、敵はルール無視の帝国だ。事ここに至っては、その事実を戦略的にどう活かすのか、それが大事であると言えよう。

			　この案件を理由にして、こちらが奇襲を仕掛けてもいいのだが……やはり、一度くらいは話し合いを行うべきだろう。

			　帝国側からも降伏勧告があるそうだし、その機会までは攻撃を控える事にした。

			「甘過ぎると思いますが、コッチの準備も終わってません。どうせ会戦で決着をつけるんだし、コソコソする必要もないでしょうよ」

			　と、ベニマルも余裕の態度で了承してくれている。

			　なので俺も安心して、対帝国戦に向けての準備を着々と行っていたのだった。

			


			　そして、そんな待ちに徹する日々も、ようやく終わりを告げようとしていた。

			　帝国側が動きを止めて、布陣を開始したのである。

			　帝国軍も馬鹿ではない。正々堂々と戦をするつもりなど最初からなかったようで、戦車部隊とは異なる歩兵小隊を、続々と森の中へ進軍させてきた。

			　その総数は帝国側総兵力の約七割──七十万にも達している。

			　とっくに判明していた事実ではあるが、もう一度おさらいしておこう。

			「こっちが本隊で間違いなさそうだな」

			「ですね。戦車部隊は囮おとりであると同時に、ドワーフ軍を封じ込めるのが目的なのでしょう」

			「なるほど。我が国を攻めている隙に、背後から挟み撃ちにされないように、か。これだけの大軍勢を用意しているのに、随分と慎重な事だね」

			　戦車部隊の動きが遅く見えるのは、何も示威だけの為ではなかったのだ。

			　もう一つ、より重要な目的として、本隊である歩兵部隊が集結するまで、俺達の目を引き付けておきたかったみたい。

			「まあ、そうした相手方の思惑も全て、俺達には筒抜けなんですがね。情報を制すると、これだけ優位に立てるものなんですね」

			　そう言って、ベニマルが苦笑する。

			「クフフフフ。流石さすがはリムル様です。全てはその手の平の上、という事ですね！」

			　すかさず合いの手を入れて、俺を〝さすリム〟しようとするディアブロ。俺もいい加減慣れたので、「まあね」と頷いておいた。

			　コツさえ掴めば、ディアブロは非常に扱いやすいのだ。

			「帝国の歩兵共ですが、少しばかり脅威度を甘く見ていたようです。全員がそれなりに腕が立つようで、脱落者もなく、首都〝リムル〟から三十キロ離れた地点に集合しております。そこに陣を張り、指揮所を設置していますね」

			　ソウエイが皆に注意を促すようにそう言って、状況説明をしてくれた。

			　モスからも情報を得ているお陰で、その精度は文句ないほどに高い。俺の〝神之瞳アルゴス〟を補完して、敵の配置図も丸わかりだ。

			「これだけ喉元まで接近されたら、俺達が反応しないのは逆に不自然かな？」

			「いや、そうでもないでしょう。ヤツ等は自分達が優秀だと自認している上に、隠密行動を取っているつもりでしょうし。我々を甘く見て、降伏勧告後、直ぐに行動に移れるように準備しているのでしょう」

			「クフフフフ。私も同感ですね。ベニマル殿の意見に付け加えるならば、この三十キロというのは絶妙な距離なのです。魔法による監視も、距離があれば精度も落ちますから。軍団魔法レギオンマジックによる妨害魔法で、あの一帯は完全に無害。そう演出出来ていると思い込んでいるはず。滑稽ですが、それがあの者共の限界だと思いますよ」

			　俺の心配は、どうやら杞憂であったらしい。

			　こっちが動かないのは、何か罠があるからだ──的な感じに、帝国軍が勘繰るのではないかと思ったのだが、〝敵さんは絶対にバレないと考えている〟とまで言われてしまった。

			　だとすると、残る心配は敵兵の強さだろう。

			「それでソウエイ、敵兵の強さはどの程度なんだ？」

			　ソウエイがわざわざ脅威度が高いというのだから、かなり強いハズ。その返答によっては、作戦の見直しも必要になると俺は考えた。

			「平均的な評価になりますが、人間共が言う等級でＢランク相当ですね。上位者はＡランクオーバーがそれなりにいますし、下位者でもC+ランクは下りません。西側諸国の騎士団と比べても、非常に優秀だと言えそうです」

			　それはまあ、想定以上の戦力だ。

			　しかし、この世界での戦いは、量より質。Ｂランクでもかなり優秀なのだが、それでも、たった一人のＡランクの方が危険な場合があった。

			　──なのだが、だからと言って集団の力を甘く見ていい訳ではない。

			「臨時徴兵された雑兵は皆無で、全員が職業軍人で構成されているって事か？」

			「ああ。練度の高さ、武器や防具の質、そして戦術。そのどれもが、西側諸国の騎士団を上回っているようだ。お前の〝黒炎獄ヘルフレア〟でも、奴等の魔法防御を貫くのは困難だぞ」

			　ソウエイが言うには、敵の軍勢には軍団魔法レギオンマジックが常時発動中なのだと。その練度の高さは見事の一言で、小隊規模の総合力ではＡランクにも相当するとの事だった。

			　ゴブタ達もそうだが、連携の取れた部隊は厄介なのだ。個の力を合算するのではなく、乗算する場合だってあるのである。

			　二十名くらいでＡランクに相当するのなら、単純計算で三万五千ものＡランクを相手取らねばならない事になる。ハッキリ言って、これは油断出来ない。かなり危険な相手であった。

			「ま、大丈夫だろ。その為の迷宮だ」

			「クフフフフ。迷宮内で分散させれば、敵が実力を出し切る前に撃破する事も容易たやすい。全てはリムル様の想定通り、という訳ですね」

			　違うんですけど。

			　結果的には迷宮内での迎撃作戦が大正解だっただけで、敵の戦力次第では──って、待てよ？

			　そこまで考えて俺は気付いた。

			　相手がどんな戦力で来ようとも、今回の迎撃作戦は有用だったと。迷宮内であれば、相手の戦力を分散させて、こちらの戦力を集中させる事が可能となるのだ。

			　だからこそ、本気で迷宮を攻略するには、少数精鋭で挑むしかない、というのが真実なのである。

			　流石は智慧之王ラファエル先生だ、と俺は思った。

			「考えてみれば、ラミリスがいてくれて良かったな」

			　思わず呟いた俺に、ベニマルが同意する。

			「町への被害も防げますし、戦況を有利に運ぶ事も容易くなる。軍を指揮する立場としては、一番敵に回したくない相手ですよ」

			　ラミリスがいないからこそ、本音で褒められる。本人を前に褒めようものなら、しばらくはドヤ顔で自慢が煩うるさくなるからね。

			　それはいいとして。

			「俺達の方は問題なさそうだが、ゴブタ達の方の状況はどうなってる？」

			　〝管制室〟に設えられた複数の大スクリーンには、俺の魔法で各地の様子が映し出されている。当然そこには、ドワーフ王国近隣の映像も流れていた。

			　見事に整列する二千台の戦車。

			　こちらの布陣も、ドワルゴンの中央都市セントラルから、距離にして三十キロというところ。見事なまでに、こちらが予想した地点である。

			　気になるのは、戦車の性能だ。その砲口は、俺も何度も訪れた事がある正面大門へと向けられていた。

			　俺が知っている戦車より、帝国が開発した魔導戦車とやらの方が性能が上らしい。その戦車砲の射程もひょっとすると、俺が元いた世界のそれより優れている可能性がある。

			　まさか、これだけ離れているのに砲弾が届く、という事はないだろうけど……。

			　あの大門の内側広場には、ゴブタやガビル達も待機しているのだ。

			　ゴブタとガビルは、各軍団を率いてそれぞれ任務に当たってくれた。突発的な遭遇戦なども勃発せず、宿場町に残っていた住民の避難も完了していた。

			　そして予定通り、ドワーフ王国への援軍として、合流を果たしていたのである。

			「ドワーフ王国にて、ゴブタとガビル、両軍団長は受け入れられてます。あくまでも共闘関係という事で、指揮権までは奪われてませんがね」

			　ガゼルも了承してくれたので心配していなかったが、ドワーフ王国の軍部でも、約束はちゃんと守られているようだった。

			「それじゃあ、問題なさそうだな」

			「ドワーフ軍との連携に不安があるが……テンペスト側が攻めて、ドワーフ軍には守りに徹してもらうようにすれば、まあ大丈夫でしょう」

			　軍事行動で問題となるのは、指揮系統の混乱である。今回のように国籍が異なる軍団での共闘となった場合、どちらの命令を優先させるか決めておかねばならない。

			　ベニマルの場合、ユニークスキル『大元帥スベルモノ』による強制介入が可能である。戦場で敵味方が入り乱れたとしても、この権能があれば同士討ちの心配はいらないのだ。

			　ここにドワーフ軍が加われば、それは混乱の原因になりえた。なので、攻めと守りで役割分担する方が、かえって効率がいいとの結論を出したのである。

			「念の為に、もう一度ガゼルとも話し合っておいた方がいいかもな」

			「そうですね。帝国が陣を張り出した今、開戦まで時間も残り少ない。こちらも出陣する頃合いですし、最終確認の意味でも、ガゼル王と連絡を取りますか」

			　ベニマルも俺と同じ意見みたい。

			　それじゃあという事で、俺は早速、新しく設置した〝連絡器〟へと手を伸ばした。

			


			＊

			


			　〝連絡器〟とは、ベスターが開発に成功した魔力念話機器の事である。

			　これが優れている点は、音声情報だけでなく視覚情報まで伝達可能なところだ。

			　〝連絡器〟は、パソコンのような形状をしている。モニターとマウス、そしてキーボードという感じだ。マウスというか、手の平サイズの水晶球なのだが、これに触れる事で起動する。後はキーボードに刻まれている相手先を指定してやれば、相手と繋がるという寸法だ。

			　誰でも扱えるように、単純な構造となっているのである。

			　もっとも、不便な点もあった。

			　視覚情報とは言うが、これは脳内で再生された『思念』なのである。〝連絡器〟を握って起動させている時に考えている事が、相手に筒抜けになってしまうのだ。

			　これは、『思念伝達』と原理は同じ。俺は慣れていて雑念をシャットダウン出来るけど、不慣れな者だと要らぬ情報まで流してしまいかねない。

			　邪よこしまな事を考えていたりすると、うっかり相手に筒抜けになってしまう危険性があった。

			　下心など、もってのほか。この機器を使って女性を口説くのはオススメ出来ない、そう思う次第である。

			　精神訓練を受けていない一般人ならば、通話機能だけ利用するのが無難なのだった。

			　まあそれは、今後の改良に期待するとして。

			『もしもし、リムルです。ガゼル陛下はいますか？』

			　この世界でも当たり前のように『もしもし』と言う俺。身体に染み付いた習慣なので、何の疑問も抱かずにそうしていた。

			　そしてそれが、〝連絡器〟を利用する上でのルールとなってしまったのは御愛嬌というものだ。

			『もしもし、ガゼル陛下をお呼びしております。そのままでお待ち頂けますでしょうか？』

			『了解です』

			　〝連絡器〟の向こうで、バタバタとする気配を感じる。訓練された担当者だったみたいだが、俺の名前を聞いて慌ててしまったようだ。

			　取引先の会長トップからいきなり電話されたら、俺だって慌てたかも。もう少し配慮してあげれば良かったね。

			「リムル様を待たせるなど不敬の極み！」

			　なんて事を言って憤るシオンさんだが、そう思うのならば、君が代わりに連絡してくれても良かったんだよ？　それが本来の秘書的な役割だと思うのだが、シオンは絶対に〝連絡器〟に触れようともしない。

			　その理由は単純明快で、使い方がわからないからだ。

			　使い方がわからないというのとは、ちょっと違うかな。何度やり方を教えても、シオンの『思念』が強過ぎて壊してしまうのである。

			　それ以来、シオンは〝連絡器〟に対して苦手意識を持ってしまっていた。文句を言う資格すらないのである。

			「私としては、こんなものに頼らずに『空間転移』して、直接会えばいいと思うのですがね。何でしたら、ガゼル王を連れて参りますがどうでしょう？」

			　などとディアブロはディアブロで偉そうに言うが、どうもこうもない。相手にも都合があるのだから、先にアポイントメントを取るのが礼儀なのだ。

			　今回の場合、約束もなくガゼルを呼び出した俺の方が悪い。ちょっと待たされるくらい当たり前で、これで怒るのは筋違いである。

			「いきなりリムル様から声をかけられては、慌てるなというのが難しいでしょう。相手の担当者に同情しますよ」

			　というゲルドの声を聞き、シオンやディアブロも彼を見習って欲しいと思ったのだった。

			


			　三分も待たされずに、ガゼルからの応答があった。

			『待たせたな。そろそろ、こちらから連絡しようと思っておったのだ』

			　ガゼルの声が、モニターに付属するスピーカーから流れる。

			　画像は出ない。俺の場合は智慧之王ラファエルさんが管理してくれるので、流したい映像を選出出来る。しかし、ガゼルはまだ不慣れなので、通話機能のみの利用なのだろう。賢い選択である。

			『それは良かった。俺の用件は、共闘に当たっての役割分担、その最終確認だよ』

			『ふむ。それも重要だが、その前に一つ知らせておこう。我がドワルゴンの東部都市イーストの通行門だが、帝国軍によって封鎖されたぞ』

			　ガドラからの情報通りだな。

			　それは恐らく、ユウキが率いる軍団だろう。

			『映像を確認した。送るよ』

			　俺は〝神之瞳アルゴス〟を帝国内へと向ける。遠距離な上に『結界』による魔法妨害もあり、鮮明とは言い難い映像だ。それでも、イーストから延びる街道を封鎖する集団が見て取れた。

			『貴様の言う通りだったな。敵が寝返ったと聞いた時は罠かと疑ったが、どうやら少しは信じられるらしい』

			『いや、どうだろう？　ガドラが帝国を見限ったのは疑いようもないけど、アイツを信用するのはどうかと思うね。それに、本人の自覚なしに利用されているパターンもあるし、油断はしない方がいいよ』

			『フッ、言うではないか！　それだけわかっていれば、上出来だ』

			　ガゼルはそう言って、楽しそうに笑った。

			　俺が油断していないか試したみたいだが、相変わらず兄弟子風を吹かせたいのだろう。

			『さて、リムルよ。帝国へ送り出した使者だが、のらりくらりと誤魔化されておるようだ。我がドワルゴンとしては、法律上、先制攻撃は最後の手段となっておる。不利ではあるが、それがドワーフの誇りである以上、帝国の出方を待つ他ない。貴様達までそれに付き合う必要はないが、さてどうする？』

			　笑いを引っ込めたガゼルは、そう人が悪そうに言った。

			　これの意図を読み解くとどうなるのか？

			　俺はベニマルへと視線を向ける。すると、ベニマルもニヤリと笑って目配せを返してくれた。

			　会話を交わすまでもなく、意思疎通はバッチリだ。

			　わかった、と一息吐いてから、俺は襟を正してモニターへと向き直った。その何も映し出さぬ画面を見ながら、堅苦しく告げる。

			『帝国軍は我が国領内へと、こちらの了承も得ずに無断で侵入した。これは断じて看過出来ない事態であり、我が国としては軍事的オプションまで視野に入れた、強硬な対応を検討している。ついては、我が国の同盟国である貴国にも、追従の意思を確認しておきたい』

			　と、こんな感じで。

			　満足そうなベニマル。

			　うんうんと頷くシオン。

			　ゲルドは武者震いしているし、ディアブロは嬉しそうに何やらメモを取っていた。

			　そのメモは何なのか、それをどうするつもりなのかは不明だが、碌なものではないだろう。後で処分しようと決意しつつ、俺はガゼルからの返答を待つ。

			『うむ、王らしくなったではないか。それでいい。領内の奥深くまで誘い込ませたのは、最初からここで迎撃するつもりだったのだろう？』

			『勿論。町への被害を考えたら、国境沿いで戦うという選択肢もあったんだ。でもさ、それをすると、後から魔物の侵略に対する正当防衛だ、とか主張されそうだったからね。我が国領内ならば、そうした言い分も封じられるし、西側諸国への危機意識も植え付けられる。住民達の避難も無事に終わったし、ここまでくれば大義名分も立つってものさ』

			『ふはははは！　腹芸を覚えたのはいいが、それを口にするのは減点だぞ』

			　などと、ガゼルが笑う。

			　そっちから水を向けたくせに、とんだ言い草だ。と思ったら、その言葉には続きがあった。

			『とは言うものの、余もまどろっこしいのは好かん。軍事に関しては特に、認識の齟そ齬ごがあっては事だからな。故に、ハッキリと伝えておく。〝ジュラ・テンペスト連邦国〟に、帝国との交渉を任せる。その後、開戦と決定したならば、我が〝武装国家ドワルゴン〟は、テンペストの同盟国として参戦を表明しようではないか。戦時中の指揮系統での混乱を避ける為、我がドワルゴンは守勢に徹するが、構わんな？』

			　おお、思っていたよりも明確な答えだ。

			　ドワーフ王国には絶対中立という立場があるから、領土侵犯でもされない限り、迂闊に手出し出来ないだろうと思っていた。これもベニマル達と予想していた通りだったので、俺は驚く事なくその提案を受け入れる。

			『ありがとう。そう言ってもらえると心強いよ』

			『吐ぬかせ。こうなると、最初から予想していたのであろうが。まあ、それが一番無難な戦術だが、同盟軍の危機とあらば名分は立つ。もしもの時は、遠慮なく余を頼るがいい』

			　いやあ、本当に頼もしい。

			　千年不敗のドワルゴンという後ろ盾を得た。敗戦となった場合に逃げ込める先があるだけでも、安心して戦えるというものだった。

			『それじゃあ、こっちは予定通り使者を派遣するよ』

			『我が国は中央と東を守る為に、二つに軍を割り振る必要がある。守勢に徹するのは、我が国の都合でもあるのだ。それに、気を付けろよ。貴様が〝戦車〟と呼ぶ新型兵器だが、その戦力は不明だ。帝国兵共の装備を見ても、剣の時代が終わろうとしておるのやも知れぬ。危険な役割を押し付ける形になるが、許せよ』

			　ガゼルは俺達を心配してか、そんな言葉をかけてくれた。

			　確かに、安心しろとは言い切れない。ガゼルが言うように、魔導戦車の性能が未知数だからだ。

			　だから俺も、必要ないとは思いつつ、ガゼルに警告しておく事にした。

			『俺の知る知識だが、元いた世界にも戦車って兵器があったんだ。火薬を爆発させて、その威力で砲弾を飛ばす。単純な原理だけど、そのメカニズムは複雑でね。砲弾の威力、射程、命中精度、どれを取っても凄まじいものだったみたいだよ。帝国の開発した魔導戦車が、これと似たような仕組みになっているならば、既存の戦術では対応出来ない可能性がある』

			　ガゼルの言う通り、剣の時代は終わるのだろう。

			　そしてそれは、より過激な戦場を現出させる可能性が高い。

			　砲弾を飛ばすのに、火薬ではなく魔法の力を用いれば？

			　そのシミュレーションを智慧之王ラファエルさんに計算してもらったのだが、結果は恐るべきものだった。魔法の術式次第では、現代科学の申し子である戦車よりも、圧倒的に高威力の魔砲弾を生み出せるらしいのだ。

			　しかも、それは質量兵器であり……。

			『対魔法の『防御結界』が意味を為さない、という事か？』

			『その通り。『魔法結界』だけではなく、『魔法障壁』も必須って感じだね。しかも、かなりの威力が想定されるから、『土壁生成』や『構造強化』なんかも併用させて、塹ざん壕ごうや土壁で二重三重に防御を固めておいた方がいいと思う』

			『やはり、か。誰しも、考える事は同じであったか。新たな時代に対応すべく、我々も〝魔装兵〟の開発に取り組んでおったのだ。それが先を越されたからと言って、文句を言うのは筋違いというものよな。それで、勝てるのか？』

			　その問いへの答えは難しい。

			　だからこそ、俺が言えるのはこの言葉だけ。

			『勝てる勝てないじゃなく、勝つ！　それしか言えないよ』

			　その言葉は、ガゼルを、そして俺の仲間達までも、とても満足させたようだ。

			『ふっ、ふははははは！　頼もしいヤツだ。武運を祈るぞ！』

			『ああ、任せとけ！』

			　そのやり取りを最後に、ガゼルとの通話は切れた。

			　最終確認としては上々であろう。

			「確認は以上で良かったよな？」

			「十分です。俺達の好きなようにしていいと、言質は取りましたから」

			　ベニマルの返事に俺は頷く。

			　機は整った。

			　ここまでくれば、帝国の動きを待つまでもない。こちらの準備も整った事だし、正式に戦争を開始するとしよう。

			　正義は我等にある。

			　我が魔王領──ジュラの大森林の深奥まで、帝国軍は侵攻している。これは、言い逃れ出来ない事実なのだ。

			　後は、我等が全てを見通していると相手に気付かれないように、大慌てで対策しているという感じに交渉を行わせるとしよう。

			　さて、誰に命じるか。

			　ゴブタやガビルでは華やかさに欠けるし、それに何より交渉事に向いてない。

			　特にガビルなんて……最初の出会いを思い起こせば、使者に出すのは不向きに思えた。

			　となると──一人しかいないな。

			　俺はテスタロッサに命じる事にした。

			　まあ、彼女ならば、帝国が問答無用で攻撃して来ても、死ぬ心配はない。

			　茶番だが、お約束は必要だろう。

			　何も言わずに先制攻撃を仕掛けてもいいと思うが、魔王には演出も大事なのだ。

			　俺はそう考え、決定的な命令を行うべく『思念伝達』を発動させた。
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			　リムルとガゼルが〝連絡器〟でやり取りしていた頃。

			　ドワーフ王国の大門の内側では、ゴブタ率いる第一軍団（約一万二千名）と、ガビル率いる第三軍団（約三千名）の、約一万五千もの兵が集結していた。

			　洞窟内には入らず、外縁部にある広場にて野営中である。

			　宿場町の住民避難は無事に終わっており、今は帝国の出方を窺っている状況だった。

			　帝国からは未だ使者が訪れておらず、降伏勧告もない。けれど、開戦が間近であるというのは、この場に集う者達ならば肌で感じられる出来事であった。

			　ドワーフ軍も、慌ただしく戦争準備を行っている。

			　ドワーフ王宮騎士団には七つの部隊があり、その内の二つ、工作部隊と魔法支援部隊に所属する将兵達が、大門の補強及び臨時の防壁を作成中であった。

			　土魔法で構築された土壁が、火魔法であっという間に煉れん瓦がを凌ぐ強度を得る。それを更に強化して、鉄壁の防壁が生まれるのだ。

			　流れるような作業で、大門の外側に三重の防壁が構築された頃、動き出したのは重装打撃部隊だ。

			　全身を魔法の武具で固めた重装打撃部隊の将兵達は、その見た目とは裏腹に機敏な動きで整列していく。

			　何か、事態が進展したのだろう。

			　だがしかし、ゴブタ達は気にしない。

			　忙せわしないドワーフ達を横目にして、第一、第三軍団の面々は、思い思いに寛くつろいでいる。

			　ゴブタとガビルは、仲良く地面に座って食事中だった。

			　その隣には何故かテーブルセットが準備されており、豪奢な日傘まで用意されている。その真っ白な椅子に座るのは、テスタロッサとウルティマだ。

			　彼女達はティータイム。

			


			

			


			　給仕するのは執事然とした男、ヴェイロンである。老齢な見た目ながら、その背筋はピンと伸びている。美しい姿勢で、彫像のように直立不動であった。

			「これ、滅茶苦茶美う味まいっすね！　男気溢れる料理って感じで、自分は大好きっすよ！」

			「うむ！　吾輩も満足なのである。この絶妙の歯応え、噛めば噛むほど味が染み出す、絶妙の美味さであるな！」

			　ゴブタ達が口にしているのは、ウルティマの従者であるゾンダが用意した食事だ。骨付き肉を丸焼きにして、塩と香草のみで味付けされている。支給品ではなく、ちゃんとゾンダが狩りをして仕留めた獲物を用いた料理だった。

			「軍団長である御二方にそう言ってもらえると、料理人冥利に尽きるというものです。私の専門は宮廷料理ですので、こういう野営食は不得手でして。失礼な点が御座いましたら、どうかご容赦下さい」

			　そう言ってゾンダは、優雅に一礼してウルティマの側に控えた。

			　ゾンダが着るダブル仕様のコックコートは、シュナ特製の逸品だ。地獄蛾ヘルモス産の絹織物を加工し、ゾンダの髪色と同じ薄紫に染め上げてある。

			　鎧や軍服を着用している者ばかりなので、ゾンダはひと際目立つのだ。

			　テスタロッサやウルティマさえもが、特注の軍服姿である。テスタロッサはズボンタイプで、ウルティマはスカートタイプという違いはあったが、それは紛れもなく軍服なのだ。ゾンダが目立つのも当然であった。

			　ゾンダの仕草は洗練されており、戦場には不似合いに思える。気品すら感じられるが、ゾンダはいまや必要不可欠な人物となっていた。戦場で料理指導を行い、ゾンダは皆の胃袋を鷲掴みにしたからだ。

			　また、ウルティマの従者という立場も、ゾンダが自由に振舞える理由の一つになっていた。

			　ウルティマ自身が自由奔放な性格であり、ガビル軍団長の相談役としての権限を大いに活用している。その堂々とした態度が、他の魔物からの苦情を一切合切跳ね返していたのだ。

			　既にウルティマは、魔物の国では有名人であった。そんな彼女にモノを申せる者など、極少数の限られた者だけになっていたのだ。

			「わたくしの口には合わないわ。品数も少ないし、もう少しバリエーションを増やしてもらいたいものね」

			「それには同意かな。焼くだけとか、鍋とか、ちょっと手抜きが酷ひど過ぎるね。せっかくシュナさんや吉よし田だ氏と知己を得たんだからさ、もっと腕を磨いてボクの役に立ってよね！」

			　絶賛するゴブタとガビルと違い、テスタロッサやウルティマからは不評だった。

			「申し訳御座いません」

			　と、素直に謝罪するゾンダ。しかし、そんなゾンダにガビルが声をかける。

			「いやいや、ゾンダ殿。ウルティマ殿も、ゾンダ殿の腕は認めておられると思いますぞ！　問題は、味ではないのではありますまいか」

			　突然そんな事を言い出したガビルに、その場にいた者達の視線が集中した。

			　興味を引いたという表情を浮かべるテスタロッサ。

			　自分の言葉を否定され、不満顔のウルティマ。

			　主あるじの不興を買うのではと、動揺するゾンダ。

			　平然として、感情を見せないヴェイロン。

			　そんな中、空気を読まずにゴブタが問う。

			「どういう意味っすか？」

			「よくぞ聞いてくれた、ゴブタ殿！　いや、何。吾輩も妹から、よく怒られるのだ。もっと女性の気持ちになって物事を考えろ、とな」

			「つまり、どういう事っすか？」

			　そう問い掛けつつ、ゴブタはガブリと肉に喰らい付く。

			「それだよ、ゴブタ殿。吾輩達ならば、こうして人目も気にせずに食事出来る。しかしだ。テスタロッサ殿やウルティマ殿では、吾輩達と同じようには出来んだろう」

			　そこまで聞いて、ゾンダはガビルの言わんとする事を察した。そして同時に、なるほどと納得する。

			　受肉するまでは食事など不要だっただけに、そうした基本的な事を失念していた事に気付いたのだ。

			　料理とは、味だけが全てではないのだと。

			「へえ、ガビルさんらしくもない、物凄くいい意見じゃないっすか！」

			「いやいや、吾輩だって努力しておるのだよ。と言っても、実はこれはリムル様からの受け売りでもあるのだがな……」

			　そう言ってガビルが語ったのは、少し前にリムルに相談に乗ってもらった時の話であった。

			『吾輩もリムル様のように、女性からモテたいのですが……どうすれば良いのでしょうか？』

			『俺にそれを聞く？　俺だって童──いや、何でもない。ガビル君、君に知恵を授けよう。女性にモテたければ、デリカシーを持つ事だね。そうすれば自然と、相手からも好意を得られるようになる、と思うよ』

			　というリムルとの会話があったのだと、ガビルは自慢するように語った。

			「そして吾輩は、ソーカのヤツの言葉を思い出したのだ。リムル様が仰おっしゃりたかったのは、相手が嫌がる事をしないようにする──という、実に基本的な事だと悟ったのだよ！」

			　ガビルの力説に、一同は感心した。

			　流石はリムル様だ、と。

			　本人がこの会話を聞いていれば赤面しただろうが、幸いにして、この場にリムルはいなかった。ガビルの独どく壇だん場じょうを止める人物はいなかったのである。

			「失礼致しました、ウルティマ様、そしてテスタロッサ様。次の機会には必ずや、貴女あなた様方の期待に応える料理を出せるよう、精進する事をお約束します」

			　綺麗な姿勢で一礼し、ゾンダはウルティマとテスタロッサの前に出た。そして跪ひざまずき、そう口上する。

			「へえ、貴女のシモベは優秀なのね。それに比べて、わたくしのシモベは……」

			「何を言ってるのさ。ボクから見ても、モスは便利そうに見えるよ？　それにシエンだって、テスタの代理を任せてるって事は、書類仕事が得意なんでしょう？　ボクのシモベ達は肉体労働派だから、そういう雑事を任せられるシモベは羨ましいけどね」

			「そうねえ、ウルの言う通りなのかも。ないものねだりをしても仕方ないものね」

			　跪くゾンダを無視するように、テスタロッサとウルティマは会話を続けた。その態度はゴブタ達から見れば冷たく見えるものの、実際は真逆である。

			　悪魔の頂点である彼女達からすれば、他者を褒めるどころか、関心を持つ事さえも滅多にないのだ。それがわかっているだけに、話題に出されるヴェイロンやゾンダは、とても緊張していたのである。

			　と同時に、主達から認められているのだと実感して、魂が燃え上がるような高揚を感じていた。

			　それなのに、そんな空気に気付かぬ者がいる。

			　ゴブタだ。

			「何だか女性は大変っすね。アレっすよね、要するに小さく一口サイズに切って、食べやすいようにして出せって。ガビルさんの言う事もわかるけど、正直、面倒臭いっすよ！」

			「ゴブタ殿、そういう事は思っていても口に出さぬものですぞ。それが、紳士になる為の第一歩というもの。吾輩はそう、リムル様の言葉より学びました」

			「いやあ、それはわかるっすよ？　でも、ここは戦場っす。食べられる時に食べる。贅沢を言わない。これが、この場での正しい姿であると、軍団長を任される自分としては思うっす！」

			　食べられれば、何でもいいじゃん──と、ゴブタは思うのだ。ましてここは戦場であり、そんなワガママな事を言う時点で、ちょっとどうかと苦言を呈したくなったのである。

			　軍団長を任された事で、ゴブタにも責任感が生じていた。また、この場にいる部下達に、ちょっぴり恰好いい姿を見せたいという、そんな考えもあったりする。だからこその、今の発言なのである。

			　ゴブタの言う事は正しい。正論であった。

			　だがしかし、世の中には正論が通じぬ相手だっている。ゴブタはその事を、もっとよく考えるべきであったのだろう。

			「ゴブタ君って、面白いね！　ボク、ゾクゾクしちゃうよ」

			「ええ、本当に。わたくしの担当で良かったわ」

			　笑顔で応じる、ウルティマとテスタロッサ。

			　しかし、その目はまったく笑っていない。

			　あ、ヤバイやつだ──と、ゴブタ以外の誰もが思った。

			「ちょ、ちょっとゴブタさん。ゴブタ軍団長？　その辺で。もう十分、情報武官の方々も理解されておられるかと……」

			　慌てて止めるのは、ゴブタの副官の一人であるゴブチだ。

			　ゴブチは、ゴブタに悪意がない事も、素直な感想を述べているだけだという事も、長い付き合いなので理解している。ゴブタの言い分は、決して間違ってはいないのだ、と。

			　しかし世の中は、正しいだけでは生きていけない。そんな正論が通じない相手がいるのである。

			　ゴブチは空気の読める男だったので、テスタロッサ達が怒らせてはならぬ危険な相手だと悟っていた。常識的に考えて、戦場でティータイムを楽しむ相手がまともな訳がないからだ。

			（ゴブタさん、そんな相手に説教するのは不ま味ずいですぜ!?）

			　というのが、ゴブチの今の心境だった。

			　ゴブチが予想した通り、ゴブタは非常に危険な状態にあった。

			　テスタロッサやウルティマは、ゴブタに腹を立ててなどいない。ただ単に、面白そうなオモチャだなと思っただけである。

			　しかし、原初の悪魔である彼女達がオモチャにするという意味、それは即ち……。

			　ゴブタの命運は、風前の灯火だったと言えよう。

			　だが、ここで奇跡は起きた。

			『あ、テスタロッサ？　今話しても大丈夫か？』

			　このタイミングで、リムルがテスタロッサへと『思念伝達』で語りかけたのである。

			　これによって、ゴブタは救われたのだった。

			『何も問題御座いませんわ。それでリムル様、どのような御用でしょうか？』

			　その場に跪き応答するテスタロッサ。

			　それを見た周囲の者達も、テスタロッサがリムルからの『思念伝達』を受信したのだと悟る。

			　それから皆が跪くまで、そう時間はかからなかった。

			　そんな事とは気付かぬリムル。

			『あ、うん。ちょっと待ってね』

			　と能天気に言ってから、今度はゴブタとガビルにも『思念伝達』を繋ぐ。

			『これで繋がったかな？』

			『ハイっす！』

			『吾輩も大丈夫でありますぞ！』

			　それに頷くリムルの気配。続くリムルの発言は、テスタロッサ達を驚かせるものだった。

			『今、ガゼル王との打ち合わせが終わった。帝国に対する先陣は、我がテンペスト勢が担う事になったんだが、その前に。先ずは帝国との交渉がある訳だ』

			　本当は先制攻撃を仕掛けたいが、その前に一度は降伏勧告を行う予定なのだ、と。

			　それからリムルは、ガゼルとの取り決めを説明していく。テスタロッサ達は口を挟まずに、全ての説明を聞き終えた。

			　その後で。

			『それで、リムル様。その交渉に、わたくしが出向けば宜よろしいのですわね？』

			　察しのいいテスタロッサが、そう問い返す。

			　それは確認という形を取っているが、彼女の中では決定事項であった。問題は、その落としどころだ。

			『おお、その通り。お前はここでも外交武官として、俺の全権代理としての権限を与えておく。いつでも俺に対して相談──『思念伝達』を繋げる事を許可するし、軍団長に比肩する立場もそのまま適用されるから、ゴブタやガビルと協力して上う手まくやって欲しい』

			『御心のままに』

			　今はウルティマと同じく監察官として派遣されているのだが、テスタロッサには西方配備軍の軍団長という立場もある。今回は出番のない軍団ではあるが、その勢力は魔国連邦テンペストでも最大規模のものだった。

			　立場的にもゴブタやガビルと同列であり、帝国への使者として、正にうってつけの人材だと言えるだろう。

			『お、おう。それで、帝国へ使者として出向くのは危険だと予想されるが、大丈夫か？』

			　と、リムルは心配そうに問いかけたのだが、当のテスタロッサは嬉しそうに受諾する。

			『何も問題御座いませんわ。わたくしがリムル様の御威光を、帝国の身の程知らず共にも教授して御覧に入れます』

			『そ、そうか。出来れば、戦争回避が望ましいんだけど、それは叶わないだろう。ならば後は──』

			『帝国を敵と見み做なし、殲せん滅めつすれば宜しいのですわね』

			『──えっ!?　いや、まあ、そうなんだが……』

			『お任せ下さいませ。リムル様の慈悲である最後通告を無視するような愚か者共は、この世に生きている価値など御座いませんでしょう。そのことごとくを、滅してやりますわ』

			　テスタロッサは殺やる気満々だ。

			　それを感じ取ったガビルはドン引きし、『吾輩、このような恐ろしいおなごは、ちょっと御遠慮したいものであるぞ』などと思っていた。それに対してゴブタは、相変わらず大したものだった。

			『リムル様、どうか安心して欲しいっす。テスタロッサさんも初めての戦場で張り切って、威勢のいい事を言ってるんすよ。自分がちゃんと付き添ってサポートするっすから、大船に乗った気でいて欲しいっす！』

			　などと、空気を読まずにリムルに宣言したのである。

			『えっ、お前が!?』

			『勿論っす。自分も軍団長として、責任ある立場になったっすからね。か弱い女性を守るのも、自分の務めってやつっすよ』

			　驚くリムルに、ゴブタはそう言って胸を張る。

			　これにはテスタロッサも苦笑い。

			（この子……バカだけど、嫌いじゃないわ）

			　ここまで自分の事を勘違いされると、テスタロッサとしても呆れる他ない。

			　テスタロッサがその残忍性を隠そうともしていないのに、ゴブタはまったく気付かないのだから、その図太さを認めてあげてもいいと思えてきたのだった。

			『わ、わかった。それじゃあランガも派遣するから、お前とランガでテスタロッサの護衛についてくれ。帝国がこちらの要求に応じたら良し。応じない場合はその場で開戦となるから、絶対に死なないように気をつけろよ？』

			『任せて欲しいっす。自分、逃げ出すのは得意っすから！』

			『そうか、それじゃあ任せたぞ！』

			　そう告げて、リムルからの『思念伝達』は終了したのだった。

			


			　こうして、魔物の軍勢の出撃が決定した。

			　誰もが静まり返り、その様子を見守る中──

			「ようやく出番っす！　さっさと片付けをおわらせて、出陣するっすよ!!」

			　──と、ゴブタの号令がその場に轟とどろく。

			　そして、魔物の軍勢が一斉に動き出したのである。
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			　うーん、ちょっと思ってたのと違うんだけど──というのが、テスタロッサ達へ命令を伝えた俺の感想だった。

			　こっちが慌てて対応しているように──などと、言い出せない雰囲気だった。

			　いや、まあ、考えてみれば至極当然だったな。魔王の威光を見せつけるには、慌ててる演技は不自然なんだよ。あの対応で正解だったのだと思う。

			　それにしても、テスタロッサは頼もしい。

			　格調高く、俺の威厳を帝国に知らしめてくれそうだ。

			　帝国軍を殲滅するとか言っていたけど、まさか本気なのだろうか？

			　いや、そんな訳……でも、テスタロッサもディアブロと同じ。という事は、問題児なのは間違いないだろうし、本気である可能性が高い、か。

			　原初って、滅茶苦茶ヤバイみたいだし、止めた方が──って、今更だな。これは戦争なのだから、敵対者を哀れむのは勝った後の話なのだ。

			　思わぬ収穫もあった。

			　それは、ゴブタの成長である。

			　責任ある立場を与えたお陰か、かなり真面目に自分の役目を果たそうとしている。

			　立派になったものだ。

			　ゴブタが成長してくれれば、俺も楽が出来るようになる。この調子で頑張ってもらいたいものだが、そろそろ地雷を踏み抜きそうな怖さもあるな。

			　面白がって様子見をしていたけど、テスタロッサが本気で怒る前に、ゴブタにもネタバレしてあげた方がいいかも。

			　そんな事を思いつつ、俺は口を開く。

			「ランガいるか？」

			「ここに！」

			　俺の影から、ランガがにゅっと飛び出して来た。

			　パタパタと揺れる尻尾が可愛かわいい。ちょっとモフって昼寝したくなるが、グッと我慢する。

			「ランガ、お前はゴブタについて、何かあったら守ってやってくれ」

			　ランガの尻尾がピタリと止まった。

			　一瞬の沈黙の後、かなり落胆した調子でランガが答える。

			「……承知しました、我が主よ。それで、いつ出向けば宜しいでしょう？」

			　何だか、行くのを嫌がっている子供のような反応だ。

			　その一瞬で何を考えたのか察せられたが、俺の命令に変更はない。帝国の戦力が未知数である以上、ゴブタだけでは不安なのである。

			「今直ぐお願いね」

			「それでは、出発します……」

			　しょぼーんとした様子で、去って行こうとするランガ。

			　俺と離れるのが、そんなに嫌なのか……。

			「頼むぞ。ゴブタも頼もしくはなってるんだが、やっぱりお前が行ってくれた方が安心だからな！」

			　ちょっと可哀かわい相そうに思うが、ここは頑張ってもらいたい。そう思った俺は、一言ランガに声をかけた。

			　すると、その途端。

			「お任せ下さい、我が主よ！」

			　そう答えたランガは、やる気に満ちて輝いていた。

			　覇気のなかった足取りが、俺の一言で颯さっ爽そうとしたものに変化している。それに、ランガは『空間転移』も使える。これならば、ゴブタ達の出発までには間に合うだろう。

			　これでひとまず安心、と。

			「さて、帝国との交渉だが、まず間違いなく決裂するだろう。その場で宣戦布告し、即開戦となる予定だ。そうなると、どのように布陣させるべきか……」

			　テスタロッサの言動からも、開戦になるのは疑いようもない。本音では回避したいが、それは無理というもの。我が国内部にここまで進軍して来た以上、何もせずに帰ってくれるとは思えなかった。

			　少なくとも、一度は戦ってこちらの力を見せつける必要があるだろう。

			　だが、相手は未知の戦力──戦車部隊である。下手な策を取ると、我が方も大ダメージを負いかねない。慎重に作戦を決める必要があった。

			　こういう時は勿論、ベニマルの出番である。

			「テスタロッサの交渉で開戦と決まったら、本都市は即座に迷宮内部へと隔離させます」

			「それなら、ラミリスも呼んでおいた方がいいな」

			「ええ。ここまで来ると開戦間近ですし、退屈はしないと思いますよ」

			　戦争を娯楽のように考える時点で、何か間違ってると思うんだけど。ここら辺、魔物の考え方が人とは違うところだな。

			「それで？」

			　ここは予定通り、迷宮という最高の防衛施設で守られる事になる。こっちの土俵なので、主導権は握れるだろう。

			　問題は、ゴブタ達の方なのだ。

			「普通に考えたら、戦力比があり過ぎます。しかし、敵は大きな塊かたまり、戦車とやらを一個の魔物として考える事も出来る。それならば、逆にこっちが有利ですね」

			　それに付随する補給部隊など、数の内には入りません──と、ベニマルの自信に満ちた態度が物語っていた。

			　そんな事もないと思うんだけど、ベニマルの言葉には説得力がある。俺は取り敢あえず、続きを聞く事にした。

			「ただし、部隊を大きく展開させると、戦車砲の餌食にされかねません。リムル様の知識映像を基に推定威力を算出しましたが、緑色軍団グリーンナンバーズでは耐えられないでしょう。そこで、帝国軍と最初に相対させるのは、狼鬼兵部隊ゴブリンライダーのみとします」

			　え？　それはちょっと厳しくないか？

			「たった百騎だけで挑ませるのか？」

			「そうですね。最初はそれで様子見をします。敵方の戦車が俺の予測通りならば、全軍を突入させたら勝てますが、想定を上回るようならば、その時点で作戦を立て直す必要が生じます。ですから、どっちにしても戦ってみる必要があります。その場合、犠牲が増えるのは面白くありませんから」

			　と、ベニマルは涼しい顔で説明してくれた。

			　それはつまり、ゴブタ達を試金石として用いるという事である。下手をすれば、ゴブタ以下の狼鬼兵部隊ゴブリンライダーは捨て駒になってしまう恐れがあった。

			　だが、ベニマルに動揺はない。

			　それがもっとも効率がいいと、実に冷徹に判断を下している。

			「最悪の場合、ゴブタ達はどうなる？」

			「各自の判断で『影移動』で逃亡するようにと、言い含めてありますよ」

			　なるほど……そういう意味でも、緑色軍団グリーンナンバーズは動かせないのか。

			　ベニマルが予測した戦車の性能だが、俺の記憶というか、知識が基になっている。テレビで見ただけの知識なので、かなりあやふやなものだ。

			　だがしかし。

			　俺には智慧之王ラファエル先生という強力な味方がいるので、あやふやな記憶からとはいえ、かなり正確なスペックを算出出来ていると思う。

			　それに加えて、今見ているように帝国の戦車の形状は筒抜けだ。

			　戦車砲の口径や延長、サブ武器っぽい機関銃のようなものも把握している。これは〝異世界人〟の知識を基に作られたものだろうから、運用に関しては似通っているはず。威力や性能が未知数ではあるものの、警戒すべき点だけ見れば、どちらも同じであると考えていた。

			　ベニマルの推測と智慧之王ラファエル先生の演算結果が誤差程度だったので、作戦立案に関してもベニマルの見立て通りで間違いあるまい。

			　少なくとも、素人である俺が考えるよりもマシなはずだ。

			　ベニマルの計画はこうだ。

			　まず、戦いが始まると同時に、百騎が一斉に突撃を敢行する。高速機動を生かし、不規則な動きで戦車砲の照準を合わせる隙を与えない。そうすれば、直撃を喰らう事はないという理屈だ。

			　少数部隊であるからこそ、どのような事態にも対応出来る。運が良ければ、一撃離脱で敵を翻ほん弄ろう出来るだろう。

			　説明を受けて、俺もなるほどと納得した。

			　ビビったら負けだ──と、ベニマルはゴブタ達に説明したらしい。

			　勿論、戦場では何が起きるかわからない。

			　敵側が無茶な行動を取る場合もあるだろうし、それがラッキーヒットになる可能性もある。直撃さえ防げば死ぬ事はないなんて言っているけど、こればかりは蓋を開けてみるまでわからないのだ。

			　だからこそ、万一の場合は直ぐに撤退するようにと、全員に徹底させているのだった。

			「けどまあ、逃げ出すのは最後の手段ですよ。リムル様の威光に泥を塗るような真似など、俺が決して許しません」

			　帝国よりも、ベニマルの方が怖いね。

			「無茶はさせるなよ？」

			「そりゃあ、無理ってものです。勝つ為には、全力を尽くすのが礼儀ですから」

			　ベニマルがそう答え、爽やかに笑う。

			　その顔に迷いなどなく、恰好いいんだが、俺としては複雑な気分だ。ベニマルの言い分もわかるのだが、それでは誰かが犠牲になるのも仕方ないと聞こえてしまうのだ。

			　俺の威光なんて、本当はどうだっていいのだ。それがあった方が、国家の威信が守られる。だけど、そんな威信を守る為に犠牲が出れば、それは本末転倒なんじゃないのか？

			　俺はさ、仲間達の誰一人として、傷付いて欲しくないんだよ……。

			　最悪の場合を想定し、いつでも第三軍団を『転送』して援軍に回せるようにしておこう。

			　自分が戦うのなら、こんな恐れなど感じる事はないのに──と、俺は不安な気持ちを抱いたのだった。
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			　機甲軍団の軍団長──カリギュリオの腹心であるガスター中将は、今回の遠征にあたり『魔導戦車師団』の指揮を任されていた。

			　三十代半ばの、筋骨たくましい精せい悍かんな男である。

			　後方に配置された最新式の指揮専用車両の上で踏ん反り返り、戦場の空気を楽しむ。周囲の大森林の様子に変化はなく、行く手を遮さえぎる者もいない。そんな状況に慣れきったガスターは、今回の戦で得られるであろう名声に思いを馳せる。

			（千年不敗のドワーフ王国──かの英雄王ガゼルが治める武装国家ドワルゴンを、この俺の手で打倒する。これほど痛快な話もあるまい！）

			　ガスターが思い描くのは、万民からの喝采かっさいだ。

			　新たな英雄の誕生として、後世の歴史にも名を残す事になる。それを夢想するだけで、ガスターの心は熱く滾たぎった。

			　英雄王ガゼルを倒した男、その称号が自分のものとなる。それはそう遠くない未来の話であり、確実に訪れる予定調和。何しろ、そう確信させるだけの戦力を、ガスター中将率いる『魔導戦車師団』は有しているのだ。

			　二千台の魔導戦車が、一糸乱れぬ動きで列をなす。

			　山の麓ふもとに広がる平野部に、横百台、縦二十台の布陣だ。

			　その勇壮な眺めに、ガスターはとても満足した。しかし、それは既に相手の策の上にあったのだ。

			　戦車個々のサイズは、全長約十メートル、全幅三・五メートルであり、それが二千台も連なると、展開させるにも場所を選ぶ。ガスターは事前の調査通りに部隊を展開させたのだが、それはリムル達が予想した地点と見事に一致していたのだった。

			　そんな事とは思いもよらぬガスターだったが、軍人としては優秀な男であった。中将という役職に相応ふさわしく、個人としての戦闘能力にも秀でている。

			　ガスター自身、近衛騎士ロイヤルナイトにも負けぬと自負しているほどだ。

			（俺が選ばれないのは、序列強奪戦に参加する機会がないからに過ぎぬ。この師団を任されている以上、常に軍事行動中みたいなものだからな）

			　と、ガスターは忌々いまいましく思っていたのだ。

			　無論、中将というのは高位の役職である。帝国内でも一握りの、上位貴族にも準ずる上流階級だ。

			　庶民からすれば手の届かぬ存在と言っても過言ではないのだが、ガスターはそれで満足していなかった。

			　いつかはカリギュリオに取って代わり、自身が軍団長へと成り上がる。そして、英雄となるのだと、ガスターの野望は大きい。

			　ガスターの望みは金銭ではなく、名誉にこそあった。だからこそ、迷宮攻略ではなく英雄王ガゼルとの決戦を志願したのである。

			　それにガスターは、そうした大望を抱くに足る実力があった。

			　ユニークスキル『演奏者カナデルモノ』という、音を司る能力を保有しており、様々な音を聞くだけで状況を細かく分析する事が出来る。

			　また、特殊な波動で特定の指示を発する事も可能であり、混戦の最中であったとしても、味方を統率する事が出来るのだ。

			　軍団を指揮する上で最高の力だが、特筆すべきはそれだけではない。

			　ユニークスキル『演奏者カナデルモノ』には、凶悪な攻撃手段も隠されていた。

			　音波を操り対象に照射する──音波砲による細胞破壊という荒業を、ガスターは意のままに操れるのだ。

			　まぎれもなくガスターは、帝国でも上位に位置する実力者なのだった。

			（フンッ！　近衛共が強いのは認めよう。しかしそれは、奴等が皇帝陛下より賜たまわった伝説級レジェンドの武具があったればこそ！　この俺こそが、それを手にするに相応しいというのに……）

			　伝説級レジェンドの武具を身に纏まといさえすれば、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟という最高の栄誉をも手に入れられる──と、ガスターは自信を持っていた。

			


			　そんな事を考えていたガスターだが、作戦行動中に油断はしていない。

			（うん？　森の気配が変わった──？）

			　周囲の音が突然途絶えた。それに気付いたガスターは、全軍に命令を下す。

			「野営準備を中止し、直ちに警戒態勢を取るのだ！」

			　そう命令したガスターは更に集中して、左手側に広がる森へと意識を向けた。

			　鳥や動物の声が消えている。虫の鳴き声もない。

			　何か、緊張した気配が漂っている。

			　そして更に──小さな足音。それに加えて、どんどん近付いてくる葉擦れの音が聞こえた。

			　距離は遠方。しかし、その速度は速い。

			（不意討ちを狙うつもりか。悪くない手だが、相手が悪かったな）

			　ガスターはそうほくそ笑んだ。

			　聞こえる音から分析したところ、接近する気配の数はおよそ百。宿場町に魔王軍が集合しているという情報もあり、そこから出陣して来たのだろう。

			　それは、カリギュリオの計画が順調である証明であった。宿場町に駐ちゅう屯とんしている魔王軍は、帝国軍の本隊を見逃したのだ。

			　魔王の喉元まで七十万もの大軍が接近した時、魔物共はどのように慌てふためく事だろう。その様を想像し、ガスターはニヤリと笑う。

			　音は十キロ地点まで近づいていた。

			　もう間もなく〝魔導砲〟の有効圏内である。その最大射程は三十キロにも達するが、そこまでいくと命中精度に難があった。ただ届くというだけであり、実際の有効射程は三キロというところなのだ。ただし、爆裂する特殊な砲弾を使用するならば、命中精度は気にする必要がない。

			　敵は少数で、しかも狭い範囲に集中して接近中である。開けた場所に出なければ、樹木を盾に出来ると考えたのであろうが……。

			（甘いな。まずは景気づけに、祝砲をプレゼントしてやるとしよう）

			　特殊弾は試作段階であり、二発しか用意出来なかったが、爆裂範囲は数十メートルもある。その爆発威力は、爆裂魔法の比ではない。数万度の熱と爆風で、地形すらも変形するほどだ。

			　ガスターの乗る指揮車両にのみ搭載された特製品ではあるが、出し惜しみするつもりなどガスターにはない。

			　迷わず装填させて、砲口を森へと向けさせた。

			　続いて、戦車部隊へも指示を出す。

			　万が一にも敵が難を逃れた場合を想定し、迎撃態勢を取らせる為に。

			「左翼大隊、反時計回りに反転せよ！」

			　野営の為のテントの設営を行っていた兵士達だったが、ドワーフ王国まで約三十キロ地点という事もあり、常に緊張感を失ってはいなかった。

			　ガスターからの命令を受けると同時に、戦車が曳えい航こうしていた荷車へと、慌てずに片付けを開始する。そして間も置かず、全員が戦闘準備を終わらせていた。

			　故にガスターの命令に遅れる事なく、左翼大隊──五百台もの戦車が宙に浮き、その車体を森へと向ける。

			　こうして、ガスター達の準備は整った。

			　それを待っていたかの如く。

			　生い茂る森林の奥から、一体の魔物が姿を現した。

			　額に二本の角を生やした、狼型の魔物である。

			　その巨躯には目を見張るものがあった。体長は五メートルほどもあり、戦車と並んでも見劣りしないだろう。

			（あの魔物は確か、情報局からの報告にあった〝ランガ〟だな。魔王のペットとかふざけた呼ばれ方をしておるようだが、その実力はA+ランクに相当するという……）

			　ならば大物だ。

			「一体だけだと？　何のつもり……いや、そうか」

			　その目的は何なのかと、ガスターは考える。

			（単体で来たという事は、戦いに来たのではあるまい。おそらくは、警告が目的か。そうよな、魔王という立場を守る為にも、敵に下した手てに出る事は出来ぬであろうな。クックック、愚かな事だ）

			　ランガという大物で敵を威圧し、戦意を挫くじくという思惑であろう──と、ガスターはそう読み取った。

			「魔王リムルとは、なかなかプライドが高いらしい。不意討ちという優位性を捨ててまで、魔王の威厳を守ろうとするか」

			　そう言って、ガスターは高らかに笑った。

			　それに追随するように将校も笑い、兵士達の緊張も解ける。ほどよい緊張感となっていた。

			　ランガは近くまで接近している。

			　その歩みは悠然としており、戦う意志は見られない。

			　ガスターの思う通り、交渉が目的であると見て取れた。

			　ガスター達の目と鼻の先、およそ十メートルという地点にて、ようやくランガが歩みを止めた。

			　その背から、横座りしていた一人の女性が、優雅に飛び降りる。

			　音もなく、静かに。

			　そしてそのまま平然と、ガスター達の前まで歩を進める。

			　人とは思えぬ美貌をしたその女性を見て、ガスターは背筋に氷の刃を当てられたような悪寒が走った。

			（何だ……と？　この女、音がおかしいぞ……）

			　心臓の鼓動音はある。しかしそれは不気味な旋律を奏でていた。

			　血液の流れる音もある。しかしそれは、人のそれに比べて静かで速い。

			　いや、速過ぎた。

			　そんな速さで血液が流れたら、人の身体では耐えられぬほどに……。

			　ガスターは、既にランガなど眼中にない。

			　その女だけを凝視する。

			　純白の長い髪が美しく流れ、その美貌を際立たせていた。

			　しかしその身は、美貌に似合わぬ厳いかめしい軍服に包まれている。下は乗馬ズボンのようで、腿ももの部分がゆったりと膨らんでいた。

			　もう一名、ランガの背に乗っているのだが、ガスターの意識には上らない。それほどまでに、その女から感じる不気味な気配に、ガスターは意識を支配されていたのだ。

			（何者だ……？　情報局からの報告にはないぞ。幹部級とされるランガなどよりも、この女の方が危険であろうが！）

			　と、情報局を叱りつけたい気分になるガスター。

			　だが、文句を言う相手はここにはいない。

			　今はそれよりも、魔王の側近が現れたという事実の方が重要なのだ。

			　ガスターは自分が気け圧おされた事を隠すように、威厳を持った声で女へと語りかける。

			「貴様は魔王リムルからの使いかな？　思ったよりも素早い接触だが、魔王の配下達は優秀なのだな。それで、どのような用件かね？」

			　そう問いかけるガスターに、女は艶えん然ぜんとした笑みを返す。

			「お初に御目にかかります、皆様。わたくしの〝名〟は、テスタロッサ。この地の支配者であらせられる偉大なる魔王、リムル様の腹心で御座いますわ。さて、今日出向きました用件ですが──」

			　そこまで告げた時、女──テスタロッサの口元の笑みが深まった。

			　それは、とてもとても邪悪な笑みだった。

			「このまま立ち去るなら見逃そう。だが、それ以上侵入するなら容赦しない──という、我が主の御言葉を伝える為で御座います」

			　テスタロッサは、血よりも真紅の瞳を輝かせて宣告した。

			　息を飲むガスター。

			　何を馬鹿な──と声を出そうとするも、それよりも先にテスタロッサが動く。

			　軽く手を振っただけなのだが、その瞬間。

			　最前列の戦車大隊前方一メートル地点に、炎の壁が出現する。

			　炎の壁は一瞬で消え去ったのだが、地面には熔解した焼けた跡がガラス状となっており、一条の線を描き出していた。

			「もうお分かりでしょう？　その線を越えると、あなた方の命は消え失せます。覚悟なき者は立ち入りませぬように。それでは、御機嫌よう」

			　あくまでも優雅に一礼し、テスタロッサはそう告げる。そして、もう興味を失ったとばかりに、あっさりとその場で踵きびすを返した。

			　テスタロッサが歩き出す。

			　それは、交渉終了の合図だった。

			　ランガも当然とばかりに、尻尾を振っている。

			　その背に揺られる小柄な人物のみが、チラリとガスター達の方を向いていたのだが、それはガスターにとってはどうでもいい事であった。

			（コ、コケにしやがって！　この俺を誰だと思っていやがる!?　しかも、これだけの大戦力を前に、ハッタリも大概にするがいい!!）

			　ガスターはそう激高した。今まで信じていたものを打ち砕かれたように感じ、一瞬にして冷静さを欠いたのだ。

			　一方的に自分達の言いたい事を言って、ガスター達の言い分など聞こうともしない。それは本来、帝国が相手に取るべき態度である。

			　それを──

			　使者の態度がガスターの怒りに火をつけた事で、それまで感じていた怖気も消え失せていた。

			　それ故、ガスターは誤った判断を行ってしまった。

			　テスタロッサとの距離は五メートル。ランガとガスター達の、丁度中間地点だ。

			（このまま無事に帰してたまるか）

			　そう決意するガスター。

			　使者に対する礼儀など、帝国にとっては気にすべき点ではない。

			　降伏するならば良し。さもなければ、徹底的に蹂じゅう躙りんするだけ。

			　であれば、テスタロッサの態度は帝国への侮ぶ辱じょくであり、開戦の理由に足るものだと判断出来るのだ。

			『聞こえるか？』

			『ハッ！　良好であります』

			『あの生意気な女の頭を撃ち抜いてやれ。その後、反転して前列となった二十台の戦車にて、一斉に砲撃を開始するのだ。森に潜む魔物共へ、我等が帝国の威を見せつけてやれェ──ィッ!!』

			　ガスターは密やかに、自らの『演奏者カナデルモノ』にて命令を下した。

			　一番初めに反応するのは、指揮車両専属の狙撃兵だ。素早く狙撃銃を構えるなり、テスタロッサに狙いを定めた。

			　そして、長距離用〝魔銃スペルガン〟から、無音の弾が放たれる。

			　小型魔導兵器である〝魔銃スペルガン〟を改良した長距離用は、射程が二キロにまで伸びている。十メートルもないこの距離では、必中にして必殺。

			　弾丸に秘められているのは元素魔法：火炎大魔球ファイアボールだが、それが体内で発動すればどうなるか？

			　考えるまでもなく、対象は内部から焼き尽くされて爆発炎上するだろう。

			　魔法耐性の高い魔物であっても、体内は無防備な場合が多い。音速を超える凶弾から逃れる術すべはなく、テスタロッサの死は確実──と、ガスターは信じて疑わない。

			　弾丸が放たれ、境界線上を通過した瞬間。

			　テスタロッサが振り向いた。

			　その顔はとても邪悪で、とても美しい。

			　そして、ガスターの目が驚愕に見開かれる。

			　テスタロッサの身を貫くハズの凶弾が、彼女の繊細な人差し指で、ピタリ、と停止させられたからだ。

			　初速にして音速の三倍にも達する、魔力を秘めた弾丸が。

			　その秘めたる魔力は解放される事もなく、軽く摘み取られて捨てられた。

			　つまらない玩具オモチャを扱うように……。

			「それが答えですのね。いいわあ。とてもいい返事ですわよ。それでは、正々堂々と戦いましょうね」

			　そう言い残し、テスタロッサは二度と振り向く事なくランガへと合流する。

			　そして、何事もなかったと言わぬばかりに、その場を立ち去ったのだった。

			


			　ガスターは恐慌に陥おちいりかけたが、意志の力でそれをねじ伏せた。恐怖と屈辱が天秤にかけられ、屈辱が勝利したのである。

			　一般兵は、今何が起きたのか理解していない。自分と狙撃兵しか、今の出来事に気付いていないのだ。

			　ならばこのまま予定通り、最強兵器たる戦車砲で薙なぎ払えばいい。そうすれば、帝国軍人としてのプライドも守られるというものだった。

			「ガスター中将、ど、どうしましょう？」

			「うろたえるな！　あのような幻術に惑わされるでないわ！　我等は栄光ある帝国軍。皇帝陛下に勝利を捧げるのだ！　予定通り、砲撃を開始するのだぁ──ッ!!」

			　ガスターの大音声の号令に応えるべく、左翼に展開した戦車部隊が一斉に行動を開始する。

			　あっさりと警告は無視された。

			　車間を取る為に戦車部隊は前進し、境界線デッドラインは踏み越えられたのだ。

			


			[image: ]

			


			　戦争が始まった。

			　それは、思っていたよりもアッサリと。

			　テスタロッサの示した最終警告線を、ためらう事なく踏み越える帝国軍。

			　その瞬間、東の帝国と俺達は、戦争状態になったのだ。

			「始まったわね」

			「ああ。すべてはこれからだぞ」

			　偉そうに。

			　ちょっと高い位置にある椅子にふんぞり返り、ラミリスとヴェルドラが会話している。

			　俺は溜息を一つ。

			　これは遊びではなく、本物の戦争なのだ。

			　もっと気を引き締めて、真面目に取り組んでもらいたいものである。

			「それはいいから、さっさと町の避難を頼む」

			「わかったわ！　このラミリスさんにお任せあれ！」

			　俺の願いに、元気良く答えるラミリス。

			　次の瞬間、音もなく首都〝リムル〟が迷宮内に隔離された。

			　敵に気付いていないという演技の為、ギリギリまで町の隔離を遅らせていた。だが、もう演技は終わりだ。

			　テスタロッサの忠告を無視した時点で、遠慮する必要はなくなったのだ。

			「そうそう、トレイニーちゃんから伝言があったよ」

			　町の隔離をアッサリ完了させた後、ラミリスが思い出したようにそんな事を言い出した。

			「ん？」

			「なんかね、怪しいヤツの気配がするから挨拶に行ってくるってさ」

			「は？　どういう事？」

			「いやあ、アタシにもよくわからないんですけど？」

			　聞いた俺が馬鹿だった。

			　ラミリスには、詳しい報告を求めても無駄なのだ。

			　そもそも俺の部下ではないので、文句を言う筋合いでもない。こっちの戦争に巻き込んでいる面もあるので、協力してくれているだけでも大感謝なのだ。

			　それに、トレイニーさんの事だから──って、よくよく考えるとあの人も結構いい加減なトコがある気がする。

			「ソウエイ、侵入者への対策は？」

			　ちょっとだけ心配になったので、ソウエイに確認してみた。

			「問題なく。後は予定通り、地上に出現した大門のみを警戒すれば良いかと」

			　俺の思い過ごしだったようで、一安心である。

			　何名かスパイが侵入したようだが、それはソウエイ以下〝藍闇衆クラヤミ〟によって処理されている。そこまで心配しなくても大丈夫だろう。

			　それでは、各階層についてだが。

			　九十一から九十五階層が、九十六から百階層へと移された感じ。

			　地上部にある町は、丸ごと迷宮の最下層──臨時に設置された百一階層に移された。

			　ここまで来るには、ヴェルドラを倒す必要がある。常識的に考えて、その場合は俺達の敗北は濃厚だろう。

			　その、肝心の最終防衛だが、九十五階層にて行う。九十一階層から九十四階層までがドラゴン部屋となっており、それを突破したらヴェルドラが待つ大部屋なのだ。

			　その後ろには、今俺達がいる〝管制室〟もある。ヴェルドラが負けた場合、そこで俺達が時間を稼ぐ事になっていた。

			　その隙に町を地上に戻し、ゲルドの部隊で守りつつ住人を逃がすという手筈。ハッキリ言って無茶なので、ここは階層守護者ガーディアン達に頑張ってもらいたい。

			　少なくとも、迷宮内の防衛態勢は万全だ。

			　というか、九十五階層まで突破しようとしても、通常の軍隊では不可能だろう。

			　戦争なのだから当然、迷宮内でのサービスは全部停止である。“復活の腕輪”を配布しないのは当然として、宿屋やトイレなどの利用も不可だ。

			　そうなると、食糧その他は自前で用意しなければならなくなる。五階層ごとに水場も使えなくする予定なので、かなり難易度が高まるはずだ。

			　迷宮を真面目に攻略しようとすると、数日どころか数ヶ月は必要だと思われる。数が多ければいいという訳ではなく、寧むしろ、その数の多さが足を引っ張る事になりかねない。

			　ガドラ達から得た情報では、帝国の兵士には改造が施されているという。一週間は飲み食いせずに行動出来るらしいけど、それでも迷宮攻略には手こずるはずだ。

			　西側諸国にある幾つかの騎士団でシミュレーションしてみたが、迷宮攻略に成功する可能性は皆無だった。帝国軍がそれ以上に優秀なのだとしても、そう易々と突破は出来ないだろう。

			　俺が心配し過ぎなのかも知れないとも思うが、まあ、油断はしない方がいい。

			　迷宮を素通りする可能性もある訳だし、敵の出方に合わせて対処する他ないのだ。

			　とまあ、こんな感じにこちらの準備は完了だ。

			　周辺国家にも帝国の動きは通達済みなので、今頃は俺達の勝利を祈願している事だろう。最悪の事態に備えて西方配備軍が待機しているので、後は状況に応じて対処してもらいたい。

			　という事で、俺は戦場へと意識を戻した。

			


			　テスタロッサはゴブタと合流し、ランガに乗って撤退している。

			　それを追うように、帝国の戦車部隊が展開していた。

			　戦車砲が動いているので、さっそくぶっ放すつもりみたいである。

			「大丈夫かな？」

			「当たれば危ないでしょうが、問題ありませんよ」

			　と、ベニマルが不敵に応じた。

			　そのままベニマルは、ユニークスキル『大元帥スベルモノ』によって第一及び第三軍団へと指示を出す。

			　一斉に行動を開始するテンペスト勢。

			　緑色軍団グリーンナンバーズは慎重に、敵後方に向けて前進を始めている。森に入り、木々を盾にして、敵の目に触れないよう細心の注意を払わせているようだ。勝てるようなら突撃、相手がヤバイと感じたら撤退、それを見極めるまで大きく動かすつもりはないって事だな。

			　ガビル率いる遊撃飛空兵団の内、〝飛竜衆ヒリュウ〟百名と、青色兵団ブルーナンバーズより選出された飛空龍部隊ワイバーンライダー三百名が、一斉に大空へと飛び立った。動きの遅い戦車に対し、空中より攻撃を仕掛けるつもりだな。いい判断だと思うが、敵にも空中戦力がある。それが出張って来てからが、本当の戦いとなりそうだ。

			　そして、一番敵軍に近いゴブタ達。

			　戦車砲の威力が定かではない以上、敵の射程圏内に留まるのは自殺行為だ。いまだ両軍が接触するには距離があるけど、相手側の有効射程距離は不明な以上、警戒する必要がある。

			　それに、狼鬼兵部隊ゴブリンライダーはまだ視認されていないと思うのだが、戦車砲を撃つつもりらしい。

			　もしかすると、ガドラも知らぬ新兵器があるのかも。

			


			《告。戦車砲の向きと角度から計算しましたが、その狙いは正確です。木々に隠れている狼鬼兵部隊ゴブリンライダーの位置を、正確に把握している模様》

			


			　えっ!?

			　それってヤバイじゃん。

			「ベニマル、敵は何らかの手段でゴブタ達の位置を特定しているみたいだ！」

			「了解です。そういう可能性も考慮して、先遣部隊をゴブタ達だけにしておいたんですよ」

			　焦っているのは俺だけで、ベニマルは余裕ある態度を崩さなかった。どうやらこれも、想定内だったみたい。

			　ここはベニマルを信じる事にして、俺は成り行きを見守った。

			　戦車部隊は、全部で二千台。その内の五百台が反転し、ゴブタ達の方を警戒している。

			　そして、その前列となった二十台が、今まさに主砲を発射しようとしていた。

			　元の世界の戦車との目立った相違点だが、こちらの戦車の方が砲身が短い点だろうか？

			　いくら山脈の麓を通過して来たとはいえ、樹木の生い茂っている場所もあっただろう。それでも問題としなかったのは、この短い砲身のお陰で旋回に困らなかったからだ。

			　まあ、力業で木々をなぎ倒してもいたようだけど。

			　だが、旋回が容よう易いというのは、密集隊形を取る上でも都合がいい。互いの砲身に邪魔される事なく、速やかに旋回が可能なのだから。

			　この砲身長で、命中精度と射程を確保出来るのかは疑問だが、そこは俺達が気にする事ではない。クリアされた問題だからこそ、実際に運用されているのだろう。

			　さて、それではゴブタ達はというと。

			　ゴブタは既に、部隊と合流している。その顔は青あお褪ざめているが、それは戦車部隊を見てビビったからではないな。

			　多分だが、テスタロッサの真実に気付いて、自分の立場が非常に危険であると悟ったからだろう。

			　そのテスタロッサは、ランガの背に横座りして、優雅に髪をすいている。交渉が終わった今、自分の役目を果たしたと考えている様子だ。

			　まあ確かに、こうして無事に戻ったのだから、彼女の功績は大きい。しばらくは休んでいてもらっても構わないのだが、今はそういう状況ではないんだよね。

			　などと考えていると、遂に戦車砲が火を噴いた。

			　飛来する二十一発の砲弾。

			　〝神之瞳アルゴス〟で見るだけではわかりにくいが、指揮車両から放たれた一発だけ、他の砲弾とは異なるように見える。

			　あれは一体──

			『ゴブタ、〝潜せん影えい〟しろ！』

			『各員、〝潜影〟っすよ!!』

			　俺の疑問を置き去りに、ベニマルの命令が飛んだ。

			　それにゴブタが応える。

			　一瞬の停滞もなく、狼鬼兵部隊ゴブリンライダーが『影移動』にてその場から消え失せた。その直後、その場に砲弾の雨が降り注ぐ。

			　二十一発の破壊の暴雨。

			　想像するだけでも恐ろしい地獄であった。

			


			《解。戦車砲の口径は百二十ミリメートルである事から、砲弾の質量はおよそ二十一キログラムと推定。着弾点までの距離と到達時間から、速度は音速の六倍弱と判明。運動エネルギーは砲弾の質量×飛翔速度の二乗に比例します。これらの条件から、砲口エネルギー、貫徹能力を算出。横断面荷重に逆比例する速度低下、周囲の環境をシミュレーションして空気抵抗も加味し、そうした数値に砲弾に秘められた魔力係数も乗算した結果──ＴＮＴ火薬に換算しておよそ──》

			


			　あのね、めっちゃ嬉しそうに解説してくれてるのに申し訳ないんだけど……。

			　その、ＴＮＴ火薬というのがどれだけヤバイのか知らないから、換算されても俺には伝わらないんだよ。

			


			《……了。では、具体的に。直撃すれば、ドワーフ王国の大門ですら粉砕されます。Ａランクのドラゴンでも耐えられません。また、着弾地点の五メートル範囲にいる者は、その衝撃で多大なる損傷を負うでしょう。Ｃランク以下の生存は絶望的となります》

			


			　そうそう。最初からそう言ってくれれば──って、おいおいおいおい！

			　それ、ヤバイってレベルじゃねーぞ。

			　まして、謎の砲弾も一発交ざっているみたいだし、ゴブタは大丈夫なのかと俺は心配になった。

			　しかし、俺の心配は杞憂に終わる。

			　着弾するなり地面が爆はぜる。それが連続して二十回続き、地形を変えていく。

			　最後の一発が目標地点に到達するなり、ゴブタ達がいた場所を業火が包んだ。爆風が吹き荒れ、小規模の嵐がその周辺をズタズタにする。被害範囲は数十メートルにも及び、その威力の凄まじさを物語っていた。

			　それこそが、謎の弾の効果だったのだろう。こんな、核撃魔法にも匹敵するような危険な砲弾を、よくも開発したものだ。

			　などと感心していられるのも、ゴブタ達が無事だからだ。ベニマルの命令に即座に反応し、『影移動』にてその場を離脱済みだったのである。

			『無事で良かったな』

			『無事じゃないっすよ！　この影空間の方にまで、衝撃波がやって来たっす』

			『誰か怪け我がしたのか？』

			『いや、それは大丈夫っす。ベニマルさんのお陰で全員無事だったっすよ』

			　元気な声で答えるゴブタ。痛かったっすと文句を言っているが、まあ、大丈夫そうだ。

			　そう言えば、テスタロッサは『影移動』出来るんだろうか──って、無事みたいだし気にしても仕方ないか。

			　今はそれよりも、次にどう動くのかが問題なのである。

			


			＊

			


			　俺は『思念伝達』でネットワークを組む。

			　参加するのは、ベニマル、ゴブタ、テスタロッサだ。

			　体感時間を引き延ばす為に、『思考加速』も発動。これにより、短時間でも有意義な会議が可能となるのだ。

			『さて、それでどうする？』

			　ここはベニマルの意見が聞きたい。

			『今現在、ガビル率いる部隊が、敵の戦車部隊に強襲を仕掛けるべく向かっています。これと挟撃するように、ゴブタ達には動いてもらいたい』

			　ほう。

			『それって危険なんじゃ？』

			『危険ですが、ガビル達が陽動を行います。その隙を狙い、ゴブタ達が攻撃を仕掛けるのです。戦車の破壊力は想定以上でしたが、その機動力に関しては想定内でした。十分に勝算がありますよ』

			　と、ベニマルは豪語した。

			　今の一連の攻防を見た結果、戦車砲の旋回速度よりも、ガビル達の飛翔速度の方が上回っているのだと。回避に専念するガビル達ならば、戦車砲でやられる事はないという。

			　照準を合わせるのは至難でしょう──とベニマルは言うが、突っ込む方は怖いと思う。ガビルはああ見えて勇敢なので、その辺りは全く気にしていないみたいだけど。

			　まあ確かに、空を飛んでいさえすれば、砲弾の射線上から退避するだけで被害を受ける事もない。ガビルに関しては、気合で乗り切ってもらうとしよう。

			　それで、ゴブタ達だが。

			『じ、自分達も突っ込むんすか？』

			『お前達の方が主役だ。だが、安心しろ。一旦懐に潜り込んでしまいさえすれば、敵さんは同士討ちを恐れて動きが鈍るだろうさ。だからな、ガビル達の陽動が始まったら、全力で駆け抜けろ』

			　と、ベニマルはゴブタに対して鬼みたいな命令をする。いや、鬼なんだけどね。

			『えっと、それってこのまま『影移動』のままでっすよね？』

			　そう問うゴブタに、ベニマルは首を横に振る。

			『それは危険だな。敵も流石に、魔物探知や防御結界といった、様々な防衛手段を用意しているだろう。対スキルへの備えもあるだろうし、下手な小細工はしない方がいい』

			　これについては、俺も同意見だ。

			　戦車という虎の子を無防備にしておくはずがないから、守りは徹底しているだろうと思われた。スキルに対する結界もあるし、それを使用されたらヤバイ。ここは正面突破の方がかえって安全かも知れない。

			『軍団魔法レギオンマジックにも、界面結界というのが御座いますわね。異空間からの不意討ちを防ぐ魔法ですが、これによって逆に、こちらが動きを封じられる危険もありますわ。ベニマル殿の仰る通り、正面突破が一番安全でしょうね』

			　俺の言いたい事を、テスタロッサが上手く纏めてくれた。

			　これにはゴブタも納得したみたいである。

			『わ、わかったっすよ。テ、テスタロッサさ、んがそう言うなら、オイラとしても文句ないっす』

			　ビビってるな、ゴブタのヤツ。

			　まあねえ。圧倒的に格上の存在に、あんな口をききまくったんだしねえ。

			　そりゃあ、ビビるのも当然だ。

			　俺もそれを期待──じゃなくて、楽しみに──でもなくて、そう、それとなくフォローしようと思っていたのだ。だからこそ、この言葉をゴブタに贈ろうと思う。

			『ゴブタ君。人はね、見かけじゃないんだよ。その事をもう一度心に刻んで、同じ失敗を繰り返さないようにね！』

			　これは俺にも言えるんだけどね。

			　テスタロッサ達の事、言われるまで気付かなかったし……。

			『はいっす。十分に反省するっすよ……』

			　うんうん。これで良し！

			「何の話ですか？」

			「秘密って事もないけど、まあゴブタの勘違いをね」

			「ああ、テスタロッサに対してのですか。アイツも成長しているのに、肝心な部分が抜けてますからね。たまには痛い目を見た方がいい」

			　ベニマルも気付いていたみたいで、俺の説明に苦笑していた。

			「ところで、ディアブロが連れて来たあの者達は何者なんです？　特にあの三人娘からは、ただならぬ気配を感じるんですがね？」

			　俺が認めた者達だからと、ベニマルも文句などは何も言わずに受け入れてくれている。しかし、流石に彼女達の正体については気になっている様子だ。

			　でもなあ……原初というヤバイ悪魔です──とか、知らない方が幸せだと思うんだ。

			　とは言っても、いつまでも秘密には出来ないか。

			　幹部席にいる面メン子ツにも黙っているのは、俺としても心苦しい。シオンは知らない上に気にもしていないだろうけど、ベニマルにだけは本当の事を教えてもいいかも知れない。

			「──それはまあ、その内ね」

			　俺がそう答えると、ベニマルは肩をすくめた。

			「まあ、確かに。戦争中に気にする話題じゃありませんね」

			　そう納得してくれたみたいだし、俺も気持ちを切り替えよう。

			『という事でゴブタ、今は戦争中だ。反省は大事だが、それは生きて戻ってこそだぞ』

			『勿論っすよ！』

			『作戦概要でわからない点はあるか？』

			『大丈夫っすよ、ベニマルさん。森の端まで移動しておいて、ガビルさんが攻撃を開始するタイミングで突っ込むっす』

			『上等だ。気合入れろよ！』

			『ハイっす！』

			　ゴブタから怯おびえが消えた。

			　これで作戦に集中してくれるだろう。

			　こうして、『思念伝達』を利用した打ち合わせを終えたのだった。

			


			　そして、数分後。

			　ガビル率いる第三軍団が、戦車部隊を強襲する。

			「グワハハハ！　吾の活躍をとくと見よ！　動きの鈍い貴様達など、我等にとって敵ではないわ!!」

			　相変わらず調子良く、ガビルは大見得をきっている。

			　少し不安になるけど、ガビルらしいといえばそれまでだ。

			　事実、戦車部隊も即座に対応出来ずにいた。

			　ベニマルが予想した通り、戦車砲の動きではガビル達を捉えられないでいる。

			　これは、ガビルの功績も大きい。見事な指揮で、全員の連携が完璧だった。

			　相当な訓練をこなした成果だろう。目覚ましいまでの空戦能力を獲得しているようだ。

			　〝飛竜衆ヒリュウ〟百名は言うまでもなく、飛空龍部隊ワイバーンライダー三百名も見事な働きをしている。予備の乗り手も育っているらしいし、飛空龍ワイバーンの数が増えれば、頼もしいまでの戦力になりそうだ。

			　陽動に徹するガビルだが、一切攻撃していない訳ではない。目くらましという意味も込めて、飛空龍ワイバーンに火球を吐かせている。

			　流石はB+ランク相当の魔物と言うべきか、並みの魔法使いが操る元素魔法：火炎大魔球ファイアボールに匹敵する威力だ。

			　戦車の魔法防御を突破するほどではないが、それでも歩兵に対しては有効である。上空から地上への攻撃という、ガビルの真骨頂を見せてもらった。

			　戦果としては微々たるものだが、戦術的役割は見事に果たしてくれていた。

			　そして、ゴブタも。

			　気持ちの切り替えは完了したようだ。

			　ゴブタの指揮に迷いなどなく、真っ直ぐに、一糸乱れぬ動きで戦車部隊へと突撃していた。

			　ゴブタ達に対峙していた五百台の先には、ドワーフ王国に向いた千五百台が整列している。そこまで潜り込めれば、敵は迂闊に行動出来なくなる。

			　そこまで行ければ大勝利だが、帝国軍だって無能じゃない。必死になって妨害しようとするはずで、ここからは練度と速度の勝負になる。

			　それはゴブタも理解しているようで、ベニマルの指示を守りつつ、その雷鳴の如き速度を利用して戦車部隊めがけて駆け抜けていく。

			　自分達に向けられる砲口に目もくれず、恐怖の色などまるでない。

			　戦車部隊前列まで、残すところ百メートルほど。

			　狼鬼兵部隊ゴブリンライダーならば、六秒足らずで駆け抜けられる距離だ。

			　数発の砲撃音が上がったが、ゴブタ達は怯ひるまない。速度を落とさず、そのまま走り続ける。

			　事実、その砲撃は威い嚇かくだったらしく、砲弾は見当違いの方角で炸裂していた。

			　帝国軍が動揺している証拠だ。

			　狼鬼兵部隊ゴブリンライダーは無駄な動きをせず、その行く手を遮る障害物だけを的確に処分していた。

			　今も、戦車を守る歩兵部隊が行く手を遮ろうとしたが、狼達の餌食になっている。

			　距離、ゼロ。

			　これによって、第一の目標である戦車部隊との接近に成功した。

			　先頭を走るランガと、その背にまたがるゴブタの雄姿。

			　二番手を走るゴブチに、ゴブタが視線で合図した。それに頷くゴブチ。次の瞬間、ゴブチだけが戦車の砲塔に向かい、小さな〝何か〟を投げ入れた。

			　それは、赤く光る宝玉。

			　精霊属性核エレメント・コア──略して、魔玉コアだ。

			　クロベエに大量に用意してもらった空の魔玉コアに、カリスに頼んで炎の魔力を込めてもらった品である。

			　魔剣に使用するのではなく、爆弾代わりに用意した品だった。

			　名付けて、炎爆玉フレアボム。

			　果たして、これが通用するかどうか……。

			　戦車の弱点である内部での、大火力の爆発。これでダメなら、この作戦は即刻中止する予定であった。

			「大丈夫かな？」

			「リムルよ、心配要らぬ。我が友たるカリスを信じるがいい！」

			「ご安心下さい、リムル様。暴発寸前まで魔力を込めておりますれば、あの鉄の塊を行動不能にする程度、造作もないと自負しております」

			　俺も大丈夫だとは思うけど、これが初めての実験となる。心配するなという──戦車が爆発した。

			「な？　言った通りだろ？　俺の作戦に間違いないっての！」

			　この発案は俺なんだよね。

			　だからこそ、余計に不安だったんだけど……成功したのだから、自慢したくなるというものだ。

			「調子がいいヤツめ……」

			「リムルらしいよね！」

			「お前等には言われたくない！」

			　と、騒ぐ俺達。

			　誇らし気なカリス。

			　苦笑するベニマルとベレッタ。

			　ニコニコ笑顔のシオンとディアブロ。

			　作戦の第二段階が成功した事で、少しだけ明るい空気になったのだった。

			


			　ここまでは前哨戦。

			　次の目標は、その懐に潜り込む事である。ゴブタ達に向き合う戦車部隊には目もくれず、中央を叩くのだ。

			　砲塔の死角を守るように配置された歩兵部隊へ打撃を与えつつ、ゴブタ達が駆ける。

			　──戦場を縦横無尽に駆け巡る、一個の巨大な魔物のように。

			　その動きは洗練された美しさを見せつけつつ、大スクリーンに映し出されていた。

			「ゴブタのヤツ、やったな。これで戦車砲で狙われる事もないだろう」

			「いや、油断は出来ませんよ。相手の指揮官次第では、味方への被害を無視して撃って来る事も考えられます」

			　そんな馬鹿な──と思ったが、これは戦争なのだ。

			　そういう事態も想定しないとダメだろう。

			「それに、敵にも航空戦力がありますからね。まだまだ安心するには早過ぎます」

			　そうだなと、俺も別の大スクリーンに視線を向けた。

			　そこに映る敵の機影を見ると、速度が上昇したのが見て取れた。帝国も、何らかの手段で連携を取っていると思われた。

			　敵の航空戦力が到着すれば、ガビルはその対処に追われる事になる。そうすると、ゴブタ達が戦場で孤立するはめになってしまうだろう。

			　こうなると、時間との勝負だ。

			　今の内に、決定的な戦果を挙げておきたい。

			　そうした俺の期待に応えるように、戦場の快進撃は続いた。

			　ゴブタにガビル。

			　二人は訓練の成果を最大に発揮し、初の実戦にて成果を挙げている。しかし、何事も全てが上手く行く事はないのである。

			　ベニマルの言う通り、安心するのはまだ早かったのだ──
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			　ガスターは忌々しげに、迫り来るゴブタ達を睨み付ける。

			（クソ共が調子に乗りおって!!）

			　内心の憤ふん懣まんを、目の前に迫る魔物達で晴らさせてもらうと、ガスターはそう心に誓った。

			　たった今しがた、純白の髪を靡なびかせたテスタロッサによって、恐怖心を植え付けられた。それを認めたくないガスターは、ゴブタ達を八つ裂きにする事で自信を取り戻そうと思ったのだ。

			　場を乱す事しか出来ぬ魔物共では、どれだけ素早く動こうとも、戦車に傷を付けるのも不可能だ──と、ガスターは考えていた。

			　ところが、戦場に轟く爆発音と共に、その考えが打ち砕かれる。

			（馬鹿なッ!?）

			　とガスターは叫びかけたが、すんでのところで思い止とどまった。

			　戦場で指揮官が動揺するなど、そんな真似は絶対に出来ない。ガスターはこれでも優秀な男であり、まだ正常な判断力を失ってはいなかったのだ。

			「中将、どう致しましょう？」

			「うろたえるでないわ。敵の動きをよく見てみろ。たった一台の戦車を破壊しただけで、後続する気配はない。あの爆弾が数少ない奴等にとっての切り札である証拠よ」

			「なるほど。言われて見れば、その通りですな。でなければ、あの空を飛ぶトカゲ共もバラ撒いているでしょう」

			　うむ、とガスターは頷いて見せる。

			　ガスターとしては冷静に判断したつもりであるが、これは間違った認識だった。

			　実は、リムルが用意させた炎爆玉フレアボムだが、その総数は三千個に及ぶ。ゴブタ達狼鬼兵部隊ゴブリンライダーは、各人が十個ずつ保有しており、そして空を飛ぶトカゲ──ガビル達〝飛竜衆ヒリュウ〟もまた、各人が十個ずつ預けられていた。

			　ガビル達が炎爆玉フレアボムを使用しないのは、陽動に専念しているからである。また、密閉空間で使用しなければ、炎爆玉フレアボムの本領を発揮出来ないと知っているからだ。

			　火薬は、密閉空間で爆発させると威力が倍増する。

			　炎爆玉フレアボムとて、理屈は同じであった。

			　ベニマルが重視するのは戦車の破壊であって、その周囲の歩兵など眼中にない。であるからこそ、炎爆玉フレアボムを無駄にするのを許さないのだ。

			　大事なのは作戦の成否であり、目先の手柄ではない。

			　ゴブタやガビル、そして配下の魔物達は、その事を十分に理解しているのだった。

			　そうとは知らぬガスターは、自分の言葉で余裕を取り戻す。

			（惜しげもなく新兵器を繰り出したのは褒めてやる。しかし、勝つのは俺達だ！）

			　ガスターはゴブタ達の切り札については読み間違えたが、その狙いについては正確に見通していた。

			（左翼大隊を無視したのは、この本隊を潰すのが目的なのだろう？　ならば、やりようはいくらでもある！）

			　ガビル達の攻撃は派手だが、それは魔法による『結界』で防げている。警戒すべきは新兵器のみであり、ならば、ゴブタ達を近付けなければ良い話であった。

			「密集型空戦陣形で対処させろ」

			　ガスターの命令に副官が驚く。

			「中将、それは危険です！　敵戦力と混戦中の者もいる現在、同士討ちの恐れが──ッ!?」

			「だから何だというのかね？　邪魔ならば、いっそ戦車砲にて吹き飛ばしてしまえばよかろう。そもそも、味方の足を引っ張るような無能など、栄光ある帝国軍には不要なのだ！」

			「な──ッ」

			　そこまで断言されてしまうと、もはや副官ではガスターを止められない。

			　数台の戦車と多数の歩兵が巻き添えになるだろうが、この戦いには確実に勝てる──と、副官にも分かっていたからだ。

			　少数の犠牲を厭いとわず、戦いに勝利する。その視野と覚悟がなければ、指揮官など務まらないのだ。

			「法規的に問題があるかね？」

			「いいえ、閣下。何も御座いません」

			　参謀もガスターの意見に同意する。

			　こうして、ガスターの独演会が始まった。

			『左翼大隊、密集型空戦陣形を取れィ！』

			　ガスターは部下を介さず、直接スキルによる命令を発動させた。これにより、左翼大隊は今まで以上の速度で陣形を整えていく。

			　ゴブタ達に追い抜かれた者達を無視し、残る車両で道を塞ぐと戦車砲を旋回させて、前後の車両が連結されていった。

			　それは、現代戦の常識すら覆くつがえす陣形であった。

			「なっ!?　そんな無茶な──ッ!!」

			　ゴブタが唖然となって叫ぶのも当然であった。

			　戦車はその巨躯を利用して、敢えて隙間を潰すように密集していく。そんな真似をすれば自分達も身動き出来なくなるのだが、しかし効果はある。これにより、ゴブタ達は隙間を駆け抜ける事が出来なくなったのだ。

			　しかも、驚くのはまだ早かった。

			　左翼大隊が輪を広げ、ゴブタ達を取り囲むようにバリケードを築く。そのバリケードに呼応するように、中央本隊に所属する半数も動き出した。空中へと浮遊して反転し、前列の戦車の背に降り立つ始末。そして、ゴブタ達の行く手を遮る壁となったのだ。

			　千台近い戦車が連結し、一個の巨大な要塞と化した。これでは、中央の部隊を破壊するどころの話ではない。

			「そういう動きが出来るって話は聞いてやしたが、まさかこういう手に出るとは……」

			　ゴブタの副官ゴブチも、目の前の光景に唖然となって呟いた。

			『機銃による弾幕を張り、敵の動きを止めよ！』

			　そして始まるのは、立体的な機銃掃射だ。多面的に弾幕を張られた事で、ゴブタ達の得意とする高速機動が封じられたのである。

			　ゴブタ達の周囲には仲間であるはずの戦車や、それに付随する歩兵部隊もいたのだが、一切お構いなしであった。

			「不味いっす。これじゃあ、作戦どうこうの話じゃないっすよ!?」

			　ベニマルの作戦が綻ほころび、ゴブタは動揺した。

			　帝国兵が味方に撃たれる様を見て、流石のゴブタも焦りを覚えている。

			「ぐぬぬ……ゴブタよ、すまぬ。手助けに向かいたいが、こちらも手一杯なのだ」

			　ガビル達はガビル達で、空中砲火に晒さらされていた。

			　戦車砲は当たらなくとも、戦車には機銃が備わっている。それによって、ガビル達は牽制されていたのだった。

			　指揮官であるガスターが冷静さを取り戻した今、数の違いが決定的な優劣となっている。そして、悪い時に悪い事は重なるものなのだ。

			『お待たせしました、ガスター殿！』

			　ファラガ少将率いる『空戦飛行兵団』が、今この場に姿を現したのだ。

			　飛空船、百隻。

			　ガビル達はそちらの対応に追われる事になり、ゴブタ達はますます窮地に立たされる事となる。

			『ファラガよ、ようやく来たか。これで、詰みだな。極秘兵器である魔素撹乱放射マジックキャンセラーの試運転には、持って来いの舞台であろう？』

			『ハハ、敵いませんな、ガスター殿には。それでは早速、我等も参加させてもらうとしましょう』

			『手柄をわけてやるのだ。ぬかるなよ？』

			『承知しました。それでは、御武運を！』

			　特殊回線による通話にて、ガスターとファラガは共闘を約束した。

			　ガスターとしては、作戦を磐ばん石じゃくなものとする為に。

			　ファラガとしては、本番前の肩慣らし。そして、実戦でも役立てるのだというアピール目的である。

			　飛空船という虎の子の兵器を擁する『空戦飛行兵団』だが、その立場は三部隊の中では一番低い。手柄を立てる必要があったのだった。

			　こうしてファラガ達が参戦した事で、状況はよりテンペスト勢にとって不利となったのだ。

			


			　状況の変化を一番理解しているのは、当事者であるゴブタ達であった。

			「ゴブタ軍団長、どうしやす？」

			「こりゃあ、駄目っすね。退避するっすよ！」

			『それでいい。状況が変わった今、無理をする必要はないぞ』

			　ゴブタの判断は正解だった。

			　作戦を無理に押し通そうとせず、不測の事態になったら一度退く。これが、徹底して教え込まれたルールなのである。

			　ずっと見守っていたベニマルから撤退の指示が出た事で、末端まで状況を悟った。

			　逃げるのも一斉に。少しの遅滞もなく、全員が反転する。

			　そして、『影移動』による撤退を試みたのだが──

			「ゴブタよ、敵も甘くないぞ。『影移動』が出来ぬよう、魔法による妨害工作が始まっているようだ」

			　異常を感じ取ったランガからの警告は、少しばかり遅かった。その時は既に、ゴブタ達は帝国の『広範囲魔法妨害』の影響下にあったのだ。

			　ランガならばともかく、他の眷けん属ぞくにはその妨害を突破出来ない。こうなると、走って逃げるしか打つ手はなかった。

			「全員、全速力で森まで逃げるっす!!」

			　血相を変えてゴブタが叫び、狼鬼兵部隊ゴブリンライダーはそれに従う。

			　森までの距離は二百メートルもない。

			　駆け抜けるだけなら、十数秒。しかし、背後から狙い撃たれる今の状況下では、それは絶望的なまでに遠く感じられる距離だった。

			　その撤退戦は、苦難に満ちたものとなる……。

			


			　逃げ行くゴブタ達を見て、ガスターは残忍な笑みを浮かべた。

			　素早く部下に命じ、戦車砲を準備させる。

			（クソ共が、そう簡単に逃がすと思うな！）

			　使用するのは、残り一発しかない特殊弾だ。

			　ガスターの命令に従い戦車砲が準備完了し、遅滞なく放たれる。

			　特殊弾はゴブタ達の前方の森林に着弾。その業火を撒き散らした。

			　狙いは行く手を遮る事である。飛来する砲弾を超直感で回避していたゴブタ達だが、逃げ込もうとしていた森が焼かれてはどうにもならない。

			「ヤバイっすね……コレ。オイラ、生きて戻れるっすかね？」

			「ゴブタさん、そういうのは冗談でも言わないで欲しいぜ。ま、このオレがいるんだから、全員生きて戻れるさ」

			「ゴブトって、無駄に自信家っすよね。その根拠のない発言を聞いていると、悩んでいるのが馬鹿らしくなるっすよ」

			「ゴブタ隊長──じゃなかった、軍団長でも、悩みとかあるんですか？」

			「何言ってるの。どうせ、今日の晩御飯のメニューとかでしょ。それか、リムル陛下と遊びに行ったのがバレて、リグルさんにどう謝ろうか、とか？」

			　ゴブチとゴブテもまぜっかえし、狼鬼兵部隊ゴブリンライダーの隊員達から笑い声が出る。

			　状況は絶望的だが、ゴブタ達はいつもの調子を失ってはいなかった。

			　そして、そんなゴブタ達の会話は、聞き耳を立てていたガスターに筒抜けであった。

			（……舐めやがって。囲い込みが終了した今、貴様達の命運はこの俺の手の中にあるのだぞ！）

			　激情で心を焦がすガスター。

			　その視線の先には、純白の髪の美女──テスタロッサがいる。

			　熱気を孕はらんだ爆風に晒されているはずなのに、その顔は涼し気だ。飛び交う銃弾なども、少しも脅威と思っていない様子である。

			（貴様もだ。この俺を愚ぐ弄ろうしやがって、絶対に許さんぞ！　その美貌を、恐怖で泣き顔に変えてやるわ!!）

			　ガスターは、自身の仄ほの暗ぐらい欲望を自覚していない。

			　テスタロッサに魅せられて、自身の判断が過激なものとなっている事にも気付いていない。

			　その顔を邪悪に歪め、ガスターは号令する。

			『残る全車両に告ぐ！　敵に向け、戦車砲を発射せよ!!』

			　ゴブタ達を引き付けている左翼の残存戦力。この部隊の安全を無視する命令だが、異を唱える者はいない。

			　要塞と化した戦車部隊がゴブタ達の動きを牽制する中で、残る千台の戦車が砲塔を旋回させる。

			　角度を調整し、至近距離から放つ対策として対衝撃防御を施して──命を刈り取る必殺の砲口が、今一斉に火を噴こうとしていた。

			


			＊

			


			　上空でも激戦が始まっている。

			　飛空船から発射される、強化魔法の数々。

			　それらを前にして、ガビル達は翻弄されていた。

			　厄介なのは、魔素の動きが乱される事。極秘兵器である魔素撹乱放射マジックキャンセラーは、ゴブタ達だけではなくガビル達へも、その影響を及ぼしていたのである。

			「ぐぬぬ、厄介なのである。あの空飛ぶ船に近付くと、吾輩達の身体が重くなるぞ」

			「ガビル様、どうする？」

			「ゴブタさん達を助けに行きたいが、そんな余裕がありません」

			　〝飛竜衆ヒリュウ〟だけなら何とかなるが、味方には実戦経験に乏しい飛空龍部隊ワイバーンライダーもいる。ここで下手な真似をすれば、ゴブタ達だけではなくガビル達まで共倒れになる恐れがあった。

			「ええい、仕方ない！　先まずはあの船を落とす。数の上では吾輩達が有利なのだ。各員、目の前の敵に集中するがいい！」

			「わかったぜ、大将」

			「でも、相手の方が大きいよね？　数だけで比べてもさあ──」

			「馬鹿、黙れ！　ガビル様だって気付いてるけど、そう命令するしかないんだから！」

			　気の抜けた事を言う者もいたが、それはいつもの事である。会話とは裏腹に、ガビル達は本格的に飛空船団との戦いに突入していく。

			


			　そんなガビル達を、冷酷な目で見る者がいた。

			　機甲軍団の虎の子──『空戦飛行兵団』を統括するファラガ少将だ。

			　ファラガは有能な男であった。そして、それに見合った上昇志向を持ち、他の将校に負けぬ出世欲を持っている。

			　そんなファラガだが、徹底的に他の同僚を持ち上げ、自分に敵意を向けさせぬように腐ふ心しんしていた。

			　それには当然、理由がある。

			　古ふる巣すであった『魔法軍団』の最後を体験していたからだ。

			　一昔前は絶大な権勢を誇った『魔法軍団』であったが、いまや解体された過去の遺物となってしまった。それは時代の流れなのかも知れないが、大きな理由としては、戦争において効率が悪いと判断されたからである。

			　魔法戦は派手なものだと思われがちだが、実際にはとても地味な作業であった。

			　敵の魔法を解析し、妨害する。その隙に、こちらの魔法を発動させ、敵軍に打撃を与える。その繰り返しであり、大きな成果を挙げる事はない。

			　何故ならば、魔法による強化を施された騎士達の方が、実戦では遥かに強かったからだ。

			　例えば、最強魔法として核撃魔法が有名だが、これを使用するには十数名の法術師ソーサラーが必要だ。個人で放てる魔法ではなく、呪文の構築──詠唱には時間がかかる。

			　一部の英雄級の者ならば、核撃魔法を個人でも操れるのだが……その威力は精々が、直径百メートルの範囲で爆発を起こせる程度だろう。

			　直撃すれば十分な威力だが、軍隊が相手では軍団魔法レギオンマジックによる対魔法障壁アンチマジックシールドがある。これを突破するほどの威力は、集団による儀式魔法でしか発現出来ない。

			　つまり、個としての魔法使いでは、戦場での活躍は望めないという事であった。

			　また、魔法使いとは数を揃えた方が有利ではあるが、多ければ多いほど良い、というものでもない。戦場に漂う魔素の量が有限である以上、使い切ってしまえば魔法使いなど無用の長物となってしまうからだ。

			　なくてはならぬ存在だが、華々しい成果を挙げる事が出来ないというのが、魔法使いという存在だったのである。

			　ファラガもまた、優秀な魔導師ウィザードであり、ガドラ老師の教え子の一人であった。

			　師であるガドラを尊敬しており、その教えを尊とうとび、自らの精進も怠らなかった。

			　しかし、気付いてしまったのだ。

			　師であるガドラの協力によって機甲軍団の近代化が行われるにつれて、自分達の活躍の場がなくなっていく事に。

			　時代は、研けん鑽さんを積んだ魔法使いを必要としなくなる。

			　〝魔銃スペルガン〟があれば、普通人までもが魔法を操れるようになってしまうのだ。

			　ファラガはガドラを憎んだ。

			　師の行為が自分達の首を絞める事になると、ファラガは意見を具申した。しかし、それはガドラによって却下されてしまったからだ。

			　その結果が『魔法軍団』の凋ちょう落らくであり──

			（だからこそ私は、師を裏切ってカリギュリオ様に忠誠を誓ったのだ）

			　そして得たのが今の地位。

			　元の部下──有能な魔法使い達を受け入れ、活躍の場を与える。そしていつの日か、『空戦飛行兵団』こそが最強の名を欲しいままにするのだ。

			　それまでは、同僚達の機嫌を取り、目立たないようにしなければならない。ファラガはそう考え、常に自分を律していたのだった。

			　そして遂に、絶好の機会がやって来た。

			　ヴェルドラ討伐作戦。その要として、『空戦飛行兵団』に白羽の矢が立ったのだ。

			　任務の概要としては、ヴェルドラを魔素撹乱放射マジックキャンセラーによって封じ込めるというもの。

			　それ以外に関しては、他の部隊の補助であろう。

			　本来の役割としては兵へい站たんもあるのだが、今回それは免除されている。というか、飛空船四百隻の内三百隻が別の任務に当たっており、残る百隻には、収容数の限界まで精鋭の魔法士が乗り込んでいた。

			　完全に戦闘特化の構成であり、カリギュリオがこの作戦をどれだけ重視しているかわかろうというものである。

			　今回の作戦は何としても成就する必要がある──と、ファラガも十分に理解しているのだった。

			（ここで武ぶ勲くんを立てて、我等の有用性を証明する。そして、新たな時代が幕を開けるのだ！）

			　と、ファラガはほくそ笑んだ。

			　そうなれば、他の将校の機嫌を窺う必要もなくなる。立場は逆転し、誰もがファラガの意向を無視出来なくなるのだ。

			　それこそが自分の本来あるべき姿であると、ファラガは信じて疑わない。

			（ヴェルドラを倒す前の肩慣らしとしては物足りぬが、まあ良かろう。あの空飛ぶトカゲや地を這はう犬共を、新兵器の練習台としてやろう）

			　ファラガはそう考えた。

			「何が手柄をわけてやるだ。恩を売るのはこちらだよ、ガスター殿！」

			　ファラガは手に持ったワイングラスを掲げ、高らかに叫ぶ。

			「諸君！　今までは我慢の時を重ねてきたが、それも今日で終わる！　我等の、真の力を見せつけてやろうではないか!!」

			「「「おおおおおォ──ッ!!」」」

			　それに呼応する搭乗員達。

			　本来はエリートであるはずの魔法使いとして、辛酸を舐める現実に耐えかねていた。その屈辱は、今日から始まる栄光の日々によって塗り潰すのだ。

			　皆の心は一つである。

			　その同調律そのままに、百隻の飛空船が攻勢を強めていく……。

			


			　飛空船の最大の特徴は魔素撹乱放射マジックキャンセラー発生装置にあるが、他にも最新鋭の兵器を搭載している。

			　それを操縦するのは、〈元素魔法〉と〈召喚魔法〉に精通した魔術師マジシャン達だ。

			　飛空船の構造は、大きく分けて三つ。

			　運用部門、防衛部門、攻撃部門である。

			　これに各員百名ずつが割り振られ、残る百名は予備、連絡や医療関係に従事していた。

			　運用部門は言うまでもなく、飛空船の操作を行っている。最低五十名もいれば船を飛ばせるが、全力で艦隊運用を行おうとすれば、百名でも心許ないほどであった。

			　防衛部門は、飛空船の『防御結界』を担当する。

			　対物理、対魔法、対属性と、様々な攻撃に対処している。

			　軽量化の為に、飛空船の外壁は厚くない。強化魔法による防御を疎おろそかにすれば、簡単に撃ち落とされてしまう事になる。絶対に手を抜けない部門であった。

			　そして最後の攻撃部門だが、これは花形である。

			　飛空船に備え付けられた兵器には、魔法増強砲というものがあった。

			　これは、魔法士達の連携を取りやすくする役割も果たす。

			　台座に備わる魔力球に、複数の魔法士が同時に魔力を込める。そうして魔法を同時に詠唱する事で、大魔法が容易に操れるようになっていた。

			　正面に一つ、側面に二対。

			　計五門の魔法増強砲があり、一つにつき最大十名の魔法士が命令を待っている。その後ろの座席には交代要員が控え、連続して魔法を発動出来るように待機していた。

			　特筆すべきは、この魔法増強砲は使用者の数に比例して威力が増大する点だ。

			　二名で使用すれば威力は四倍に。

			　最大人数である十名で使用すれば、威力は二十倍となる。

			　これは脅威であった。

			　ただの火炎球ファイアでさえ、火炎大魔球ファイアボールを凌しのぐ威力が出せるという事。これがどれだけ凄まじい代物であるのか、語るまでもないだろう。

			


			　飛空船の守りは完璧だ。

			　飛空龍ワイバーンの吐く火球など物ともせず、体当たりすらも障壁が防ぐ。

			　生半可な攻撃は通用せず、ファラガを満足させていた。

			　そして、攻撃性能も。

			「飛空船は最強だ。そろそろ、本気の力を見せてやるとしよう。最大威力にて、目障りなトカゲ共を叩き落としてやれ！」

			　と、檄げきを飛ばすファラガ。

			　今まではそれぞれたった二、三人の魔法士しか、魔法の詠唱を行っていなかった。しかし、テストはもう十分。これからが本番であった。

			　純度の高い魔石にて作製された、直径五十センチ程の呪文制御宝珠。これに魔力を流す事で、魔法増強砲が起動する。

			　今までは静観していた魔法士達も手を翳かざし、これによって十名全員による大規模魔法が解き放たれる。

			　通常の二十倍という凄まじい威力で、雷や氷雪、炎や真空刃という、恐るべき魔法の数々が上空に吹き荒れ──その猛威がガビル達へ迫る。

			


			[image: ]

			


			　戦況を食い入るように眺めていた俺だが、思わず椅子から立ち上がった。

			　戦車砲の衝撃を浴びて、ゴブタの配下達が吹き飛ばされている。

			　大規模魔法に晒されて、ガビルの部下が次々と墜落していく。

			　戦況が激化し、被害が出始めたのだ。

			　いや、被害が出るのは予想していた。予想していたのだが、それでも俺は楽観視していたのかも知れない。

			　何のかんの言って勝てるだろう、と。

			　ベニマルは自信満々だったし、智慧之王ラファエルさんが何も言わない以上、何の問題もないと甘い考えを持っていたのだ。

			　だが、現実は違った。

			　そりゃそうだ。だって、今やっているのは戦争なのだから。

			　こちらに全く被害を出さずに、勝利するのが当然な訳がない。

			　俺は自分の見通しの甘さに、今更ながら腹立ちと焦りを感じていた。

			　ベニマルが涼しい顔で俺に言う。

			「座っていて下さい、リムル様。これは想定内ですし、何の問題もありませんよ」

			　その言葉に、俺の中で何かが暴発したように反応した。

			「お前、犠牲者が出ているじゃねーか！　だから、俺も〝神之怒メギド〟で援護をした方が良かったんじゃ──？」

			　──いや、これに関しては結論が出ている。

			　〝神之怒メギド〟は確かに効果的なのだが、それでも意味がないという結論が出ていたのだ。

			　ベニマルも効果を疑問視していたし、ディアブロまで否定的な意見だった。

			　理由はいくつかあるらしい。

			　まず、国家として歩み始めた以上、何い時つまでも魔王である自分達の主──つまり、俺──に頼ってはいられない事。

			　魔王は配下の魔物達を庇ひ護ごする役目を負うが、国を守るのは配下の務めであると、ベニマルはそう断言したのである。

			　魔国連邦テンペストが自分達の国なのだと自覚し、祖国は自分達の手で守るという意志がないならば、この国に住む資格もまたない──と、他の幹部達まで意見が一致した。

			「リムル様が全てを背負う事はないのです」

			　とは、シュナの言葉だ。

			　俺もそれを聞いて、それもそうだと納得しつつ、嬉しく思ったものである。

			　そういう理由がまず一つ。

			　続く理由は、ディアブロが指摘した〝神之怒メギド〟の弱点だ。

			「この〝神之怒メギド〟というのは、とても美しい魔法です。低コストで、高威力。汎用性もあり、応用も利く。ですが、知ってしまえば対策は如い何か様ようにも立てられる」

			　というのが、ディアブロの言い分だった。

			　管制室に居ながら発動出来るし、今回だって使えば活躍しただろう。しかし、そのネタがばれてしまえば、次回からは通用しなくなる。

			　ヒナタも言っていたそうだが、風を巻き上げて砂ぼこりでも立てれば、それだけで精度と威力がガタ落ちになってしまうのだ。

			　ヒナタからも意見を仕入れるとは、ディアブロの情報収集能力は侮れない。だが、今はそれは措いておくとして。

			　前回の場合は、敵を皆殺しにした。

			　生き残った者──今となってはエドマリスとラーゼンの二人だが──には口止めをしたし、情報が洩もれる恐れはない。しかし、今回の場合はそういう訳にはいかないだろう。

			　何十万といる帝国の将兵を、全員口封じなど出来る訳がないのだ。

			「切り札は残しておくべきです」

			　と、ベニマルも言っていた。

			　初見に絶大な効果がある魔法を、不用意に使用するべきではない。それが、ディアブロとベニマルの意見だったのである。

			　そう説明されて、俺も納得した。

			　〝神之怒メギド〟とは、太陽光を束ねた超高温熱線がその正体であり、視認による回避はほぼ不可能。対人魔法としては、ここぞという時に使用してこそ意味がある魔法なのである。

			　それに対して、今回の相手は生身ではなく、鉄の塊である戦車であった。〝神之怒メギド〟が通用しないとは言わないが、効果は薄いと思われた。智慧之王ラファエルさんの計算でも、戦車を壊すのに時間がかかると判断されていたのだ。

			　威力を高めて、つまり、熱線の焦点温度を数万度以上に集束させなければ、戦車を貫通出来ない。また、戦車の動力が油と違うので、爆発炎上もしないと予想出来る。

			　熱線を貫通させただけでは戦車の動きを止められないとすれば、動かなくなるまで穴だらけにする必要があった。そんな地道な作業をするくらいなら、核撃魔法で吹き飛ばす方が簡単なのである。

			　その場合は、幾いく重えにも張り巡らせた『対魔結界』を破る必要があり、術者である魔法使いを先に始末しなければならず、結局は泥沼の魔法戦が始まる訳で……戦術的には意味がなくなる。

			　上手く行かない話であった。

			　ならば、指揮権をベニマルに与えた以上、俺の仕事は見守る事のみ、という事になるのだ。

			　なるのだが……。

			「やっぱり、俺も戦場に出て──」

			　そう言いかけた俺だが、途中で発言を遮られた。

			「それは駄目です。総大将として、王を危険に晒すなど認められない。何より、〝勇者〟クロエの話が気になります。別の時間軸では、リムル様を殺害した何者かがいた。そんな危険人物の存在を知りながら、リムル様に戦場で戦ってもらうなど──あり得ません」

			　敵方に危険人物がいるという話は、幹部全員が共有している。起こり得る未来の話として、俺が皆に伝えたからだ。

			　それを知って、皆が何を考えていたのか？

			　その答えは、今のベニマルの表情を見れば一目瞭然だった。

			「現時点で脅威と考えられるのは、三軍団の軍団長と、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンに所属する百名でしょう。他にも隠れた強者がいる可能性もありますので、目下調査中です。不甲斐ない我等をお許し下さい」

			　そう言ったのはソウエイだ。

			　ソウエイ達は現在進行形で、命懸けで情報収集に励んでくれているのである。

			　それは全て俺の為に。

			　俺への脅威を排除する為に、だ。

			「敵の戦力が不明である今、王たるリムル様を前線に出すなど論外。作戦は問題なく進行中ですので、どうか俺を、そして、ゴブタやガビル達を信じて下さい」

			　その言葉に、俺は力なく椅子に座り込んだ。

			　この、腹立ちとも苛いら立だちとも付かぬ、不快な感情が消えた訳ではない。ないのだが、ベニマルの言葉はあまりにも正しすぎた。

			　そうだ。

			　冷静に考えてみれば最初から、ベニマルは俺の事を考えて作戦を遂すい行こうしていたのだ。

			　それはベニマルだけでなく、俺の背後に控えるシオンや、傍らに立つソウエイも。

			　ディアブロは言うに及ばず、俺を心配そうに見るシュナまでが、皆、戦いに赴おもむいた者達の犠牲を覚悟していたのだと悟る。

			　そしてそれは、ここに居る者だけでなく──恐らくは、前線で戦っている本人達も、また。

			　自分達の身を囮にして──まだ見ぬ脅威を釣る為のエサになる覚悟を持って、戦場に立っていたのだろう。

			　そして、普段は勝手気ままなヴェルドラが、大人しく〝管制室〟にいる理由も。それは万が一の時に、俺の身を守る為だったのだ。

			　──全ては、この国の王たるこの俺を守る為に。

			　覚悟がなかったのは、俺だけだった……。

			　そしてその時。

			


			《──だからこそ、私が完璧でなければならないのです──》

			


			　と、どこかで声が聞こえた気がした。

			　お前にまで、心配かけてしまったのか？

			　だが、もう大丈夫だ。

			　俺が悲しむのは、覚悟ある者達に失礼だしな。

			　ならば俺も、覚悟を決めよう。

			「すまん、ちょっと冷静じゃなかった……」

			　俺がベニマルに謝ると、ベニマルは頷いた。

			「ご安心を。勝利は必ず、リムル様のものです」

			　不敵な笑みを浮かべ、俺に約束するベニマル。

			　そこにあるのは、将兵の命を預かる大将軍としての真剣な表情だ。

			　その言葉を聞いて、俺の中にあった苛立ちや葛藤、そういう不快な感情が消えていくのを感じた。

			　自分が死ぬ事も、敵を殺す事もとっくに覚悟は出来ている。だがしかし、自分の為に誰かが死ぬ事に対しては、深く考えないようにしていたのだ。

			　俺は受け止める必要があった。

			　その行為は俺の為だけに為されるものではなく、彼等の家族や、それを保護して守る国家という枠組み、そういう全てを象徴する立も場のとして、俺という存在があるのだと。

			　だからこそ、俺はその想いを受け止める。

			　彼等の行為に対する代償として、決して敗北など許されないのだ。

			　象徴は象徴らしく、相応しい演技というものがあるだろう。そう考えた俺は、それらしく見えるように悠然と、ベニマルの発言に応じる。

			「当然だ。俺の言葉を全員に伝える。いいな？」

			「──是非！」

			　ベニマルの承諾と協力を得て、俺の〝意志〟を全ての配下に伝える。ユニークスキル『大元帥スベルモノ』によって、俺の言葉がそのまま伝達されるのだ。

			


			『聞け！　全力で敵を叩き潰せ。手加減する必要はない。当然だが、容赦する必要もない。お前達の持てる力の全てで、可か及きゅう的てき速すみやかに敵を排除せよ』

			


			　想いの全てを込めて、命令を下した。

			　俺の言葉に頷くベニマル。

			　他の幹部達の顔にも笑みが浮かぶ。

			　その命令は、一つの事柄を意味していた。

			


			　──制御されていた、力の解放──

			


			　俺の言葉の意味を正しく理解して、魔物達は活動を再開する。

			　そして、その結果。

			　戦局は大きく様変わりする事になる。

		

	
		
			

			


			

	

第二章　蹂躙の始まり

			


			　戦場にいる全ての魔物達は、盟主リムルの言葉を魂で受け止めた。

			　自分達の忠誠と信頼の全てを受け入れてくれる、絶対支配者の言葉を。

			　続いて、命ずる声が聞こえる。

			『偽装作戦は中止だ。リムル様の心を煩わずらわせる愚か者共を、完かん膚ぷなきまでに叩き潰せ』

			　これによって、魔物達を縛るものはなくなった。

			　魔物達の心を歓喜が埋め尽くし、湧き上がる衝動に任せて、その魔力を解き放つ。

			　町で生活する上で、環境に影響を与えぬようにと抑制していた妖気オーラが解放され、周囲の魔素濃度が一段階上昇する。

			　もはや、恐れるモノは何もない。

			　その内なる衝動のままに戦場を駆ける──
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			　砲弾の雨が降り注ぐ中、ゴブタも命令を聞いていた。

			「やっとっすか。でも、まだ目標は達成出来てないみたいっすけど、いいんすかね？」

			　そう独り言ちるゴブタ。

			　それに答えるのは、副官のゴブチだ。

			「いいんじゃねえですかい？　このまましぶとく粘ねばって相手に奥の手を使わせる作戦でしたが、このままじゃ自分達の方がジリ貧ってもんです。ちょっとは相手さん方をビビらせないと、強い人も出て来んでしょう」

			「そんなもんすか？」

			「そんなものですよ」

			　数多あまたの砲弾による爆撃で、衝撃波が吹き荒れる戦場の中で、そんな会話を交わすゴブタとゴブチ。よく耳が聞こえるものだと、それを見ている者達は感心する。

			　余裕ある態度については、誰もが当然だと考えていた。

			「ウチなら、強い人の方が真っ先に飛び出して来そうっすけどね」

			「それを言うなら、ゴブタ軍団長だって四天王じゃないですかい」

			「ちょ！　四天王とか言っても、自分はその中で最弱っすからね。マジで勘弁っすよ……」

			　そんなやり取りをしつつも、ゴブタやゴブチ、そして狼鬼兵部隊ゴブリンライダーの隊員達は、先程までよりも滾たぎる心を持て余していた。

			　ゴブタからの命令が下るのを、今か今かと待ち受けているのだ。

			　定期的に砲弾の雨が降り注ぐ。

			　それは意図的に、碁盤の目を狙うような正確さで、面となって飛来する。最初から直撃ではなく、衝撃波による殲せん滅めつを意図しての事だ。

			　ゴブタ達はそれを見抜き、安全地帯を見極めて移動していた。

			　直撃すれば即死だが、逆に言えば、そうでなければ生き残れるのだ。

			　この場にいる者達は、百人長並みの実力者──A-ランクに相当する者ばかり。多大なる損傷を負うにしても、それは回復薬でどうとでもなるのである。

			　それを踏まえての、ベニマルの〝負けたフリ作戦〟であった。

			　実際に負ける必要はなく、危機に陥おちいったフリをする。その隙に残る者達で帝国軍の退路を塞ぎ、一気に反撃する手筈となっていた。

			　戦車の砲弾が尽きるまで待てば、敵の強者がトドメを刺しに来るだろうさ──なんて、ベニマルが至極簡単に言ってくれたのである。

			　ゴブタからすれば、ちょっと待って下さいよ、と文句を言いたい気分であった。

			　しかし、命令は命令であり、それに逆らう事など出来ない。帝国軍よりもベニマルの方が怖いのである。

			（いやあ、ベニマルさんって普段は優しいんすけどねえ……事、軍事に関しては容赦なし。まして今回は、リムル様の安否までかかってますし。オイラ如きが反論を口にするなんて、そんなの無理ってものっすよ）

			　と、作戦を聞かされた時の事を回想するゴブタ。

			　隊員達を説得するのも疲れたが、リムルの名を出せば文句は消えた。

			　後は、最初の交戦で敵を圧勝出来れば良かったのだが、流石さすがにそれは都合のいい話だったようだ。アッサリと突破を阻まれた時点で、ゴブタ達は本来の役割である囮おとりに徹する事になったのだった。

			　しかし、それももう終わりだ。

			　リムルからの言葉。

			　そして、それに追随したベニマルからの新たな命令。

			　遠慮はいらない。

			　持てる全ての力を解き放つ時が来たのである。

			『これより、自由に攻撃するのを許可するっす。緑色軍団グリーンナンバーズはハクロウ師匠に任せてるからいいとして、この隊はゴブチに任せるっすよ』

			　表情を改めたゴブタは、『思念伝達』で隊員達に告げる。その口調は普段通りだが、有無を言わせぬ迫力があった。

			『了解であります。それで、ゴブタ軍団長はどうなさるので？』

			　肩をすくめるようにゴブチが問うと、ゴブタもまた困ったような笑みを浮かべて答える。

			『オイラも遊んでいる場合ではなくなったっすよ。四天王とかはどうでもいいんすけど、リムル様からの命令っすからね。せっかくリムル様が見てくれているのに、無様な真似は出来ないっす！　てな訳で、今から本気出すっすよ！』

			　ゴブチ、そして隊員達は、ゴブタの目を見て本気だと悟った。

			　それは、滅多に見られぬ上司の本気である。

			「フッ、このオレが認めたその力、惜しみなく使うがいいさ」

			『何でお前はそう偉そうなんすか？』

			『き、聞こえていましたか』

			『まあいいっすけど、ゴブトも頑張るっすよ？』

			『フッ、勿論だとも』

			　ゴブタはやれやれと溜息を吐いた。

			　ゴブトというのは初期からの隊員の一人で、長い付き合いもある。それなりに優秀なのだが、リムルから余計な知識を色々と吸収したせいで、変に恰好を付けるクセがあるのだ。

			　初期の頃は副官ゴブチの真似をしていたのだが、今は独自の進化を遂げていた。黒のロングコートに、二本のロングソード。使いこなせもしないのに、双剣である。

			　大丈夫かと不安に思える恰好だが、ゴブチがいるのだから何とかなるだろう。そう割り切ったゴブタは、一番気遣わねばならぬ相手に向き直った。

			　ゴブタの後ろに座っていたその相手とは、言うまでもなくテスタロッサである。

			『という事ですので、テスタロッサさん。ここからは別行動でお願いしたいんすけど、いいっすかね？』

			　テスタロッサは微笑ほほえんで頷いた。

			　この爆炎と衝撃波の中であってさえ、優雅な仕草はそのままだ。その軍服も、綺麗なまま。煤すすや砂ぼこりなどでは、テスタロッサを汚す事など出来ないのだろう。

			『ええ、勿論ですわ。わたくしも、貴方あなたと同じ気持ちですもの。ここからは監察官としてではなく、リムル様配下の一個人として動きます。皆様も頑張って下さいませ』

			　そしてテスタロッサは、ランガから降りる。

			　それでは、御機嫌よう──と言い残し、テスタロッサは悠然と歩み去った。

			　リムルが監察官としてゴブタに付けたテスタロッサだったが、その役目は今終わった。危険な悪魔が動き出したのだった。

			（本当、自由な人っすね……）

			　とゴブタも呆れたが、口には出さない。そんな愚かな真似をしない程度には、ゴブタも成長しているのである。

			　こうしてテスタロッサを見送ったゴブタは、次は自分の番だとばかりに宣言する。

			『それでは、各員行動開始するっすよ!!』

			『『『おおおぉぉ────ッ!!』』』

			　隊員達に対して号令を放ち、その返事に満足する。

			　ゴブタだって、リムルに自分の恰好いい姿を見てもらいたいのだ。

			　ゴブタはリムルが好きだった。

			　ワガママでちょっと意地悪で、それでいて、とても優しくて頼もしい。そんなリムルに、ゴブタも憧れを抱いているのである。

			　ちっぽけな子鬼族ゴブリンだったゴブタも、今では名のある戦士へと成長した。今こそ、その恩返しをすべき時であろう。

			『ゴブチ、後はヨロシクっす!!』

			　そう叫び、ゴブタはランガに合図を送る。

			「出番っすよ、ランガさん！　魔狼合一ヘンシン──ッ!!」

			　その声に応じるのは、今までずっと我慢に我慢を重ねていたランガだ。

			「待ちわびたぞ、ゴブタよ。我が主あるじたるリムル様に、我等の力を御見せしようぞ！」

			　ゴブタとランガ、二人の意識が同調して、内なる魔力を解放する。次の瞬間、ゴブタを黒い霧が包み込んだ。

			「さあ、暴れるっすよ！」

			「うむ。手加減無用との事、久々に本気を出すとしようぞ！」

			　黒い霧が、ゴブタに吸い込まれるように掻き消える。そしてそこには、黒き狼を纏まとったゴブリンの戦士が顕現する。

			　禍まが々まがしい二本の角の生えた、人型の黒狼。

			　ゴブタとランガが『同一化』した姿であり、真の意味で四天王と称される力を有している。

			　その姿を見た瞬間、ゴブチ以下狼鬼兵部隊ゴブリンライダー達は、その場から一斉に駆け出していた。

			『巻き込まれるな！　ゴブタ軍団長は本気だぞ!!』

			　というゴブチの必死な声が、今のゴブタ達の危険度を表現していると言えよう。

			　その証拠に。

			　飛来する戦車の砲弾すらも、魔狼の拳が打ち落とす。それどころか直撃しても、硬質化した黒き毛皮によって無傷であった。

			　音速の六倍弱という、凄まじいまでの破壊のエネルギーを秘めた質量弾が、ランガという鎧よろいを纏うゴブタを傷付ける事も出来ないのだ。

			　これは、ランガの『多重結界』による防御効果あっての事なのだが、それとは知らぬ帝国軍からすれば、悪夢以外の何物でもなかった。

			「な、何だあれ？　俺は夢でも見ているのか……？」

			「いや、違うぞ！　化け物だ。とんでもない化け物が、魔王の配下にいやがったんだ!!」

			　と、下級兵達の間で動揺が走る。

			　そして──連結して身動きの取れなくなった戦車部隊の者達は、より大きな恐怖を味わう事になった。

			　ゴブタが一声吼ほえると、〝黒き稲妻〟が戦車部隊の上空から降り注ぐ。要塞と化した戦車千台近くは、〝黒き稲妻〟の格好の的であった。

			　黒い雷撃は、戦車に施された防御結界に干渉し、眩まばゆい光を発する。数瞬は耐えて見せた戦車だったが、その『耐電能力』は万全とは言い難いらしい。

			　搭乗員の安全は守られている様子だったが、戦車を壁にして陣形を取っていた歩兵部隊には、甚大な被害が生じていた。

			　また、〝黒き稲妻〟の脅威は電流だけではない。

			　その本質は、自然界の雷よりも恐ろしいものだったのである。

			「熱ッ！　こ、これ、車体の防御機構に深刻なダメージが──ッ!?」

			「そ、総員退避！　速やかに戦車より退避せよ!!」

			　雷撃による感電効果は防げたようだが、その熱量には耐え切れなかったようだ。そして、綻ほころびが出た後もそれで終わりではない。

			　〝黒き稲妻〟は意思ある蛇のように、無機質な戦車へと喰らい付いていく。そして、精密な機械部分に重大な損耗を与えていったのだ。

			　立て続けに、戦車が爆発炎上する。

			　鳴り響く雷鳴に、行動不全に陥る戦車部隊。

			　こうなると、連結して要塞化させた戦車など足あし枷かせでしかない。将兵達は必死に戦車から逃げ出し、雷撃に巻き込まれぬように散り散りになっていく。

			　統制など既になくなり、その姿は敗残者のそれだった。

			（これは、大した事ないっすね）

			　その様を観察し、ゴブタは笑った。

			　自分達の力は、敵の戦力に十分に通用すると。

			　そして、当初の目的であった敵本隊も、今の魔狼形態ならば恐れるに足らぬ──と、ゴブタは考えた。

			　ゴブタは正面にそびえる戦車の壁を見る。

			　行く手を阻むその壁は、ランガの雷によって黒煙を上げていた。

			　迷わず咆ほう哮こうするゴブタ。

			　その声──声震砲ボイスカノンによって、戦車の壁は粉砕される。

			　その壁の向こう側には、こちらに砲口を向ける戦車の列が見えた。

			『エサは十分。オイラ達の活躍の場っすね！』

			『その通りよな。我等の活躍、きっとリムル様も楽しんで下さるだろう』

			　ゴブタとランガは楽しそうに頷き合った。

			　さて、それでは始めよう。

			　ゴブタは、迷いなく戦車の壁を潜り抜ける。

			　その先に待ち受ける強敵に対しても、恐れなど抱かずに。

			　そして、全力で戦場を駆け巡るのだ。

			　その速度は軽く音速を超えており、もはや、帝国将兵達の肉眼では捕捉不可能であった。

			「オイラとランガさんの特訓の成果、とくとお見せするっすよ！　さ～て、どこまで付いてこれるっすかね？　疾風魔狼演舞ダンス・ウィズ・ウルブス──ッ!!」

			　戦場を黒き疾風が駆け巡る。

			　それに伴って、超音速衝撃波ソニックブームによる破壊が帝国戦車部隊を襲った。

			


			

			


			　その衝撃波には〝破滅の嵐〟の魔法効果も付与されており、やがて竜巻へと成長する。計算され尽くした動きで効果的に敵軍を殲滅する、〝破滅の竜巻嵐〟へと。

			　恐るべきゴブタの対軍殲滅技──それが、疾風魔狼演舞ダンス・ウィズ・ウルブスなのであった。

			　戦場の一角は、こうして崩壊した。
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			　地上でゴブタが無双を開始した頃、上空でも変化が生じようとしていた。

			　ガビル率いる第三軍団である。

			　………

			　……

			　…

			　ガビル達はベニマルの命令に従い、ゴブタ達の援護を行った。そしてそれが困難になっても、慌てる事なく次の作戦に移行している。

			　即ち、ゴブタ達と同じ〝負けたフリ作戦〟であった。

			　負けそうな感じを演出しつつ膠こう着ちゃく状態を維持する事で、敵に切り札を出させるという作戦。とんでもなく無茶苦茶な作戦ではあったが、ベニマルは顔色一つ変えずに命じていた。そして、ゴブタやガビルも平然として、それを受諾したのである。

			　本当に危険ならば、退避する許可はもらっている。当然だが、それはゴブタ達を逃がすのを手伝った上での話であった。

			　しかしガビルとしては、その心配は野暮だろうと考えている。何故ならばゴブタも、口では文句を言いつつも笑っていたからだ。

			　その図太さを見習いたいと思っていたガビルであったが、案外、似たり寄ったりな部分がある。この状況下で、あわよくば飛空船を落としたい、などと考えていたのだ。

			　無理せずに膠着状態を維持出来るのであれば、多少は相手にダメージを与えても問題ない、という判断である。

			　そう考えての空中戦であったが、敵は思った以上に強かった。

			　ガビル達の魔法は通じず、飛空龍部隊ワイバーンライダーによる火球攻撃も防がれる。空中からの一方的な攻撃というアドバンテージが失われている今、ガビル達の方が分が悪かったと言えよう。

			（吾輩達の役目は、この飛空船とやらの注意を引き付ける事。後の事を考えずに全力で戦うならば、落とす事も不可能ではあるまいが……）

			　ガビル達〝飛竜衆ヒリュウ〟の奥の手をもってすれば、飛空船の防御を破れる可能性がある。しかしそれを行う場合、作戦の継続は不可能になってしまう。故にガビルは、ここは大人しく我慢の時だと割り切った。

			　ベニマルの命令に従い、一方的に攻撃を受ける立場に甘んじたのである。

			　そうなると問題なのは、耐久力に劣る飛空龍部隊ワイバーンライダーだ。

			　青色兵団ブルーナンバーズから選出した精鋭達であるとはいえ、彼等はガビル達のように龍人族ドラゴニュートに進化していない。魔法耐性も低く、大規模魔法に巻き込まれれば、それだけで撃げき墜ついされてしまう事になる。

			　そこでガビルは、飛空龍部隊ワイバーンライダーを撤退させる事にした。

			「ウルティマ殿、頼みがあるのだ」

			「何かな？」

			「吾輩達は〝負けたフリ作戦〟を続行し、これより本格的な演技に入ろうと思う」

			「演技？」

			「うむ。このまま逃げ回っていても、敵は油断してくれぬであろう。そこで我等〝飛竜衆ヒリュウ〟は、敢あえて敵の魔法を受けようと思うのだ」

			　と、ガビルは告げた。

			「ふーん。面白い事を言うんだね。で、本当の目的は何かな？」

			「うむ。吾輩は考えたのだが、今の状況は耐性獲得に丁度良いと思うのだよ。我等なら多分、直撃しても死にはすまい。回復薬は大量にある故、やられたフリで迫真の演技を行う為にも、耐久実験と洒落しゃれ込こもうと思ってな」

			　と、ガビルはのたまった。

			　それを聞いてウルティマは笑い、隊員達からは不満の声が出る。

			「ちょ、大将マジかよ！」

			「ガビル様ってさ、たまに馬鹿だよね」

			「それ、今する必要ある？　って言いたい……」

			　と口々に騒ぐ隊員達を、ガビルは聞こえないフリをして無視をした。

			「うん、いいよ！　面白そうだし、許可しちゃう」

			「かたじけないのである。それでは、貴殿達はこの場より退いてもらいたい」

			　監察官であるウルティマには、飛空龍部隊ワイバーンライダーを率いて撤退してもらう。

			　そして、残ったガビル達だけで、飛空船部隊へと特攻を仕掛ける事になった。

			「死んだら恨んでやる──ッ!!」

			「こんな実験は思いついて欲しくなかったよね」

			「これ、絶対に後で怒られるヤツだ」

			　遠い目をした隊員達だったが、それでもガビルとの付き合いは長い。何のかんのと文句を言いつつも、楽しそうにやる気満々である。

			　こうして、〝飛竜衆ヒリュウ〟による魔法耐久訓練が実施される事になったのだ。

			　ちなみに。

			　それを目撃して心配したリムルが、後で真実を知って悶もん絶ぜつし、ガビル達はメチャクチャ怒られる事になるのだが、何名かはそれを予測していた。それなのに実行に移してしまうあたりが、彼等も大将であるガビルに毒されているのだろう。

			　ともかく、ガビル達は飛空船からの魔法を浴びて、多大なるダメージを負う事になったのである。

			　………

			　……

			　…

			　そして、今。

			　ガビルはリムルの〝声〟を聞いた。

			「聞けい！　訓練は終了である。そして吾は、これより修羅道へ入るとしよう──ッ!!」

			　自分達の訓練でリムルが不安に思ったなどと、そんな事とは露知らず。ガビルは高らかに宣言した。

			　それに沸わき立つ隊員達。

			　ガビルは有頂天になって続ける。

			「幸いにも、未熟な者はウルティマ殿と退避しておる。この場にいる我等だけならば、多少の無茶をしても問題あるまい！」

			　そんなガビルを隊員達が茶化した。

			「無茶っていうかさ、さっきまでの耐久訓練に比べれば、本気を出して戦う方がマシだと思うぜ！」

			「そうそう。ガビル様の無茶振りは、今に始まった事じゃないよね」

			　それを聞いたガビルは、顔を真っ赤にして叫ぶ。

			「黙れい！　いいからさっさと始めるぞ！　吾輩に続き、存分に力を発揮するのだ！」

			　そんな照れ隠しをするガビルを見て、隊員達の顔には苦笑が浮かんでいた。

			「仕方ない。お前達もいつまでもふざけてないで、さっさと言われた通りに始めるぞ」

			「へいへい。大将には逆らいませんって」

			「そうだぜ！　ガビル様、いっちょ命令をヨロシク！」

			　ガビルはそれを聞き、満足そうに頷いた。そして、対峙する帝国の『空戦飛行兵団』を睨みつけ、大音声で問う。

			「お前達、大空の覇者は誰だ？」

			「「「それは我等、〝飛竜衆ヒリュウ〟であります!!」」」

			　雰囲気の変わったガビルに、部下達も真面目に応じる。

			「その通りだ。我等の空を汚す者共は、始末せねばならぬ。それがリムル様の意思である！　リムル様からの勅ちょく令れいである。全力を尽くせ！　全力だ。後の事など考えるな！」

			「「「オウ──ッ!!」」」

			　ガビルの命令は、〝飛竜衆ヒリュウ〟にとって特別な意味を持つ。

			　それは、それこそが──

			「自我を飲まれるなよ？　総員、『竜戦士化ドラゴンボディ』せよ──ッ!!」

			　ガビルの命令に、〝飛竜衆ヒリュウ〟が湧いた。

			　──『竜戦士化ドラゴンボディ』という、彼等の隠し玉にして切り札であった。

			　圧倒的なまでに戦闘力が上昇するが、凶暴性が増して制御困難となる。自我を飲まれたら、暴れ狂う化け物となってしまうのだ。

			　破壊衝動を抑えられないが為に、今まで封印されて来た能力スキルであった。

			　ガビルはミッドレイを講師に招き、仲間達と制御訓練を行っていた。しかし、その成功率は高いとは言えないのが現状であった。

			　それでも、使う。

			　リムルからの命令は、全力を出せ──と、いうものだった。

			　ためらう理由など、何もない。

			


			「「「竜・身・変・化ドラゴンモード──!!」」」

			


			　一斉に、〝飛竜衆ヒリュウ〟はその本来の力を解放する。

			　筋肉が膨張し、その表面を覆う紫の鱗うろこが漆黒に変色する。厚みが増し、柔軟性と硬度が数倍になっていた。

			　それに伴い、身長も二割ほど巨大化している。周囲の魔素を取り込み、新たな身体が構築されたのだ。

			　体積と質量が大きく増加した事で、攻撃力や防御力も飛躍的に上昇した。言うまでもないが、変身前と比較にならない数値である。

			　そして、肝心の自我の方だが──

			　これで意識を失っていれば、単なる力の化身でしかない。しかし〝飛竜衆ヒリュウ〟は、誰一人欠けず、見事に自我を保つ事に成功したのである。

			　竜化戦士ドラゴンウォーリア──テンペスト最強部隊の、真なる戦闘能力が開花した瞬間であった。

			「一人、一隻落とすのである。出来るな？」

			「「「応ッ!!」」」

			「よし！　それでは、かかれぃ──ッ」

			　ガビルの号令に、〝飛竜衆ヒリュウ〟が一斉に動き出した。

			


			　大空の覇者は誰なのか？

			　その問いに対する答えが、今、目の前で決着しようとしていた。

			　帝国が誇る三大軍団の一つ、機甲軍団。その虎の子である『空戦飛行兵団』は、もはや哀れな子羊でしかなかった。

			　何故ならば、龍人族ドラゴニュートの固有スキル──『竜戦士化ドラゴンボディ』が発動した今、その特殊効果によって魔法が通用しなくなるからだ。

			　竜化戦士ドラゴンウォーリアとなったガビル達には、自然効果である〝神之怒メギド〟すらも通用しなくなる。全ての物理攻撃に対応し、魔法攻撃及び自然効果を無効化する障壁バリア──『多重結界』と『自然影響無効』が、自動的に発生しているのだ。

			　飛空船の攻撃手段は魔法がメインであり、補助武装としての機関銃程度では、ガビル達の鱗を貫通出来ない。そもそも、A-ランク相当の戦闘能力を保有する〝飛竜衆ヒリュウ〟が数倍に強化された事で、今の彼等の力はＡランクの壁を軽く超越していた。

			　しかも、変身中は『超速再生』に近い再生能力までも発揮している。

			　その力は、上位魔人をも上回るほど……。

			　攻撃手段の通じない飛空船の命運は、たった今、尽きたのである。

			　それを証明するかの如く、ガビルが叫ぶ。

			「いくのである！　喰らえ、吾の必殺の──」

			　元より強力な個体であったガビルは、特Ａ級という飛び抜けた魔素エネルギー量を誇る。シオンやベニマルには劣るものの、ソウエイやゲルドに並ぶ強者だったのだ。

			　そんなガビルが『竜戦士化ドラゴンボディ』を己の力とした事で、凄まじい戦士が誕生した。

			　その力は、元魔王だったカリオンやフレイにも迫るほどの──

			「──渦槍水流撃ボルテクスクラッシュッ!!」

			　ガビルの放った一撃で、飛空船が一隻、大破撃沈した。

			


			

			


			　気流が渦を巻き、大気中の水分を一点に集め、魔力の大渦となる。その暴威がガビルの持つ槍から放たれて、飛空船を一隻貫いたのだ。

			　防衛部門百名による『防御結界』も、何の抵抗も出来ずに砕かれた。

			　正しく、轟ごう沈ちんであった。

			　それに続く竜化戦士ドラゴンウォーリア達。ガビルのように魔力の槍を放つ事は出来ないものの、その強化された身体能力で、飛空船へと突撃していく。

			　魔法の通じぬ彼等には、飛空船の障壁バリアも通じない。あっという間に防壁を破られて、船内への侵入を許してしまう。

			　一つの船に、五名のチームで。数分かけて撃沈していく。

			　こうなるともう、『空戦飛行兵団』の全滅は時間の問題であった。

			　ガビルは調子に乗って叫ぶ。

			「グワッハハハッ！　さあ、どんどんいくのである。一隻も沈める事が出来なかった者は、後でわかっているであろうな？」

			　その言葉を聞き、出遅れた〝飛竜衆ヒリュウ〟の顔が引き攣つった。

			　飛空船は百隻のみ。ガビルが攻撃の手を止めない今、残存艦の数はどんどんと減っていた。

			　こうなると、競争である。

			「そりゃないぜ、ガビル様！」

			「ガビル様って気分屋だもんね。今は絶好調みたいだし、オイラ達の獲物を残してくれないかも!?」

			「大将の事だからあり得るな……」

			　チームで沈めた船の扱いがどうなるのか、それはガビルの気分次第。それを知る隊員達は、大慌てで攻撃に参加していく。

			　狩人と獲物の立場は逆転し、大空での趨すう勢せいも決したのだった。
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			　少し時間は遡る。

			　帝国軍『魔導戦車師団』に属する補給部隊にも、試練の時が訪れようとしていた。

			「皆の者、よくぞワシについて来た。じゃが、今からが本番であると心せよ！」

			　そう告げるのは、緑色軍団グリーンナンバーズを任されたハクロウである。

			　ハクロウは息一つ乱さず涼し気な顔だが、その言葉を聞く団員一万二千名は、全員が肩で息をするという有様だった。

			　何しろ現在地点は、帝国の戦車部隊の更に後方だ。ドワーフ王国からここに回り込む為に、迂回しつつ四十キロ以上の距離を走破している。

			　それも、重装備を着用した状態で……。

			　それを可能としたのは、ハクロウという〝指し南なん役やく〟のお陰である。

			　ハクロウは団員達を徹底的に鍛え上げ、〈気闘法〉を叩き込んだ。その結果として団員達は、瞬間的に移動する〝瞬動法〟や相手の認識を遮さえぎる〝隠形法〟といった様々な技術アーツを使いこなせるようになったのだ。

			　緑色軍団グリーンナンバーズはゴブタ達と同時に出陣し、敵に発見されぬようにこの場まで駆け抜けたのだった。

			「ワシの教えた〈気闘法〉を、よくぞ使いこなしたと褒めてやろう」

			　仏のように優しい顔で、ハクロウが語る。

			　それを聞く地面に座り込んだ団員達は、逆にヤバイ予感がして息を呑んだ。

			　ハクロウとは長い付き合いだ。この容赦なき〝指し南なん役やく〟は、味方以上に敵に対して苛烈であった。そんなハクロウが、味方を褒めた上で発する命令──それは、想像するだけでも恐ろしいものとなりそうで。それを実行するのが自分達だと理解している団員達からすれば、覚悟なしには次の言葉を耳に出来ないというものであった。

			「ワシらの任務は、ここで敵の補給を断つ事にある。大した意味はないであろうが、敵後方の補給部隊を潰せば、少しは敵の戦意を挫くじけよう。無駄に敵兵の命を奪う必要はないが、敵に対して情けをかける必要もない。それに──」

			　そこまで言ってハクロウは、チラリと戦場へと視線を向けて笑みを浮かべた。そして、続きの言葉を口にする。

			「ゴブタも立派になった。見事な立ち回りで、囮役を務めておる。貴様達も軍団長に負けぬよう、立派に務めを果たすが良かろう！」

			　遠く聞こえる爆音に負けず、ハクロウの声が朗々ろうろうと響く。実戦経験のない者達は、そんなハクロウに気け圧おされ緊張感に包まれていく。

			「良いな？　戦っている最中は、余計な事を考えるでないぞ。敵を斬らねば、死ぬのは自分だと思え。敵を見逃せば、そのせいで仲間が死ぬと思え。それが戦場での鉄則なのじゃ」

			　肩で息をしていたはずなのに、いつの間にか誰もが息を殺してハクロウの言葉に聞き入っていた。

			　それは、心得を説いている。

			　覚悟を決めた者達が、戦場で迷う事がないように。

			「命の価値は平等ではない。自分の大切な者達の命に比べれば、見知らぬ他人など気にかける必要もあるまい。まして、敵は侵略者ぞ。生かす価値もない、愚物共よ。遠慮は要らぬ。斬り捨てるがいい！」

			　そして過激な言葉で脅す事で、少しでも罪悪感を抱かずにすむように。

			　それは、ハクロウなりの優しさなのだ。

			「ワシが鍛えた貴様達ならば、あの鉄の塊かたまりすらも斬り捨てられよう。敵の放つ礫つぶてなど、止まって見えるであろうが？　ならば恐れるな。我等の刃の前に、敵う者などあるものか！」

			　止まって見えません──とは、誰も言い出せなかった。

			　言える訳がない。そんな事を言い出せば、『修行が足りぬ』と、戦場よりも恐ろしい目に遭わされてしまうだろうから。

			　そうした〝ちょっとした不満〟を心に抱いた者もいたが、ハクロウに文句がないというのは共通した本音であった。

			　ハクロウは、自分に出来ない事は決して口にしないのである。ハクロウの言葉は過激ではあるが、それは団員達もその高みにまで登って欲しいという、そうした指導者としての思いも含まれての言動なのだった。

			　そして、緑色軍団グリーンナンバーズは機を窺う。

			　ハクロウからの指示──突撃命令を待ちわびる。

			　自分達のボスが、もっとも危険な囮役を務めているのだ。四天王の名に恥じぬ、見事な戦いぶりで。

			　その姿は、ハクロウのエクストラスキル『天眼』によって、ハッキリと捉えられている。そしてそれは、『思念伝達』による認識共有によって、軍団員の末端まで認識されていた。

			　恐怖はある。しかしそれ以上に、団員達はゴブタ率いる狼鬼兵部隊ゴブリンライダーの勇姿に魅せられていた。

			　次は自分達が頑張る番だと、誰もが覚悟を決めていたのだ。

			　ハクロウはそんな団員達を見て、少しは不安が解消される気分であった。

			　あらゆる事態に対応出来るよう、徹底して訓練を施した団員達ではあるが、それでも初陣となると犠牲者が出るだろう。

			　もっと鍛え上げてやりたかった──という心残りはあるが、こればかりは仕方がない。敵は待ってくれないのだ。

			　ベニマルの作戦では、ゴブタ達が粘って膠着状態を維持する。そうすれば、必ず敵に焦りが生じる、と。

			　戦車の砲弾も無限ではないので、弾幕の雨もいつかは晴れるだろう。その時こそ、ハクロウ達の出番なのだ。

			　敵の補給部隊を叩き、物資を奪う。そうすれば、敵の戦車とやらを無力化するのも簡単になる。

			　もう一つの目的として、隠れた強者を炙あぶり出すというものがあるが……それに関しては出たとこ勝負だ。

			（ワシの前に現れてくれればいいのじゃがな）

			　そう望むハクロウだったが、これもまた時の運というものだった。

			（初めての戦場で、恐怖に飲まれたら死ぬ。少しでも恐怖を和らげてやりたかったが、はてさて……）

			　今はただ、作戦の成功を──そして、皆の無事を祈るのみ。と考えていたハクロウだったが、その心配は杞憂に終わる。

			『聞け！』

			　突然、ベニマルの能力スキルを介在して、リムルからの念話が届いた。その言葉を聞くだけで、魔物達の心から不安が消え去っていく。そして、得も言われぬ高揚が沸わき立ち、肉体が燃えるように熱くなっていった。

			『──可か及きゅう的てき速すみやかに敵を排除せよ』

			　というリムルの言葉──いや、命令が発動する。

			　ハクロウは苦笑する。

			「無駄な心配じゃったか。聞いたな、皆の者？」

			「「「ハッ!!」」」

			「では、征ゆけい!!　我慢の時は終わりじゃ。行って、貴様達の力を存分に発揮するがいい」

			　ハクロウの言葉が終わるよりも早く。

			　魔物の軍団は怒ど涛とうの勢いで駆け出したのだった。

			


			　そして、十数分経過。

			　帝国の補給部隊を守る歩兵達は、横一列に並ぶ横隊となって魔物の軍勢を迎え撃つ。

			　突然の奇襲に混乱しかけたが、そこは帝国の精鋭だった。即座に態勢を立て直し、秩序を取り戻していた。

			　輸送用の装甲車両を盾にして、魔物を狙い撃つ部隊もいる。数で勝る帝国軍らしく、一見すると優勢な戦況であった。

			　しかし、緑色軍団グリーンナンバーズは怯ひるまない。

			　銃弾に晒さらされるも、前列に配備された楯鱗の盾スケイルシールドが役立っていた。

			　弓と違って、小銃による射撃は弧を描かない。至近距離での制圧が目的であり、前列が銃弾で倒れぬ限り、その制圧力は発揮されないのである。

			　世界はまだ、剣と魔法の時代なのだ。

			　銃という兵器が戦術を一変させたのは、その高過ぎる殺傷力あっての話なのである。

			　魔法があるこの世界。銃弾一発では、敵を無力化出来なかった。銃弾による点攻撃よりも、剣や斧による線での攻撃の方が強いのである。

			　パラダイムシフト──時代を変換させるには、帝国の誇る新兵器でも力不足だったのである。

			　それならば、別の新兵器を用いればいい。そう考えた指揮官は、次なる指令を飛ばす。

			「クソッ！　各員、小銃から〝魔銃スペルガン〟に切り替えよ。整備班は重要な物資のみを持って、本隊への合流を図れ！」

			　小銃という、異世界からもたらされた知識を基に再現された武器は、魔物相手には有用ではなかった。いや、実験段階では成果を挙げたのだが、それはあくまでも武装していない魔物が相手だったのだ。

			　だったら、魔法がある。この、一般兵でも扱える〝魔銃スペルガン〟には、火炎大魔槍ファイアランスの魔法が刻まれていた。

			　これならば、大半の魔物を貫き燃焼させるだろう──と、指揮官はそう考えた。

			　しかし残念ながら、その考えは甘いと言わざるを得なかった。

			　緑色軍団グリーンナンバーズは、最新の特質級ユニーク防具で武装していたのだ。暴風大妖渦カリュブディスの楯じゅん鱗りんをガルムが加工した、楯鱗の盾スケイルシールドである。鉛玉など軽く弾く上に、その特殊効果として──

			「だ、駄目です！　敵部隊には、魔法が通じません！」

			　魔法に対する高い耐性──それが、楯鱗の盾スケイルシールドの真価であった。

			　そして更に、帝国軍を悪夢が襲う。

			　上空より飛来するのは、飛空龍部隊ワイバーンライダー──ウルティマに率いられた青色兵団ブルーナンバーズの精鋭であった。

			「遠慮なくバラ撒いちゃえ！」

			　という可愛かわいらしい声の後、地上は爆炎に包まれる。

			　炎爆玉フレアボムによる範囲攻撃だ。威力はそこまでではないが、帝国の歩兵相手には十分な殺傷力を秘めている。

			　そしてその音は、戦場に混乱をもたらすに十分であった。

			　戦い慣れていない支援兵──整備兵や医療兵といった者達は変転する状況についていけずにいる。その結果として、本隊へ合流せよという命令は守られず、無駄に被害が拡散する状況となったのだった。

			


			　心配していたよりも一方的になった戦況を見て、ハクロウは少しだけ安あん堵どした。

			「やあ、ハクロウさん。ボクが預かった子達だけど、お任せしちゃってもいいかな？」

			「ウルティマ嬢か。預かるのは構わんが──」

			　飛空龍ワイバーンの背から飛び降りてきたウルティマを見て、ハクロウは好こう々こう爺やのように穏やかに応じる。

			　団員達に対する態度とは雲うん泥でいの差であった。

			「そう？　それじゃあ、お願いね！」

			　ウルティマもまた、お爺ちゃんに甘える孫娘のような感じで、可愛らしくおねだりする。そんな様子をヴェイロンやゾンダが見れば、夢でも見ているのかと驚き呆れる事だろう。

			


			

			


			　もっとも、それを口にする事は絶対に有り得ないけれど……。

			「それはいいが、ところで──」

			「うん、何かな？」

			「いや、のう。一つ聞きたいのじゃが、ウルティマ嬢はカレラ殿とは親しいのかのう？」

			「うーん、カレラが〝殿〟でボクは〝嬢〟っていうのは気になるけど、まあハクロウさんだし、それはいいや。答えは簡単。超悪いよ！」

			　ニコニコの笑顔で答えるウルティマ。

			　その表情は可愛らしいままだが、その纏う雰囲気にはおどろおどろしいものが混ざり始めている。

			　実はウルティマ、猫を被るのが超得意なのだ。その本性は残忍冷酷であり、二重人格かと疑うほどに感情の起伏が激しいのである。

			　それでも先輩には敬意を払っているから、その本性に気付いている者は少ない。

			「そうか、それは残念じゃ」

			「どうしてそんな事を聞いたのかな？」

			「いや──少し、な。あのアゲーラというカレラ殿の部下について、知っておるかと思ってのう……」

			　言い淀よどむハクロウ。

			　アゲーラという悪魔は、ハクロウの知るとある人物によく似ていた。というより、そっくりであった。

			　その人物とはハクロウの祖父にして師匠、荒木白夜ビャクヤ・アラキその人である。

			　だからハクロウは、アゲーラという人物に興味を持っていた。しかし、当の本人であるアゲーラの方は、ハクロウの事に気付く様子もなかったのだ。

			　老いによって見た目が変わったからか、とも思うハクロウだったが……。

			「うーん、ゴメンね？　興味ないからわかんないや」

			　ウルティマはあっけらかんとそう言った。

			　そして続けて、

			「そんなに気になるなら、本人に直接聞けばいいんじゃない？」

			　何でもない事のようにそう言ったのである。

			　それを聞いたハクロウは、それもそうだと頷いた。

			「そうじゃな。ワシとした事が、考え過ぎておったようじゃ」

			「うんうん、考え過ぎるのはダメだよね。でもさ、その話は後にした方がいいかな。今は戦いの方が大事だよ。じゃないと、ハクロウさんもリムル様から怒られちゃうよ！」

			　それじゃあ、後は任せたね──と笑顔で言い残し、ウルティマは再び大空へと飛び去っていった。

			　それを見送るハクロウは、迷いの吹っ切れた表情になっている。

			「フフッ、ワシとした事が。戦場で余計な事に気を取られるなど、修行が足らぬのはワシ自身であったか。それでは早々に、この失態を挽回せねばのう」

			　そしてハクロウは刀を抜いた。

			　一人の剣鬼となりて、戦場を支配する為に。

			


			[image: ]

			


			　ファラガ少将は、目の前の光景に愕がく然ぜんとしていた。

			　精鋭たる魔法士達が管理する複数の『防御結界』によって、万全の防衛力を誇る空の要塞。そんな飛空船の一隻が、魔物の一撃で沈められたのだ。

			　帝国情報局による調査結果では、龍人族ドラゴニュートという珍しい種族であるらしい。人型の竜とも呼べる戦闘力があるとの事だったが、目の前で見たそれは、そんな次元の話ではなかった。

			「ヤツは、化け物か!?　情報局は、私に出で鱈たら目めな情報を寄よ越こしたのか!!」

			　魔法使い、魔導師ウィザードたる自分を排除する為に、偽の情報を？　そう考えかけたファラガだったが、流石にそれはないと思い直す。

			（いや、違うな。ヤツラ、私の目の前で姿が変わったぞ。これはもしや、師の記した書物にある、魔物の形態変化……？）

			　魔物の中には、普段の生活に適した姿と戦闘に特化した姿の二つを、自在に使い分ける種族がいるという。

			　今戦っている相手である龍人族ドラゴニュートは、蜥蜴人族リザードマンが進化した魔物だった。大空を飛ぶ翼と、各種属性の吐息ブレスという特技を持つ。魔物としての危険度はＢランクであり、侮あなどれないが決して脅威とは呼べぬ相手であった。

			　……そのハズなのだが、現実は違う。

			「どういう事だ？」

			　副官に問うファラガ。

			　問われた副官も、目の前の現実と情報のすり合わせに混乱している様子だ。

			「も、申し訳ありません。敵魔物のエネルギー値を測定していた者からの報告によりますと、その姿が変化すると同時に大きく数値が上昇したとの事。Ａランクに分類される基準値を、数倍オーバーしていると判明しております」

			「数倍──Ａランクオーバーだと？　しかも、魔法に対する完全耐性を有している、とでも言うつもりか!?」

			　そう叫ぶファラガだったが、その認識は間違っている。ガビル達は高い『魔法耐性』を有しているものの、『魔法無効』は有していないのだ。その身を守る『多重結界』を破れるほど、飛空船からの魔法攻撃が強力ではない、というだけの話なのである。

			「認めたくはありませんが、目の前の状況から、そう推測する他ありません。我が方の魔法攻撃は通用せず、しかして、敵魔物からの攻撃によって我等が誇る飛空船が落とされておりますので……」

			　そんな事は見ればわかる──と、ファラガは文句を言ってやりたかった。しかし、その気持ちをグッと我慢して、冷静な対応を心がける。

			　たった百匹程度の龍人族ドラゴニュートなど、恐れるものではなかった。如い何かに優れた武具を装備していようとも、帝国の最新鋭兵器の敵ではないと、そう考えていた。

			　飛空龍ワイバーン三百匹も逃げ出した時には勝利を確信し──いや、違う。その時実は、ファラガは不安を覚えていた。長く戦場に立つ者としての経験からか、得も言われぬ嫌な予感がしたのだ。

			（私の勘は正しかった、か。しかし、今は対策を考えるのが先決だ）

			　そう思ったファラガは、もう一度戦場に目を向けた。

			「数倍という事は、あの一匹一匹が上位魔人に相当するという事か。災害級ハザード──いや、下手をすれば災厄級カラミティに匹敵するという認識で間違いないな？」

			「ハッ！　分析班から、そのように聞いております」

			「忌いま々いましい。魔法が通じれば、Ａランクの魔物であろうが対処出来たものを。それで、あの先頭の個体は？」

			「そ、それが……」

			「どうした？　さっさと答えろ」

			「ハッ！　それでは、申し上げます」

			　報告書を目にして口ごもる副官だったが、ファラガに睨まれ報告を再開した。そしてその内容は、ファラガをして絶句させるものだったのだ。

			「──十倍以上だと？　それは本当なのか？」

			「本当であります。測定器の故障などではなく、間違いなくあの特殊個体は、他の個体の十倍以上のエネルギーを有しているそうです」

			「何と……」

			　言葉を失うファラガ。

			　転生を繰り返して力を付けたというファラガの師匠ガドラでさえも、そこまで出鱈目な魔力量は有していなかった。その数値は、魔王に匹敵するものだったのである。

			「あの魔物の情報は、情報局からの資料にもありませんでした。魔物共が開催した武闘大会にも参加しておらず、その戦闘力は不明との事です」

			「忍ばせていた間者の話では、薬草に関する発表を行っていたらしいですね。興味深い内容だったそうですが、今思えば、災禍級ディザスターに相当するような戦力を隠すのが目的だったのでしょう」

			　口々に意見を述べる副官達の話を聞いていたファラガは、なるほどそうかと思い至った。

			　先程の現象、あれは正しく『変身』だったのだ、と。

			　戦力を秘ひ匿とくし、敵を油断させていた。そして、飛空船の武装が魔法だけであると知り、その本性を剥き出しにしたのだろう。

			　舐められたものだな──と、ファラガは思った。

			「落ち着け、諸君。敵は魔物なのだ。ならば、我等の勝利は揺るがぬと知れ。どんな相手であろうが、魔素撹乱放射マジックキャンセラーを本格発動させて、その動きを封じてしまえば良かろう！」

			　龍人族ドラゴニュートは珍しい種族である。その中でも『変身』するとなると希少であったが、決して勝てない相手ではなかった。

			　飛空船は帝国が対ヴェルドラ用に開発した、秘蔵の兵器なのだ。その真価である魔素撹乱放射マジックキャンセラーを使えば、竜の眷けん属ぞく如き敵ではないのである。

			　現在でも、魔素撹乱放射マジックキャンセラーは発動している。それは地上も網羅するほど、広範囲に渡って影響を及ぼしていた。しかし、これは慣らし運転のようなもので、対ヴェルドラ戦では集中させて運用する事になっていた。

			　魔素を撹かく乱らんすれば、魔素で身体を構成している魔物の動きは鈍る。撹乱波の照射を集中させれば、どんな魔物であろうが動きを封じる事が出来るのだ。

			「ただちに！」

			　慌ただしく動き始めた副官達を尻目に、ファラガは戦況の把握に努める。あの先頭の個体以外は、五匹でチームとなって行動していた。現在、二十隻が交戦中。落とされた飛空船は十隻に満たなかった。

			　まだ十分に挽回可能な被害である。

			「ファラガ少将、照射準備が完了しました。ですがこのままでは、味方を巻き込む形になりますが……」

			「だから？」

			「い、いえ」

			「では、さっさと始めたまえ」

			「ハハッ！」

			　魔法の力で浮遊する飛空船に、魔素撹乱放射マジックキャンセラーを照射したらどうなるのか？

			　そんなものは言うまでもない。魔法効果の消えた飛空船は、物理法則に従い墜落する事になる。そして当然、搭乗員の生存は絶望的となるだろう。

			　そしてそれは、『魔法軍団』の同僚だったファラガを慕う魔法使い達が犠牲になる、という事を意味していた。

			　それでもファラガは、眉一つ動かさずに指令を下したのだった。

			「魔素撹乱放射マジックキャンセラー──照射開始ッ!!」

			　交戦中の飛空船とガビルを取り囲むように、残る艦船が展開していく。そして次々と、船首から魔素撹乱放射マジックキャンセラーが照射されていく。

			　その結果、飛空船が落ち始める。交戦中だった龍人族ドラゴニュートと一緒に……。

			（スマンな。これは必要な犠牲なのだ）

			　ファラガは、目を見開いたまま黙祷した。

			　落ちた飛空船は、地上に激突して爆発炎上している。搭乗員はおろか、魔物共も無事であるはずがなかった。

			「やりましたね。残るはあの、特殊個体のみです」

			「魔法が効かなくとも、あの衝撃と熱量には耐えられぬでしょう」

			「大きな犠牲でしたが、上位魔人百体を始末したのだから安いものですな」

			　副官達に安堵の気配が流れた。

			　それに冷水を浴びせるのはファラガの一喝だ。

			「油断するな。仲間の犠牲あっての事、誇るような戦果ではないわ！　それに、あの個体の始末が終わっておらぬぞ!!」

			　その言葉に、副官達も気を引き締める。

			　魔王級の特殊個体も、その動きを封じられてはいた。しかし、いまだにその翼は健在であり、大空に留まっていたのである。

			　二十隻以上の犠牲を出した今、この敵を撃ち洩もらすなど許されない。

			「空を飛べぬ〝四天王〟ゴブタだけならば、苦労する事もなかったでしょうに……」

			「うむ。ガスター殿の戦車部隊と協力すれば、如何に強固な守りであろうが崩せたものを」

			「だが、ヤツは魔素撹乱放射マジックキャンセラーによって動けなくなっておる。このまま照射を続ければ、その内に肉体が崩壊するであろう」

			「いえ、それは確実ではありません。分析班が観測中ですが、特殊個体のエネルギー値の減少率は軽微であるとの事です」

			　そうした副官達のやり取りを耳にして、ファラガは急速に身体の芯が冷えるような感覚を味わった。

			（これだけの、七十隻以上の飛空船が魔素撹乱放射マジックキャンセラーを放ってなお、その動きを止めるだけで精一杯だと!?　それではヤツには、弱体化の効果は意味がないとでもいうのか──ッ!?）

			　そんな馬鹿なと思いつつ、ファラガは作戦を練り直す必要があると感じていた。

			　次元が違う強さなのだ、と理解する。

			　全ての魔素撹乱放射マジックキャンセラーを集中させて、ようやく動きを封じている。時間をかければ弱体化出来そうだが、ヴェルドラ以外にもそんな化け物がいるとは驚きであった。

			（コヤツの方が、〝四天王〟ゴブタよりもよほど厄介なのでは──いや、もしかしたら!?）

			　その時、ファラガは唐突に閃ひらめいた。

			　この特殊個体こそ、自分達の目標であった〝ヴェルドラ〟なのだと。

			　自分の考えに思わず納得するファラガ。

			「──そうか、こいつがヴェルドラなのだ。だとすれば、異常にエネルギー値が高い理由にも説明がつく」

			　気が付けば、口が勝手にそう呟いていた。

			　それを聞いた副官達の反応は様々だ。

			「なるほど……封印から解放されたばかりで、竜の姿を維持出来ぬほど弱体化していた、と」

			「弱体化？　これほどの力があるのに、これで弱体化していると言うのですか？　あの御供ですら、ドラゴンに匹敵しておりました。下手をすれば、上位龍族アークドラゴンに迫る個体も確認出来ているのですよ？」

			　そんな副官達に、ファラガは語る。

			「そう。それがヴェルドラの恐ろしさなのだ。かつて、帝国軍はヴェルドラに敗れた。私も師匠であったガドラより、その時の話を聞かされている。三百年程も封印されてなお、ヤツはあれ程の強さを誇るのだ。封印前はどれほど強かったのか、想像も出来ないというものではないかね？」

			　ファラガの説明を聞いて、副官達も納得したように頷く。

			「確かにこれほどの力ならば、ファルムスの軍勢が滅ぼされたのにも納得です」

			「ファラガ少将の言う通り、ヤツがヴェルドラで間違いないかと」

			　そんなふうに同意する者が大半であったが、中には疑問を持つ者もいた。

			「失礼します、ファラガ少将。資料には、龍人族ドラゴニュート首しゅ魁かいの名は、〝ガビル〟であると記載されておりますが……？」

			　そう問いかけるも、ファラガはそれを一笑に付す。

			「偽名だよ、君。ヴェルドラは封印されて、力が衰おとろえていると聞く。本来の戦闘力が回復するまで、目立たぬようにとの配慮なのさ」

			　そこまで断言されては、副官としては下がるしかなかった。

			「魔物が偽名とは……前代未聞。いや、だからこそのヴェルドラ、という事ですね」

			　色々と納得いかない点もあったのだが、そう自分を誤魔化したのだった。

			　そして、目の前の特殊個体がヴェルドラであるという認識が共有されると、副官達の顔に喜色が浮かぶ。

			「虎の子の飛空船に三割もの損害を出したが、相手がヴェルドラだったのなら仕方なし！」

			「むしろ、幸運であったとも言えます。ファルムスの軍勢を滅ぼした、広範囲攻撃に注意せねば。早々に魔素撹乱放射マジックキャンセラーで動きを封じたのは正解でした」

			　その通りだ──と、ファラガは思った。

			（ヴェルドラは魔素撹乱放射マジックキャンセラーに捕らわれ、身動きが出来ずにいる。このまま体力を削り取ってやれば、仕留めるのも容易になるだろう）

			　気が付けば、今作戦の最大の戦果が手に入っていた。

			　その幸運を、ファラガはゆっくりと噛み締める。

			「魔素撹乱放射マジックキャンセラーの出力は大丈夫か？」

			「問題ありません。出力八十パーセントで安定しております」

			「最大出力になるまで、あとどのくらいだ？」

			「一時間もかからぬかと。この状態では動きを封じるだけで精一杯ですが、少しずつヴェルドラの肉体崩壊は始まっております。十分に効果が期待出来るかと」

			「うむ。ヴェルドラの命も、後一時間という事か。それまでには、ガスター殿も地上制圧を終わらせるだろうさ」

			　副官達は優秀だ。

			　何も言わずともファラガの意を汲くんで、分析班とのやり取りを開始している。そして作戦を見つめ直し、問題点の洗い出しを終わらせていた。

			　一時間もあれば、〝四天王〟ゴブタの討伐も終わっているだろうとの結論。魔狼と合体したゴブタも強力な個体ではあったが、それでもヴェルドラには劣る。ガスターの戦車部隊が本気を出せば、討伐するのもそう難しくない相手であろう。

			「魔法が通じなかったのも、相手がヴェルドラとその眷属ならば仕方あるまい。だが、勝利の女神は我等に微笑んだ！　このままゆっくりと待つだけで、帝国の悲願は達成されるであろう!!」

			　ファラガはそう確信し、将兵を鼓舞するのだった。
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			　艦橋では、戦勝気分が漂っていた。

			「ワインを用意させましょう」

			「そうだな。取って置きの、四百年物ヴィンテージを頼む」

			「帝国の雪辱を果たす逸品ですね。一時間もあれば、澱おりも沈むでしょう」

			「うむ、任せた」

			「それ、ボクにもお願いね」

			　紫し紺こんの長い髪をサイドポニーにした美少女が、いつの間にかファラガの隣の副官席に座っていた。

			（一体、何い時つからいた!?　いや、それよりも──）

			　軍服という、年に似合わぬ格好をしている。しかし、その堅苦しいはずの軍服が、かえって少女の可憐さを引き立てていた。

			　ファラガは自身の油断を悔いる。

			　勝利を確信した事で、気が緩んでいた。それはファラガだけの話ではなく、この場にいた将兵全員に言える事であった。

			　そうした将兵達の心の隙を突き、この少女は侵入を果たしたのだろう。

			「貴様、何者だ？」

			　何ど処こから侵入したのか。

			　そして、少女の目的は何なのか。

			　敵か味方かで言えば、間違いなく敵であろう。

			　少女が素直に答えるとは思えなかった。

			「あれ、駄目なの？　じゃあさ、お茶でいいよ。ボクね、ずっと見学してたから喉が渇いたんだ」

			　ファラガの誰すい何かに、艦橋にいた部下達が振り返る。そして少女に気付き、その目を驚愕で見開いた。

			　艦外だけでなく艦内にも『結界』は張られている。

			　それなのに、異常は検知出来なかった。

			　その少女は、当たり前の顔をしてそこにいるのだ。

			「何者か、と聞いている」

			　ファラガはゆっくりと立ち上がり、少女に向き直った。そして、銃を取り出しつつ、もう一度そう問いかけた。

			　それでも少女は笑みを絶やさない。

			　銃を向けられても、それが脅威だとは考えていない。

			　何しろその少女の正体は──

			「ボクが何者か、だって？　ボクの名前はウルティマだよ。リムル様から頂いた、とってもとっても大事な名前なんだ！」

			　この世界における最強の一角バランスブレイカー──原初の紫ヴィオレなのだから。

			　ファラガは冷静にウルティマを観察し、相手の実力を見極めようとする。その為には、会話による情報収集は有効な手段であると考えた。

			「ウルティマだと？　知らんな」

			「そっか。君って無知なんだね。今日は色々と聞きに来たんだけど、期待出来ないかな？」

			「何だと？」

			「君達ってさ、もう直ぐ死んじゃうでしょ？　だからね、その前に色々と教えて欲しいんだ！」

			　無邪気な笑顔で、ウルティマは言う。

			　ファラガは、そんなウルティマの態度を見て、何とも表現しづらい感覚を覚えていた。

			　喩たとえるならば、そう。

			　絶対的な存在──帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの上位者に相対した時のような、下手をすればそれ以上の圧迫感を、ウルティマから感じ取っていたのだ。

			（まさか……この私が気圧されている？　こんな少女に、恐怖を感じているとでもいうのか!?）

			　ファラガは自分の本能を疑った。

			　しかし、現実問題として、目の前で座る少女──ウルティマは、たった一人で艦内に侵入してのけた異常な存在なのだ。緊急事態であるのは間違いなかった。

			　ファラガはウルティマの目的を推測し、それは明白だと悟った。

			　窓の外には、捕らわれたヴェルドラ。帝国の勝利を象徴するその光景は、魔物達にとっては絶望そのものだろう。その救出の為に、ヴェルドラ配下の魔物が動き出したのだろう。

			（ウルティマだと？　私ですら戦せん慄りつするような魔物を、情報局が把握していないとはな。恐らくは、切り札。ヴェルドラ直属の、幹部級の魔物に違いない）

			　間違いなく、最近名付けられたばかりの幹部。その外見は人間に限りなく近いが、妖気オーラのおぞましさは形容し難いほどに邪悪。その正体は不明だが、ファラガは幸いにして、そうした妖気オーラを身に纏う魔物に心当たりがあった。

			　ファラガの師匠であったガドラが、熱心に研究していたからだ。

			　銃口をウルティマに向け、ファラガは問う。

			「わかっているぞ。貴様は、悪魔族デーモンなのだろう？」

			「わあ、凄いね。正解だよ」

			　当然だ、とファラガは鼻で笑う。

			　これほどの邪気、間違いなく上位魔将アークデーモンである。それも、受肉した上に名前まである、正真正銘の化け物だった。

			　問題なのは、ウルティマの階級だった。

			（貴族なのは間違いない。中世種以下ならばいいが、古代種では厳しいか？　いや、この場でならば、悪魔の特技を封じられる。魔法の使えぬ悪魔など、恐れるに足らぬわ！）

			　そう考えたファラガは、密ひそかに部下へと指示を出した。

			　部下に指示した内容は、魔素撹乱放射マジックキャンセラーを艦内に向けて発動させるというものだ。そんな真似をすれば、魔法増強砲が使用出来なくなる。それに、〝魔銃スペルガン〟も使えなくなるし、乗組員である魔法士達も役に立たなくなるだろう。

			　しかし、それこそがファラガの狙い。

			　魔物など、魔素を封じてしまえば脅威ではない。それは悪魔も同様である。魔素を封じてしまえば、悪魔の武器である魔法も使えなくなるのだ。

			　上位魔将アークデーモンが相手では、魔法が使える部下が何名いようとも無意味である。それよりも、悪魔に対する絶対優位の状況を作り出す方が、勝利の確率も上がるというものだった。

			　ファラガは構えた銃を見せつけつつ、密かに腰に下げたサーベルへと手をかける。そして、ウルティマの注意を引くべく、会話を続ける。

			「まさかヴェルドラに、君のような悪魔の従者がいたとは驚きだ」

			「え、ヴェルドラ様の？」

			「クックック、隠さずとも良かろう。この状況ならば、主の救出に来た以外の理由など考えられぬであろうが！」

			「違うよ？　ボクはね、リムル様の忠実なる部下なんだ！」

			（魔王リムルの部下だと？　いや、ヴェルドラの救出が目的という点は間違いないはず）

			　ヴェルドラが部下を持つという話など、確かに報告には上がっていなかった。魔王の配下かヴェルドラの配下かなど、それはどちらでもいい話であった。

			「それは失礼。それで、君はヴェルドラを助けに来たのだろう？」

			「さっきから何を言ってるの？　色々と聞きに来たって教えてあげてるのに、君って人の話を聞かない人なのかな？」

			　どうも話が食い違っている。

			（ハッタリ、か？　隠す意味などないように思うが、コイツの目的は一体……）

			　ファラガは自分が何か勘違いしているのではないかと、得も言われぬ不安感に苛さいなまれるような心地に陥った。

			　何か、大きな間違いを犯しているような……。

			「……それでは、何が聞きたいのかね？」

			　それを聞いてウルティマは、待ってましたとばかりに微笑んだ。そして、笑顔のままに言い放つ。

			「この船の仕組みと、運用方法が大事だね。ついでに、帝国内に残っている戦力も。どのくらい強い者がいるのかとか、知っている限り話してよ」

			　その無邪気な態度は、完全にファラガを舐めている。

			（こちらを舐めてくれるのは好都合。少しばかり厄介なのは認めるが、たった一人で何が出来るというのだ）

			　不安はあるが、それがファラガの本心なのだ。

			　準備は間もなく終わる。

			　悪魔に対する切り札もある。

			　視界の隅に、準備が整ったというサインが見えた。

			　これで勝利は疑いなし。ファラガは余裕を取り戻す。

			「クックック、それを素直に教えると思うかね？」

			「思わないけど、どうでもいいかな。それよりも、お茶はまだなの？　ボク、ずっと待ってるんだけど？」

			「お茶よりも、もっといいものをくれてやる！」

			　迷いを振り切るように、ファラガは引き金を引いた。

			　放たれる銃弾。そしてそれが、戦いの開始を告げる合図となった。

			　その場もまた、魔素撹乱放射マジックキャンセラーの影響下となったのである。

			


			　ファラガの所持していた拳銃は、〝魔銃スペルガン〟ではなかった。

			　アメリカ合衆国のコルト・ファイヤーアームズ社が開発した軍用自動拳銃──コルト・ガバメントナインティーン・イレブンである。〝異世界人〟が持ち込んだ骨董品アンティークであり、毎日丁寧に整備しているファラガの愛用品であった。

			　装弾数は、七＋一発。金をかけて作らせた特別製の大口径弾を使用する事で、ハンド・キャノンの愛称に相応ふさわしい威力を発揮する。

			　しかし、それはあくまでも陽動であった。精神生命体である悪魔族デーモンに、通常兵器など無意味なのだ。受肉している悪魔ならば、少しは痛みを感じるかも知れない。しかし、それだけであろう。

			　手慣れた動作でセーフティを解除し、全ての弾丸を撃ち尽くすファラガ。万が一にも倒せるなどと、楽観視する事はない。上位魔将アークデーモンを舐めるなど、そんな行為は自殺志願者が行うものなのだ。

			　音が止むなり、ファラガの予想は裏付けられた。

			　平然として、椅子に座ったままのウルティマ。その左手を開き、パラパラと八発の弾丸を落とす。

			　魔法も使わずにどうやったのか、弾丸からは物理的なエネルギーが失われており、ウルティマの手には傷一つついていなかった。

			「面白い玩具オモチャだよね。でも、ボクはリムル様が持っていた物の方が好きだな」

			「そうかね。これは私のお気に入りなんだがね」

			　予想よりも思わしくない結果だったが、ファラガに驚きはない。銃をしまい、腰に下げていたサーベルを抜く。

			　〝帝国式魔法剣マジックサーベル〟は、魔素撹乱放射マジックキャンセラーの影響下でも有用だ。ファラガ自身の魔力で魔素を循環させる事で、技術アーツ：闘気剣オーラソードよりも高威力である魔法剣と同じ効果を発揮するのである。

			　魔法剣ならば、悪魔族デーモンにも通用する。そしてその肉体を破壊してしまえば、魔素撹乱放射マジックキャンセラーには耐えられない。

			　ファラガはそう考えた。

			（さっさと悪魔界へ追放してやろう！）

			　ファラガは魔導師ウィザードであると同時に、剣の腕も一流だ。わざわざ誇示しないだけで、名だたる剣士にも負けないという自負もある。

			　そんなファラガだからこそ、この魔法が封じられた環境でも落ち着いていられるのだ。

			　ウルティマもまた、魔素撹乱放射マジックキャンセラーの影響を受けているにもかかわらず平然としたままだった。

			　それはやせ我慢だと、ファラガは思考する。相手の演技に騙されてはならぬと、ファラガは冷静に判断した。

			「得意とする魔法を封じられて、どんな気分だ？」

			「？」

			　キョトンとした顔で、ウルティマは顔を傾けた。

			「クックック。焦っているのだろう？　お喋しゃべりの時間は終わりだぞ、悪魔め！」

			　ファラガの纏う空気の質が変わり、ウルティマとの間に目に見えぬ緊張の糸が張り巡らされる。

			「ふーん。やる気なんだ？」

			「当然だ。悪魔との取引に応じる馬鹿がいるものか」

			「馬鹿？　ねえ、もしかして……それって、ボクの事？」

			「愚かな。そんな事も理解出来ぬか。一つ、教えてやろう。貴様の知りたがっていた強者だが、私もまたその一人なのだ！」

			　ファラガはウルティマが話す隙を狙い、サーベルを一気に突く。

			　達人クラスの刺突技。ウルティマの心臓を狙ったそれは、魔人でさえも避けられぬであろう、必殺の一撃であった。

			　だが、しかし。

			「君は最後に殺す」

			　ファラガの背後から、声が聞こえた。

			　ファラガ必殺の一撃は、椅子に座っていたウルティマに触れる事すら敵わず、椅子に穴を空けていた。有り得ない事に、目の前に座っていたはずのウルティマが、気がつくと背後に移動していたのだ。

			　ファラガにとっては信じられぬ現実であった。

			「会話する気がないのなら、それでもいいよ。でも、質問には答えてもらうけどね。安心していいよ。喋らなくても、ボクが勝手に知識をもらっちゃうから」

			　ウルティマは無邪気な笑顔で、周囲で見守っていた将兵達を見回した。そして、ゾッとするような、恐ろしい声でそう告げた。

			「じゃあ、先まずは君からね」

			「──えっ？」

			　慌てて振り向いたファラガの横を、何か丸い塊が飛んで行った。

			　ベチャッ──と、壁に叩きつけられて染みを作るソレ。その正体は、人間の頭部である。

			　首から上が無くなった副官の一人が、思い出したように痙攣けいれんしつつ床に崩れ落ちた。

			「何だと──ッ!?」

			「大した事知らないんだね。どんどんいくよ」

			　そう言うなりウルティマは、無造作に敵の将兵の頭をもぎ取り、数秒弄いじると捨てるという行為を繰り返し始めた。

			　次々と増える犠牲者。艦橋は、絶叫と恐怖に彩られる地獄へと変貌していた。

			「マ、魔素撹乱放射マジックキャンセラーの出力を最大にせよ！　他の艦にも連絡を取り、当旗艦を巻き込むように照準を集中させるのだ!!」

			　恐怖でパニックに陥っていた魔法士達だったが、ファラガの言葉で正気を取り戻した。

			　慌てて命令に従い、各員が動き出す。

			「この魔素撹乱放射マジックキャンセラーって、君達の新兵器なんだよね？　魔素に対して乱数指令を出して、魔法を阻害するっていう理論でしょ？　確かに魔物にも影響を及ぼせるだろうけど、でもさあ、ボクに通用すると思ってるの？」

			　可愛らしく首を傾け、ウルティマが疑問を呟いた。

			　それに応じて、ファラガが叫ぶ。

			「ハッタリだ。貴様、この場をハッタリで切り抜けられると思うなよ！」

			「う～ん、わからないな。魔素で肉体を構成している妖獣とかだったら、大きな効果が期待出来ると思うよ。でもさ、ボクみたいに受肉してたら意味ないと思わない？」

			「何を……？」

			「それにさあ、下級な悪魔族デーモンならいざ知らず、上位存在にとっては無意味だよね。君達が自然に呼吸を行っているように、ボク達が意識すると自然に魔法が生じるんだから。こんな風にね」

			　ウルティマがそう言うなり、その姿が掻き消えた。

			　同時に、末席に座っていた通信兵の首が飛ぶ。一瞬にして移動したウルティマの仕業であった。

			「ね？　今のはただ移動して、この人の頭を飛ばしたんだよ。音速を超えていたけど、衝撃波とか出なかったでしょ？　だって、この移動は魔法だからだよ。そして、ね──」

			　手首を軽く振るウルティマ。その指先が一瞬だけ、霞かすんだようにブレて見えた。

			　直後、ボンッ──という衝撃音と共に、ファラガの横に立っていた副官の頭が破裂した。

			「こうやって、物理法則に従って衝撃波を出すのも簡単だよね」

			　そんな残虐な行為を平然と行いながら、ウルティマは無邪気に語る。罪悪感など一切感じていないのだ。

			「馬鹿な……」

			　我知らず、ファラガはそう呟いていた。

			　ファラガの頭に、ウルティマの言葉がようやく届く。その内容を理解するには、ファラガの今まで培つちかってきた常識が邪魔をした。

			　どこか遠くで異国の言葉を話しているかのような、そんな不思議な感覚。本能が、理解するのを拒絶しているのだ。

			　上位魔将アークデーモン──本当にそうなのだろうか？

			　今更ながらに、ファラガはウルティマの正体に考えを巡らせていた。

			　ファラガの実力ならば、上位魔将アークデーモンと互角である。

			　生まれたての個体であれば、一人でも勝利出来る。古代種以上の存在には勝てないものの、子爵級である中世種以下ならば、勝てないまでも良い勝負になると考えていた。

			　それでは、今の状況は何なのか。

			　ヴェルドラをも封じる魔素撹乱放射マジックキャンセラーが、まるで役に立っていない。

			　ウルティマと名乗る名持ちネームドの上位魔将アークデーモンは、受肉しているとはいえ異常なまでの強さを誇っていた。

			　それこそ、ファラガの常識を覆くつがえすほどの……。

			　どう足掻いてもウルティマに勝てる見込みがないと、ファラガはそう認識した。だからこそ、悪魔に対する切り札を惜しげもなく投入する。

			「驕るなよ、悪魔め!!　精霊召喚：炎の巨人イフリート──来たれ、根源たる炎の上位精霊よ!!」

			　英雄級の者にのみ許された、最強の召喚魔法。ファラガ個人では成し遂げられぬ秘術であったが、この飛空船に備わる魔法増強砲と五十名の魔法士の存在が、それを可能とする。

			　そして精霊には、魔素撹乱放射マジックキャンセラーの影響が極軽微であった。だからこそ、その召喚は成功する。

			　艦橋を破壊し、その場に顕現する炎の巨人イフリート。悪魔に対する優位性を持つ上位精霊ならば、上位魔将アークデーモンであろうが撃滅出来る。ファラガはそう確信し、ウルティマに向けて叫んだ。

			「貴様が化け物なのは認めよう。しかし、我等は悪魔の研究を続けてきたのだ！　故に、その対策も万全なのだよ。残念だったな、これで貴様も終わりだ!!」

			　その、ファラガの高揚した声を耳にしても、ウルティマは笑顔のままだ。

			　笑顔──それがこんなにも恐ろしいものだと、ファラガはその時初めて知った。

			（馬鹿な。そんなはずはない。私達が召喚したイフリートに、勝てるはずがないんだ──ッ!!）

			　ファラガが召喚したイフリートには、五十名の魔法士が魔法増強砲を介して力を与えている。当然、その力は本来の上位精霊の数倍に達するものであり、古代種であろうが先史種であろうが、上位魔将アークデーモン如きに負けるはずがないのだ。

			　それなのに、ファラガから恐怖が消えない。

			「そんな雑魚を召喚したくらいで、調子に乗らないでよ。ボクが優しく笑ってる内に、素直に喋れば良かったんだ。君達には、絶望を与えよう」

			　ああ、終わりだ──と、ファラガは悟った。

			　それは直感だった。

			　そして、ファラガの直感は正しかった。

			　次の瞬間、ファラガ達の目の前で、絶対的な力の権化であるイフリートが凍りつき、砕けた。

			　ウルティマが息をするように無詠唱で発動させた、元素魔法：氷結地獄コキュートスによって。

			「あ、あっ……」

			「ひ、ひぃい!!　化け物だ──ッ!!」

			「何だよ、何なんだよ、それぇ──!?」

			　愚かなる者共は、嘆きの川の前で泣き叫ぶ。

			　完全なる恐慌状態。

			　その反応は当然だ。目の前に、死が具現化した存在が立っているのだから。

			「さて、と。それじゃあ、質問を再開しま～す！」

			　その、朗ほがらかとも言えるウルティマの声が、哀れな者達が聞いた最後の言葉となったのだった。

			


			　数分後。

			　ウルティマは満面の笑みで頷いた。

			　知りたい情報を全て仕入れて、ご満悦である。知識を全て奪い取るのは不可能だが、人の脳波を感知して情報を読み取るなど、ウルティマにとっては朝飯前なのであった。

			　ウルティマは情報武官であり、情報を持ち帰るのも任務に含まれる。満足すべき成果だったなら、彼女達の主であるリムルが喜んでくれるだろう。

			　褒めてくれたら嬉しいな──と、ウルティマは思った。

			　それから、まだ生き残っていた者へと目を向ける。

			　その人物とは、ファラガだ。

			　ファラガだけが唯一、この絶望の中でウルティマから見逃されていた。

			　それは勿論、慈悲の類に由来しない理由によって。

			「ボクの事を馬鹿って言った君には、最高の恐怖をプレゼントするね。頑張ったら生き残れるだろうから、精一杯あがいて見せてよ」

			　囁ささやくようにそう告げたウルティマは、一つの魔法を発動させる。

			　ウルティマの左手の上に、拳大の漆黒の業火が生じた。

			「あっ、あっ、あ……」

			　ファラガはそれを知っていた。

			　黒炎核アビスコア──とある魔法の発動段階において生じる、制御困難な地獄の業火であると。

			　人類には制御出来ないと言われる、究極の魔法。

			　──いや、ファラガが知らぬだけで、制御出来る者もいる。人類の英雄だった〝七曜の老師〟達ならば、三人がかりでの制御が可能だった。

			　しかし、今ウルティマが生み出した黒炎核アビスコアは、〝七曜〟が生成したそれよりも一回り以上も大きなサイズだったのだ。そんな事情など知らぬファラガでさえも、見ただけで戦略級の〝脅威〟だと理解出来るほどに……。

			　ウルティマはそれを、気軽な感じでポイッと投げた。

			「それじゃあ元気でね。バイバイ！」

			　と言い残して、ウルティマは艦橋から立ち去ったのだった。

			


			　残されたファラガは、茫ぼう然ぜんとなって立ち尽くす。

			　ウルティマの正体は何者なのか──そんな疑問など、今のファラガにとってはどうでも良くなっていた。

			　黒炎核アビスコアを受け止めた時点でファラガは、自分の人生の最期を悟ったのだ。

			　絶対に制御など不可能だと、本能で理解して。

			　そして、その理解は正しい。

			　ファラガの全力など無意味だった。

			　ファラガの努力を、まるで無価値なものであると嘲あざ笑わらうように、ウルティマの制御を離れた業火は、そのまま膨張し、増殖し、拡散する。

			　そして、ウルティマが飛び立った直後、黒い火球が旗艦を飲み込んだのである。

			　その火球は大きく膨れ上がり、爆発を生じさせる。

			　究極の破壊魔法──核撃魔法：破滅の炎ニュークリアフレイムとなって。

			　そして、残されたファラガは──

			「美しい……これが、これこそが魔法の究極──」

			　恍こう惚こつとした表情を浮かべて、黒い炎にその身を焦がしていた。

			　肉体が蒸発し、〝魂〟が業火に焼かれる苦痛を味わう。

			（師は、ガドラ老師は、この奇跡を体験した事があるだろうか？）

			　いや、ない──と、ファラガは断定する。

			　魔素撹乱放射マジックキャンセラーによる魔法妨害など、より強い思念波で支配してしまえば意味がないのだと、ファラガは理解した。その証拠に、その美しい破壊の魔法は、完璧なまでの絶望をファラガに与えている。

			　ファラガは──自分が究極の魔法に包まれる絶望と、そして幸運を噛み締めながら、その生涯を閉じたのだった。

			


			　ファラガ率いる『空戦飛行兵団』は、破滅の炎ニュークリアフレイムによって、痕跡も残す事なく徹底的に破壊され尽くした。

			　一次被害による超高熱の炎と、二次被害である爆発による衝撃波。

			　想像を絶する超高熱によって蒸発した旗艦。

			　その周辺の艦船は爆発四散し、その船体を砲弾そのものと化した。音速を超えて飛散する船の破片は、それだけで甚大な被害をもたらしたのだ。

			　この大爆発により、趨勢は決した。

			　無事に原形をとどめるのは、最初に地上に落下した艦船のみ。空中に残っていた艦船は、全てが連鎖的爆発の被害によって轟沈したのである。

			　こうして帝国の虎の子だった『空戦飛行兵団』は、ヴェルドラと交戦するまでもなく、全隻轟沈という不名誉な記録により敗北する事になったのだ。
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			　ウルティマは旗艦から飛び立つと同時に、ファラガへの興味も綺麗に消え失せた。

			　膨れ上がる火球を見て、満足そうに頷く。

			　全力を出せというリムルからの命令を思い出し、もう少し威力を高めても良かったかなと思いつつ、そんな真似をしたら地上にいる〝飛竜衆ヒリュウ〟まで皆殺しにしてしまうと思い直し、これで良かったのだと納得して。

			　空中にて大惨事が発生しているが、〝飛竜衆ヒリュウ〟への被害は計算されたようにゼロである。

			　いや、ノルマを達成出来ずに、後に間接的な被害を受けた者が出るのだが……そんな事まではウルティマの知った事ではない話であった。

			　それよりも、ウルティマが気になっているのはガビルの行動である。

			「さっきから何してるんだろ、ガビルさん……」

			　魔素撹乱放射マジックキャンセラーの集中砲火を浴びていたガビル。何故かヴェルドラだと勘違いされていたようだが、それはウルティマからすればどうでもいい。

			　このままでは破滅の炎ニュークリアフレイムに巻き込んでしまうので、さっさと退避して欲しいとウルティマは考えた。

			　面倒だが仕方ないので、ウルティマはガビルの所まで飛ぶ。

			「ちょっとガビルさん、さっきから何をやっているのかな？」

			「おお、ウルティマ殿か！　実は吾輩、新たな感覚を得たのですよ」

			　ウルティマの問いに答えるガビルは、何故か自慢気だった。

			　どういう事かと興味を持ったウルティマだったが、今は退避が先である。

			　ウルティマ自身が自分の魔法で死ぬ事はないのだが、ガビルには耐えられないだろう。もしかすると生き残るかも知れないが、分の悪い賭けである。

			　味方殺しの汚名など御免だと、ウルティマは強制的にガビルを連行する事にしたのだった。

			


			　地上まで移動し、〝飛竜衆ヒリュウ〟と合流する。

			　そこでようやく、ウルティマの尋問タイムが始まった。

			「で、どういう事なのかな？」

			　ガビルを問い詰めるウルティマの口調は硬い。

			　情報武官としての役割とは別に、ウルティマは監察官として、ガビルの行動を監視する立場にある。サポートするだけではなく、間違った行動を取らぬように助言しなければならないのだ。

			　ガビルの失敗は即ち、ウルティマの失敗と同義なのだ。厳しい対応になるのも当然なのである。

			　それなのにガビルは、空気を読まない発言をする。

			「グワッハハハッ！　実はですな、敵方が放ってきた特殊光線を浴びて吾輩は思ったのです。その性質が魔素に影響を及ぼすと即座に看破し、吾輩ならばどのくらい耐えられるのか、実験したくなったのですよ！」

			　このガビルトカゲ、リムル様に怒られたらいいのに──と、ウルティマは思った。しかし、グッと我慢して続きを聞く。

			「それで、新たな感覚って？」

			「おお、その事です！　お前達もよく聞くのだ。我等の固有スキル『竜戦士化ドラゴンボディ』だが、熟練すれば使用可能時間が延びると、ミッドレイ殿が申しておった。現に吾輩は、ずっと『変身』状態を維持したままであろう？」

			　仲間達を見回して、ガビルがドヤ顔で言う。

			　それを聞いた〝飛竜衆ヒリュウ〟は、顔を見合わせて驚き合っている。彼等の変身可能時間は平均して十分程度であり、全員がとっくに元の姿に戻っていたのだ。

			「ガビル様だから当たり前かと思っていたけど、違ったんだね」

			「では、その秘密を知れば俺達も？」

			　などと、ガビルの部下達は口々に騒ぎ出す。

			　盛り上がるガビル達を見て、ウルティマは死んだような目つきになった。

			　このトカゲ達、痛い目を見たらいいのにと願う。

			　ウルティマは敵には容赦しないし、部下に対しても遠慮しない。しかしガビル達は、厳密に言えば部下ではなかった。

			　勝手に処分すれば、リムルから怒られるのはウルティマである。

			　怒られるだけで済めばいいが……部下が傷付いた際のリムルの激怒ぶりを思えば、もっと恐ろしい罰が与えられる可能性も高い。下手をすれば、追放も有り得た。

			　それは絶対に嫌だと考えるウルティマ。自分のストレス発散と与えられる罰を天秤にかけて、泣く泣く我慢する道を選ぶ。

			　そんなウルティマに、ガビルが声をかけた。

			「吾輩がこの力の秘密に気付けたのは、ウルティマ殿のお陰ですぞ。吾輩に考えがあると信じて、時間を稼いでくれたのですからな」

			「え？」

			「フッフッフ、とぼけなくとも、このガビルにはお見通しです。未熟な我等に成長の機会を与えて下さった事、感謝しますぞ！」

			　そう言われて、悪い気はしないウルティマである。穏便な気持ちを取り戻し、ガビルの評価を少しだけ上方修正する。

			「もうそれでいいよ。ところで、ガビルさんはどんな発見をしたの？　みんなもそれを知りたがってるみたいだよ？」

			　ウルティマはガビルの勘違いを正すのを止めた。今はそれよりも、この状況を収拾するのが先決であると判断したのだ。

			　この時点で、戦闘行為は局地的なものとなっている。

			　ハクロウが指揮する後方と、ゴブタ＆ランガが暴れる中央。そして、テスタロッサが向かっている敵の本陣の三ヶ所だ。

			　ガビル達が受け持っていた上空戦力の駆逐は完了したので、他の戦域へと援護に向かわねばならない。のんびりとお話ししている暇などないのである。

			「これはリムル様にもご報告する予定ですが、先ずは簡かん潔けつに。戦力の増強にもなるであろうから、お前達も心して聞くのだ」

			　そう前置きしてから、ガビルは真面目な表情で説明し始めた。

			　その内容とは、『竜戦士化ドラゴンボディ』の完全制御についてである。

			　龍人族ドラゴニュートの固有スキル『竜戦士化ドラゴンボディ』は、魔素の暴走によって自身を強化する特殊スキルなのだと。

			　暴走する魔素は、周囲の物質を取り込んで使用者の肉体を強化。その質量を増す事で防御力を高め、傷付いても即座に回復するのである。

			　魔素が暴走しているから魔法の使用は出来なくなるものの、吐息ブレス等の能力スキルの使用は問題ない。自我を保ちさえすれば、単純に強化されるだけの素晴らしい力だったのだ。

			「そして、敵の攻撃は魔素の動きを乱す性質があったらしくてな。吾輩の力が更に強化されるのを感じたのだ」

			「えっ、それって……今のその姿よりも？」

			　魔素撹乱放射マジックキャンセラーの思わぬ効果に、ウルティマも驚く。

			　今のガビルは、クレイマンが最期に覚醒した時に匹敵するほどの魔素エネルギー量を秘めているのである。ここから更に強化されるのならば、話を聞くだけの価値があるというものだ。

			　魔素を暴走させるだけで力が増し、覚醒魔王──〝真なる魔王〟を数値だけでも上回ると聞けば、ウルティマが驚くのも当然であった。

			　もっとも、流石にそこまで美う味まい話はない。

			「いやいや、そうではないのです。力は増すのですが、それを上う手まく扱えませんでした。そこで吾輩は、体内で暴走する魔素を感じようと意識を集中させておったのですが──」

			　その結果が、動きを止めた先程の姿だった。

			　ダメージは受けていなくても、動けなくなったガビル。しかし、転んでもただでは起きぬガビルは、そこで魔素を感じ取る術すべを身に付けたのである。

			「ミッドレイ殿が申していた、〝無我の境地〟というヤツであろう。自分の内なる宇宙に目を向け、その声に耳を傾ける。さすれば──」

			「長いから、簡潔にわかりやすく！」

			　ウルティマから鋭い突っ込みが入り、ガビルの部下達もそれにウンウンと頷く。

			　気圧されたように「あ、はい」と頷くガビル。

			「要するに、すっごく暴れ回る魔素を感じ取る事で、それに『思念』を飛ばせるようになったのです。そうすればあら不思議。力の制御も可能になったという訳ですよ」

			　それを聞いたガビルの部下達は、無茶だぜと騒いでいる。

			　ウルティマは逆に、ふーん、と思った。

			　自分にとっては呼吸をするよりも簡単な事なのに、ガビル達にとっては、それが非常に困難な事なのかと、ガビル達の様子を見て理解したのだ。

			　それと同時にウルティマは、ムクムクとした興味が湧いてきた。

			（あれ？　これってボクが鍛えてあげれば、ガビルさんの部下達ももっと強くなれるかも？）

			　そうすれば、リムルの役に立つのは間違いなし。

			　ウルティマが褒められる可能性が大である。

			「ガビルさんの話はわかったよ。でも、それは後からゆっくりと相談しようね。それよりも今は、ゴブタ君達を応援する方が先決かな」

			　休憩は終わりとばかりにウルティマが告げる。

			　本来はサボっていたと報告する予定だったが、この有意義な情報をもたらしたガビルを、ウルティマはちょっぴりと見直していた。それ故の、恩情ある対応であった。

			　ガビルの突飛な行動を含めて、今回は見逃す事に決めたのだ。

			「うむ、そうであった！　それでは吾輩達も、援護に向かうとしよう」

			　ガビルも嬉々として頷く。

			　こちらは完全に勘違いしたままだが、ウルティマからすれば問題なし。寧むしろそのままの方が都合がいいので、何も言わずに放置する。

			「ノルマを達成しておらぬ者は、後でみっちりと再教育が待っているから覚悟せよ！」

			「うんうん。それはボクも手伝うよ！」

			　それは実に良い考えだと、ウルティマも可愛らしい笑みを浮かべる。

			　ガビル達はウルティマの思惑に気付かぬままに、再び戦場へと戻って行ったのだった。
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			「馬鹿な、こんな馬鹿な話があるか！」

			　戦場から離れた本陣にて、ガスター中将は青あお褪ざめた顔でそう喚わめいた。

			　有り得ぬような惨状が、目の前に広がっている。

			　自慢の魔導戦車師団が、人型となった魔狼に翻ほん弄ろうされていた。

			　それは、悪夢のような光景である。もはや、破壊された車体の方が多いのは間違いない。

			　今の時点で敗北は決定的なのだが、予想以上に戦闘の進行速度が速すぎて、撤退のタイミングを逸いっしてしまっていた。

			　機甲軍団の軍団長にして総司令官であるカリギュリオにも、状況報告が出来ていないのが現状であった。

			（早急にカリギュリオの野郎に報告して、撤退の許可をもらわねば……）

			　と、ガスターの理性が訴えかけている。

			（……だが、しかし──）

			　報告しても、それは許可されないだろう。

			　既にカリギュリオ率いる本隊も作戦行動中であり、ここでガスター達が撤退してしまえば、今度は本隊が孤立する破目になるからだ。

			　魔王リムルの本拠地を前に、主力部隊である『機甲改造兵団』が展開している。個々が改造手術を受けた帝国の誇る戦士達であり、七十万という圧倒的なまでの軍勢。その、勝利間違いなしの本命部隊でも、後続が撤退したと知れば動揺は免れない。

			　ドワーフ王国の軍も動き出す。そうなれば、魔王リムルの勢力と挟撃される形になってしまう。

			　それはつまり、補給線が断たれるという事を意味する。

			　睡眠や飲食をせずとも、『機甲改造兵団』ならば一週間程度は活動出来る。しかし、それが限界だ。人の身である以上、補給は絶対に必要なのだった。

			（俺の任務は、ドワーフ王国の制圧……。もしもこの戦域から撤退などすれば、カリギュリオ達を見捨てる事になる。勝てないまでも、せめて膠着状態を維持せねばならんか……）

			　だが、それは難しい相談だった。

			　ガスターの目に映るのは、自軍の敗退する姿のみ。

			　後方でも混乱が生じており、指揮系統にも乱れが出ている。

			　同士討ちも始まっている。このまま継戦しても、全滅するのは時間の問題であった。

			「ガスター中将！　このままでは、どちらにせよ全滅します！」

			「撤退を、撤退の命令を!!」

			　部下達からの進言を聞くまでもなく、ガスターの意見も同様なのだ。しかし、それを口にしてしまえば、敗北の全責任がガスターにのしかかる事になる。

			　ガスター中将という男は、個人の武勇は申し分なく、軍内部での評価も上々だった。そんな挫折を知らぬ人物だったからこそ、今のような状況に慣れていなかった。

			（撤退など出来ん。そんな真似をすれば、この俺が陛下から処断されてしまう。そんな事、断じて認められるものか!!　俺は英雄になる男だ。それなのに、この俺の栄えい達たつが消えてしまう。少なくとも、俺だけの責任ではないと、何か正当な理由がなければ……）

			　帝国の威信をかけた今作戦が、自分のせいで失敗に終わる──そうした考えが、ガスターの本性を剥き出しにする。

			　自身の保身のみを考え、部下を犠牲にする事を気にも留めない。ガスターとは、そんな小物だったのだ。

			「中将、このままでは部隊の立て直しすら困難になります。まだ統制の取れている本隊で、後方の敵を蹴散らすべきかと！」

			「一旦退くのは恥ではありません。このまま混戦を続けては、味方の被害が重なるだけです!!」

			　そうした提言を受けて、ガスターもようやく頭を働かせ始める。

			　任された部隊を失っては、どちらにせよ処分は免れない。降格どころか、その命すらも裁判なしに奪われるだろう。

			「クソが。俺は英雄になる男。それを……どいつもこいつも、俺の足を引っ張る無能共がッ!!」

			　その醜い本性そのままに、悪態を吐くガスター。

			　その時、ガスターの声を掻き消すような大爆発の音が轟とどろいた。

			　本陣に動揺が走る。

			「何事だ!?」

			「て、敵の魔法による攻撃です！」

			「魔法？　ま、まさか、核撃魔法か!?」

			「特定はまだですが、規模から考えて間違いないかと。ですが、その……」

			「何だ、ハッキリと言え!!」

			「ハッ！　敵の攻性魔法ですが、その、我が軍の対魔法防御用の軍団魔法レギオンマジックを易々と突破した模様──」

			「何ィ!?　それで、被害は？」

			「爆発は上空で生じております。友軍の飛空船との連絡が途絶えましたぁ──ッ!!」

			「ば、馬鹿なッ!?　飛空船が、帝国の誇る『空戦飛行兵団』が全滅したとでも言うのか……？」

			　続々と状況が判明する。

			　それにより、被害は想像以上に深刻であると誰もが理解した。

			　連絡の取れない飛空船は一隻ではなく、全隻である。

			　これはもう、先程の魔法によって全滅したとしか思えない。

			　飛空船には、魔素撹乱放射マジックキャンセラーという新兵器が搭載されていた。それなのに魔法によって敗北したなどと、とても信じ難い話であった。

			「撤退だ。いや違う。これはそう、転進して態勢を整えるのだ！」

			　将兵というより、自分自身に言い聞かせるように、ガスターはそう命じた。

			　この不ま味ずすぎる状況に、ようやく撤退の判断を下したガスター。しかし、その判断は決定的に遅過ぎたのである。

			


			＊

			


			　涼やかな声が戦場に響く。

			「あら？　まさか、これで終わりなんて言いませんわよね？　わたくし、伝えましたわよ。侵入するなら容赦しない、と」

			　慌てて声のする方を振り向いたガスターの目に、どこまでも白く美しい貌かおが映った。

			　満面の笑み。

			　テスタロッサである。

			「こう見えてわたくし、約束は守る方ですのよ。以前もこの世にお邪魔した時、きちんと召喚して下さった方の望みを叶えましたもの。安心して下さって宜よろしいですわ。あなた方にも、きちんと報いて差し上げますので」

			　ガスターの心を恐怖が塗り潰した。

			　自身の保身を考えるようなチンケな恐怖ではなく、本能を蝕むしばむ生命の根源を脅かす恐怖が、尽きることなく湧き出て来る。

			「き、貴様は！」

			「あら？　お忘れになったのかしら。失礼な殿方ですわね」

			　テスタロッサは、困った子供を見やるような、慈母の如き表情を浮かべてそう応じる。

			　ガスターとて、忘れるはずがない。

			　別れてからそんなに時間が経っていないというのもあるが、何年経とうとも、その美しい純白の髪と緋色の眼は、決して忘れられないような魅力的なものだった。

			　それ以上に、恐ろしい。

			　テスタロッサの美貌は、ガスターに底知れぬ不気味さを感じさせるものだったのだ。

			　恐怖を押し殺し、ガスターは部下に攻撃命令を下そうとした。

			　しかし、反応する者が誰もいない。

			「何を為さりたかったのかは存じませんが、部下の方々はお休みですよ。よほどお疲れだったのでしょうね。だって、もう起き上がれないみたいですもの」

			　そう囁くように告げるテスタロッサの声は、ガスターの耳元で聞こえた。今まで向き合って会話していたのに、気が付けば背後に立たれていたのだ。

			　ガスターとて油断していた訳ではなく、決して目を離していなかった。それなのに、テスタロッサがいつの間にか移動していたのである。

			　速すぎる移動速度。

			　それよりも恐怖すべき点は、音が全くしなかった事だろう。

			　ガスターの持つユニークスキル『演奏者カナデルモノ』は、音で相手の動きを察知する。どんな達人も制御出来ない微かすかな音──心臓の鼓動音だけでなく血管を流れる血液の音すらも、捉える事が可能なのだ。

			　それなのに、テスタロッサからは全く音が消えていた。

			　そしてガスターは、その時にもう一つ、恐ろしい事実に気付いてしまった。倒れている部下達からも、音が何も聞こえなくなっていたのである。

			　死んでいるのだ。

			「お、お前、まさか……部下達を殺したのか!?」

			　ヨロヨロとテスタロッサから逃げながら、ガスターが問う。

			　それに対してテスタロッサは、悪びれもせず答える。

			「あら？　少しお腹が空いたので、少々頂いただけですわ」

			「頂いた、だと？　何をだ？」

			「ええ、魂を少し」

			　何でもない事のように告げられて、ガスターは激高する。怒りが恐怖を凌駕し、ガスターの身体が力を取り戻した。

			「死ね、邪悪な悪魔め！　精神死送葬曲マインドレクイエム!!」

			　その勢いに乗ったガスターは、自身の持てる最大の奥義を繰り出した。周囲の空間へと、逃れようのない殺人音波を撒き散らしたのだ。

			　その殺人音波には、知的生命体の精神に影響を与えて死亡させるという、特殊な効果があった。精霊や悪魔といった精神生命体にも有効な、ガスターの奥の手だった。

			　それなのに、テスタロッサは優雅に微笑む。

			「ああ、心地好い音色だこと。人間にしておくのが勿もっ体たいないわね。残念だわ。こんなにも素晴らしい音楽家である貴方を、殺さなければならないのだから」

			　うっとりとした表情を悲しげに曇らせて、テスタロッサが呟いた。

			　そんなテスタロッサを見て、ガスターは自分の攻撃が通用しなかったのだと悟る。そして、絶望した。

			　美しい外見に惑わされていたが、テスタロッサは間違いなく人外だった。それも、桁外れに上位の存在であると、ガスターもようやく認識したのだ。

			（ひょっとすると、あの暴れまわっている人型の魔狼よりも上かもな……）

			　いや、間違いなく危険だろう。

			（こんな化け物が、この国にはゴロゴロいるとでも言うのか？　だとすれば我々は、最初から戦略を見誤っていたのかも知れん……）

			　と、ガスターは今更ながらに後悔した。

			　と同時に、今回の帝国の軍事作戦の失敗を予見する。

			　この上魔国連邦テンペストには、ヴェルドラという〝天災級カタストロフ〟の脅威が控えているのだ。もう既に敗戦濃厚なのに、勝利の可能性など無に等しいものだった。

			　だからこそ、ガスターは必死に叫ぶ。

			「待ってくれ、取引がしたい！」

			「あら、どのような？」

			「お、俺は帝国でも階級が高い。軍事作戦にも精通しているし、機密情報も握っている。役に立つ事を約束する。だから、命だけは助けて欲しい！」

			　恥も外聞も投げ捨てて、命乞いをするガスター。しかし、その目にはまだ光があり、油断なくテスタロッサの様子を窺っていた。

			　万策尽きたと思われたガスターだったが、その自慢の〝耳〟が、数名の者が接近する足音を捉えていたのだ。

			　ガスターは、接近する者達の正体に心当たりがあった。ガスターでなければ気付かぬほどに、音を立てない走り方。その足音を聞くだけで、帝国情報局の手の者だと直感したのだ。

			　帝国情報局ならば、戦場を監視する目的で諜報員を放っていても不思議ではない。

			　あの〝情報に巣食う怪人〟と噂される、帝国情報局局長──近藤達也タツヤ・コンドウならば、あらゆる手を打っているだろう。

			　これで助かる──と、ガスターは信じる事にした。

			　どれだけみっともなかろうとも、時間を稼げば命は助かるだろう、と。

			　ガスターがそう考えた理由は、情報局に関するとある噂を知っていたからだ。

			　情報局の職員の中に、諜報員と呼ばれる者達がいる。その諜報員とは、あらゆる環境下で活躍出来るように鍛え上げられた、一級戦闘技能の保持者なのだと。

			　そうした強者の名前が知られていないのは、序列強奪戦に参加していないからだ。帝国情報局に所属し、そこから異動する事がないのである。

			　諜報員とは、近藤達也タツヤ・コンドウという謎多き〝異世界人〟の下で活動する、俗世と切り離された者達なのだった。

			　それはあくまでも噂である。

			　信しん憑ぴょう性せいもないのだが、ガスターとしてはその噂を信じるしかない。

			　やって来る者達が単なる兵士であったなら、その時は終わりだ。

			　しかし、もしも諜報員であったならば……。

			　ガスターが協力する事で、テスタロッサにも勝てるだろう。だからこそ今は、命乞いでも何でもして時間を稼ぐ、そういう思惑であった。

			　そして、ガスターは賭けに勝った。

			「この気配、貴様は悪魔族デーモン──いや、上位魔将アークデーモンだな！」

			　と叫びながら、数名の兵士がガスターの前に飛び出して来たのだ。

			　ガスターは自分の幸運に感謝した。

			　上位魔将アークデーモンと聞き、納得する。物理攻撃が通用しなかったのも、相手が精神生命体だったからなのだと。

			　まして、上位魔将アークデーモンは悪魔の最上位。災厄級カラミティに相当する危険な存在なのだ。

			　相手に個人で戦えるのは、英雄級の者のみ。ガスターでも勝てなくはないが、命懸けの戦いとなっただろう。

			「おお、お前達は？」

			　やって来た男達は三名だった。

			　それを見て余裕を取り戻したガスターが、わざとらしく尋たずねる。

			「ハッ！　私は情報局所属の──」

			　ガスターの予想通り、情報局の人間だったらしい。

			　その内の一人が名乗ろうとしたのだが、中央のリーダーらしき男がそれを止めた。

			「おい、待て！　名乗っている場合ではなさそうだ」

			　そう指摘された男も、テスタロッサを見て表情を険しくする。

			「貴様、ただの上位魔将アークデーモンではないな？」

			「どうやらコイツ、受肉しているようだ。チッ、どうりで気配が微弱だと思ったぜ」

			「ガスター殿、名乗りは後で。今は協力して、この邪悪なる悪魔の討伐を！」

			「うむ、当然だな」

			　リーダーからそう言われ、ガスターも頷く他ない。主導権を握られるのは癪しゃくだったが、この場は生き残るのが優先であった。

			　情報局の男達は、見事な連携でテスタロッサを取り囲んだ。そして、魔物の毛を織り込んで作られた鎖にて、三方からテスタロッサの動きを封じて見せる。

			


			　ガスターは知らぬ事だが、この動きは帝国封殺陣という。三位一体となり、上位の魔物──そう、上位魔将アークデーモンすらも封殺する、帝国に伝わる最高峰の必殺陣形なのである。

			　その秘密は、その鎖にある。

			　魔物の毛を織り込んだ、聖銀を鍛えし鎖。それは、伝説級レジェンドに相当する秘宝であった。

			　それを操れる者が単なる将兵であるはずもなく、この男達こそが帝国の最高戦力──帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンに所属する近衛騎士ロイヤルナイトの、仮の姿だったのだ。

			　序列十一位、デイビス。

			　序列三十八位、バルト。

			　序列六十四位、ゴードン。

			　近衛騎士ロイヤルナイトは基本、潜入する際は三人一組で行動する。帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンにも序列はあり、数字ナンバーの若い者がリーダーとなるのが慣例なのだ。

			　その強さだが、二十番台までと三十番台以降では、天と地の開きがあると言われている。

			　三十番未満の者達は、人外の領域──〝仙人〟級へと至り、その上に君臨する〝聖人〟に近い実力を有する者達ばかりなのだった。

			　そんな人外の一人が、この場にいる。

			　〝紅に染まる湖畔事変〟の立役者だった男──デイビスだ。

			　あの悪夢のような原初の白ブランを封じたデイビスのチームが、ガスターの窮地に登場したのだった。

			　そして、原初の白ブランとの因縁はつまり──

			


			　三位一体でテスタロッサを封じる〝騎士〟達を見て、やったぞ──と、ガスターは内心で喝かっ采さいを上げた。

			　このまま自分の精神死送葬曲マインドレクイエムを喰らわせ続ければ、精神生命体であろうが滅するはずだ、と。

			　先程は生物も対象に含んでいたが、今度は精神だけに作用するように調整する。そうすれば、如何に上位魔将アークデーモンであろうとも、その存在を維持するのは不可能であるはず。

			　ガスターはそう考えた。

			　しかし、その認識は甘過ぎる。

			　それは、受肉していないのが前提となる作戦なのだ。テスタロッサは受肉しているので、精神だけに作用させても、そこまで意味はないのである。

			　必然的に、ガスターの希望は打ち砕かれる事になる。

			　それ以前の話として……。

			「あら、あらあら。これは懐かしいわ。以前、わたくしを倒してくれた方達ですね？」

			「──何？」

			「嬉しいわ。あの時は邪魔されたせいで、お腹いっぱい食べられなかったのですもの。せっかく美お味いしくなるように料理して、さあこれからというタイミングでしたものね。あの時の恨み、忘れてはおりませんわよ」

			　邪悪な意志が込められた、テスタロッサの声が響く。封じられているというのに、その声に動揺など微塵もない。

			「まさか、この邪悪な気配──ッ!?」

			「その貌はっ!?　原初の白ブラン……なのか？」

			「ふざけろ！　あれだけ苦労して封印したってのに、こんなに早く復活したとでも言うのか！」

			　三人が動揺する姿を見て、テスタロッサが嗤わらう。

			　その姿はとても邪悪で、とても美しい。

			「ウフ、ウフフフフフ。いいわあ、その表情。恐れと、不安。そして、根拠のない自信。虚勢を張るしか能がないくせに、まだわたくしの前から逃げ出さないなんて。本当に、無駄な努力が好きな殿方達ですわね」

			「黙れ、悪魔め！」

			「もう復活するとは計算外だったが、忘れたのか？　俺達は一度、貴様を封じたのだぞ。勝ち誇るのは、俺達に勝ってからにするがいい!!」

			「デイビスさんの言う通りだぜ。今度は魂ごと滅ぼしてやる！」

			　その宣言は、テスタロッサからすれば滑こっ稽けいそのものだった。

			「あらあら、面白いこと。そんなに自信満々で、大丈夫なのかしら？　あの時と全く同じ技が、もう一度わたくしに通用するとでも？」

			　帝国封殺陣に捕らわれたままなのに、テスタロッサが優雅に問う。

			「負け惜しみだな。悪魔の戯たわ言ごとに耳を貸す者などいない」

			「ゴードンの言う通りだぜ。お前の居場所なんてここにはねーんだよ。一度でわかんねーなら、何度だって葬ってやるぜ!!」

			「さあ、ガスター殿。ここは自分達にお任せ下さい。早く撤退命令を！」

			　デイビスはどんな時でも冷静だ。原初の白ブランの登場は予定外だったが、その本来の目的を忘れた訳ではない。

			　デイビスは魔狼──ゴブタ＆ランガを倒そうと考えていた。その為にも、自分達の正体を人目から隠すべく、ガスターに軍の撤退を具申しようとしていたのだ。

			　流石のデイビスも、階級上位のガスターに対して命令権を有していない。最悪の場合はガスターを排除する予定だったのだが、原初の白ブランの登場で今はそれどころではなくなっている。

			　原初の白ブランが相手では、正体を隠しての勝利など望めない。それ以前の話で、さっさと全軍を退避させなければ、自分達の戦いに巻き込んでしまうことを恐れたのだった。

			　そんなデイビスの心情に気付く事なく、ガスターが思い出したように動きだす。

			　ガスターは、今の状況についていけていなかった。

			（原初の白ブランだと？　何の話だ？　まさかあの、あの、大悪魔だとでも？　いや、今はそれどころではない。コイツ等の正体を探るより、この場を生き延びるのが先だな）

			　空回りする頭を必死に働かせ、この場での最適解を導き出すガスター。

			　そして慌てて、ユニークスキル『演奏者カナデルモノ』にて全軍に撤退命令を通達しようとした。

			　しかし、時既に遅かった。

			　テスタロッサに遭遇した時点で、全ての希望は潰ついえていたのだ。

			


			＊

			


			　デイビス、バルト、ゴードンの三人は、かつて強大な悪魔の王を打倒した名も無き英雄達であった。

			　世に言う、〝紅に染まる湖畔事変〟である。

			　東の悪魔を支配する恐るべき原初の白ブランが、この世に顕現し受肉する寸前まで至った。

			　あの日より、悪魔に対する警戒が一変した。あらゆる都市に悪魔対策室が設けられ、悪魔召喚の類は法律で禁じられる事態になったのだ。

			　何しろ、上位魔将アークデーモンが受肉してしまえば、軍隊が出動しなければ対処出来ない事態となる。下手をすれば都市が滅ぶほどの、とんでもない災厄なのだ。

			　まして、相手は原初。

			　上位魔将アークデーモンの中でも別格の存在であり、単なる魔素エネルギー量だけでは計れぬ強さを有した、恐るべき悪魔の王なのだ。

			　あの事件の時、原初の白ブランを倒せたのは僥ぎょう倖こうであった──と、デイビスは考えている。しかし同時に、何度戦おうとも負けるはずがない、と自信を持ってもいた。

			　何故ならば、デイビスは序列十一位なのである。

			　表の世界で最強と名高い英雄達であろうとも、裏の世界で千年以上の時を生きる真なる強者の敵ではないのだ。

			　大国ファルムスの守護者だった、魔人ラーゼン。

			　武装国家ドワルゴンの、英雄王ガゼル。

			　神楽坂優樹ユウキ・カグラザカや坂口日向ヒナタ・サカグチといった〝異世界人〟であろうが、魔導王朝サリオンの魔法士団メイガスや神聖法皇国ルベリオスの聖騎士団クルセイダーズに所属する強者達であろうとも。

			　どんな戦力であれ、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの前では霞むというもの。

			　そんな最強集団の中でも、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟は特別な意味を持つ。それを補助する立場にいるのが、序列十一位たるデイビスなのだ。

			（陛下より授かりし、最強の武具。その力も合わされば、悪魔如きに敗北など有り得ぬ!!）

			　と、デイビスは自信を漲みなぎらせた。

			　ガスターに撤退を促したデイビスは、仲間達に向かって叫ぶ。

			「お前達、〝開封〟せよ。どうやら原初の白ブランが受肉したようだが、まだそこまで魔素エネルギー量を蓄えてはいないはずだ。ここで全力で叩く！」

			「承知！」

			「おうよ！」

			　頷くゴードンに、不敵に笑うバルト。

			　返事と同時に、三人が首から下げていたペンダントが光り輝く。その光は奔流となり、三人の身体を包み込んだ。

			　そして出現するのは、黄金の全身鎧フルプレートメイルを身に纏う戦士の姿だ。

			　選ばれし者に与えられた、伝説級レジェンドの武具。武器は個人差があるものの、その鎧の形状は等しく同じ。通常の方法では見る事も出来ない、古より伝わる最高級の装備であった。

			　それを着用した今、デイビス達は全力戦闘が可能となる。

			「運が悪かったな、原初の白ブランよ！　せっかく受肉したようだが、甘い。ここで俺達に出会ったのが、運の尽き──うっ!?」

			　テスタロッサにトドメを刺そうと、デイビスは鎖を握る手に力を込めようとした。そしてそこで、手応えがない事に気付く。

			　封じていたはずのテスタロッサが、平然とした顔をして抜け出していたのだ。

			「ねえ、そんな真似、許されると思うのかしら？」

			　という身も凍るような声が聞こえ、振り向くデイビス。その視線の先には、ガスターの首筋に手をかけるテスタロッサがいた。

			　ボキンッと鈍い音が響き、ガスターが崩れ落ちる。

			　何も出来ずに、テスタロッサに殺されたのだ。

			「馬鹿な……」

			　と、デイビスは我知らず呟いていた。

			　ガスターは少し己うぬ惚ぼれの強い男ではあったが、決して弱くはなかった。中将という高い地位に見合うだけの実力を持っていた。

			　それこそ、近衛騎士ロイヤルナイトに選ばれても不思議ではないほどに。

			　勿論、下位ナンバーしか与えられなかっただろうが、それでも、こんなに簡単に殺されるような男ではなかったのだ。

			　それに──と、デイビスは自分の手元を見て戦慄する。

			　魔物の毛が織り込まれた、聖銀を鍛えし鎖が、伝説級レジェンドに相当する希少な武器であるというのが虚しいほどに、破壊されていた。

			　デイビスだけでなくバルトやゴードンの顔にも、焦燥と混乱が浮かんでいた。テスタロッサが、どうやって鎖を破壊し、いつの間に移動したのか、まるで見えなかったのだ。

			　そして、そんな彼等を更なる苦難が襲う。

			「待たせたかしら？　そうだとしたら御免なさいね。この男が逃げ出そうとするものだから、少しお仕置きして差し上げたの。だってそうしないと、リムル様からの命令に背く事になってしまうのだもの。仕方ないわよね？」

			　テスタロッサがデイビス達を見据えて、艶あでやかな笑みを浮かべてそう告げた。そして、思い出したように付け加える。

			「そうそう。先程から気になっていたのだけれど、あなた方、わたくしの事を原初の白ブランと呼ぶのは止めて頂けないかしら？」

			「何……？」

			「だって、ねえ？　わたくしには、〝テスタロッサ〟という〝名前〟があるのですもの。そう呼んで下さらないと嫌だわ」

			　という、デイビス達にとっては絶望に等しい宣告が為されたのだ。

			「待て……名前、名前だと？」

			「テスタロッサ……原初に、〝名付け〟を行った馬鹿がいるってのか!?」

			「受肉した上に、名前まで……」

			　未曽有の事態である。

			　戦況は不利と断じる必要があった。

			「撤退だ。この危機を、陛下へと奏上しなければならん」

			「おう、わかったぜ。足止めは俺がやる」

			「それでは、私が元素魔法：拠点移動ワープポータルを──」

			　こういう時の為の三位一体。速やかに役割分担を決めて、ゴードンが転移魔法の詠唱に入る。

			　直後、テスタロッサが邪悪に嗤った。

			　その笑顔は可憐で美しく、とても不吉だった。

			「何が可お笑かしい！」

			　そう叫ぶなり、バルトが槍を構えてテスタロッサへと突撃する。

			　しかし、テスタロッサの姿は既に掻き消えている。バルトでは、テスタロッサの動きについていけなかったのだ。

			「クソが、どこに行きやがった!?」

			「ここよ」

			　バルトの耳に吐息が吹きかけられ、甘く香かぐわしい匂いが鼻腔を満たす。振り向くまでもない、テスタロッサである。

			　バルトは、魂をも凍えさせそうな冷たく繊細な女の手が、自分の首筋に触れているのを感じた。

			（ああ、ああああああっ──ッ!?）

			　バルトの脳裏に浮かぶのは、先程殺されたガスターの姿だった。

			


			

			


			「実力を弁わきまえぬ者って、わたくし、嫌いだわ」

			　そのテスタロッサの声は、果たしてバルトに届いたのかどうか。

			　ゴキリ。

			　壮絶なまでの恐怖の表情を浮かべ、バルトが倒れる。

			　序列三十八位のバルトは、こうしてテスタロッサに殺されたのだった。

			　それを見ていたデイビスは、数百年ぶりに焦りで思考が乱される感覚を味わっていた。

			「早くしろ、ゴードン！　バルトが殺された。ヤツは危険過ぎる!!」

			　そう叫ぶ声には、デイビスの意思とは関係なく恐怖の色が滲にじんでいる。

			　わかっているとばかりに、ゴードンも無言で頷く。そして、転移魔法が完成し、地上に浮かび上がった魔法陣が光を発した。

			「よし、撤退だ！」

			　デイビスも慌てて魔法陣に入り、そう命じ──

			　転移魔法は発動しなかった。

			「ば、馬鹿な？　何故だ!?」

			　動揺するゴードンを嘲笑うように、テスタロッサが優しく教える。

			「何が不思議なの？　魔素撹乱放射マジックキャンセラーの使い方、間違っていないでしょう？」

			　そう言われても、デイビスやゴードンには何の話だか理解出来ない。

			「何だと？　魔素撹乱放射マジックキャンセラー──？」

			「まさか、魔法で再現したとでも……」

			　そんな二人を見て、テスタロッサはやれやれと溜息を吐いた。

			　テスタロッサは、ウルティマやカレラと『思念伝達』によって情報の共有を行っている。そして得た情報の中に、飛空船に搭載されていた魔素撹乱放射マジックキャンセラーもあった。

			　得た情報から技術を再現して利用するなど、テスタロッサにとっては児じ戯ぎに等しい。しかし、そんな真似は人間の常識では計り知れない次元の話であり、デイビスやゴードンに理解しろというのが無茶なのだ。

			　ただ、デイビスやゴードンに理解出来たのは──

			「お前は、お前は何なのだ!?　いくら原初とはいえ、上位魔将アークデーモンにそれほどまでの力があるハズがない──ッ!!」

			　自分の恐怖を塗りつぶすように、デイビスが叫ぶ。

			「そ、そうだ。前に戦った時は、ここまで圧倒的ではなかったぞ！　一体何をしたら、ここまでの進化を──進化？」

			　デイビスとゴードンは顔を見合わせる。

			　ゴードンは自分の叫びを聞き、テスタロッサの現状を正しく理解した。

			　理解、してしまった。

			　デイビスも同様である。

			　受肉と、名付け──その結果、原初の白テスタロッサがどのような存在へと至ってしまったのか……。

			　そんな二人の顔を愉たのしそうに見るテスタロッサ。

			　ゴードン達の疑問に答えるべく、悠然と口を開く。

			「あら、お利口さんだこと。正解よ。わたくしは名前を得た事で、上位魔将アークデーモンよりも上位の存在になったの。悪魔公デーモンロードって知っているかしら？　アークデーモンなんかとは〝格〟が違うのよ。自分で言わなければ理解されないのって、悲しいわね」

			　それは、より深い絶望へと誘う答え。

			「デ、悪魔公デーモンロード──」

			「第二の、ギィ・クリムゾン……」

			　デイビス、そしてゴードンは、この時になってようやく、事の重大さを理解した。

			　原初が戯れに顕現したのではなく、確固たる意志を持って、この世に定着したのだと。

			「お前は、お前はあの王女の肉体を失った事で、この世への興味を失ったはず……」

			「違うわね。あなた方が来た時にはもう、あの娘との契約は果たされていたの。だからわたくしは、未練はあったけどあの場を去ったのよ」

			「まさか──」

			「あらあ、御免なさいね。もしかして、わたくしに勝てたとでも、勘違いなさったのかしら？　そんな訳ないでしょうに、お馬鹿さん」

			　そんな馬鹿な──と、デイビスは自分の自信が木っ端微塵になるのを感じた。

			「あの時はよくも、わたくしの食事を邪魔してくれたわね」

			「……」

			「お、おい、デイビス……」

			　デイビスもゴードンも、テスタロッサの深紅の瞳に見つめられてから、身体を動かせなくなっていた。

			　蛇に睨まれた蛙のように。

			「……食事だと？」

			　デイビスに出来るのは、会話による時間稼ぎのみ。

			　そうして稼いだ貴重な時間で、自分の身体に何が起きているのかを、必死になって探る。勝ち誇り、勝利を確信しているであろうテスタロッサに、一矢報いる為に。

			「ええ、そうよ。美しい湖が真っ赤に染まるほどの血を浴びても、わたくしは満腹にならなかったの」

			「──万に近い無む辜この民が死んだんだぞ？」

			「それが契約だったもの。それに、一番肝心のメインディッシュを食べる前に、あなた方が邪魔に入ったのよ。せっかくの機会ですし、その罪も贖あがなってもらいたいわね」

			「貴様ァ──ッ!!」

			　あの、〝紅に染まる湖畔事変〟という惨劇を引き起こした張本人、テスタロッサ。しかしこの悪魔は、あれだけの悲劇を単なる食事と言い放ったのだ。

			（しかも、まだ足りない……だと!?）

			　激しい怒りがデイビスの心を燃やす。

			　そしてその正義の炎は、デイビスの恐怖心をも焼き尽くした。

			　この邪悪を断じて野放しにしておけないと、デイビスは自らに活を入れる。

			「貴様のような邪悪は──」

			　光り輝く剣を手に掲げ、デイビスがテスタロッサの呪縛から逃れようと奮起した。その甲斐あって、身体が力を取り戻したのだが……デイビスの絶望は、まだ始まったばかりだったのだ。

			「テスタロッサ、まだ殺さないの？　取り込み中みたいだから遠慮してたんだけど、そろそろ終わりにしようよ」

			　戦場に似つかわしくない可愛い声が、上空より聞こえる。その正体は、紫紺の長髪をサイドポニーテールにした少女──ウルティマだ。

			　序列十一位たるデイビスから見ても、異様な気配を纏っていた。

			　そしてその口調はテスタロッサと親しい感じであり、同格か、それに近い存在である事を匂わせる。

			「あら、ウルティマじゃない。そんなに待たせたかしら？」

			「うーん、ボクもガビルさん達とのんびりしちゃってたから、人の事は言えないんだけどさ、リムル様が全力を出せと仰おおせなんだから、早く終わらせないと怒られるよ？」

			「それは困るわね」

			「でしょう？」

			「せっかく昔馴染みに出会ったので、ついつい長話してしまったわ。でも、そうね。リムル様から怒られる前に、もう終わらせるとしましょうか」

			　デイビスには、目の前で繰り広げられる会話が理解出来なかった。

			　──いや、出来ないのではなく、したくないというのが正解だ。

			（馬鹿な、馬鹿な、馬鹿な、馬鹿なァ──ッ!!）

			　テスタロッサと、ウルティマ。

			　疑いようもなく、〝同格〟の存在だった。

			（悪魔公デーモンロードが二柱ふたり──）

			　たった一人を相手取っても厳しい状況の中で、この援軍は致命的。熱く燃え上がっていたデイビスの正義の炎は、いつの間にか真っ黒に塗り潰されていた。

			　恐怖で。

			　序列十一位という栄光も、テスタロッサ達の前では無意味である。

			　単なる上位魔将アークデーモンならば一人でも始末出来るデイビスであっても、悪魔公デーモンロードが二柱ふたりという現実を前に、心が折れそうになっていた。

			　それも仕方のない話であろう。

			　事実、ゴードンなどはとっくに蹲うずくまり、エグエグと泣き出してしまっている。寡黙で頼れる男だったのに、今では幼子のような有様なのだ。

			　デイビスはふと、先に死んだバルトの事を羨ましいと思った。自らが相対したものの真なる正体に気付く事もなく、死を迎える事になった同僚。それがどれだけ幸運だったのか……。

			「うんうん。それがいいよ！」

			「それでは、名残惜しいけれどお別れね。そうだわ、せっかくの昔馴染みなのですから、貴方の希望に沿った魔法を見せて上げましょう」

			　茫然とするデイビスに、テスタロッサが愉しそうに告げる。

			　意味も分からぬまま、デイビスは終わりの時が近いのだと悟った。

			


			　深遠の闇より、黒き炎が呼び出される。

			　その黒き炎は拳大に凝縮されて、テスタロッサの手の平の上で輝く。

			　黒炎核アビスコア──その、制御困難な地獄の業火を、テスタロッサはいとも簡単に握り潰した。

			　テスタロッサは嗤いながら、歌うように囁く。

			「──〝死の祝福デスストリーク〟──」

			　目を見開くデイビス。

			　その魔法が何なのか、デイビスは知らない。

			　理解出来ない。

			　分からない。

			　それでも、一つだけ確かなのは──

			　それが、とてつもなく邪悪な魔法であるという事。

			「そちらの坊やも、ギィ・クリムゾンを知っているのでしょう？　だったら、この魔法も知っているわよね？　この魔法こそ、ギィが魔王になる時に用いた──」

			　残念ながら、デイビスの意識はここで絶たれた。

			　知らなければ良かったと、より深い絶望に飲み込まれて。

			　………

			　……

			　…

			　テスタロッサに握りつぶされた黒炎核アビスコアは、黒い光となって周囲を照らす。

			　その光は、ほぼ全ての物質を透過する性質を持つ。自然発生する事のない、闇の光である。

			　物理的な破壊力はないが、とある特徴を持っていた。

			　生物を透過する際、その遺伝子配列に影響を与えるのだ。

			　遺伝子を強制的に書き換える事により、ほぼ全ての生物を強制的に死滅させる。

			　邪悪極まりない、死の魔法。

			　ただし、その目的は別にある──と、伝承には伝わっている。

			　この魔法に耐えうるのは、精神生命体か、魂に記憶能力を有する者のみ。肉体が完全破壊されても、そこから復活出来る者だけが、この魔法から逃れられるのである。

			　魔素を構成する特殊な粒子──〝霊子〟は、特殊な波動を放つ。それこそが闇の光であり、魔法による防御も困難で物理的には防御の術がない。

			　〝霊子〟には、〝霊子〟をぶつける事でしか対抗出来ない。同様に、闇の光には闇の光でしか対抗出来ず、通常の方法での防御は不可能なのだった。

			


			　この光を浴びた場合の死亡確率は、九十九・九九九パーセントである。

			　しかし──希まれにだが、生き残る者もいる。

			　百万人に一人が、その身を魔物に転じる事で新たな生を得る──つまりこの魔法は、魔に適性のある適性者を選別する役目を担う、祝福の魔法でもあったのだ。

			　この魔法こそが、最悪の禁呪。

			　霊子崩壊ディスインテグレーションのように物理的な破壊の力ではなく、〝情報子〟だけを的確に穿うがつ──核撃魔法：死の祝福デスストリークとはつまり、〝魂〟をも破壊する究極の禁断魔法なのだった。

			　………

			　……

			　…

			　こうして、帝国の序列十一位のデイビスと、ついでに序列六十四位のゴードンは、テスタロッサが発動させた〝死の祝福デスストリーク〟の最初の餌食になった。

			　続いて、半径五百メートルに制限された範囲において、凶暴な死の暴威が吹き荒れる。

			　この魔法は敵味方の区別が出来ないので、範囲内の生物を殺し尽くしてしまう。それ故に、テスタロッサは『魔力感知』によって、この範囲内に味方がいないのを把握してから行使したのだ。

			　もしも制限しなければ、半径数キロ範囲内の生命体が死滅していたであろう。

			　〝死の祝福デスストリーク〟は、精神生命体にも効果がある。しかし、今回は〝魂〟を傷付けないように丁寧に発動させたので、テスタロッサやウルティマにとっては無害であった。

			　気軽な調子で、テスタロッサとウルティマは結果確認を行う。

			「この辺一帯、生きている者はいないみたい。それにしてもテスタロッサは上手くやったね」

			「あら、何の事かしら？」

			「この、戦車とか言う玩具だよ。綺麗に原形を残しているから、無傷の現物を持ち帰って情報を調べられるじゃない」

			「当然でしょう。だってその為に、人間だけを掃除したのだもの」

			「ボクも手を抜かずに〝死の祝福デスストリーク〟を使えば良かったかも。そうすれば、空に浮かんでた玩具も壊れなかったのに」

			「そうねえ、ウルの魔法は派手過ぎたわね。でも、最初に落としたサンプルを回収すれば、資料としては十分でしょう」

			「……だよね。実はさ、あの玩具が脆もろ過ぎて、思ってた以上に被害が出ちゃったんだ。一つだけ壊すつもりだったのに、いっぱい壊れちゃった」

			「仕方ないわね。わたくし達はリムル様から名前を頂いた事で、以前よりも強くなっているのだもの。もっと注意しないとダメよ、ウルティマ」

			「うん。ボクも反省した。でもさ、ボクよりも心配なのはカレラかも。アイツ、手加減って単語を知ってるのか疑問なトコあるし、派手な魔法が大好きだし……」

			「だからこその、本部待機でしょう。リムル様はそこまで見通しておられるのだと、わたくしも感心したわ」

			「ああ、なるほど！　だったら安心だね！」

			　などと、二人の会話は続く。

			　リムルへの勘違い発言もあったが、それを指摘出来る者はこの場にいなかった。

			「ベニマルさんも心配し過ぎだよね。リムル様を害せる者が帝国にいるらしい、とか。それを炙り出す為に手加減しろだなんて」

			「少し面倒だったわね。単に勝利を目指すだけならば、最初からわたくし達だけ出ていれば良かったのですもの。そうすれば、リムル様の御心を煩わせる事もなかったでしょうに」

			「それに関しては、リムル様の方針でしょ？　ボク達には戦うなって言っていたし。多分だけど、リムル様は、ゴブタ君やガビルさん達を成長させたかったんだと思う。リムル様なら進化させるだけなら簡単だけど、戦闘経験は自分で磨くしかないもんね。力だけ強い勘違い野郎なんて、ボク達からすればただの雑魚だもん」

			「その御考えは素晴らしいと思うし、理解しているのですけれど……それでも、ね？」

			「ちゃんと出番があっただけ、良かったと思うよ」

			　という具合に盛り上がるテスタロッサとウルティマだったが、会話の最中も死者の魂を集める作業を丁寧に行っていた。

			　実は〝死の祝福デスストリーク〟という禁呪には、とある秘密があった。

			　この魔法での、魔物化の成功例は存在しないのである。

			　この魔法によって魔物に転じる可能性があるのは、〝魂が残されていた場合のみ〟なのだ。今回のように魂を刈り取ってしまったら、生存率は完全にゼロとなってしまうのである。

			　悪魔が希望を騙かたっている──恐らくはそういう種類の話として、真実は隠されているのだった。

			　当然ながら、テスタロッサやウルティマは、その事を熟知していた。だからこそ、この戦場での生存者がいなかった時点で、戦闘は終了したと判断しているのだ。

			　自分の邪魔をした者達の末路を見ても、テスタロッサの心は動かない。感慨もなく、その他大勢と一緒の扱いをするのみ。

			　もともとテスタロッサの眼中にはなかったので、当然とも言える結果であった。

			　こうして、テスタロッサ達の戦いは終了したのである。

			


			　今作戦に従事していた帝国『機甲軍団』の内の二つ、『魔導戦車師団』と『空戦飛行兵団』は、完全敗北を喫した。

			　ガスター中将の死によって作戦本部は沈黙し、末端の将兵は状況も把握出来ぬままに敗走を始め、戦場は殲滅戦へとその様相を転じる事になる。

			　ガスター中将率いる『魔導戦車師団』が、二十万名。

			　ファラガ少将率いる『空戦飛行兵団』が、四万名。

			　指揮官なき帝国軍に、停戦を申し出る手段はなかった。かくして帝国将兵のことごとくが、戦場にて命を散らす結果となったのである。

			　この戦場での、魔国連邦テンペスト側の勝利が確定した瞬間であった。

			　ただし、これは戦争の終息を意味しない。

			　この帝国軍敗北の事実を、帝国『機甲軍団』軍団長であるカリギュリオ大将が未だ知らないからである。

			　そして今まさに、帝国『機甲軍団』主力『機甲改造兵団』が、魔国連邦テンペストの首都〝リムル〟に向けて動き出そうとしていたのだった。

		

	
		
			幕間　ガゼルの憂鬱

			


			　ドワーフ王ガゼルは、目の前の大画面に映し出された光景を見て唖然としていた。

			「これは……」

			「王よ、動揺が顔に出ておるぞ。そんな事では、まだまだ甘いと言わざるを得ないねえ」

			「そうは言うがな、ジェーンよ。こうも戦場での常識を乱されては、俺としても反応に困るというものだぞ」

			　宮廷魔導師アークウィザードの老婆、ジェーンの突っ込みに、ガゼルではなく軍部の最高司令官アドミラルパラディンのバーンが、苦い表情で答えた。

			　それも仕方ない。

			　リムルから提供された技術で用意した大画面には、現在進行形で起きている戦争の様子が映し出されているのだ。そしてそれは、豪胆なガゼルから見ても異常なものだったのである。

			「戦争の常識が、根本から崩されましたね」

			　そう言ってから、天翔騎士団ペガサスナイツ団長ドルフが疲れたように発言する。

			「あの戦車という兵器、軍団魔法レギオンマジックの『障壁バリア』でも防げませんな。何も知らずに相対すれば、敗北は必至でしょう。しかし──恐るべき威力ではありますが、事前に聞かされていた通り、塹ざん壕ごうと土つち壁かべを構築する事で対処可能であるようです……」

			　頷く一同。

			　単なる土壁だけでは防げないが、何重にも防壁を設置する事で、砲弾の威力を低下させる事が出来るとの結論が出ていた。

			　これは、リムルの知識から得た対処方法である。実際には活用する前に終わってしまったが、映像から推定される威力から計算するに、どうしようもないほどの圧倒的兵器ではないという結論に至ったのだった。

			「帝国の装備を見るに、近接よりも中・遠距離に主眼を置いてるよな。重装備の兵科をなくして、軽装で揃えているようだが？」

			「それについては、私も調べてみた。帝国では〝魔銃スペルガン〟という新型武装を用意したらしく、末端の兵士まで魔法を手軽に操れるようになっている。また、一部では〝銃〟という〝異世界〟の兵器で武装している部隊もあるらしく、近接戦闘は時代遅れになったと考えられているようだな」

			「剣の時代は終わったと、帝国がそう考えたのも無理はないですね」

			　ドルフが深々と頷く。

			　鉄の鎧よろいを易々と貫通するらしい〝銃〟という兵器。そして、城壁すらも無力と思われた戦車の大部隊。ドワーフが主産業としている武器や防具を、時代遅れと嘲あざ笑わらうような兵器の数々であった。

			　だが、しかし。

			「ここは〝異世界〟ではない。向こうで通用した戦術理論も、魔法という概念を上う手まく組み込めなければ意味がない──という事か」

			「その通りですな。〝魔銃スペルガン〟も脅威ですが、相手が悪過ぎました。リムル陛下には、暴風大妖渦カリュブディスから得た大量の楯じゅん鱗りんが御座います。我等にも融通してもらいましたが、これがあれば大抵の魔法は無効化出来ましょう」

			「うむ」

			　魔法という概念があれば、近代兵器の数々に対抗出来る。そして、敵の魔法は自分達の装備で無力化してしまう。

			　上手く相性が噛み合った結果だが、帝国軍にとっては災難だったと言えるだろう。

			　中・遠距離に特化し過ぎた結果、接近されてからの脆ぜい弱じゃく性せいが際立っていた。これでは、戦術的には大失点である。

			「何事も、運用する者次第ではあるがな。我々も同じ轍てつを踏まぬよう、この戦争で得た情報を有効活用せねばなるまい」

			　そう結論を下すガゼルだったが、本音ではそれ以前の話だと考えていた。

			　戦術や兵器についてよりも、もっと大事な話があった。しかし、それは口に出せずにいたのだ。

			　それは、魔物達の個々の強さについてだ。

			　ゴブタ＆ランガやガビルは言うに及ばず、その配下の魔物達も大きく成長している様子だった。

			　また、回復薬を贅沢に使用する事で、かなり危険な戦法も取れていた。以前と違い、ヒポクテ草の大規模生産に成功したお陰で、回復薬の大量供給が可能となったからである。

			　これもまた、戦場の常識を覆くつがえした一手であった。

			　だが、それよりも──

			「ガゼル王よ、一つ忠告しておこうかねえ」

			「言うな。わかっている」

			「そりゃあ、そうだろうともさ。だが、これは言葉にしておかなくちゃならない」

			「……」

			　ジェーンの言葉は重い。

			　その忠告は、全員で共有しておく必要があった。

			　ガゼルの無言を肯定と受け取り、ジェーンが口を開く。

			「あの悪魔の娘達だが、普通じゃないよ。空飛ぶ船を燃やし尽くしたのは、儀式魔法に分類される大呪文：破滅の炎ニュークリアフレイムだ。わたしゃだって、一人では扱うのは骨が折れるってもんさ。そして問題なのは、あの白髪のお嬢ちゃんが使った方さね。あれは死の祝福デスストリーク──人の身では制御不可能とされる、禁断の呪文だよ──」

			　誰もが無言のまま、ジェーンの言葉に耳を傾ける。

			　あの悪魔娘達が尋常ではないのは、一緒に過ごした数日間観察しただけで理解していた。

			　彼女達については、暗部の長ナイトアサシンであるアンリエッタが調査していた。

			　魔国連邦テンペストで新たに雇用された娘達。リムルの腹心であるディアブロが、どこからともなく連れて来たらしい。その正体は悪魔族デーモンであり、噂ではディアブロの古い友人なのだとか。

			　リムルからは、情報武官であり、また各軍団を観察する役目を与えていると聞かされていた。それだけではないだろうと思っていたガゼルだが、案の定だったらしい。

			「もしかして──とは、思っておったのだ……」

			「という事は王は、あの娘達の正体に心当たりがあるんだね？」

			「う、む。しかし、聞かぬ方が幸せだぞ？」

			「何を言っているんだい！　こんなとんでもない戦いを見せられちまったんだから、知らない方が不安ってもんさね」

			　ジェーンの言う通り、一番恐ろしいのは悪魔達の戦闘能力だった。ガゼルとて映像を見て、「冗談だろう？」と口にしかけたほどに。

			「……それに、覚悟は出来てるさね。ガゼル王、アンタがあそこまで感情を露あらわにして見入っていたんだ、薄々想像はついてるさ」

			　ジェーンが重々しくそう言うと、他の仲間達も頷いた。

			　ドルフが、バーンが、アンリエッタが。

			　頼もしき戦友達の顔を見回し、ガゼルも覚悟を決める。

			「あの、祭りの夜の事だ」

			「祭りって言うと、あれか？　魔物の国に招かれた？」

			「そう言えば、ガゼル様が御一人で、秘密の会合とやらに参加された事がありましたね。我等も隣室で待機しておりましたが、あの時に何か？」

			「うむ。実はリムルの秘書──というか、執事なのだがな、お前達も会ったであろう？」

			「ああ、ディアブロ殿ですね。紳士的な方でした」

			「ただ者じゃない雰囲気だったが、アイツがどうかしたのか？」

			　〝テンペスト開国祭〟に参加した面々は、ディアブロとも面識がある。アンリエッタも陰からガゼルを護衛していたので、リムル配下の幹部達の顔と名前は一致していた。

			　留守番だったジェーンだけが知らぬまま、ガゼルが爆弾を落とす。

			「──エルメシアが言うには、ディアブロは〝原初〟なのだそうだ」

			「「「……」」」

			「ま、待て。何じゃと？　ガゼル王、今、何と言ったのじゃ？」

			　一気に顔を青あお褪ざめさせたジェーンが、自分の勘違いであって欲しいと願いながら、ガゼルに問う。しかし、現実は無情であった。

			「原初だと言っていた。思い当たるのは、原初の黒ノワールだな。あの〝黒〟だけは、支配領域に縛られず、勝手気ままに世界各地で目撃談が残されていたからな」

			　開き直ったように平然と述べるガゼル王。流石さすがの貫禄だったが、ジェーンは誤魔化されない。

			「待て、待て待て待て！　ガゼル王よ、ちょっと待て!!」

			「どうした？」

			「どうした、じゃないわい！　原初が、原初の黒ノワールが魔王リムルの配下についたというのかや!?」

			「その通りだ」

			「だ、大問題じゃわい！　どうして今まで黙っておったのじゃ──ッ!?」

			　絶叫するジェーン。

			　そんな彼女に、追い打ちがかけられる。

			「もしや……テスタロッサ殿やウルティマ嬢も……？」

			「おいおい、そりゃあ流石に……あれだろ、どうせ。そのディアブロ配下の古き個体──とか？」

			　ドルフやバーンの希望的観測も、次のアンリエッタの発言で否定された。

			「そのお二人に加えてあと幾人かの人材を、ディアブロ殿がどこからか勧誘して来たそうです。その者達は立場上、ディアブロ殿の部下という事になっているみたいですが──外交武官テスタロッサ、検事総長ウルティマ、裁判所長官カレラの三名は、古くからの知り合いであるらしく……同格であるかのように接しておりました」

			「おいおい、マジかよ」

			「自由過ぎますぞ、リムル陛下……」

			「げ、原初と同格が三名じゃと？　いやいや、じゃが、その内の二名が、今まさに……」

			　否定したいという思いは、誰もが共通のものであった。しかし、目の前で起きた出来事を考慮すれば、自ずと真実が見えてくる。

			　少なくとも、テスタロッサとウルティマの実力は、ジェーンから見ても推定不能なほどに強大なものだったのだ。

			「だから言ったのだ。聞かぬ方が幸せだぞ、と」

			「「「……」」」

			「まあ、ディアブロの事を黙っていたのは悪かったと思っているが、言っても仕方あるまい？　ヤツが悪事を働いていたならともかく、リムルがキッチリと暴走を止める約束をしておったからな。俺としても、弟弟子の言葉を信じたまで。ただ、まさか原初を増やすとは、この俺の目をもってしても見抜けなかったがな！」

			　見抜ける見抜けないの話ではない──と、誰もが思った。と同時に、聞いていても対処は出来なかったとも。

			「そもそもだ。リムルを信じると決めた時点で、俺は覚悟を決めていた。〝暴風竜〟もいるし、今更であろうが。お前達も覚悟を決めろ」

			　そう簡単な話ではない。ないのだが、ガゼルの言い分ももっともなのだ。

			「まあよ、俺はお前を信じている。お前が信じる相手なら、俺に文句はないさ」

			「そうですね。私もリムル陛下をこの目で見ました。あの方は信用に値する人物だと、ガゼル陛下と同じ気持ちですよ」

			「私は陛下の影。陛下の御考えに従うまで」

			「やれやれ。わたしゃも信じてはおるのさ。魔王となる前じゃったが、リムル陛下にも拝謁したしのう。怖いのは、対処不能の戦力が一極集中する事なのじゃが……確かに、今更じゃな。それに……対策の取りようもないし、考えても無駄じゃしな」

			　このジェーンの発言に、全員が深々と頷いた。

			　考えて結論が出るならともかく、この問題に関しては答えがない。

			　信じるか信じないか、その二択のみなのだ。

			「保留だな」

			　というガゼルの一言で、この問題は先送りされたのだった。

			


			　これで戦争が終わりかというと、そうではない。

			　ドワーフ王国の中央を威圧していた部隊は殲せん滅めつされたが、東部は帝国軍と睨み合ったままである。それに魔国連邦テンペストの首都〝リムル〟周辺には、不穏な気配が漂ったままだったのだ。

			「それにしても、リムルめ……。これだけの大勝利を前にしても、まだ満足出来ぬと言うのか？　恐るべきヤツよな、まったく」

			「いや、これはリムル陛下の意思ではないやも知れません。帝国側が自軍の敗北を察知しておらず、侵攻を中断していない可能性が──」

			「ふむん。その可能性は高いな」

			　ドルフの発言に、ガゼルも頷く。

			　この大敗北に気付いていれば、間違いなく作戦は中止になるだろう、と。

			「それにだよ、ガゼル王。帝国軍だって、魔法で連携を取っているだろうさ。けどねえ、こうも一瞬で戦況が変化したんじゃねえ。自分の目で見ても信じられないけど、ここまでの大敗北……いきなり皆殺しになったなんて報告を受けても、敵の欺ぎ瞞まん工こう作さくだと疑うんじゃないかねえ」

			「俺だって、報告を聞いただけじゃ信じられんだろうな。帝国のカリギュリオ大将とて無能ではないが、ここで撤退を決断出来る人物だとは思えねーな。下手をすりゃあ、臆病者扱い。帝国の馬鹿共が矛を収めるには、一度負けなきゃ理解出来ねーだろうさ」

			　ジェーンの意見ももっともだし、バーンの判断も正論であった。

			　ガゼルもまた、自分が帝国の立場だったならば、同じ判断をしていただろうと納得している。

			　可哀相なのは、付き合わされる帝国の将兵だが──こればかりは、侵略した側に責任がある。

			　ガゼルも賢王と名高いが、現時点で敵対関係にある帝国に対してまで責任を負うつもりなどなかった。また、そんな義務もない。ただ冷徹に、今後の展開を予想するのみである。

			「ジュラの大森林に攻め入った帝国軍九十四万の内、二十四万が既に殲滅された。こうなると、リムルの勝利は疑いなさそうだな」

			「まあ、な。これで油断するようなら、まだ可愛かわい気げがあるってもんだが──リムル陛下はそんな人物じゃないからな」

			　ガゼルの呟きに、バーンがしみじみと応じる。

			　果たして帝国軍は、最終的にどれだけの犠牲を出す事になるのか……。

			「この戦をしっかりと記録に留め、教訓とするぞ。人類は決して魔王に手を出してはならぬと、今一度強く心に刻むのだ」

			「「「ハハッ!!」」」

			　戦争の常識は粉々になり、推定でしかなかった魔物達の強さが、本当の意味で天災級カタストロフに届くものだと判明した。リムル達の目的が世界の覇権などではなく、人類との共存共栄だったのは僥ぎょう倖こうだったと言えるだろう。

			　帝国は自業自得なのだ。

			　その犠牲を無駄にしない為にも、ガゼルはこの戦を最後まで見届けようと思った。

			　そして、最悪の可能性に備えねばならない。

			　もしもリムルと敵対したならば──

			　そうならぬ事を祈りつつ、もしもの場合はどうすればいいのか。

			　仲間達にはリムルを信じると豪語してみたものの、それはあくまでも個人としてだ。国家の指導者としては、民に被害が出ないよう最大限の対策を考えねばならない。

			　答えが出ないからと、考えるのを止める訳にはいかないのだ。

			（──とは言ってもな。原初を相手にするなど愚の骨頂だし、ヴェルドラが相手では勝てる訳もなし、か。実際、お手上げだな……）

			　答えなど出るはずもない難問を前に、ガゼルは頭を悩ませる事になる。

		

	
		
			

			


			

	

第三章　迷宮攻防戦

			


			　全力を出せ──と、そんな事を言った覚えはある。

			　大丈夫、まだボケるような年でもない。

			　生まれ変わってから、まだ三年くらいしか経っていないのだ。

			　そういう心配は要らないのである。

			　だが、しかし。

			　大スクリーンに映し出された光景を見ていると、あの言葉は本当に自分が言ったのか？　と、疑問に思えてしまったのだ。

			　何しろ大スクリーンには、我が軍の大勝利が映し出されていた。

			　それは良い。

			　それは問題ないのだけど、内容が酷ひどすぎた。

			　ポカーンとなるような、一方的な蹂じゅう躙りん戦が展開されていたのだ。

			


			　ゴブタがゴブタらしからぬ格好良さで、戦場を疾駆して戦車を潰していた。ランガと『同一化』した姿なので、見た目も力も四天王と呼ぶに相応ふさわしいものとなっている。

			　ガビルはガビルで、見た目から強そうな竜系統の魔人のような姿に変身し、何だか異常に高威力のエネルギー反応で、敵艦を一撃で粉砕していた。

			　それはガビルだけでなく、〝飛竜衆ヒリュウ〟達全員が『変身』したのだから笑えない。

			　その秘密は『竜戦士化ドラゴンボディ』だとすぐに気付いたが、いつの間に使いこなせるようになっていたのやら……。

			　というか、後回しにして忘れていた『竜戦士化ドラゴンボディ』の効果が、こんなに凄まじいものだとは思わなかった。

			　時間制限ありで、実質、十分程度しか活動出来ないみたいだが……そんなデメリットを補ってあまりある強化ぶりである。

			　使いどころを間違うと自殺行為になってしまうが、奥の手としては申し分ないと思う。

			　しかし、そんなガビル達をも霞かすませたのが、空中で発生した大爆発だ。

			　何をトチ狂ったのか知らないが、敵方の旗艦で熱核爆発が生じ、帝国の飛空船部隊を巻き込んで炎上爆発したのだ。

			　これには俺もビックリしたものだ。

			　結果として、この時点で帝国側の航空戦力は壊滅。一隻残らず地に落ちた。

			　これを皮切りに、テンペスト軍の大攻勢が開始される。ゴブタとガビル達が合流した事で、戦況は誰の目から見ても我が方の優勢となったのだ。

			　現代戦においても、戦車に対してはヘリコプターが圧倒的に有利である。これと同じく、ガビル達も上空からブレス攻撃を主体として行ったので、帝国軍の地上戦力に対して一方的に被害を与えたのだった。

			　的が小さいから、戦車砲は脅威じゃなかった。

			　まさしく、当たらなければどうという事もない、という感じであろう。

			　帝国だってやられるばかりではなく、反撃しようと何度か試みていた。しかし、そうした芽もことごとく潰されている。

			　やったのは、ウルティマ配下のヴェイロンとゾンダだ。

			　この二名だが、流石さすがは古い悪魔だった。強者を見抜く目でも持っているらしくて、隊長や一般兵といった区分けに関係なく、純粋に強い者を選んで血祭りに上げていったのである。

			　戦場に似つかわしくない、執事服とコック服。しかしそれは、帝国将兵の恐怖の象徴となったのだった。

			　敵の補給部隊に対しては、ハクロウが。

			　一切の情け容赦なく、一刀のもとに斬り捨てていた。

			　中には名乗りを上げようとする者もいたのだが……。

			「クソッ!!　俺は序列九十七位の──」

			　という相手の口上を最後まで述べさせず、ハクロウの白刃が煌きらめいて血ち飛沫しぶきを上げる。

			　こと切れる相手に対し、「許せよ。この戦はリムル様が御覧になっておる。『全力を出せ』という御命令があった以上、手加減などしてやれぬのじゃ」と言い捨てるハクロウ。

			　俺は決してそういうつもりで言ったのではないのだが、大おお事ごとになったのだけは理解した。

			　しかし、だ。

			　今更、命令撤回も出来ないと判断する。

			　下手に口を挟めば、戦場で混乱が生じるからね。

			　俺は達観して、戦場を見守る事にしたのだった。

			　口を出さなかったのは正解だった。

			　ぶっちゃけ、ヴェイロンやゾンダ、そしてハクロウが始末した帝国の兵士達だが、聖騎士ホーリーナイトに匹敵するかそれ以上の戦闘能力を有していた。しかも、その武装が厄介で、聖騎士ホーリーナイトが纏まとった〝精霊武装〟よりも上の性能──伝説級レジェンドに相当している。

			　総合的に考えて、コイツ等の方が強い。智慧之王ラファエルさんの解析結果を聞いて、俺も驚いたのだった。

			　どうやってこれだけの装備を──とも思ったが、あるのだからしょうがない。

			　こんな装備を与えられているコイツ等の正体だけど、噂に名高い帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンなのではなかろうか。

			　ガドラから聞いた情報にあった、〝異世界人〟を含む帝国中の強者達から選抜された組織だな。

			　そのメンバーは百名ほどいるらしいけど……序列なんたらってのが、その証なのだと思う。

			　そんな強者達が実力を発揮していたら、戦場はもっと混沌としたものになっていたかも知れない。ハクロウみたいに、相手の準備が整うのを待たずに始末するのが正解だった。

			　ヴェイロンやゾンダもそうだ。人知れず、コイツ等が行動を起こす前に始末している。

			　相手の実力をアッサリと見破るとか、恐るべきは強者を見分ける選別眼であった。

			　コイツ等が徒党を組んでいたら、こうも簡単にはいかなかったであろう。しかしこれに関しては、戦場で油断している方が悪いのだ。文句があるのなら、最初から全力を出しておくべきだったのである。

			　これは、俺達にも言える事だった。

			　下手に敵に情けをかけていたら、隙を突かれていた可能性が高い。そうなれば、被害は甚大なものとなっていただろう。

			　敵兵を救う為に味方が傷付くなど、そんな愚かな真似は断じて認められない。ついつい情け心を出しそうになるが、それは勝てるからと相手を甘く見ているのと同義なのである。

			　俺達は戦争をやっているのだ。ここは心を鬼にして、最後まで頑張ってもらうとしよう。

			　で、肝心の敵方からの降伏宣言だが……。

			　俺がハクロウ達の戦いぶりに見惚れている内に、帝国軍の作戦行動司令部にて異常が発生していた。

			


			《告。大規模殲せん滅めつ魔法〝死の祝福デスストリーク〟の発動を確認しました。使用者は、個体名：テスタロッサです》

			


			　という智慧之王ラファエルさんからの報告に、俺は慌てて現場を大スクリーンに映し出した。するとそこには、笑顔で佇たたずむテスタロッサとウルティマがいた。

			　他に生存している者はいない。

			　残存兵力だった千台近い戦車も動きを止めて、周囲に展開していた歩兵達も全員倒れている。

			　その数はおよそ、数万人規模であろう。

			　〝死の祝福デスストリーク〟とか言っていたけど、とんでもなく危険な魔法であるのは理解出来た。

			


			《解。〝死の祝福デスストリーク〟とは核撃魔法の一種で、魔死光線を放って生物を死滅させます。また副次的な効果として──》

			


			　智慧之王ラファエルさんが嬉々として分析し、解説してくれたのだが、そんな危険な魔法を使うなよ!!　──と、叫びそうになってしまったのは仕方のない事だろう。

			　ウルティマが使用した核爆発は〝破滅の炎ニュークリアフレイム〟との事だったが、それよりもこちらの方が危険度のケタが上だった。

			　テスタロッサも対抗した訳ではないだろうが……。

			　この魔法が発動した瞬間に、勝敗は決したのだ。

			　敵司令部に生存者なし。

			　残存兵力が淘とう汰たされるのも時間の問題であった。

			　こうして、ドワーフ王国方面での帝国軍との戦闘は、当方の大勝利で終了したのだった。

			


			＊

			


			　囮おとりと見み做なしていた帝国軍は全滅した。

			　文字通りの意味で、全滅である。軍事的解釈ではないのが恐ろしい。

			　無茶苦茶だと思う。

			　俺が全力を出せと言っただけで、こんな結果になるとは思わなかった。

			　しかも、さっきからベニマルが怖い。

			「──というか、こんな結末だと、俺の作戦も全く意味がなかったじゃねーか！　何なんだ、あの情報武官って奴等は!?　リムル様の直属だと言ってましたが、説明してくれますよね？」

			　ちょっとだけ色々と秘密にしていただけなのに、ベニマルが良い笑顔で振り向いてそう言った。

			　そりゃあ、まあ……ねえ？

			　作戦も何もあったものじゃなかったよ？

			　だけどな、ベニマル。

			　説明を受けたいのは、お前だけじゃないんだ。寧むしろ俺の方が、説明を受けたいと思っているんだよ！

			　──そんな心の声を口に出せる訳もなく……。

			　俺は助けを求めるべく、チラリとヴェルドラに視線を向けた。

			　スッと目を逸らされる。

			　わかっていたけど、ヴェルドラはこういう時は頼りにならない。ラミリスも同様で、俺の助けになってくれそうもなかった。

			「いやいや、教えてあっただろう？　あれはディアブロが勧誘して連れて来た、新しい仲間達だとも」

			「ディアブロの部下なのは知ってましたよ」

			　誤魔化すのはもう無理だ。

			　こうなっては仕方ない。

			　俺は正直に全てを話す事にした。

			　ベニマルやゲルドならば、彼女達の正体が原初というヤバイ存在であったとしても、笑って受け止めてくれるハズ。それに、全ての責任はディアブロに取ってもらうのだから、問題が起きたらその時に考えればいいだろう。

			　俺はそう理論武装して、真実を告げる事にした。

			「実はさ、〝原初〟って知ってる？」

			「原初、ですか？」

			　ベニマルは知らなかったみたいだが、コーヒーを淹れてくれていたシュナが口を挟んできた。

			「悪魔の源流となった七王、七君主の事ですよね？　この前の会話を聞いてしまって、気になって調べてしまいました。まさか、ディアブロさんがその一柱ひとりだったとは驚きですね」

			　始まりの悪魔と定義される原初に、そんな大袈裟な名称があったとは知らなかった。

			　というか、重要な秘密を語っているシュナだが、その表情は穏やかな笑顔だ。

			　管制室にコーヒーの香りが漂い、緊張した空気が緩和される。

			「えっと……？」

			　戸惑うように、ベニマルが呟いた。

			「あら、お兄様も御存知なかったのですね。ディアブロさんだけじゃなく、テスタロッサさんやカレラさんに、ウルティマちゃんも、悪魔達の王らしいですよ」

			「そう、なのか？」

			「はい」

			　シュナの笑顔が眩まぶしい。

			　ベニマルもその笑顔を前に、それ以上の疑問を口に出来ないようだ。

			　沈黙しているベニマルを横目に、俺は思った。

			　シュナって、実は大物だな、と。

			　恐ろしい秘密を打ち明けようと身構えたのに、それがアッサリと暴露されて肩透かしである。でも、そのお陰で俺も気が楽になった。

			「ディアブロ、お前の口から説明してくれ」

			「承知しました、リムル様。ベニマル殿、実は今紹介された通り、私は原初の一柱ひとりでして──」

			　ディアブロの説明を聞き流しながら、俺はコーヒーを口に含む。

			　うむ。

			　紅茶も美お味いしいが、コーヒーもいいね。

			「──なるほど、事情は理解した。それであの強さ、か。それならそれで、最初から教えておいて欲しかったですね」

			「いやいや、知っちゃったら怖くなるんじゃないかなって。俺やヴェルドラとかならともかく、ベニマル達には余計な心配はさせたくなくてさ」

			　仲間を心配して黙ってたという、その点だけは強調しておく。

			　俺のやらかし──受肉させたり名前を与えたりは、この際だからスルーでお願いしたい。

			「アタシだって怖くなかったもんね！」

			　と、ラミリスだって言っている。皆も、必要以上に恐れを感じないでくれればいいのだが。

			「ま、要らぬ心配ってヤツです。俺達はリムル様が認めた者なら、仲間として受け入れますよ」

			「うむ。ベニマル殿の言う通りです。見た目や強さで相手を差別する者など、オレ達の仲間にはいませんよ」

			　ベニマルは苦笑しつつ、ゲルドは至極当然という顔をして。そんなふうに俺の心配を吹き飛ばしてくれた。

			　シュナだって、ディアブロ達に何ら思うところはなさそうである。今まで通り、普通に接しているのがその証拠だ。

			「それなら良かった。心配して損した気分だ」

			「ははは、もっと俺達を信用して下さい」

			「その通りです。もっとも、リムル様がオレ達を心配して、カレラ殿達を配置して下さったのは感謝しかありませんがね」

			　ちょっと気恥ずかしくなったけど、ベニマルやゲルドが受け入れてくれて良かった。

			　ガビルやゴブタ達はどうだろうか？

			　様子を見ている限り、上う手まくやっている。今後も大丈夫だと期待しよう。

			「まあ、ディアブロとも上手くやっているのです。大丈夫でしょう！」

			　シオンが太鼓判を押してくれたけど、お前に関しては最初から心配していなかったよ。

			「それはどういう意味ですか、シオン？」

			「言葉通りの意味だよ、ディアブロ」

			　睨み合う第一シオンと第二秘書ディアブロ。原初と聞くと物々しいけど、実際はこんな感じだ。

			　俺は心配し過ぎだったなと、改めて安心したのだった。

			


			　事情説明が終わり、反省会を始める。

			「敵軍の中に魔王クラスの強者がいたら不ま味ずいと思って、テスタロッサ達を配置したんだよ。そしたら、ちょっと頑張り過ぎちゃったみたいだな」

			　俺の一言が原因だけど、まさかここまで大暴れするとは思わなかった。

			　無茶というか、やり過ぎというか。

			　奴等、クール過ぎる。

			　何の躊躇ためらいもなく、敵軍を殲滅してのけるのだから。

			「クフフフフ。張り切り過ぎるとは、少し調子に乗っていたようですね。後でキッチリと教育してシメテおきましょう」

			　笑顔でそう述べるディアブロに、「ほどほどにな！」と言うのは忘れない。

			　まあ、後の事はディアブロに任せる。

			　今後はちゃんと、やり過ぎないように教育してくれるだろう。

			　続いて、損害確認だ。

			　戦闘開始から僅か二時間足らずで、全ての戦闘が終了している。

			　多数の怪け我が人にんが出てしまったみたいだが、果たして被害状況は……。

			「現在の状況ですが、怪我人は全員回復したとの事です！」

			　管制室に明るい声が響いた。

			　出陣した魔物達には、我が国で作った上位回復薬ハイポーションを与えていた。

			　各人に十個ずつ。そのお陰で、大抵の傷は直ぐに治せたようだ。

			　また、最初に俺が死んだと思った者達についても。

			　実際には死んだフリをしていただけで、四肢欠損も完全回復薬フルポーションの効果で完全に治療済みなのだと。

			　ベニマルの指揮の下、囮の役を見事に果たしてくれたと言うわけである。

			「言ったでしょう？　心配いらないって」

			「そうだね。俺だって勿論、君や皆を信用していたとも」

			　全てはベニマルの計画通り。想定外だったのは、テスタロッサ達の活躍のみってとこらしい。

			　結果としては、回復薬を多大に使用したものの、人的被害はゼロだったと言う事である。

			　考えられないほどの、大勝利であった。

			　ただし、被害が全く無い訳でもない。

			　ガビルと、その配下の〝飛竜衆ヒリュウ〟達。

			　特殊スキル『竜戦士化ドラゴンボディ』の使用により、肉体に多大なダメージを受けたようだ。

			　凄い効果だと思ったけど案の定、デメリットは時間制限だけではなかったのだ。戦闘終了と同時に無理をした反動がやって来て、全身が麻痺したように動けなくなってしまったらしい。

			　怪我ではないので、回復薬も効果なし。

			　周囲の魔素を取り込んで強靭な肉体を作り上げていたから、異物に対する拒否反応でも出たのだろう。

			　今回、ガビルが調子に乗った反動であるそのペナルティは、ガビルだけでなく〝飛竜衆ヒリュウ〟達全員が受ける事になったのである。

			　その程度で済んで良かったのだ──と、反省してもらおうと思った次第である。

			


			　──ちなみに、その状態は二十四時間ほど続いたので、二日に一回の発動が精々だとの結論が出る事になったのだった。

			　今回は全力を出して勝利したからいいものの、使い所を間違ったら自爆する事になる。諸もろ刃はの剣つるぎとも言える力なので、十分に注意するように伝えたのだった。

			


			＊

			


			　話変わって、帝国側の状況について。

			　ガスター中将率いる『魔導戦車師団』が、二十万名。

			　ファラガ少将率いる『空戦飛行兵団』が、四万名。

			　それが、ガドラ老師にも確認を取った、帝国側の戦力だった。

			　捕虜はいない。何故なら、全員死亡しているからだ。

			　その合計、およそ二十四万人……。

			　大虐殺だ。

			　心が痛まないわけではない。

			　だが俺は既に魔王になる時に、自分の手で二万人も殺しているのだ。今更、言い訳をする気にもならないというものだった。

			　なんにせよ帝国軍約二十四万名を皆殺しにした結果、俺の中に魂が捧げられたみたいだ。戦闘開始して暫しばらくすると、猛烈な勢いで〝魂〟が蓄積されていくのを感じたのだ。

			　この感覚が、配下から魂を集めるというヤツなのだろう。この感覚のお陰で、倒した敵兵の正確な数も把握出来そうだ。

			　それにしても、これだけ大量の人間の〝魂〟を獲得した訳だが──

			　魔王種から〝真なる魔王〟へと進化するのに、一万名の生贄ヨウブンで足りた。

			　果たして、約二十四万人分だとどうなるのか？

			　答えは、変化なし！　であった。

			　〝真なる魔王〟に覚醒した時点で、俺の進化も限界に達したと言う事だろう。

			　そりゃそうだ。

			　そうでなければ今頃、ギィなんぞが人類が滅亡する勢いで殺しつくして、魂を刈り取っていそうである。

			　これ以上に進化しないと直感で悟ったからこそ、無駄な殺さつ戮りくを手控えているのだろうから。

			　と、ここで想定外の報告が。

			


			《告。獲得した〝魂〟が規定量を超過しました。現時点において、〝魂の系譜〟に連なる配下を覚醒させる事が可能となっております。対象となるのは──》

			


			　などと、智慧之王ラファエルさんがとんでもない事を言い出したのである。

			　どうやら、資格がある者へ規定量の〝魂〟を与えると、覚醒させる事が可能らしい。意味がないと思われた大量の〝魂〟だが、自身の進化には影響がなくとも、配下を進化させるのには利用可能だったのだ。

			　智慧之王ラファエルさんが言うには、何名かが覚醒出来る条件を満たしているのだと。俺が獲得した〝魂〟を与えてやる事で、覚醒──〝真なる魔王〟に匹敵する強さを得るのだという。

			　必要な魂の数は十万個。

			　配下を覚醒させる為には、まさか十倍もの〝魂〟が必要だとは……。

			　これは流石に、今まで誰も知らなかっただろう。

			　ギィあたりは知っている可能性もあるが……どうなんだろうな？

			　知っていたとしても、そう簡単に実行出来るものではない。魔王に至った者を仲間にして、覚醒に導いた方が安上がりだからだ。

			　だからこそギィは、魔王達の宴ワルプルギスのような上位者の集いを開催して、仲間にする価値がある者を選別していたのではなかろうか。

			　それだけではなく、他に理由があるのかも知れないけど。

			　ひょっとしたら俺の買いかぶりで、知らないという可能性も捨て切れないけどね。

			　少なくとも、十万人分もの〝魂〟となると半端ではない。一つの大都市を皆殺しにするようなものなので、気軽に出来る事ではないのだ。

			　ともかくとして。

			　今現在、俺の中に二十五万個ほど余剰分が溜まったらしい。これを使えば、二名を覚醒させる事が出来るそうだ。

			　対象となるのは──ランガ、ベニマル、シオン、ガビル、ゲルド、ディアブロ、テスタロッサ、ウルティマ、カレラ、クマラ、ゼギオン、アダルマン──以上、十二名。

			


			《──〝魂の回廊〟を作成して、配下の進化を行いますか？

			ＹＥＳ／ＮＯ》

			


			　という智慧之王ラファエルさんの言葉から、離れていても進化させられるみたいだと理解した。

			　ヴェルドラがそうであるように、〝魂の回廊〟を繋げば時間と空間の影響を受けなくなる。俺と仲間達の絆が強固なものになるというメリットもあるし、決して悪い話ではない。

			　さて、どうしたものか。

			　俺の場合、覚醒して以前とは比べ物にならないくらいに強くなった。

			　そして、ユニークスキル『大賢者エイチアルモノ』が、究極能力アルティメットスキル『智慧之王ラファエル』に進化したのだ。

			　ベニマル達も進化出来るのなら、迷う必要はないようにも思える。

			　だが、しかし──

			　気になるのは、〝魂の系譜〟に連なるという言葉だな。これは恐らくだが、〝名付け〟による魂の繋がりの事だろう。

			　名前を付けると魔物が進化する。俺は気にせず乱用しているが、これはかなりの危険を伴う事なのだと理解している。智慧之王ラファエルさんが安全率を見極めてくれているからこそ、安心して名付けを行えるのだ。

			　もしも失敗すれば、自身の力を全て奪われて死んでしまう可能性もあるらしい。そうでなくとも、力が回復せずに弱体化というのも有り得るそうだ。

			　俺の場合は、暴食之王ベルゼビュートの『胃袋』のような便利スキルがあったから、余剰に生じた魔素を保管しておけた。

			　足りなかったらヴェルドラから借りてたみたいだし、それもこれも智慧之王ラファエルさんに全てお任せで大丈夫だったのだ。

			　ハッキリ言えば、反則である。

			　普通は自分の魔素を用いないと駄目な訳で、誰でも簡単に〝名付け〟が行えないのは当たり前なのだ。

			　それは、ギィであっても同様だろう。

			　だからこそ、魂の繋がりがある配下を持つ者の方が少ないのだ。

			　俺にとって、かけがえのない仲間達。

			　自分の事ならばともかく、仲間達を実験台にする気はない。

			　智慧之王ラファエルさんが勧めるのだから、危険はないと思う。いや、思いたい。

			　だがしかし、余りにも危険な予感がした。

			　それに、誰を選べばいいのかも悩ましい。

			　他にも色々と問題が。

			　魔素エネルギー量が基準なら、ソウエイにも資格がありそうなものだ。しかし選ばれていない事から、覚醒条件にも疑問があった。

			　何がどうなるのか不明なのも気になる。

			　魔王への進化ハーベストフェスティバルの際は、通過儀礼イニシエーションとして進化へと至る休眠があった。今回もそれが起きないとは限らないので、万全の状態で行った方がいいと思えた。

			　そして何よりも、戦争はまだ終わっていないのだ。

			　帝国軍の本隊──総数七十万もの軍勢が、我が国の首都に向けて侵攻中なのである。

			　この緊急時に冒険を冒すのは、やはり止めておくのが正解だろう。

			　という事で、答えはＮＯだ。

			　この件は一旦、落ち着くまで放置しておく事にしておこう。

			


			＊

			


			　ゴブタ達には、その場にて回収作業を命じた。

			　無事な戦車や、飛空船の残骸を回収してもらう。

			　ガビル達は動けないようだったので、飛空龍部隊ワイバーンライダーにドワーフ王国まで運ばせた。ゆっくりと養生して欲しい。

			　その代わりに、青色兵団ブルーナンバーズをゴブタ達に合流させる。

			　今から戻っても決戦には間に合わないだろうし、慌てて戻って来る必要はないとベニマルが指示を出したのだ。

			　ちなみに、ガゼルからも援軍の必要を問う申し入れがあったのだが、問題ないと返答した。

			　ガゼル達もまだ、戦争継続中なのだ。中央方面での戦闘は終了したが、帝国に隣接するイーストには、まだ帝国軍が展開している。

			　その数、六万。

			　ガドラが言うには、これはユウキの部隊で陽動との事だったが……状況がどう動くか不明である以上、決して油断は出来ない。

			　ガゼル達には、そちらを──というか、これは俺が言うまでもなく、抜かりなく対処されているだろうけど。

			　帝国軍本隊と決着をつけるのは俺達だ。

			　皆の意見はそう纏まった。

			　と言っても、だ。

			　前哨戦は俺達の大勝利だったが、敵にもまだまだ油断出来ない大戦力が残っている。

			　数の上では、圧倒的に不利なのだ。

			　不利なのだけれど、幹部達の戦意は高い。

			　シオンなどはやる気満々で、「あの悪魔共、自分達だけ目立ちまくるなんて！　私が行って、真なる強さとはどういうモノかを見せ付けなければ!!」などと、悔しそうに言い出す始末。

			　何と戦っているんだ、お前は──と、思わず突っ込みを入れかけた。

			「お前は俺の護衛じゃなかったのか？」

			　という指摘をした途端、慌てて理性を取り戻したようだったけど。戦意が高過ぎるのも考えものだ──と思った次第である。

			　やる気に満ち溢れていたのはシオンだけではない。

			「我が君！　ウルティマから自慢されたよ。何でも緒戦は大勝利だったそうじゃないか！　ああ、早く私にも出番が欲しい。今から出向いて、ちょっと挨拶しても構わないだろうか？」

			　管制室に飛び込んで来たカレラが、頬を紅潮させてそう叫んだ。

			　第二軍団と一緒に待機命令を出していたのだが、そうか、ウルティマ達と『思念伝達』で連絡を取り合っていたのか。

			　同僚の活躍を自慢され、我慢出来なくなったみたいだが……今勝手に動かれるのは困る。

			「挨拶だと？」

			　そう問い返したのはベニマルだ。

			　カレラの正体が原初だと知っても、その態度は変わらない。やはり、俺は心配し過ぎだったみたいである。

			「ああ、そうさ。ちょっと核撃魔法をプレゼントしてやろうかと思ってね」

			　すっごく可愛かわいい笑顔で、何という発言を。

			　流石は原初の黄ジョーヌ、ぶっ飛んでるな。

			「却下だ！」

			　呆れたようにベニマルが答える。

			「カレラ殿。ここは一つ、命令があるまで我慢でお願いしたい。ここぞという時に働いてこそ、その行動に意味があるというものですよ」

			　不満そうなカレラだったが、ベニマルの命令に逆らうつもりはないようだ。ゲルドからも窘たしなめられて、渋々頷いている。

			「わかったよ。私の活躍をお見せしたかったのだが、効果的な〝機〟というものがあるんだったな。大人しく、その時を待つとしよう」

			　納得してくれて助かった。

			　ゲルドの言葉には耳を貸すみたいだし、思ったよりも良いコンビになったみたいである。

			「はっはっは、カレラよ。暴れるだけが活躍ではないぞ？　主君の剣となってこそ、我等は輝けるのだ！」

			「わかっているとも、シオンさん。私も少しばかり気が急せいていたみたいだね。頭を冷やして冷静になるとするよ」

			　お前がそれを言う？　──と、俺は思った。

			　何だか良い言葉に思えるが、シオンの発言だと思うと、納得いかない気分になる。

			　お前って、さっきまで一番暴れたがっていたよね？

			　と文句を言いそうになったが、ここは我慢だ。せっかく纏まった話を、ここで蒸し返すのは悪手なのである。

			　去っていくカレラを見送りつつ、俺はシオンをジト目で眺めたのだった。

			


			　とまあ、やる気だけは十分。

			　コチラの戦力は迷宮勢と、温存している第二軍団。幹部連中だけでなく、末端の兵士まで張り切ってる感じ。

			　俺の言葉を聞いたからか、全員が全力を出すべく士し気き旺おう盛せいなのだ。

			　対する帝国は、七十万。

			　数では対抗出来そうもないが、重要なのは量より質である。

			　相手にも強者が隠れ潜んでいるだろうが、コチラには迷宮という切り札があった。

			「勝負のカギは、迷宮が握っている。頼むぞ、ヴェルドラにラミリス！」

			「無論だ。安心して我に任せるが良い！」

			「そういう事よね。アタシ達がいるんだから、大船に乗ったつもりで構えてて欲しいワケ！」

			　力強い返事に、俺も心が晴れる思いだ。

			　大事なのは、如い何かに犠牲を出さないようにするかだ。

			　その為には、迷宮内に誘い込むのが一番である。

			　迷宮内ならば、自軍の損耗をゼロに出来るのだ。

			　それだけではなく、迷宮内の魔物を戦力に加えられるので、一気に数の不利を補えるのである。

			　それこそ、下級な魔物も数に入れれば、数十万には達するだろう。

			「後は、帝国がユウキの口車をどれだけ信用してくれたか、か」

			「逆だと思いますよ？　信用出来ないヤツだからこそ、上手く自分を疑うように誘導したんじゃないですか？」

			「なるほど、すっごく納得した！」

			　ベニマルの言う通りだろう。

			　ユウキは敵として見れば、かなり厄介な存在であった。

			　今は一時的な共闘関係にあるのだが、味方と考えるには信用の置けない男である。

			　この感覚は、帝国側からしても同じなのかもね。

			「ああいう胡う散さん臭くさい手て合あいは、味方として一緒に戦うよりも、敵の中に潜り込んでくれた方が安心出来ますもんね」

			　シオンが珍しく的確な事を言った。

			「裏切られる心配をする必要がないだけ、余計な労力を割かなくて済むからな」

			　と、ベニマルも頷いている。

			「それに対して帝国側は、ユウキを完全に味方だとは考えていないだろう。警戒もするし、その言葉も疑ってかかるって事だな。という事は、ドワルゴンの東部都市イースト前に展開している六万も、どう動くかは不明って事だ。これを帝国が叩く可能性もあるし、ガゼルにも十分警戒するように伝えなきゃな」

			「ガゼル王なら、そんな心配は無用でしょうがね。しかし、信用出来ない味方ほど厄介なものはない。俺なら真っ先に叩き潰しますよ」

			　ガゼル王にもユウキの事は伝えてある。ベニマルの言うように、俺が心配せずとも対策は万全だろう。

			　俺達が心配すべきは、やはり帝国軍本隊。

			　今現在も、多方面から俺達を包囲するように攻めて来ている。地上には既に巨大な門しか残っていないから、慌てる必要は皆無なんだけど、それでも緊張するのは仕方ない。

			　一番心配だったのは、魔国連邦テンペストを無視してヨウムが樹立した新王国──ファルメナスを攻められる事だった。

			　ラーゼンやグルーシスといった戦力がいるが、大規模な戦争をする余力などあの国にはない。俺達も援助を行って改革を進めている最中であり、今の時点で戦場になるのは避けたいところだったのである。

			　当然、俺達も援軍に向かう事になったはずなので、戦況がややこしくなっていたと思う。

			　そうならなくて一安心だったが、まだまだ油断は出来ない。

			　帝国がユウキの言葉を信用せず、この地を素通りしてブルムンド王国方面に向かったならば……その時は、ゲルド達が帝国軍の背後を攻める事になる。

			　俺の〝転送術式〟で、第二軍団を丸ごと送り込む手筈なのだが……そうなっても、地上戦。迷宮勢からの援軍が激減するので、厳しい戦いになるのが予想されるのだ。

			　迷宮内で有志を募れば、そこそこの数が集まるはずだ。しかしそれでも、意思なき魔物達は連れ出す訳にいかないので、どうしても数が少なくなってしまうのである。

			　そもそもの話、地上戦になってしまったら迷宮の恩恵を受けられない為、多大な被害を覚悟せねばならない。理想的な展開は、敵が迷宮を目指してくれる事なのだった。

			　ベニマルの作戦でも、成功率と安全率がダントツで高いのが『迷宮攻防戦』となっている。

			　これが地上戦となると、迷宮内での有利条件がなくなってしまう。真正面から、互角の条件で戦う事になってしまうのだ。

			　本来はそれが当たり前なのだけど、戦争では如何に自分達が有利な状況を作り出せるのかが勝負の鍵となるのである。

			　迷宮は俺も卑怯だとは思うが、勝てば正義なのだよ。

			　なので願わくば、迷宮が主戦場になって欲しいものだ。

			　地上戦になっても、基本方針は同じ。

			　強者の存在を探るのが第一目標。先程の戦いでもゴブタ達を囮にしたように、今回はゲルド達がその役目を担う事になる。

			　ベニマルが立案した作戦の根幹には、この考えが共通していた。

			　全ては、大将である俺を守る為に……。

			　俺が仲間達を大事に思っているのと同様、あるいはそれ以上に、ベニマル達は俺の事を優先してくれている気がする。

			　無理をしなければいいとは思うが、そこらは戦術の素人である俺よりも、ベニマルの方が詳しいのだ。さっきの戦いだって、結果的には損害は軽微だったのだから。

			　全てをベニマルに任せた以上、俺はドッシリと構えていればいいのである。

			　そして、もっと安心して頼ってもらえるように、コッソリ努力を続けようと思ったのだった。

			


			＊

			


			　帝国軍が侵入しやすいように、地上に大きな門を用意したのだけれど、少しわざとらしかったかも知れない。罠だと思われないかちょっぴり心配だったが、それは杞憂となる。

			　俺の願いが通じたのかどうかは不明だが、結論としては願った通りの展開になったのだ。

			「敵軍、地上の大門前面に展開しています！」

			　オペレーターから報告が上がる。

			　大スクリーンに映し出されているのは、整然と並ぶ帝国将兵の姿だ。

			　〝神之瞳アルゴス〟で得た情報なので間違いないと思うが、ソウエイの手の者も監視を行っているので、幻覚等で惑わされている心配はない。帝国軍がエサに食いついてくれたのは、どうやら間違いなさそうだ。

			　ここまで来ると隠す気もないのか、七十万の軍勢全てが姿を見せていた。威圧という目的もあるのだろうが、俺達には無意味だった。

			　降伏する気などサラサラない。逃げる事はあっても、帝国の軍門に降くだる事などないのである。

			　それに、状況は理想的。

			「勝ったな」

			　と、思わず呟く俺。

			「ああ。俺達の勝利だ」

			　ベニマルがノリ良く答えてくれた。

			　事実、この時点で戦術上の勝利が確定したのである。

			　迷宮内ならばこちらの損害はゼロなので、時間さえかければ勝利は間違いなし。後は、魔王を凌しのぐような想像以上の強者がいない限り、優位性をひっくり返される事はない。

			「強欲なアホが迷宮に釣られてくれて良かった」

			「そうだな。リムル様が撒いたエサはあからさま過ぎるかと思ったんだが、上手く食いついてくれて何よりだ」

			「まあね。ガドラがいい仕事をしてくれたみたいだな」

			　敵軍は今、その全容を俺達に見せつけている。

			　戦力を分散されていたら、どこに強者が隠れているか不安が残るところだった。

			　戦力分散は基本的には愚策だと思うが、今回は纏まっていてくれた方が大助かりである。順次迷宮内へと侵攻させるつもりだろうから、果たして地上にどれだけ戦力を残すつもりなのか、それだけが問題なのだけど……。

			「どっちにしろ帝国にとって、我が国を素通りするのは戦略的にも悪手だろうしな。このまま地上部の門を封鎖して、そのまま西側を目指されたら厄介なんだが」

			「そうだよな。七十万の内十万も残せば、十分に包囲出来るもんな」

			　その上で残りが西側諸国へ向かえば、後顧の憂いを断つ事が出来てしまう。

			　ちなみに、もしもそうなってしまった場合、他の場所からの出入りも一応は可能であった。ただし、空間固定系の『結界』などで封鎖された場所へは出入口を開けない上に、ある程度生活した事のある場所にしか門を開けないとの事。

			　現実に可能な場所として、ラミリスの古ふる巣すである〝精霊の棲家〟の出入り口の封印を解けば、そっちから出入りが可能になるという事だった。

			　そうなると、俺達は迷宮に閉じ込められた形になる。そのままでは西側諸国が蹂躙されるのを見ているだけになってしまうので、強引にでも出撃する必要に迫られただろう。

			　結局は、地上戦。

			　最終的には避ける事の出来ない戦いだが、それまでに可能なだけ、敵の戦力を削っておきたいところだ。

			「地上の者共に、警告を発したりはしないのか？」

			「煽あおって怒らせたら、ムキになって戦力を投入してくれるんじゃない？」

			　ヴェルドラとラミリスがそんな意見を述べてくれた。

			「その意見も聞くべき点があるが、警告はナシだ」

			「ほう？　その理由は？」

			「ラミリスは知ってるだろ？　門に〝文言〟を仕込んだ事を」

			「あっ！　あったね、そう言えば」

			　実は地上の大門には、一つのメッセージを刻んでおいた。

			


			　──弱き者、この門をくぐる資格なし──

			


			　というものだが、果たして反応はどうだろうか？

			「アレを見て、相手がどう動くかを知りたいのさ」

			「俺ならカチンときて、突っ込みますね。もっとも、部下は下げますけど」

			　ベニマルはそうだろうな。罠とわかっていても、突っ込むタイプだ。

			「我なら気にせぬな。強いからな！」

			　はいはい。ヴェルドラには聞いていません。

			「アタシはあれかな。ベレッタがどうしても行きたいって言うなら、仕方ないから付いていく感じ？」

			　ラミリス……怖いんなら無理すんな。名を挙げられたベレッタが苦笑しているぞ。

			「リムル様の慈悲、その警告を無視するような愚か者は、どのような目にあっても文句は言えませんね」

			　何で嬉しそうなのか疑問だけど、まあディアブロの言う通りだ。これは一応、警告の意味合いも含んでいるのである。

			「もっとも、門を潜くぐれぬような臆病者は、戦場に立つ資格などないでしょう。容赦なく殲滅して、リムル様に敵対した愚かさを理解させなければ！」

			　シオンさん。それを言い出したら、結局は戦いになるじゃないですか。ゲルドも苦笑してるし、もう少し考えた発言をお願いします。

			　とは言うものの、実は他の幹部達の考えも似たり寄ったりであった。

			　実にやる気満々で、更なる勝利を俺に捧げるとか言って大張り切りなのだ。

			　テスタロッサ達が〝魂〟を集めて俺に献上してくれたけど、それを知った他の者達まで、何故か真似をしようとしているし。

			　テスタロッサ──というか悪魔族デーモンは、魂にこびりついた感情の残ざん滓しを好物にしているみたい。その食べ方にも色々あるみたいだけど、恐怖で引きつった顔を見るのが大好きなのだと、テスタロッサは言っていた。

			　その笑顔はちょっと怖かった。

			　転生する前の俺ならビビッていたかも知れないけど、今はまあ、そんなものかと納得している。

			　悪魔族デーモンはそれでいいとして、他の魔物達は何なんだろう。

			　〝魂〟を集めたからといって、何が出来るとか知らないだろうに。というか、俺だってさっき初めて知ったくらいだし、どうしてそれを競うのかと疑問に思うほどだった。

			　多分、戦利品みたいな感覚なんだろうけど、俺は別にそんなものは欲しくないんだけどね……。

			　しかし、七十万人か。

			　もしも本当に全員分獲得したら、追加で七名覚醒させられる──なんて、自然に思い浮かべてしまう自分が怖い。

			　いかんいかん。

			　心まで魔物になってしまわないように、気を引き締めてかかるとしよう。

			　そう決意を新たにして、俺は大スクリーンへと視線を向けた。

			「動き出したな」

			　そこに映るのは、隊列を組んで動き出す帝国将兵の姿だ。

			　まるで恐れる様子もなく、平然と門に突入を開始している。

			「計画通り。半数以上突入してくれれば、後がだいぶ楽になるんだが……」

			　俺がそう呟くと、ベニマルが不敵に笑った。

			「一兵たりとも逃がす気はありません。状況次第では、俺も出ますよ」

			　それに頷くゲルド。

			「オレの第二軍団の実働数は一万七千ほど。数だけ比すれば見劣りするが、実力では負けぬ。地形を変えて、敵軍を封じ込めて見せよう」

			「頼もしいな。その内側を俺の炎で焼き尽くせば、残った者が戦うに値する強者という事だ」

			「それについては、カレラ殿も協力してくれるだろう。先程から暴れたがっていたようだし、喜んで実力を発揮してくれるだろうさ」

			「原初の実力は疑いようもないな。俺も負けてはおれぬ」

			　あれあれ？

			　思っていたのと違う感じの会話だぞ。

			　ベニマルやゲルドは勝つのが前提という話しぶりである。俺だって少しは心配しているのに、大した豪ごう気きさだ。

			　当たり前のようにカレラを戦力に組み込んじゃってるし、原初への恐れとか遠慮とか、微塵も感じられないね。

			「ベニマル、ズルイですよ。殲滅戦ならば私の出番でしょう！」

			　と、シオンまで名乗り出る始末。

			　またもや俺の護衛なのを忘れちゃった感じだけど、管制室は一番安全な場所にある。シオンの配下である〝紫克衆ヨミガエリ〟は、そのしぶとさが売りの部隊だ。遊ばせておくのももったいないので、地上戦になったら活躍させようとは考えていた。

			　シオンが望むのならば、出撃命令を出してもいいとは思うのだが……。

			「落ち着けシオン。敵がどう動くのか、それを見極めるのが先だ。場合によっては、お前にも働いてもらうから」

			　ともかく今は、そう言って宥なだめておいた。

			「クフフフフ。リムル様の護衛ならば、私一人で十分ですよ」

			　ディアブロもこう言っているし、いざとなったらテスタロッサ達を呼び戻せばいい。彼女達は『転移』出来るので、一瞬でやって来れるのだ。

			「リムル様がそう仰おっしゃるのなら、いいだろう。その時はお前にも出撃してもらうぞ、シオン」

			「うむ！　ベニマルよ、任せておくといい」

			　シオンは満面の笑みを浮かべ、ベニマルに礼を言っている。

			　どうしてこの娘はこんなにも戦いが好きなのか、俺にはちょっと理解不能だけど。まあ、本人が喜んでいるのだから、良しとしよう。

			「さて、と。それではリムルよ、我は準備に入るとするぞ！」

			「アタシも行くよ！　迷宮の恐ろしさを見せてあげるのよさ！」

			「うむ。最後の守りは我がいる故、安心するがいい」

			「それではリムル様、失礼致します」

			　気合が入った様子で、ヴェルドラとラミリスが管制室から出て行った。それにベレッタも続き、管制室が寂しくなる。

			


			

			


			　ヴェルドラからすれば、迷宮主としての初仕事である。本当に出番があるかどうかは不明だが、その姿はとても頼もしく思えたのだった。

			「それでは敵のお手並み拝見といこう」

			　続々と門を潜る者達を視界に収めながら、俺は魔王らしくそう言った。

			　頷く一同。

			　こうして、帝国軍本隊七十万との決戦が開幕したのである。
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			　機甲軍団の軍団長であるカリギュリオは、予定通りに進む状況にほくそ笑んでいた。

			　絶大なる自信を持って自軍を眺める。

			　続々と大門を潜る精鋭達。

			　その先は迷宮に繋がり、莫大な富をカリギュリオにもたらすはずだ。

			　今頃魔物達は、予想外の大軍の出現に大慌てしているだろう。

			　それもこれも全ては、入念な計画と、それに応える将兵達の実力あっての事。

			　………

			　……

			　…

			　侵攻ルートは参謀達と幾度も協議を重ね、敢あえて目立つように『魔導戦車師団』を正面から侵攻させる。それに加え、邪竜ヴェルドラが現れても撃退出来るように、虎の子である『空戦飛行兵団』の飛空船百隻を投入していた。

			　グラディム率いる『魔獣軍団』を西側に運ぶのも、『空戦飛行兵団』の仕事だ。しかしそれは海の上を飛行する事で、安全な旅が約束されていた。

			　飛空船に戦力は必要ないという判断で、カリギュリオが請け負うべきは兵へい站たん支援のみ。飛空船三百隻をフル稼働させて軍需物資も同時に運搬する事で、その役割を終えようと考えていた。

			　故に、戦力を集中させているのは対ヴェルドラ戦に向けてだ。ジュラの大森林に派遣させた飛空船百隻には、完全態勢で最精鋭魔法使いを搭乗させているのだった。

			　これで援護態勢も万全であり、この戦力だけでも、西側全てを制圧するのに十分であろうと考えられている。

			　更にグラディム達がイングラシア王都に攻め込めば、戦争終結まであっという間だろう。

			　この、両面同時作戦において、カリギュリオの機甲軍団が負う役割は大きい。それはつまり、成功すれば多大な成果を挙げる事を意味する。

			　これによって、帝国内での権勢はいやが上にも増すだろう。それを思うと、笑いが止まらぬカリギュリオであった。

			　本作戦の概要はというと──

			　目立つように侵攻させた『魔導戦車師団』に敵が喰い付いた辺りで、今度はカリギュリオ自身が率いる本隊も堂々と姿を現す。そして、魔王リムルの本拠地を攻めるのだ。

			　事前の情報によると、魔王が支配する都市は迷宮へと隔離出来るらしい。そんな馬鹿なと思うが、それが現実なのである。

			　地上に残されるのは、迷宮に繋がる大門一つ。

			　ならばそれを包囲し、逃げられぬようにすればいい。

			　周囲の空間も魔素撹乱放射マジックキャンセラーで封鎖してしまえば、転移魔法も封じられる。完全に封鎖可能だと考えていた。

			　問題となるのは、武装国家ドワルゴンの戦力だ。

			　英雄王ガゼルは侮あなどれぬし、ドワーフ兵も屈強で名高い。千年不敗は伊達ではなく、甘く見ていると手痛い目にあうだろう。

			　だが、しかし！

			（負けるはずがない。二千台もの魔導戦車があれば、旧世代の骨董品を持ち出したところで、戦いにすらならんだろう）

			　武装国家ドワルゴンの中立性など、帝国にとっては関係ない。厄介だから見逃していただけで、勝てるとなったら遠慮する必要はないのである。

			　魔法と科学。

			　その融合による、全く新しい戦闘方式に基づいた最強軍団。

			　それこそが、カリギュリオ率いる機甲軍団なのだから。

			　ガゼルは確かに英雄だが、たった一人では何も出来ない。無論、量より質が戦況を変えるというのは常識なのだが、戦車砲の破壊力を知るカリギュリオにとっては、剣と魔法で戦うなど時代遅れでしかない戦法なのだった。

			　時代遅れの旧式武具しか準備出来ぬドワーフ達には、新時代の軍団の真価など想像も付かないだろう。それを知った時には、既に手遅れ。一方的な蹂躙がドワーフ達を待ち受けているのだ。

			


			　──そうした考えは根本から間違っていたのだが、その時のカリギュリオが気付く術すべなどなかった。幸せ者のカリギュリオは勝利を確信しており、万が一にも敗北するなど想像もしていなかったのだ──

			


			　そして先程、待ち望んでいた報告が入った。

			　敵方の使者が訪れ、交渉は決裂。そのまま交戦状態に入ったとの事。

			　それを受けて予定通りにカリギュリオ達は進軍し、現在の状況、魔王リムルの本拠地と目される地を制圧下に置いたのである。

			　………

			　……

			　…

			　悠然と構えたカリギュリオは、部下達に想いを馳せる。

			（ガゼルの首をガスターにやるのは勿もっ体たいなかったかも知れんが、飴も与えねば部下はついて来ぬからな。仕方ないか）

			　ガスター中将やファラガ少将は、カリギュリオの部下の中でも屈指の実力者。きっと期待に応えてくれるはずだと、そう信じて疑っていない。

			　今の時点でガスターやファラガは死亡しているのだが、それを察しろというのはカリギュリオにとって酷だろう。

			「それで、ガスターからの連絡はまだか？」

			「ハッ！　ガスター中将からは交戦に入ったとの一報以降、連絡が取れておりません！」

			「ふむ。そろそろ情勢も決する頃合いだと思うのだがな。そもそも、苦戦している訳でもあるまいに、連絡も寄よ越こさんとは怠慢ではないかね？」

			「ハッ、小官にはわかりかねます……」

			「まあいい。それでは、ファラガからはどうだ？」

			　どうやらガスターは、久しぶりの戦場で興奮しているようだ。大勝利を目前にして、戦いに熱中しているのだろうとカリギュリオは考えた。

			　それならばと、ファラガの状況を問う。ファラガならば、優雅に空の上から戦況を眺めているはず。であれば、正確な報告を上げられるだろう、と。

			　ところが、ファラガを担当する連絡官の様子がおかしい。脂汗を流しながら、必死になって連絡を取ろうとしている。

			「──何をやっておるのだ？」

			　良い気分に水を差されて、カリギュリオは不機嫌になった。その口調にも、若干だが棘とげが含まれている。

			　それに焦ったのか、情報将校が慌てて答える。

			「ファラガ少将からですが、ヴェルドラらしき魔物と遭遇したとの報告が！　確認出来次第続報を上げるとの事でしたが……」

			　その後の連絡はない。

			　一度目の報告以降、一切通信が通じなくなっていた。

			　お抱えの通信魔導師が言うには、ジュラの大森林の魔素が濃いので、ただでさえ通信念波が阻害されやすいとの事。

			　言われて見れば魔素が濃いようだが、心当たりはある。この地は、宿敵であるヴェルドラが生み出した森なのだ。

			　それに、一応は魔王のお膝元。さもありなんと納得するしかなかった。

			　カリギュリオは心配しても仕方ないと、それ以上考えるのを止める。

			　戦闘中ならば報告どころではないのだろう。それに通信魔導師の言う通り、周囲の魔素濃度が影響して〝魔法通話〟が通じなくなる事態は十分にあり得る事だった。

			　それに今、当のヴェルドラが戦場にいるのならば……魔法による通話など不可能だろう。

			　そう納得したカリギュリオは、すぐさま考えを切り替えた。

			「フンッ！　ならば吉報を待てば良い。もしも本当にヴェルドラと遭遇したのであれば、ガスターやファラガからの連絡がないのも当然だろうさ。それならば我々も負けてはおれぬ。さっさと迷宮を攻略してしまえ！」

			　ガスター達には大戦力を与えているという安心感から、カリギュリオは彼等の敗北に思い至れなかった。そんな事は絶対に起きないと、その可能性を切って捨てたのである。

			　それどころか、寧ろ好都合だと考えてすらいる。

			　ファラガがヴェルドラと遭遇した今、迷宮内にいるのは魔王のみ。その配下の四天王とやらも厄介だと聞くが、『機甲改造兵団』の精鋭にかかれば敵ではない。

			　カリギュリオは何の迷いもなく、目の前の迷宮へと集中する事にしたのだった。

			


			　カリギュリオのいる場所には、更地が広がっていた。

			　大都市がすっぽり入るほどの広大さ。その中央付近に、迷宮への入り口となる大門が聳そびえ立っている。

			　魔法による探査結果でも、罠などの有害な代物は確認されていない。あるのは大門だけで、カリギュリオ達の挑戦を待ち受けているふうであった。

			　その大門に刻まれた言葉──弱き者、この門をくぐる資格なし──こそ、自分の考えが間違っていない証拠だとカリギュリオは考える。

			（我々に略奪されるのを恐れて、全てを隠すとはな。魔物ながら、小こ賢ざかしい知恵を持っているではないか）

			　現地調達という名の略奪を怖れるというのは、どこの国にとっても当たり前の事だ。

			　実際の話、食糧が調達出来ないのは困る。大軍を擁する帝国軍にとって、痛手になるのは間違いない。戦術上でも有効な手段だと認められた。

			（だが、甘いわ！）

			　カリギュリオは魔物の浅知恵を笑う。

			　異世界の科学と魔法によって強化手術を受けた兵士達は、一週間は飲まず食わずで全力活動が可能となっていた。

			　エネルギーバランスを考慮された携行食品は、それ一個で一日分の活動エネルギーを供給してくれる。それを各々が二十個携帯していたのだが、現在までの消費量も計算通りであった。

			　既に消費分を配給済みであり、この都市の食糧をあてにせずとも継戦能力は万全なのだ。

			　小型軽量化された携行食品は、兵站を限りなく容易なものへと簡素化していた。最大の問題点である飲料水も、魔法で生み出せるのである。

			　これで一切問題なし。精鋭たる将兵達は、迷宮内で二十七日は活動出来る計算となっていた。

			　大軍での軍事行動における最大の弱点──補給断絶に希望を託したのだろうが、その考えは甘いといわざるを得なかった。

			「我等の補給を断ったくらいで、勝った気にでもなったか？　愚かな事だな」

			　馬鹿にしたように笑うカリギュリオに、参謀の一人が同調する。貴族出身であり、カリギュリオにくっついて甘い汁を吸おうとしている男であった。

			「はっはっは、カリギュリオ様。そんな可哀かわい相そうな事を仰るものではありませんぞ。魔王リムルは、初手から間違いを犯したのですよ。我等が栄光の『機甲改造兵団』を見落とし、囮に向けて最強の手札である邪竜ヴェルドラを向かわせてしまった。そして気付いた時には、これだけの数の英雄達に取り囲まれてしまったのです」

			　それに追従する、他の参謀達。

			「まあ、その考えも責められません。囮とはいえ、向こうは向こうで大部隊ですし」

			「その通りです。最大戦力で対処したくなる気持ちですが、私にも理解出来ますよ」

			　そんな参謀達の会話を聞き、カリギュリオも気分を良くする。

			「フン！　魔王だ何だと息巻いても、所詮はその程度のものよ！　今頃は迷宮の奥で、小さく縮こまっておるのであろうさ！」

			　魔王の考えの浅さを嘲あざ笑わらい、今回の遠征の成功を確信するカリギュリオ達。

			「ワハハハハ！　その通りですな。後はカリギュリオ様の前まで魔王を引きずり出し、その首を刎はねるのみ。そうなれば、カリギュリオ様も魔王殺しの英雄ですぞ！」

			　貴族上がりの参謀がカリギュリオを持ち上げる。

			　悪くない──と、カリギュリオは思った。

			　先まずはこの迷宮を落とし、ここに足場を造る。

			　軍事拠点を築き、その勢いに任せて西側を蹂躙するのだ。

			　早くしなければ魔獣軍団を率いるグラディムが、北側から西側諸国を蹂躙し尽くしてしまう。そうなる前に、ジュラの大森林を抜けたいというのが本音であった。

			　しかし、慌てる必要はない。

			　自分達の功績が減ってしまうのは確かだが、それは微々たるものである。

			　帝国の悲願──〝暴風竜〟ヴェルドラの討伐。その偉大なる功績があれば、他の武功など取るに足らない。

			　それに加えて魔王リムルの首も挙げれば、カリギュリオが最大功労者に選ばれるのは確定であった。

			　カリギュリオ同様、参謀達も勝利を疑っていない様子である。

			　何しろ、七十万の大軍なのだ。

			　その威容を見れば、誰も敗北など考えもつかないというものだった。

			「この地に『結界』を張り巡らせてから、宿営地としよう。その上で逐次部隊を投入せよ。本格的に迷宮を攻略するのだ！」

			「お任せを」

			「それでは、予定通りに」

			　反対意見は出ない。わざわざ不興を買ってまで反対するほど、状況は切迫していないのだ。

			　西側での栄誉など、グラディムにくれてやればいい。それが、この場にいる者達の共通認識なのだった。

			　今は、それよりも。

			　迷宮内で手に入れられるであろう、実質的な金品への興味が大きい。

			　自分達の欲が勝ったのである。

			　ともかく、物量作戦にて迷宮内を埋め尽くし、根こそぎ奪うという単純明快な作戦。その作戦に反対意見が出ない時点で、目先の利益に目が眩くらんでいる証拠であった。

			　勝利を確信しているからこそ、カリギュリオ達は自分達の欲望に素直になる。迷宮内で得たお宝の分け前が、自分達の懐を潤すと信じて疑いもしない。

			　かくして、迷宮攻略が始まった。

			　そして──

			　何も知らぬ哀れな者達は、二度と上る事のない階段を嬉々として下りていく。

			


			　──迷宮は、来る者を拒まない──

			


			　相手がルールを守らなかったとしても、それは同じ。

			　だが、しかし。

			　既に安全装置は解除されている。

			　その先に待つのは、まだ誰も経験した事のない迷宮本来の姿──この世の地獄だったのだ。
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			　迷宮最奥の部屋の一つ。

			　そこに、リムルも知らない秘密の会議室がある。

			　広大な広間に集められたのは、迷宮内の支配者達だ。

			　普段、ここにいる面メン子ツが集う事はない。それがこうして全員揃っているという事で、今回がどれだけ重要案件なのかわかるというものだった。

			　………

			　……

			　…

			　ラミリスの副官にして代理人、迷宮統括者ラミリスのパシリのベレッタを筆頭に。

			　四体の各種竜王達。

			　火炎竜王ファイアドラゴンロード、氷雪竜王アイスドラゴンロード、烈風竜王ウインドドラゴンロード、地砕竜王アースドラゴンロードが広間の四方を占めている。

			　広間中央、黒こく檀たんで作られた円卓に座るのは──

			　九十階層の階層守護者ガーディアン──〝九頭獣ナインヘッド〟クマラ。

			　八十階層の階層守護者ガーディアン──〝蟲皇帝インセクトカイザー〟ゼギオン。

			　七十九階層の領域守護者フロアボス──〝蟲女王インセクトクイーン〟アピト。

			　七十階層の階層守護者ガーディアン──〝不死王イモータルキング〟アダルマン。

			　七十階層の前衛──〝死霊聖騎士デス・パラディン〟アルベルト。

			　以上、迷宮十傑と呼ばれる者達であった。

			　他にも、場違いな者達が三名ほど。

			　アダルマンの隣に、眼光鋭い老人──ガドラが。

			　末席には、五十階層の階層守護者ガーディアンであるゴズールとメズールが、強者達の中で自分達が浮いているのを自覚しながら縮こまって参加していた。

			　ゴズール達だが、普段はどんな相手にも勝てると思っていた。しかし実際に、頂点の存在を目の当たりにした事で、厳然たる格の違いに気付いてしまった。

			　故に今、居心地の悪い思いで座っているのだった。

			　ゴズール達が小さくなっているのには、もう一つ理由がある。それは、この場に集った者達が、誰が最強かで常に揉もめているからだ。

			　今も激しい気迫のぶつかり合いが生じており、空間は異様な圧力で歪んでいるかの如く重く感じられる。

			　新参であるはずのガドラも、平然としてその争いに参加している。それを見て、ゴズール達は自分達の分を悟ったのだった。

			　本物の、頭ぶっ飛んだヤツ等には勝てないよね、と。

			　百年間戦い続けたゴズール達にそう思わせたのだから、ガドラもなかなか大した男であった。

			　ベレッタや竜王達はその争いに加わっていないのだが、さりとて止めるつもりもない。各人の好きにしろという態度を貫いている。

			　それが理由という訳でもないだろうが、十傑内では最強論議に拍車がかかっていたのである。

			　アダルマンがリムルから直接褒められて、階層の位階を上げてもらった件が記憶に新しい。

			　あれ以降、皆が張り切っていた。

			　自分こそがもっとも役に立つ──と、誰もが考えていたのである。下層階の支配者は出番がないので、その想いが強い傾向にあった。自分達の見せ場を欲していたのだ。

			　新参であるガドラは、友であるアダルマンの役に立とうと燃えている。ここで目立った活躍をすれば、本格的に自分の立場も安泰だと考えているのだ。

			　アダルマンはアダルマンで、今以上に彼の信奉するリムルの為に働きたいと考えていた。そして願わくばその地位を高めたい。その為には、他の階層守護者ガーディアンは目障りなのだ。敵ではないが、邪魔な存在だと考えていたのである。

			　アルベルトは、アダルマンに追随する。その上で、自身の武功を高めて、その名を轟とどろかそうという野望を秘めていた。意外と野心家なのだった。

			　アピトとクマラは女性同士、とても険悪な間柄である。

			　特にクマラは、九十階層という深奥を守護している。故に、その出番はほとんどないに等しい。

			　聖騎士ホーリーナイト達を相手に活躍があったアピトを、クマラは妬ねたんでいた。なので反発も大きく、対抗心から煽るのである。

			　アピトはアピトで負けん気が強く、クマラを相手に一歩も退く気がない。故に、この二者は事あるごとに対立していた。

			　ゼギオンは我関せずを貫いているが、彼こそが迷宮内の頂点。皆の嫉妬を一身に受ける者である。望むと望まざるとにかかわらず、争いに巻き込まれる立場なのだ。

			　このように、迷宮内の強者達の関係は険悪である。

			　だがしかし、心底憎しみあっているのかと聞かれれば、それは違うというのが真相であろう。

			　結局は、自分が一番だと証明したいだけで、相手を蹴け落おとそうというのとは違うのだから。

			　妬みはするが、相手の事を尊重もしている。

			　喧嘩はするが、だからといって相手を憎んではいない。

			　互いが互いを切せっ磋さ琢たく磨まするライバルであると、誰もが考えているのだった。

			　………

			　……

			　…

			　そんな彼等が一堂に会したのだが、今は意外なほどに静かである。皆の視線は、空席のままである円卓の上座に固定されていた。

			　迷宮の王たるヴェルドラと、この迷宮を生み出した偉大なるラミリスの席へと。

			　招集されてから、既に二時間は経つ。

			　先程までは騒々しかったのだが、ベレッタが姿を現した事で皆が静まり返っていた。

			「もう間もなくしたら、ヴェルドラ様とラミリス様が訪れる。静粛にして待つのだ」

			　ベレッタはそう告げて、自分の席に座った。

			「筆頭殿、一つ聞いてもいいでありんすか？」

			　クマラがそう問うと、ベレッタが頷く。

			「今回、わっちらが集められたのは──？」

			「君達が想像している通りだろう。この迷宮へ侵攻している愚か者共を、どのように撃滅すればいいか、皆で相談するのが目的だ」

			　それを聞いて以降、皆が口を閉ざした。

			　皆も、今現在の状況は聞き及んでいた。

			　招集された目的は聞かされていなかったが、ほぼ正確にその目的に気付いていたのだ。だからこそ激しく牽けん制せいし合っていたのだが、帝国軍が迷宮に侵入してきたと聞かされた今、競争心よりも敵てき愾がい心しんが上回った。

			　迷宮を敵にするというのは、どういう意味を持つのか。それを正しく理解させる為に、皆の心が一つになったのである。

			　重苦しい緊張感がその場を満たし、そして──

			「やっほー、お待たせ！」

			「諸君。良く集まってくれた！」

			　ラミリスとヴェルドラが登場した事で、広間の熱気が一気に高まった。

			　ラミリスはそんな雰囲気に気分を良くして、いつになく真面目な口調で皆に問いかける。

			「今日はこの迷宮始まって以来の、未曾有の危機を迎えているってワケ！　そこで、諸君らの考えを聞きたいのよさ！」

			　そしてそれが、会議開始の合図となった。

			


			　最初に反応したのはクマラだ。

			「あら？　そんなの決まっておりんす」

			　待ってましたとばかりに自分の考えを述べようとしたのだが、その言葉を奪うようにアピトが続けた。

			「皆殺し、だな」

			　睨み合うクマラとアピト。

			「今回は、わっちの階まで出番を回してくれんすよね？　アピトはここのとこ、聖騎士ホーリーナイトさんと遊んでいて満足でありんしょう？」

			「何を言うのでしょうか？　ヒナタ様ならばともかく、聖騎士団クルセイダーズでは相手が弱すぎて、余計につまらぬ思いを味わっているのです！」

			　別の意味での緊張感が会場に走る。

			　それを宥めたのは、意外にもヴェルドラだった。

			「クアハハハ！　争いはやめよ。そして安心するがいい。今回は、全員に戦う機会を用意する。我が聞いた話では、あの者共は迷宮の最奥を六十階層目だと思っておるようだ。百階層まであると宣伝しておるのに、信じておらぬ。そんな馬鹿な話があっていいと思うか？」

			　否！　と、全員が思った。

			　うむ、と頷くヴェルドラ。

			「それに合わせて演技するのも面白いかと思ったのだが……面倒に思えてな」

			「そうだよ、その通り！　今師匠が言った通り、五十階層まで突破してくるのを待っているのは、とても面倒だと思うのよさ。これはアタシ達にとってだけじゃなくて、相手にとってもね」

			「うむ。外には今、七十万ほどの数がひしめき合っておる。リムルからは、出来るだけ多く迷宮に誘い込むように言われておってな──」

			「入り口でもたついてると、時間もかかるでしょ？　敵の数が多いってのも、考えものなワケ。でね、最初から各階に千人ずつ、敵軍を分断して送り込むのを繰り返す事にしたのよさ！」

			　幸いにも、帝国将兵は規律正しく整列し、行動している。列が乱れぬ事で順調に迷宮に入っているが、それでも時間がかかるのは当然であった。

			　これで前列が戦闘に入ったら、そこで動きが中断してしまう。そうなると、全員が迷宮に入るまでに、どれほどかかるか分かったものではなかった。

			「籤くじ運が強ければ、相手に強者がいるかもよ？」

			「クハハハハ！　中にはベニマルが捜しておる、リムルを脅かす者がいるやも知れんぞ！　まあ、それは心配し過ぎだと思うのだが、捜し出せればそれだけでも大金星よな」

			　そのラミリスとヴェルドラの言葉に、一同が目の色を変える。

			　リムル配下の四天王は、迷宮を預かる者達にとって憧れである。中でもベニマルは、リムルの腹心にして最大の友。いつか戦ってみたい相手だと思われていたのだ。

			　違うよ。最大の盟友は我だよ。と、ヴェルドラが聞けば思ったであろう。だがしかし、誰もそれを口にしなかったので、この場はスムーズに話が進んだ。

			「つまり……全員に機会があるのですね？」

			「そういう事でありんしたら、わっちに文句はありんせん」

			　アピトとクマラはそれを聞いて、一瞬にして和解の雰囲気になった。

			　他の者達も己の野望を胸に、やる気を漲みなぎらせている。

			「それでは、自分の支配領域テリトリーに入った者共は、各々が自由にしても良いという事でしょうか？」

			　というアダルマンの問いに、「その通り！」とラミリスが大きく頷く。これが決定打となり、迷宮勢はより真剣味を増した。

			　ラミリスが説明を続ける。

			「今もどんどん侵入しているんだけど、とりあえず四十一階層から順番に放り込んでる。千人入った時点で一つずつ階層を下げて受け入れていくから、そのつもりでいてね！　それからゴズール達には別の任務を与えるから、後で説明するね」

			　この場にいる者達の嫉妬の視線が一斉にゴズールとメズールに集中し、二人は緊張して震える。先程までより身体を縮こませて、何とかこの場を乗り切ろうと必死になって。

			　こんな思いを味わうくらいなら、愚かな侵入者共と戦う方が何倍もマシだ──と、二人の気持ちは一致していた。

			　そんなゴズール達を気に留めるでもなく、ラミリスの説明は終わらない。

			「こんな感じで、上手く各階層に散らして受け入れるって寸法なワケ。最終的には、四十一から五十階層で十万。五十一から六十階層で十万。六十一から七十階層で十万。七十一から八十階層で十万。八十一から九十階層で十万。そして、各竜王にそれぞれ一万を引き受けてもらう感じ？　まだまだ突入してくれるようなら、それは上層階に振り分けていくからね！」

			　一度に受け入れる最大目標としては五十四万。最低でも三十五万は受け入れたいと、ラミリスは話す。そして最後に、一番重要な件についての説明を行う。

			「忘れちゃダメなのが、今回に限り迷宮のルールを変更してるってコト。各ドラゴン部屋は、通常の十倍に拡大しているし、階層の入れ替えも行ったから、九十階層を突破されたら直ぐにドラゴン部屋に突入する形になっちゃう。でもね、そんなのは重要じゃないの。本当に大事なのは、クリア条件が変わっている事なのよさ！」

			　パタパタと飛び回りながら、ラミリスが強調した。

			　そのクリア条件とは、果たしてどのようなものなのか？

			　先ず今回は、門を潜った時点で、クリアしないと出られなくなる。クリアとはヴェルドラの討伐を意味するので、実質的に総力戦という訳だ。

			　また、ヴェルドラに挑戦する為の条件として、十傑が落とす鍵を十個集める必要があった。

			　つまり、最初に八十階層からスタートした者でも、上層階へ戻って他の十傑を倒して回らねばならないという事である。

			　これを聞いて、十傑達の顔に満足の色が浮かんだ。

			　広間の四方で小さく唸る竜王達。

			「そういう事でしたら、平等にチャンスがありそうですね」

			「そうでありんすな。どちらが多く獲物を仕留められるか、競争でありんす」

			　と、火花を飛ばし合う者達。

			「フッ。我が剣を本気で振るに相応しい相手がいればいいのだが」

			「慢心するなよ、アルベルト。我等はただ、神敵を滅する事だけを考えていればいいのだ」

			　と、闘志を燃やし始める主従。

			　静かに瞑想を続ける者。

			　誰もが来きたるべき戦いに向けて、気合十分といった様子だった。

			　そんな迷宮十傑を前にして、その筆頭──と目されているベレッタが口を開く。

			「それで、ラミリス様。以前からお願いしていた件ですが……」

			「ああ、アレね。うんうん、リムルからもオッケーが出たから、今回で様子見してみよっか」

			「ありがとうございます。それでは──」

			　ラミリスと何事かやり取りした後、ベレッタが立ち上がり十傑達を見回した。

			「諸君。ワレはラミリス様より、迷宮統括者ダンジョンマスターの役割を与えられている。それと同時に十傑筆頭も併任していた訳だが──」

			　ベレッタとしては、十傑筆頭の立場など雑用を任されているだけだとしか思っていない。語呂合わせ的に十名必要だったから、ベレッタが数合わせとして十傑入りしていただけなのだ。

			　その役職名も、いい加減なラミリスの性格を反映しているのかコロコロと変わる。酷いものでは〝ラミリスのパシリ〟というものもあり、ハッキリ言って、不本意であった。

			　同僚たるトレイニーなど、同じ立場であるにもかかわらずラミリスから重宝されている。その理由としては、ラミリスの事を一切叱らないからなのだが……それもどうかとベレッタは思うのだ。

			　そんなトレイニーだが、今も好き勝手に行動している。ラミリスの了承は得ているようだが、ベレッタにも内緒で何ど処こかへ行ってしまったのだ。

			　困ったものだと、ベレッタは密かに溜息を吐く。

			　ともかく、現状では数合わせとして十傑筆頭を名乗らされている訳だ。ベレッタとしては不本意だったので、迷宮十傑の地位くらいは、他の誰かに譲りたいと考えていたのだった。

			　そして今、待ち望んでいた機会が到来した。

			「──その地位は、今回の戦にて武勲を立てた者に譲ろうと思う」

			　おおっとばかりに、十傑達の目の色が変わる。

			　ゴズールやメズールまでも、もしかしたら自分達が十傑入り出来るのではないかと、身の丈に合わぬ野望を抱き始めていた。しかし残念ながら、その野望は次のベレッタの言葉で霧散する事になった。

			「今回の戦での十傑としての役割は、暫定としてそこにいるガドラ殿に埋めてもらう。その実力は、アダルマン殿が推薦している点からみても確かであり、その知識については、ワレだけでなくラミリス様までも認めるほどに豊かなものだ」

			　いきなり名指しされたガドラだが、驚きつつも平然としたものだ。伊達に長生きしている訳ではなく、こういう場面でも慣れたものなのである。

			（キター!!　ワシの時代じゃぞ。ここで目立った功績を残せば、暫定の二文字も消えるというものじゃ!!）

			　ガドラは常にアグレッシブなのだ。そうでなければ、生き馬の目を抜くように各国を渡り歩いたりなど出来ないのである。

			　そしてガドラは、自分の分を弁わきまえていた。その正確な鑑定眼で、迷宮十傑の実力を見抜いている。中には自分より下位や互角程度の者もいるが、比較するのも烏お滸こがましいほどの強者もまた、十傑の中に在籍していた。

			　そうした規格外を無視して、自分が筆頭を名乗る事など絶対に有り得ない。それを十分に理解していたからこそ、ガドラは十傑入りを目標と定めたのだった。

			「謹んで拝命いたしましょう！」

			「引き受けてくれるか。ワレも助かるぞ、ガドラ殿」

			　ガドラとベレッタ、利害関係が成立した瞬間であった。

			　こうして、暫定的にではあったが、帝国戦を前にして人事異動が行われた。ベレッタが十傑から抜けて、ガドラがメンバー入りしたのである。

			「うんうん！　ガドラちゃんが引き受けてくれて、アタシも嬉しいよ。ガドラちゃんに任せるのは、六十階層だから。あそこのボス、魔王の守護巨像デモンコロッサスを存分に使いこなしてよね！」

			　トントン拍子に話は決まる。

			　これは既にリムルとも打ち合わせ済みの話であり、ガドラに試験的に運用させてみようと決定していたのだ。

			　ガドラも普段はラミリスの研究を手伝っていたりしたので、一も二もなく了承している。

			　寧ろガドラからすれば、魔王の守護巨像デモンコロッサスを任せてもらえるのは望むところであったのだ。

			「うむ！　こうなると、ガドラにも何か〝二つ名〟を与えてやらねばなるまいな」

			「あ、それなんですけど、ガドラちゃん、何か希望ない？」

			　そんな事を突然言われても、ガドラとしても反応に困る。

			「そ、そうですな……」

			　大事なのはソコじゃないだろうと、ガドラとしては思うのだ。

			　帝国軍も既に侵攻しているとの事だし、さっさと防衛態勢に入った方がいい。それは、口に出さずとも誰もが考えている事だと思う。

			　だがしかし、頂上の方々にとっては大した問題ではないらしく、こんな時でも普段通りの態度を崩さない。

			（さ、流石じゃわい。ルドラ陛下も大した御方じゃったが、この方々も負けておらぬ。いやはや、〝暴風竜〟や〝迷宮妖精ラビリンス〟ならば、それも当然というものか……）

			　そう感服するガドラ。

			　ガドラは忠誠心とは無縁な男なのだが、ヴェルドラやラミリス、そして、そんな二人を上手く使っているリムルに対して、畏怖するような感情を抱いたのだった。

			「〝魔導王ルーンマスター〟などどうだ？」

			「師匠、それすっごく恰好いいと思う！」

			「であろう？　我だってな、決める時は決めるのだよ。クアーーーハッハッハ!!」

			　ガドラに異論などあろうはずもない。

			　そういう事になったのだった。

			　あらかた説明も終わりかと思われたが、ラミリスにはまだ伝達事項が残っていたようだ。

			「そうそう、思い出した！　ゴズールとメズールにも重要な役割があったのよさ！」

			　そう告げられ、自分達にどんな役割が与えられるのかと緊張していたゴズール達が飛び跳ねた。

			「そ、それで、我々にはどんな御役目が？」

			「何をすれば宜よろしいのでしょうか？」

			　恐る恐るそう訊ねる二人。それに対してラミリスは、気負いもせずに命令する。

			「三十階層に待機して、そこのボス達を使役していいから。それで、逃げて来る者がいたら排除してね。その腕輪の復活先も三十階層にしといたから、間違って殺されても大丈夫！　頑張ってちょうだいね！」

			　その口調は、出来て当然という感じだった。

			　ゴズール達は頷くしかない。

			　やる気はあるが、それ以上に不安が大きい。

			　ここで役立てなかったら、見捨てられるのではなかろうかと。不甲斐ない戦いをしようものなら、この栄誉ある役職をクビになってしまう。そうならぬよう頑張ろうと、ゴズールとメズールは顔を見合わせて頷きあった。

			　三十階層のボスは、B+ランクの大鬼の狂王オーガロードとその配下五人衆だ。Ａランクオーバーであるゴズール達の命令には従うので、今は頼もしき仲間に思える。

			　それに、新参者のガドラでさえも、平然として十傑の代行を了承したのだ。先輩であるゴズール達が、ここで無様な真似など出来ないのである。

			　そしてもう一つ。二人には気付いた事があった。

			　もしも三十階層を抜けられたとしても、帝国軍に逃げ場はない。最上階である一階層まで上ったとしても、そこからまた折り返す他ないのだ。

			　そう考えれば、自分達の仕事は非常に責任が軽い。それに、負ければ負けるだけ殺される事になってしまうのだ、と悟ってしまった。

			「やってやろうぜ。俺達だって階層守護者ガーディアンなんだ。ここで功績を認められりゃあ、“格”が上がるってもんよ！」

			「ああ、その通りだぜ兄弟。今回は交互とかケチな事は言わねえ。全力で敵をぶっ潰そうぜ！」

			「逃げて来た帝国兵など、俺達が一匹残らず駆逐して見せまさあ！」

			「おうよ！　ラミリス様の期待に、必ず応えて見せますぜッ!!」

			　後がないならば、前に出るしかない。

			　不安など一瞬にして消し飛び、二人のやる気も燃え上がったのだった。

			


			　こうして、皆の役割分担は決まった。

			「リムルからの依頼で、出来るだけ多くの帝国兵を迷宮に誘い込むからね！　その為には、ある程度は相手にもいい思いをさせてあげてよね！」

			　それを聞いた者達は、わかっているとばかりに力強く頷く。誰もが自分の役割を理解していた。少なくとも一日目くらいは、静かに敵軍の動向を見守るつもりであったのだ。

			　そんな一同を満足そうに見ていたラミリスが、最後に爆弾を落とす。

			「よしよし。それじゃあ皆、頑張ってね！　ちなみにこの戦いは、リムルも見てるって言ってたから。筆頭を誰にするかの判定だけじゃなくて、自分達の活躍を見てもらえるチャンスだからね！」

			　そのラミリスの発言で、全員の表情が殺気立つほどに真面目なものとなった。

			「──リムル様が御照覧下さっている、と？」

			　沈黙を守っていたゼギオンまでもが、重々しく言葉を発している。

			　その事に驚くアピト。

			　〝蟲皇帝インセクトカイザー〟ゼギオンは寡黙な男であり、滅多に言葉を話す事がないからだ。

			　魔王リムルへの忠誠以外には強さにしか興味を持たぬ男──それがゼギオンなのだった。

			「えっと、う、うん。リムルも鑑賞するって言ってたよ？」

			　思わず気け圧おされたラミリスは、口ごもるようにそう答える。

			　何しろラミリスにとっても、ゼギオンが話すのを見る機会など滅多にない。驚くのも当然であった。

			「ゼギオンよ。ラミリスの言葉に嘘はないぞ。リムルもな、迷宮勢の強さに興味津々であったわ。だからこそ貴様達を信じて、今回の戦の大役を任せる気になったのであろうて」

			　驚いているラミリスをフォローするように、ヴェルドラがそう述べる。

			　ヴェルドラにとってゼギオンは、以前より戦闘訓練を行っていた優秀な弟子なのだ。

			　その実力はなんと、ヴェルドラとも付き合いの長いカリスをも上回っている。それどころか、条件次第ではヴェルドラとも互角以上に戦えるほどに成長していた。

			　ゼギオンは強過ぎるのだ。

			　迷宮内でゼギオンの相手が出来る者など、ヴェルドラ以外にはいないのである。

			　そんなゼギオンだからこそ、この千載一遇の好機に胸を高鳴らせていたのだった。

			「──そうか。リムル様が我等の活躍を……滾たぎるな。このオレがどれだけ成長したのか、その全てをお見せするとしよう」

			「えへへ、勿論！　期待してるって言ってたから、皆で驚かせようね！」

			　無邪気な笑顔でラミリスがそう締めくくる。

			　ラミリスは無邪気で善良ではあるが、その本質は無慈悲なのだ。魔王を名乗るだけあって、弱肉強食という絶対のルールに異を唱えたりしない。

			　迷宮に踏み入る時、誰もがルールを提示されている。それは帝国の将兵であっても例外ではなく、〝本人の入るという意思〟を確認する際に、クリア条件を満たさなければ出られないが良いかと各人の本能に問い掛けていた。

			　それを脅しと捉とらえるか、警告と捉えるのか……そこでヤバイと思った者はいても、止めようとした者はいなかった。誰もが迷宮内で得られる富を夢見て、砂糖に群がる蟻ありのように迷宮に吸い込まれていったのだ。

			　その時点で、ラミリスの慈悲は消えている。

			　故に、何の遠慮もなく敵として迎え入れていた。

			　そして、帝国の将兵達は思い知る。

			　この迷宮の真の姿。

			　恐怖を──

			「勝利を。リムル様に捧げよう」

			　ゼギオンがそう呟き、席を立った。

			


			

			


			　それを合図に、全員が動き出す。

			　地獄の会場にて、来客の到来を待ち構える為に。
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			　地下迷宮ダンジョン入り口に、続々と帝国軍の兵士達が吸い込まれていく。

			　整然と列をなし、無駄のない動きで規則正しく。

			　各々の腰には安全帯が装備されており、前後合わせて三メートル間隔となるように連結されていた。

			　戦闘班は別におり、こちらはロープで繋がれず自由行動が取れるようになっている。戦闘のない時は、兵士達を繋ぐ命綱を握るのだ。

			　迷路など、物量の前では問題にならない。事前準備は万端であり、誰一人として迷う事なく迷宮攻略に挑めるというものだった。

			　その手際の良さに満足しつつ、カリギュリオは得られるであろう富へと思いを馳せる。

			（迷路など、子供騙しに過ぎぬ。問題は、そこに生息するという魔物だが……）

			　その強さではなく、戦闘で時間を消費するのが問題なのだ。事前調査では六十階層が最下層だとの事だったが、それも確実ではない。

			　百階層まであるという噂まであるが、それは現実的ではないと判断されていた。

			　ブラフであると思われていたのだ。

			　深い階層からはより価値ある宝物が得られる。それに何よりも、より純度の高い〝魔晶石〟が回収されるだろう。それはとても魅力的なのだが、生息している魔物の強さも比例して上昇するらしい。それは面倒だなと、カリギュリオは頭を悩ませていた。

			（まあ、魔物の種類さえ判明すれば、適切な処置方法も見み出いだせよう。そうすれば効率の良い狩りも行えるであろうて）

			　自慢の髭ひげを撫で、カリギュリオはそう結論付けた。

			　訓練された将兵達を目にすれば、迷宮など脅威とも思えない。その威容は、厳然たる力の証なのだ。

			　迷宮内での戦闘も想定して、訓練も行っていた。

			　精霊魔法の使い手が進路確認をして、特殊工作班が罠の解除を行う。戦闘班が魔物を駆逐し、処理班によって魔物の解体と〝魔晶石〟の採取が行われる。この一連の流れを、各々の列の先頭で行わせる段取りだった。

			　そして得られた宝物は、連結した兵士達を経由させて後列へと送る。そしてそのまま入り口前まで受け渡しさせて、待機させていた者に作戦司令部まで運搬させるのだ。

			　兵士を連結する事で、状況の変化に対応する。何かあれば、即座に情報を持ち帰れるように、兵士達の訓練は入念に行っていた。

			　カリギュリオの策は、当初はとても上手くいっていた。ところが、その内に異変が生じ始めた。千人ほどが入った時点で、連絡が途絶えてしまったのだ。

			「閣下、どう致しましょう？」

			　兵士達の身に何が起きたのか？

			　それは不明である。ロープが綺麗に切断されていた事から、どうやら空間が歪んだのだと判明してはいた。

			（事前情報にあったな。迷宮の構造が変換する時がある、と。しかしそれは二十四時間に一度との話だったが……）

			　思い悩むカリギュリオではあったが、兵士の列を止めさせたりはしなかった。そのまま暫く、突入を続けさせたのである。

			　その結果判明したのが、千人を超えるごとに迷宮構造が変化している、という事実だった。

			　──いや、違う。と、カリギュリオは気付いた。

			「なるほどな。敵も我等を歓迎してくれておるようだ」

			「──？　と、言いますと？」

			「知れた事。迷宮が人で埋め尽くされると、向こうとしても都合が悪いのだろうさ。あの階段を下りた先は地下二階などではなく、恐らくは他の階層へと繋げたのだろうて」

			「何と!?　そのような真似が……」

			　驚く参謀を馬鹿にしたように眺め、カリギュリオは鼻で笑った。

			「出来るだろうよ。相手は仮にも魔王なのだぞ？　自分の支配地でその程度の事も出来ぬようでは、当の昔に滅ぼされておるだろうさ」

			　かなり正確に、カリギュリオは迷宮で起きた出来事を予測して見せた。

			　連絡が途絶える前の兵士達の会話から、特に何か異変が起きている様子は感じ取れていない。それなのに、突然何か起きたとも考え難かった。

			「それに、だ。丁度千人で連絡が途絶えておる。これをどう考える？」

			「なるほど……閣下の御明察、恐れ入ります」

			　うむ──と頷き、カリギュリオは方針を考える。

			　今の時点でも、幾つかの宝物が運ばれて来ていた。それは見事な装身具だったり、〝魔鋼〟製の武器や防具だったり。

			　どれもこれも一級品。それに、採取された〝魔晶石〟は良質であり、エネルギーへの変換効率は文句なく高かった。

			　その時点で侵攻を中断したならば、先行させた二千名の命は絶望的だ。それよりも、当初の計画通り物量で押し切る作戦が有効であろう。

			　カリギュリオはそう判断した。

			「脅しだな。我等に迷宮攻略を諦めさせ、時間を稼ぐつもりだったのだろう。そうすれば、ドワルゴンからの援軍も期待出来るであろうからな」

			「笑止ですな。今頃は、そのドワルゴンも──」

			「そういう事だ。ここで中断するなど、敵の思う壺だと知れ！」

			「ハハッ！　それでは引き続き、迷宮攻略作戦を続行致します！」

			　カリギュリオは、敵の策を見破ったと満足した。そして、得られる利益と兵士達の命を天秤にかけた上で、多少の不安要素など無視する事にしたのである。

			　この時、帝国軍の命運が決まったのだ。

			


			　突入開始から、丸一日経過した。

			　昼夜問わずの突入で、約三十五万名もの将兵が迷宮へと侵入を果たしている。

			　相変わらず、千人を目途に侵入先が変更されていた。

			　どうやら特定の階層に飛ばされた者たちだけは、かろうじて体の一部を外に出せるようで、そこから得られる宝物の種類も移り変わっている。低品質なものなどほとんどなく、中には孔空きの武器も含まれていた。

			　敵の新兵器と思わしき武器である。

			　これがあるという事は、敵がどれだけ慌てているのかわかるというものだった。

			　時間があれば回収していただろう。それをしていないという事は、それどころではなかったという証拠であった。

			（迷宮で客寄せのような真似をしておるから、いざという時に困る事になる。愚かな事だ）

			　迷宮を利用して周辺諸国から人を集める──その発想は面白いと思う。しかし、肝心な時に対応出来ぬようでは、お粗末だと言わざるを得なかった。

			　そんなふうに、当初は魔王リムル達を馬鹿にしていたカリギュリオだったが、丸一日経過した時点で、一旦様子を見る事にした。

			　司令部の兵士達は交代で休憩させている。そのまま継続しても良かったのだが、ふと、不安を覚えたのだ。

			「現在までに迷宮に突入したのは、三十五万だったな？」

			「ハッ！　我が軍の半数が、迷宮内に侵入しております」

			　千人ごとにほとんど連絡を絶つものの、カリギュリオの予想は当たっていた。暫くすると、前に突入した兵士を発見したとの報告も入ったのだ。

			　俄が然ぜん勢いづく帝国軍。誰もが不安を抱えていたので、友軍の無事を知って安あん堵どしたのである。

			　多少の事でうろたえるなど、帝国軍の恥さらし。

			　誰もがそう考え、不安を押し隠して行動していた。だからこそ、その朗報に活気づいた。これで恐れるものはないと、侵入する速度も速まっている。

			　その結果が、半数もの将兵が迷宮に飲み込まれた現状なのだが……。

			「これだけの数を投入したというのに、まだ迷宮を埋め尽くせぬとはな……」

			「ここまで広大だとは、思いもしませんでした」

			「六十階層……下層階に行けば行くほど、狭くなるという話だったはずだが？」

			「そう聞いております。もう間もなく制覇すると思うのですが……」

			　予定では、とっくに帝国兵が迷宮を制覇しているはずだった。しかし現実はそうなっておらず、兵士の突入を止めた瞬間に、中に入っている者との連絡が途絶えてしまう。

			　先行部隊を発見すれば、かなりの量の宝物が運搬されて来る。しかしそれも、突入を中断させた今は途切れていた。

			「中に入った者だが、未だに一人も出て来ておらぬな？」

			「は、はい。どうやら、中から外に出る為には、迷宮をクリアせねばならぬらしく──」

			「それは聞いておる。兵士一人一人の脳裏に、侵入時に問いかけがあったのだろう？」

			「左様です。ですが、その条件は明確なのですが……迷宮の王を倒す前に、十個の鍵を守る者共を討伐する必要があるらしく……」

			「なるほど、それでまだ討伐出来ておらぬのか」

			　答えは出ていた。

			　だが、カリギュリオが知りたいのはそれではない。

			　迷宮の王とは恐らく、魔王リムルの事だろう。その討伐がクリア目標というのなら、それは寧ろ望むところであった。

			　そのハズなのだ。

			　しかし現実には、後続部隊を送り込むのを中断しただけで、迷宮内の兵士達との連絡すら取れない状況となっていた。

			「三十五万の戦力で、魔王リムルを倒せると思うか？」

			　そう問われた参謀達は、思わず口ごもった。しかし、直ぐに気勢を上げて答える。

			「ファルムス王国の失敗は、ヴェルドラと遭遇した事でしょう。魔王リムルだけならば、十分に打倒出来ましょう」

			「私も同意見です。Ａランクオーバーの者も大勢参加しておりますので、吉報を待てば宜しいかと」

			　同意を得て安心したのか、参謀達は口々に勝利は確実だと声高に叫んだ。それでもカリギュリオは、どうしても不安を拭い去る事が出来なかった。

			「先ずは迷宮内との連絡を取らせろ。連絡部隊も投入し、各種通話を試させるのだ」

			　カリギュリオの命令を受けて、連絡を取ろうと各種方法が試された。しかし、その全てが失敗に終わる。〝魔法通話〟や『念話』を試みてみたのだが、反応が返ってくる事はなかったのだ。

			　こうなると、参謀達も自分を誤魔化す事が困難になってきた。

			　迷宮からの戦利品で沸わき立っていた心も、先が見通せないという現状を前にして、消しょう沈ちんしてしまっている。

			　それもこれも、迷宮内部と連絡が取れないのが原因だった。状況がわからなければ、参謀達の役割が果たせないのだ。

			「それでは引き続き部隊を編制させた後、突入を再開させます」

			　カリギュリオは「うむ」と頷いた。

			　どちらにせよ、兵士を送り込んで状況を確認しなければならない。このまま地上で待っていても、迷宮内部の様子を確かめる手段がないのである。

			　迷宮への入り口──大門は閉ざされる事なく、大きく開いたままである。最初からまるで変わらず、何事も起きていないかの如く。

			　それなのに少しでも後続が遅れると、直ぐに気配が感じられなくなってしまうのである。

			　それまで順調に行われていた、内部からの金品運び出しも同時に途切れている。それもあってか、作戦司令部に重苦しい空気が漂い始めていた。

			　そして──更に二日が経過する。

			「どうして続報が途切れるのだ？」

			「千名ごとに違う場所に飛ばされるせいで、奥深くに侵入した部隊を発見出来なくなっているのでしょう」

			「ええい、迷宮とはそんなにも広大なのか!?」

			「まさか……」

			「何だ？」

			「全滅している、なんて事は──」

			「馬鹿め、臆病風にでも吹かれたか!!」

			「落ち着け。恐らくはこれが、魔王リムルの策なのだ。我等を疑心暗鬼にして、迷宮攻略を諦めさせるのが狙いなのだろう」

			　今では当初と違い、一時間に千名だけを、慎重に突入させていた。しかしそれでは、宝物どころか情報を持ち帰る事すら困難となっていたのである。

			　一日目だけで、三十五万名が迷宮に入った。

			　二日目には、十五万名が追加された。

			　三日目、三万名のみ。

			　地上に残る帝国将兵は、残り十七万名にまで減っていたのである。

			「ここは、兵力を温存した方が賢明では？」

			「うーむ……敵の策に乗るのは癪しゃくだが、これ以上戦力を減少させるのは考え物よな」

			「迷宮内に補給部隊も送り込みましたので、将兵の活動限界も延びております。少なくとも、二十日は様子を見た方が良いのでは──？」

			「消極的な！」

			「ですが、ガスター中将やファラガ少将とも、未だに連絡が取れておりません。死闘を繰り広げている最中なのか、それとも……」

			　諜報部隊を何度も派遣しているが、帰還者はいない。頼もしき友軍とは、音信不通となっていた。

			「魔素濃度が高過ぎるのだ。他に理由などあるまい」

			　カリギュリオが断言する。

			　これ以上の士気低下は不味いと、そう判断しての発言であった。

			　しかし、この場に満ちた不穏な空気を拭い去るのは困難だった。何とも言えない不気味な沈黙の中、帝国軍の将兵達は、誰もが不吉な予感を覚えていた。

			　それは、言葉を発したカリギュリオすらも例外ではない。

			　まだ十七万もの将兵がこの場にいる。裏を返せばそれは、残り十七万しかいない、とも言えるのだ。

			（もしかすると俺は、とんでもない間違いをしているのでは……）

			　ふと、カリギュリオの脳裏をそんな考えがよぎった。

			　聳え立つ大門。今ではそれが酷く不気味なものに思えて、カリギュリオの不安を助長していた。

			　この門の中、迷宮に挑んだ者達の運命は──

			　カリギュリオがそれを知るまで、あと少し。
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			　──迷宮：四十一～四十八階層──

			


			　迷宮内に入った帝国将兵達だが、その運命は入った階層によって天と地の開きがあった。

			　四十一階層から四十八階層に飛ばされた者達は、幸運だったと言えるだろう。出現する魔物は強いが、それでも所詮はＢランク前後。強化された兵士達の敵ではなく、どんどんと攻略が進められていった。

			　帝国の将兵達は実力者揃いである。

			　冒険者で言うならば、全員が最低でもC+ランク以上に相当する。一流と呼ばれるレベルの腕前なのだ。

			　そんな彼等であったから、魔物が現れても慌てる事なく対処出来ていた。

			　整然と列をなしたまま、行軍する。

			　先頭から少し遅れるように、戦闘班が警戒しつつ護衛行動を取っていた。

			　角ごとに拠点を設置して、通路を制圧。訓練された通りに行動し、フロアを埋め尽くしていく。

			　一日も経たずに、上に上る階段と下に下る階段の両方が発見されていた。

			　今作戦では、最初に全戦力でもって魔王討伐を目指す事になっていた。

			　上層階の宝物を奪うのは、他の部隊に任せるか、全てが終了してからとなる。階段を拠点として制圧。そしてそのまま、攻略は継続される。

			　階段付近には、扉の封鎖された部屋があった。その扉に掲げられた看板には、〝休憩場所〟と書かれていた。事前調査の通りだったが、違うのは扉が開かないという一点だけだ。

			「やはり、扉は開きません。使用出来ないようにされています」

			「当然だろうな。破壊も出来んのか？」

			「ハッ！　銃器、魔法、共に効果ありませんでした。迷宮内の通路と同じく、破壊は困難であると考えて間違いありません！」

			　兵士からの報告に、隊長は頷く。

			　当然の結果であり、驚くに値しない。

			　戦車砲を持ち込むなり、大規模魔法を発動させるなりすれば、あるいは破壊可能かも知れない。しかしそれでは、中にいる者達の安全が保障されない。仮に核撃魔法など発動させようものなら、どれだけの被害が出るか想像もつかないのだ。

			　故に隊長は、当初の予定通り正攻法で迷宮に挑む事にした。即ち、物量作戦である。

			　そして今、休憩場所も利用出来ないと聞かされ、忌いま々いましく思いながらも納得したのだった。

			「上に報告を上げろ。そして、攻略は順調だと伝えるのだ」

			「承知しました！」

			　最初、千人だけで取り残された時は動揺もした。しかし、それでうろたえるようでは帝国将兵の名折れである。

			　部隊長は、そのまま攻略の続行を決断。そしてそれは正解だった。暫くすると、別の部隊と合流出来たのだ。

			　思ったよりも広大なフロアだったが、精霊使いと測量士の連携によって、攻略は順調だった。そして、倒した魔物からドロップする〝魔晶石〟も高品質であり、発見された宝箱からは素晴らしい財宝も獲得されていた。

			　階段を下りた者からは、四十二階層も制圧間近との報告を得た。帝国軍に敗北なしと、その時は大きな歓声が上がったものである。

			　二日目には、四十一階層の全ての部屋の探索も完了した。その勢いのまま四十二階層へと踏み入り、そこにいた部隊と合流。破竹の勢いで四十三階層を目指し、三日目を待たずに四十八階層の手前へと至った。

			　予想以上の成果であった。

			　だがしかし、四十九階層からは勝手が違っていた。

			


			　──迷宮：四十九～五十階層──

			


			「う、うわああーーーーっ、俺の首に何かいる!?」

			「沈む、お、俺の足が溶けてるぅ──ッ」

			「助けてくれ、手が抜けねえ──ッ!!」

			　阿鼻叫喚の有様。

			　油断するとスライム。

			　どこもかしこも、大量のスライム。

			　スライム、スライム、スライム、スライム……。

			　休憩していると、スライムが天井から降って来る。

			　角を曲がると、小隊が分断されて殲滅されていた。

			　壁はスライムで、床もスライム。

			　武器や防具を壊され、兵士達の体力も奪われていった。

			「ええい、まだ突破出来んのかッ!?」

			「ハッ、フロア全体に気配が広がっている為、魔法による探知が効きません。その上、物理攻撃に高い耐性があるらしく、生半可な攻撃が通用しないのです！」

			「しかも、敵の増殖速度が尋常じゃありません！　痛覚もないらしく、こちらの攻撃に怯ひるむ様子も見られないのです！」

			　通常のスライム単体なら恐れるものではないが、これだけ巨大化してしまうと、焼き尽くすのも一苦労。思った以上に厄介な相手となっていた。

			　数時間おきの援軍の助けもあって、撤退しなければならぬほどの被害は出ていない。しかし、時間だけは削られており、思うような成果がなかなか挙がらなかった。

			　結局、全てのフロアを探索し終えたのは、三日目の終盤になってからである。上層階からの部隊と合流出来た事で、ようやく物量作戦で乗り切ったのだった。

			　そして五十階層では、負傷者が山となっている光景と出くわした。

			　暗くジメジメとした洞窟のような通路。そこでは、戦闘音がこだましていた。

			「クソッ、あの化け物共め、また復活しやがったぞ!!」

			　激高したように叫ぶ者がいる。

			　その視線の先には、通路を通せんぼするように巨大な闇の化身の如き蛇が蠢うごめく。

			　嵐蛇テンペストサーペントだ。

			　鎧よろいのような鱗うろこには、生半可な魔法も銃弾も通じない。

			　接近して剣で斬ろうにも、嵐蛇テンペストサーペントの『毒霧吐息ポイズンブレス』は七メートル先まで届く。剣が届くよりも先に死の霧を浴びてしまうのだ。

			「クソが！　この狭い通路はアイツ等の天下じゃねーか！」

			「広い場所なら回り込めるが、これじゃあどうにもならねーぞ」

			「重魔導砲マジックキャノンの用意は？」

			「駄目だ。さっき使ったんで、エネルギーが充填されるまで二時間はかかる」

			　〝重魔導砲マジックキャノン〟とは、携けい行こう式しきの武器の中で最大の威力を発揮する新型の魔導兵器だ。魔石をエネルギー源としている〝魔銃スペルガン〟と異なり、大気中から魔素を集める充魔式になっている。

			　秘められた魔法は、元素魔法：空破大魔砲エアバスター──空気を圧縮させた後、連続爆発させる大威力魔法である。炎は出ない上、指向性を持たせる事が可能。故に、建造物の中などの密閉空間で活躍する魔法だった。

			　これを操れるだけでＡランク認定されるという、上級魔法である。

			　しかし問題は、エネルギー消費が激し過ぎる点だ。それが故の充魔式なのだが、魔素濃度が高い迷宮内でも満タンになるまでに三時間はかかる。普通ならば十分な速度だが、今回はそれでも遅いくらいなのだ。

			「おいおい、冗談じゃねーぜ。それじゃあ何か？　あの化け物共が復活する方が早いってのか!?」

			　嵐蛇テンペストサーペントは明らかに異常な個体だった。首の部分に輪っかがついており、他の魔物とは一線を画す存在感を放っていた。

			　そして重要なのが、何度倒しても三時間もすれば復活してしまうという点である。つまり、何度制圧しても時間経過によって戦闘が再開されてしまうのだ。

			　何よりも厄介なのが、この階層に安全地帯がないという事実であった。

			　そして更に──

			「う、うわーーーーっ、こっちでも出たぞぉ!!」

			　別の通路でも戦闘音が響き始めた。

			　そう、嵐蛇テンペストサーペントは一体ではなかったのだ。

			　確認されているだけでも、十体はいる。A-ランクという高い危険度の魔物の群れが、その特性を生かせる領域エリアを支配していた。

			　ここは黒蛇の巣。

			　本来ならば四十階層の階層守護者ボスモンスターをしている嵐蛇テンペストサーペントとその予備が、全てまとめてこの階層に解き放たれていたのだった。

			　結局、上層階からの援軍と合流出来た事で、武装の充実が図れた。これにより、嵐蛇テンペストサーペントを上回るだけの重魔導砲マジックキャノンを確保。何とか制圧に成功したのは、三日目の深夜になってからの事だった。

			「化け物共の復活に注意しつつ、この階層を維持。傷病者は上層階へと避難させておけ」

			「ハハッ!!」

			　こうして帝国軍は、この場にて部隊の再編制を行った。そして、更なる地獄へと向けて足を踏み入れていく。

			


			　──迷宮：五十一～六十階層──

			


			　五十一階層には、近代的な通路が広がっていた。

			　この階層の制圧は終了しているようで、コーナーごとに兵士の姿が見える。激しい戦闘の跡が見える事からも、この階層も厄介だったのだろうと推測された。

			　部隊長の一人が、現地勢との接触を試みた。

			「状況はどうなっている？」

			　休んでいる兵士を起こさぬように、見張り番に向けて静かに問う。

			「散々だよ。俺達は魔王を侮っていた」

			「と、言うと？」

			「この階層では、罠がヤバイ。俺達が立っているのが、正しい通路だ。それ以外は、絶対に進むなよ。大半の罠は破壊したと思うが、まだ作動するものがあるかも知れん」

			「わかった。ちなみにそれは──」

			　上官に報告すべく、詳しい内容を聞く。

			　そして語られたのは、帝国本国でも採用されていないような、化学兵器の数々だった。

			　目や喉がやられる、無味無臭のガス。

			　神経毒、溶解液のシャワー。

			　大勢の者を巻き込む凶悪な罠の数々。それらの知識は自分達だけの専売特許だと考えていただけに、余計に脅威と感じられた。

			「この階層から暫くの間、魔物は出ない。その代わりに、魔素を動力源とするゴーレムが徘徊してやがる。厄介な事に自己修復機能を備えてるらしくてな、完全に破壊するのに手間取っちまった」

			「大変だったな、それは」

			　自分達も大変だったのだと言いたいが、その言葉をグッと飲み込んで先を促す。

			「ああ。疲弊した者や傷付いた者達は、五十五階層で休んでる。そこまで行けば、安全に飯を食えるだろうさ」

			「ありがとう。それで、現時点での最前線はどこなんだ？」

			「最前線か……。さっき流れて来た話では、六十階層だな。冗談みたいな事を言ってたが、こんな報告を上にあげたら、間違いなく頭がおかしいと思われそうだ。嫌になるが、それでも聞くかい？」

			　溜息を吐きつつそう答える兵士に、部隊長としても頷く他ない。

			「ああ、頼む」

			「そうかい。それじゃあ言うが、六十階層にはな、巨大な人型兵器が君臨してるんだとさ！　そしてソイツの強さだが──」

			　聞けば聞くほどバカバカしい。そう言いたくなるような、壮絶な強さ。

			　Ａランクの戦士達が徒党を組んで挑んでも、攻略の糸口さえ掴めぬ相手なのだという。その身体は〝魔鋼〟製で、剣や銃などの物理攻撃は通じない。しかも常時『結界』が張られていて、〝重魔導砲マジックキャノン〟さえも通用しないとの事。

			　打つ手なし。それが、現状なのだという。

			「後、その巨大ゴーレムから声が聞こえるらしいんだが、なんと驚け。あのガドラ老師とそっくりなんだとよ。俺だって信じられないのに、それを報告しなきゃならないんだぜ？　やってらんねーよ、まったく……」

			　と、その兵士の愚痴は締めくくられた。

			　部隊長はそれをそのまま上官に報告し、判断を仰ぐ事にした。

			「行くしかあるまい。先ずは五十五階層を目指し、そこで今後の方針を相談するとしよう」

			「承知しました」

			　この場合、上官への返事はＹＥＳのみ。部隊長に代案がある訳でもなく、方針に異を唱えたりはしない。

			　ただし、これは問題の先送りである。そう遠くない先で答えを出さねばならないのだが、どちらにせよ帝国軍には、撤退の二文字など存在しないのだった。

			


			「行くのか？　まあ、そうだよな。幸運を祈るがその前に、もう一つ忠告するのを忘れてたぜ。特殊なモンスターが五匹確認されているんだ。十分に注意しな」

			「特殊なモンスターだと？」

			「ああ。未だに討伐に成功したって報告はない。アレは間違いなく、ユニークモンスターだな。とても厄介で、何名もの仲間がやられてる」

			　赤いスライム。金色のスケルトン。死神のようなゴーストに、重騎士の如きリビングアーマー。そして、小型ながらも強力なドラゴン。

			　恐るべき魔物達が、ここいらの階層をまたいで隠れ潜んでいるらしい。ゴーレムの群れに交じった、異色の存在だった。

			　出会ったら死ぬと思えと、その兵士から最後に伝えられた。

			　上層階からの生き残り達は、その忠告を胸に前に進む。その先に何が待ち受けるのか、それを知るのはもう少し先の事……。

			　どんどんと下へ下りてくる帝国軍の将兵達。その先が死地とも知らず、その列は途切れる事なく続いているのだった。

			


			　──迷宮：六十一～七十階層──

			


			「まだか、まだ勝利出来んのか？」

			「申し訳ありません！　今回も、攻略は失敗に終わった模様です──」

			　その報告を聞いて、将兵達は絶望する。

			　七十階層にある巨大な門。

			　それは、死の都へと至るこの世との境界。

			　………

			　……

			　…

			　死霊系の魔物の群れの中を突き進み、帝国軍の兵士達が迷宮内を闊歩する。

			　最初は良かった。

			　そう。最初だけは……。

			　出現する魔物は死霊系ばかり。腐肉の臭いに慣れさえすれば、帝国将兵の実力から言って苦戦する敵ではなかった。

			　最初の千人が拠点を確保。後続の出現を確認し、作戦続行が決断された。

			　地上部隊との連絡が途絶えるのは痛いが、完全に孤立している訳ではない。時間がくれば後続がやって来るのだから、問題は何もないとの判断だ。

			　帝国軍は怒ど涛とうの勢いで、階層を制圧。一日目にして、六十一から六十九階層のほぼ全ての探索を完了させていた。

			　問題は、七十階層にあった。

			　七十階層には何故か、草木も枯れ果てた丘陵地帯が広がっていた。

			　おどろおどろしい、死の気配が漂う戦場跡。

			　その先には、地上にあった大門と同じようなサイズの、巨大な門が聳える。

			　骸骨で作られたその門は、城下町を囲む壁の中央に位置する、城じょう郭かく都と市しを守る門である。

			　何故、そんなものが迷宮の中に──とは、誰もが心に抱く疑問であった。

			　その都市だが、大門以外には出入口などない。排水施設、通用門、その他生活に必要と思われる全ての施設が、その都市には欠けていた。

			　それもそのはず。

			　その都市に住まうのは、生なき者共。

			　不死系魔物アンデッドばかりなのだ。

			　最初の一日目、その大門は閉ざされたままだった。

			　破壊を試みるも、壁の厚さはなかなかのもの。不死者がわらわらと湧き出して修理してしまうので、破壊工作は遅々として進まなかった。

			　近寄ろうにも、外壁の上には弓を構えた骸骨弓士兵スケルトンアーチャーの姿があった。

			　少数で攻めるのは厄介だとの判断が下され、援軍が揃うのを待つ事となったのである。

			　そして、二日目の朝。

			　帝国軍は数を増やし、一万名を超えていた。

			　大門の攻略に乗り出した帝国軍の前で、音もなく門扉が開かれる。

			　そこに姿を現したのは、禍まが々まがしき死霊の王ワイトキング。

			　骸骨、そう表現するのが正しいのか。

			　磨きぬかれた純白の白骨が、流りゅう暢ちょうな人語を帝国軍の将兵達に語りかけたのである。

			「ようこそ、私の死の王国デストピアへ。我が名は〝不死王イモータルキング〟アダルマン。宴の準備は万端だぞ。さあ、楽しい時を過ごそうではないか。それでは、始めよう！」

			　王──アダルマンが名乗りを上げた直後、空間が圧迫された。

			　彼の王が従えるのは死霊の騎士達と、死してなおその威容を誇る死霊竜デス・ドラゴンだ。その死せる竜の邪悪な咆ほう哮こうが、空間を押し潰す勢いで放たれたのである。

			　そして天空より、死霊竜デス・ドラゴンが門の外へと降り立つ。死霊系の最上位に位置する最凶竜が、帝国軍へとその牙を剥いた瞬間だった。

			　それだけではない。

			　大きな門は全開になり、中から続々と不死者の軍団が姿を現す。死霊騎士長デス・ロードに率いられる死霊騎士デスナイトが、続々と這はい出して来たのだ。

			　門の前に整列していた帝国軍は、突然の戦闘開始で右往左往となったのだった。

			　死霊竜デス・ドラゴンは特Ａ級に区分される魔物であり、討伐するには事前準備が欠かせない恐るべき強さを誇る。

			　その属性は『不死』──滅ぼすには、〝魂〟への直接攻撃以外に手段はなかった。

			　高い戦闘能力を誇る帝国の兵士達だったが、自分達の攻撃が通用しない相手を前にしては、何も出来ない。

			「ひ、退け！　闇雲に戦っても勝てる相手では──プギャッ」

			「クソッ、炎なら、炎で燃やし尽くせば──」

			「ダメだ!!　ヤツの再生速度は燃焼速度よりも速いんだ!!」

			「早くこの場を離れろ！　さもないと、ヤツの瘴しょう気きに中あてられて精神を破壊されるぞ！」

			　混乱する帝国軍。

			　そんな兵士達を嘲笑うように、竜の顎あぎとが大きく開く。

			「ヤバイッ!!　あれは──アギャッ」

			「ブジュ」

			「グジュれる、オデのからだあァ──ッ!!」

			　上空から死霊竜デス・ドラゴンの腐食吐息ゾンビブレスが降り注ぎ、地上で這いずる者達へと浴びせられた。その結果、大半の者が抵抗レジストに失敗してその命を落とす事になる。

			　しかも、それだけではない。

			　死霊竜デス・ドラゴンの瘴気で精神を汚染された者は、腐肉者ゾンビとなって上位存在の命令に従うようになるのだ。

			　この場における上位存在とは死霊の王ワイトキングの事であり、それはつまりアダルマンである。帝国の被害は、そのままアダルマンの戦力増加に繋がるのだった。

			　帝国軍の悲劇はそれだけではなかった。

			　死霊竜デス・ドラゴンの脅威から逃げ延びた者も、安全とは言い難い。死霊騎士デスナイト達が死霊馬デスホースを駆って、逃亡する者達を追い立て始めたのだ。

			　帝国軍は瞬く間にその数を減らし、一時間足らずで一万名が全滅した。

			　この惨状は、少数の生き残りによって後続へと伝えられる。それにより、七十階層攻略戦が本格化する事になったのだった。

			　………

			　……

			　…

			　二日目以降、帝国軍は何度も七十階層への突入を試みている。

			　しかしその度に、手痛い敗北を喫していた。続く第二陣、第三陣も同様の結果となり、状況は一切好転していない。

			　圧倒的な脅威である死霊竜デス・ドラゴンは言うに及ばず。

			　たった千数百体しかいないとは言え、死霊騎士デスナイトは疲労も死も存在しない相手である。しかも、その脅威度はA-ランクと非常に高い。それが倒しても倒しても再生して来るのだからたまらない。

			　それを指揮する死霊騎士長デス・ロードともなると、帝国軍上位の戦士とも互角。質だけ見ても帝国軍を上回り、継戦能力の高さが数の不利をも覆くつがえしてしまうのだ。

			　その上、アダルマンの配下には十傑の一人たる〝死霊聖騎士デス・パラディン〟アルベルトが控えていた。帝国軍の精鋭と言えども、不死者の軍勢を前に勝機を見出せずにいたのだった。

			「──だが、それも今作戦で終わりだ。諸君の活躍に期待する！」

			　帝国軍の大佐が、将兵達に向けた演説を終えた。

			　四日目にして合流した、上層階攻略組。そして、現存戦力の全て。今作戦は総力戦となる。

			　そして、帝国軍も無能ではない。

			　不死系魔物アンデッドに対する攻略手段など、古今東西に知れ渡っている。人類の敵たる不死の魔物を相手にするには、神聖魔法が有効なのだ。

			　神聖魔法の原理の解明。これについても研究は進んでおり、神への祈りと似たような効果を発揮する技を、帝国でも開発していたのだった。

			　その熟練者が帝国軍にもいた。

			　現有戦力からそうした者達を集め、各部隊へと配属する。そうする事で、邪悪なる瘴気への耐性と『不死』への突破力を生み出す。それこそが、今作戦の肝であった。

			　丘陵地帯に整列する帝国軍。その総数、七万。

			　対するアダルマン配下は、ここ数日で増えた腐肉者ゾンビを計上しても、四万に届かない。

			　数だけ見れば帝国軍が有利であり、今度こそ勝利を手に出来ると、その時は誰もが考えていた。

			　そして、決戦が始まり──王が動いた。

			「考えが甘い。エクストラスキル『聖魔反転』──」

			　〝不死王イモータルキング〟アダルマンの支配は、末端にまで及ぶ。

			　弱点であった聖属性は、その力が及んだ時点で弱点ではなくなった。それを拠りどころにしていた帝国軍は、目論見を外されて大敗を喫する事になる……。

			


			　この敗北によって、帝国将兵の心は砕かれた。

			　生き残った者達は絶望へと追いやられ、上層へと向けて逃走を開始する。

			　迷宮のクリア条件など忘却の果て。その頭にはもう、生き残りたいという生への渇望しか残ってはいないのだった。

			


			　──迷宮：七十一～七十九階層──

			


			　この階層へ歩を進めた帝国軍は、蟲むしの群れとの果てなき戦いを強いられる事になった。

			　果てなく続く、蟲の猛攻。

			　奴等は死を怖れず、群れが途切れずに襲撃を繰り返す。

			　迷宮初日。

			　最初に送り込まれた将兵達は、蟲の猛攻に怯みはしたものの恐れなかった。制圧した通路に拠点を築いて、即座に対応して見せた。

			　通常より何十倍も巨大な蟲は、悍おぞましいだけでなくその力も強い。油断すると、あっという間に食い殺されてしまうだろう。

			　ただし冷静になれば、一匹一匹が大した強さではないと見極められる。それに、途切れる事がないという事は、得られる〝魔晶石〟の数も膨大になるという事なのだ。しかもその質は高く、兵士達の顔も明るくなった。

			　なんだ、大したことないな──と、兵士達は思ったのだ。

			　普通の冒険者パーティーであれば、休憩も出来ず疲労が蓄ちく積せきする。そしていつかは、全力を出せなくなり倒されてしまう。

			　しかし、自分達ならばその心配はない。練度の高い軍隊が攻略すれば、蟲の群れ如き敵ではないのだ。蟲がどれだけ大量であったとしても、帝国軍も数では負けていないのだから。

			　疲労すれば交代し、常に万全の態勢を維持している。こうして、どんどんと拠点を増やしていき、攻略は順調に進められた。

			　気の休まる暇はないが、言ってみれば問題はそれだけだ。逆に、得られるものは大きい。

			　蟲の楽園であるこの階層にも、樹木の洞や洞窟など、ちゃんと隠し部屋が用意されていた。そこには強力な魔物もいるが、宝箱もあったのだ。

			　宝物の豪華さに笑い顔の兵士もいる。

			　先程の部屋で宝箱を開けて、中から短剣を発見した者だろう。

			　金銀細工のあしらわれた、見るからに高価そうな短剣。性能もかなり優れているようで、刃の輝きは〝魔鋼〟製である証である。

			　芯の部分だけ〝魔鋼〟で出来た品でも高価なのだが、その短剣は〝魔鋼〟のみで作られている。その兵士が笑顔になるのも頷ける話だった。

			　この迷宮に入る際、〝魔晶石〟などは軍の預かりになると説明されている。しかし、短剣のような小物なら、目め溢こぼしされる可能性が高いのだ。

			　当然後で所持品検査は受けるのだろうが、宝物を守るボスを倒した手柄を考慮すると、その品が兵士のものになるのは間違いなかった。

			　周囲の兵士達も羨ましそうにしているが、皆、次は自分の番だと内心で思っている。

			　そういう役得でもなければ、こんな場所で蟲を相手に戦い続けるなど、やってられないというものだ。

			　採取された〝魔晶石〟もかなりの数になっている。

			　普通なら希少なはずの高純度〝魔晶石〟が、ここでは魔物を倒すだけで簡単に手に入る。

			　笑いが止まらないとはまさにこの事であり、この分ならばボーナスにも色が付きそうだった。

			　他の階層の様子も、伝え聞く限りではどこも似たり寄ったり。悲惨なのは、死者が溢れる階層だろうか？

			　死霊が相手では、得られるものが少ない。それに反比例して、倒すのは苦労する。それに比べれば、この蟲が蠢く階層は当たりの部類であろう。

			　少なくとも、得られる宝物は満足出来るものであり、皆が皆、帰ったら良い思いが出来そうだと、幸せな妄想を膨らませていたのだった。

			


			　異変は、二日目から始まった。

			　その兵士は、驚きで目を見開いた。隣を歩いていた仲間の頭が、突然地面に転がったからだ。

			「帰ったら豪遊──えっ？」

			　地面の上で首のない自分の身体を見上げながら、その兵士はきょとんとした表情を浮かべた。その声にならない声が途中で止まり、口が開いたままになっている。

			　噴き上がる血飛沫。それは噴水のように、周囲の仲間達へと降り注いだ。

			「お、おいぃ──ッ!!」

			　絶叫する兵士。今まで喋しゃべっていた相手の突然の惨状に、理解がまるで追い付かない。

			　しかし、その兵士は幸運だった。

			　それ以上頭を使う事もなく、次の犠牲者に選ばれたのだから。

			　ゴトリと落ちる頭。

			　物言わぬ屍しかばねとなった最初の兵士と同様、その男も直ぐに息絶える。

			　彼等の死に場所は、七十九階層。

			　美しい花が咲き乱れる場所であり、つい今しがたまで安全地帯だと思われていた階層だった。

			「ウフフフフフ。一日待った甲斐があったわ。エサが沢山集まって、わざわざ出向いてくれたのだから。御苦労だったわね、お前達。ワタクシ達の為に、死んでエサになりなさい」

			　ハッキリと声が聴こえた。

			　そのフロアに響き渡る、綺麗な声が。

			　それは、女王の言葉。

			　この階層を守護する領域守護者フロアボス──〝蟲女王インセクトクイーン〟アピトの美声であった。

			　アピトの声は思念波に変換され、フロア全体に響き渡る。彼女の忠実なるシモベ達へと、確実に命令を伝える為に。

			　………

			　……

			　…

			　アピトが率いるのは、軍団蜂アーミーワスプという。

			　その正体は、体長三十センチほどの蜂の姿をした殺戮集団だ。

			　優れた超感覚を保有しており、隠れた人間エモノを見逃さない。小さく透明な羽は高周波を発する恐るべき刃となり、変則的な高速機動を容易たやすく行う。

			　音速を超えて忍び寄る、無音の暗殺蜂サイレントキラーなのだ。

			　軍団蜂アーミーワスプを相手にするには、動体視力が優れているだけでは意味がない。人間という種族の限界を超えなければ、相手を察知する事も不可能なのだ。

			　そもそもの話、エクストラスキル『思考加速』に加えて『超速反応』まで所有していなければ、相手の動きを捉える事さえ出来ないだろう。

			　たった一匹だけでも特Ａ級に災害指定される、恐るべき魔物なのである。

			　ちなみに西側諸国では、通常一匹でも発見された場合、緊急事態警報が発令される。すぐさま各国上層部に報告が為され、上級騎士達による討伐隊が組織される。可能ならば聖騎士団クルセイダーズにも出張ってもらい、大規模な掃討作戦が実施される事になるのだ。

			　聖結界にて周囲から追い詰め、弱化魔法や鈍足魔法で確実に弱らせてから始末する。それでも犠牲が出る事を覚悟せねばならないほどに、恐るべき魔物だと規定されていた。

			　それが複数発見された場合、危険度は大きく跳ね上がる。

			　まして、女王によって統制されていたならどうなるのか。その答えこそ──

			　………

			　……

			　…

			　アピトから命令を受けた軍団蜂アーミーワスプの数は、軽く千を上回っている。

			　そして始まったのは、一方的な虐殺だった。

			　多少腕に自信がある程度では、まるで意味がなく。Ａランクの実力者であろうとも、ある一定レベル以下ならば素人と変わらぬ結果になる。

			　反応出来なければ、待っているのは確実な死。

			　この階層に集まった帝国将兵が皆殺しにされるまで、僅か十分も要さなかったのだった。

			


			　──迷宮：八十一～九十階層──

			


			　今なら言える。

			　初日はボーナスタイムだったのだ。

			　生き残っている兵士達は、誰もがそう考えていた。

			　戦友達は既にいない。

			　皆、殺されてしまっていた。

			　目の前の悪魔、鬼神の如き強さを持つその魔物に。

			　だが、不幸なのは彼等だけではない。

			　他の階層でも、同様の惨劇が上演されているのだ。

			　誰もが今、絶望的な戦闘を繰り広げている。それぞれの階層で、それぞれの強敵を相手にして、勝算などない戦闘を余儀なくされていた……。

			


			　八十一階層は、魔獣達の楽園だった。

			　強力な個体が闊歩し、群れを率いていた。

			　しかし、所詮は知恵なき魔獣である。歴戦の帝国兵達であれば、余裕を持って倒せる相手であった。

			　一匹当たりの強さを平均すると、Ｂランク相当以上だろう。それが三から五体のチームで出現するので、思ったよりも苦戦を強いられる事になった。

			　しかし、死傷者が出るほどではなく、階段も発見する事が出来た。

			　八十二階層の攻略組とも合流を果たし、初日の成果としては上々であった。

			　この調子ならば時間はかかっても、数日もあれば攻略可能だと判断されていた。

			　ところが、攻略二日目。

			　ソイツが現れた事で事態が一変したのである。

			　八十二階層──密林地帯に出現したのは、人語を話す知恵ある猿だ。

			　風と音を司り、空を翔かけ嵐を呼ぶ。

			　純白の妖猿──その名は、白猿ビャクエン。

			　しなやかな体躯を美しく飾るのは、真っ白な毛並みだ。戦場を縦横無尽に駆け巡る姿は、演舞を見ているような錯覚に陥るほど美しい。

			　棍棒を用いた独特の体術に、変幻自在の空中殺法。それに加えて、真空刃を全方位に放つ危険極まりない魔獣。それがビャクエンなのだ。

			　ビャクエンは妖術を駆使して、帝国軍を壊滅寸前に至らしめた。

			　ビャクエンは一時間ほど好き放題に暴れた後、風のように去って行った。また来る、と言い残して。

			　それから二日。定期的な襲撃が繰り返される事になったのだ。

			　仲間達は次々に倒れた。

			　帝国軍人としての誇りを持ち、必死にこの魔獣を相手どって、敗れ去ったのだ。

			　狙撃班の銃撃は嵐に防がれ、弱化や状態異常効果を及ぼす魔法も、妖術で効果を妨げられる。

			　〝魔銃スペルガン〟での攻撃魔法も、風の結界を破るには力不足。それでは近接戦闘はというと、帝国軍の中でもエリート揃いの機甲改造兵団の強化兵が手玉に取られる始末。

			　子供を相手にするように、ビャクエンによって精鋭達が翻ほん弄ろうされていた。

			　そして、時間になったらビャクエンは撤退する。

			　その理由は単純明快だった。帝国兵が集まるのを待っていたのだ。

			　最初の内こそ舐められたものだと憤いきどおっていたが、今では撤退してくれるのを願っている。

			　生き残りの数も、今では千名を切っていた。

			　果たして、自分は後どのくらい生きていられるのだろうか──と、その兵士は考えた。

			　どうしてこんな事になってしまったのか、何度考えてもわからない。

			　兵士の視界に、白い猿の残影が見えた。

			　いつから歯車が狂ったのか──その答えが出る事もなく、兵士の視界に暗幕が下りる──

			


			　八十三階層──見通しのいい草原地帯が広がる。

			　落とし穴などの可愛い罠が仕掛けられていたが、そんなものは何の障害にもならなかった。

			　天気は快晴。行軍する者達の顔色も明るい。

			　しかし──

			　二日目の夜、帝国軍は甚大な被害を受けた。

			　天空に輝く月は、上弦から満月へと向かう頃合い。

			　その月を背景に、孤高の兎が空に浮かぶ。

			　重力を操る兎──月兎ゲットだ。

			　ゲットの攻撃には、敵味方の区別などない。

			　その分、被害を気にする事なく全力が出せるのだ。

			　月の満ち欠けに左右されるが、たとえ新月であろうとも天と地を逆転させるほどの力をゲットは有している。超重力圧壊という暴威が撒き散らされる事により、帝国軍は翻弄されたのだった。

			　だが、これで終わりではない。

			　夜はまたやって来る。

			　そして、三日後は満月。ゲットの力が最大限発揮される夜が来る──

			


			　八十四階層──石畳の街路が入り組み、迷路を形成している。

			　そこを歩む帝国兵の顔色は悪い。

			　予想以上に消耗が激しい様子だ。

			「み、水をくれ……」

			「駄目だ。補給部隊と連絡が取れん。我慢するんだ」

			「クソッ！　まだ三日目だが、水が飲みてえ……。水を飲めなけりゃあ、飯だって食えねえぞ……」

			　改造手術を受けた強化兵士が、喉の渇きに耐えられずに泣き言を言っている。俄にわかには信じがたい光景であった。

			　だが、これは仕方のない事なのだ。

			　魔法で水を生み出せるからと、各人が携行する水筒分しか飲料水を用意していなかった。それよりも、携行食品の方が重要だと判断されていた。

			　それが仇あだとなった。

			　この階層には毒素が充満していたらしく、大気中の水分を集めただけでは、飲む事が出来なかったのだ。

			　それに気付いたのは三日目の事。兵士達の中に体調を崩す者が現れ、ようやく事態が判明したのである。

			　しかもこの毒、質たちが悪い事に解毒魔法が効かない。

			　何度解除しても、気付けば毒の成分が水に混ざっていた。

			　幸いなのは、呼吸には問題ない事だったが……それでも、兵士への被害は甚大なものになりかけていた。

			　今もまた、先頭の兵士達が苦しそうに倒れた。様子を窺うと、黒い斑点が皮膚に生じ高熱を発している。

			「またです！　体力低下が著しく、治療の必要が──」

			「ええい、ここに医者などおらん！　治癒魔法は？」

			「効果ありません……」

			　このように、どんどんと仲間が倒れていく。

			　それを見た帝国将兵達は、次は自分の番だと不安な気持ちになっていた。

			　そんな兵士達の足元を、チョロチョロと小さな魔物が駆け抜ける。

			　それは、体長五センチにも満たない黒いネズミ。その存在があまりにも非力そうに見えるが故に、兵士達は気にも留めない。

			　──だが、しかし。

			　それは大きな過ちであった。そのネズミ達こそが、この状況を生み出す元凶だったのだ。

			　黒き病魔の黒鼠コクソ──それが、この階層の領域守護者フロアボスであった。

			　黒き死の病を撒き散らす、疫病の支配者。それこそが、コクソの本質であった。

			　帝国兵達は、完全に勘違いをしていたのだ。

			　闊歩する強力な魔獣に気を取られるあまり、弱小で踏めば死ぬような黒いネズミを見逃した。それこそがコクソの使い魔であるとも気付かず、病原菌を撒き散らす存在を放置する結果となっていた。

			　シンジのような能力スキル所持者がいれば、この階層は無力化出来たであろう。しかし残念ながら、そんな都合良く居合わせた医者はいなかった。

			　魔法による治療では、病気には効き目が薄いのだ。それ専用の魔法ならいざ知らず、怪我を治癒する魔法では病に効果などないのである。

			　体力を回復させるのが精々であり、根こん治ちには至らない。怪我の治療と病気の治療は、全く別の原理に基づくからである。

			　そもそも、病気を完治させられるような神聖魔法の使い手など、各国に一人か二人いるかどうかという割合で希少であった。戦場に同行するなど、特殊な事情以外では有り得ぬ話だったのだ。

			　こうして、この階層にも〝死〟が蔓延していく事になる──

			


			　八十五階層──落葉樹林が生い茂る中を、偉大なる王虎が征ゆく。

			　他の階層では好き放題に暴れていた魔獣達が、この階層では王の前に統一されていた。

			　雷を纏う虎──王の名は雷虎ライコという。

			　ライコが姿を現すまでは優勢だった帝国軍だが、それ以降は勝手が違った。防戦一方になり、階段手前まで拠点を押し戻されてしまう。

			　樹林の中は、魔物達の天下だった。

			　不利な戦況の中、帝国軍の抵抗は続く……。

			


			　八十六階層──砂漠地帯の中、まばらにあるのはオアシスだ。

			　太陽が照り付け、気温が上昇する。

			　夜になると気温が低下し、寒さが厳しい。

			　寒暖差が激しく、戦いとは関係なしに帝国兵の体力は奪われた。

			　だからこそ、将兵達は気温こそが最大の敵だと考えた。

			　それは間違いではないが、正解ではなかった。

			　本当の罠は、酸素濃度にこそあったのだ。

			　翼ある蛇──翼蛇ヨーダ。

			　ヨーダが支配するのは、大気。

			　成分を操作して酸素濃度をゼロにするなど、ヨーダにとっては赤子の手をひねるように簡単な事。

			　気温差による体調不良だと考えていた帝国軍の将兵達は、一晩休めば体調も戻ると安易に考えた。そしてそのまま、静かに息を引き取る事になる──

			


			　八十七階層──何故か広がる山岳地帯。

			　そののどかな風景に、兵士達は家族の事を思い出す。

			　ふと気が緩めば、楽しかった子供の頃に想いを馳せたり。恋人との逢瀬を夢想したり。

			　弛緩した空気が漂うまで、五日とかからなかった。

			　魔物の出現頻度が低いのも原因だ。他の階層とは違い、ここでは緊張感を維持するのが難しいのである。

			　そんな状態だったからこそ、彼等は気付かなかった。

			　交代要員が眠りにつき、起きて来ない事に。

			　起きているように見えるのは、全て自分の思い込みによる幻覚だったのだと。

			　夢見る羊──眠羊ミンクは誘う。

			　平和を愛する優しい羊は、無血のままに兵士の意識を刈り取っていく。

			　ミンクの幻覚催眠で眠りに誘われた者達は、二度と起きられぬ眠りにつく事になる──

			


			　八十八階層──川沿いの森林は、火の鳥の生息域だ。

			　不思議な事にその炎は、樹木へは燃え移らない。敵意ある者にだけ反応し、消える事なく燃え続ける。

			　炎を纏う鳥──炎鳥エンチョウ。

			　それが、この地の領域守護者フロアボスの名前。

			　エンチョウとその眷けん属ぞくの鳥達によって、帝国軍は焼き殺されていく──

			


			　八十九階層──鏡で出来た迷路。

			　この階層には、植物の影響はない。

			　綺麗に管理され、鏡面も全て磨き上げられている。

			　通路は鏡に映り、迷路を複雑化させていた。

			　しかも、その鏡は割れる事がない。

			　何故ならば、それは一匹の魔物が行使する秘術によって生み出された代物だからだ。

			　鏡面を移うつろう犬──犬鏡イガミは駆ける。

			　鏡の中を自由自在に走り抜け、帝国軍を翻弄する。

			　その本体は鏡の中にあり、その鏡は全ての法術を使用者へと跳ね返す。

			　正体を捉える事すら難しいのが、イガミという魔物なのだった。

			　鏡に映り無数に増殖したイガミによって、哀れな獲物は食い殺されていく──

			


			　それぞれの階層にて、凶悪な領域守護者フロアボスが暴れていた。

			　自分の得意とする領域ならば、彼等の実力は遺い憾かんなく発揮されるのだ。

			　とは言え、帝国軍も必死に抵抗する。

			　時には倒せた事もあり、その時は大歓声が巻き起こりもした。

			　しかし──

			　魔物達は復活する。

			　何度も何度も復活する。

			　その事実が、何よりも恐ろしい。

			　他の階層の様子も伝え聞くと、同じような状況であるとの事だった。

			　それを知り、兵士達の心はへし折れた。絶望的な戦いを続ける事に、意味がないと悟ったからだ。

			


			　そして、もっとも絶望した者達はと言うと──

			　猿・兎・鼠・虎・蛇・羊・鳥・犬という動物系の妖魔獣。それは、クマラの八部衆。可愛いペットに過ぎないのだ。

			　それらの魔獣はクマラの尾が化けた姿であり、それぞれの能力チカラはクマラから与えられたものに過ぎないのだ。

			　八部衆が集合した姿こそがクマラの本性。

			　今のクマラは子供の姿ではなく、傾国の美女である。

			　妖魔獣を統べる幻王あるじ──それこそが、九十階層の階層守護者ガーディアンたる〝九頭獣ナインヘッド〟クマラなのだった。

			　そんなクマラの前に、愚かで哀れな犠牲者達が到達する。

			　それは、クマラにとってはエサでしかなく──迷宮内にて、更なる死が量産される事になるのだった。

			


			　そして──

			　帝国軍五十三万名の兵士が迷宮突入を完了してから、数日経過した時。

			　迷宮内での生存者は、ゼロになっていたのだった。

		

	
		
			

			


			

	

第四章　完全なる勝利

			


			　迷宮攻略開始から七日過ぎた。

			　迷宮は将兵を飲み込むだけ飲み込み、沈黙を保ったままであった。

			　カリギュリオは届かぬ報告に、イライラとした時を過ごしていた。

			　イライラとしているのは、本能から来る恐怖を誤魔化す為である。

			　未だに他の部隊との連絡が取れず、その上、迷宮内とも連絡が途絶えた。

			　一見すると、敵地に完全孤立している。その状況が、カリギュリオを不安にさせていたのだ。

			「まだ誰も戻らんのか！」

			　そう怒鳴るものの、答える者はいない。

			　それが返事である。

			　カリギュリオだけでなく、参謀達も状況が思わしくないと理解しているのだ。

			　初日に何度も兵士を派遣し、迷宮内から情報を持ち帰っている。

			　戻って来た兵士は一人もいないが、初めの頃は中の者達とのやり取りだけは可能だった。それらの情報を纏まとめて、おおよその状況は把握出来ているのだ。

			　迷宮に入る際、本人の確認が必要となる。

			　そこで提示されるのが、迷宮クリアの条件だ。

			


			　──迷宮内にいる十傑を倒し、十個の鍵を集める。そうすれば、迷宮の王への挑戦権が得られるらしい。その迷宮の王を倒せば、クリアとなる──

			


			　簡単だと、当初は考えられていた。

			　しかし、今となってはその判断は間違いだったと言わざるを得なかった。

			　集めた情報によれば、迷宮内の階層は最低でも五十階層以上あった。

			　千人ごとに階層が入れ替わるのだが、順繰りに兵士が受け入れられていた。そのお陰で先に入った者との連絡が取れた訳だが、最初に連絡が取れた時には突入人数が五万名を超えていたのだ。

			　何度も繰り返された突入により、おそらく五十四階層以上あると考えられている。

			　ユウキから聞いたシンジ達からの報告では、迷宮は六十階層あったらしい。だが、その情報が当てにならないのは、早い段階から判明していた。

			　迷宮内に出現するという魔物の強さが、聞いていた話とまるで違ったからだ。

			　そもそも、迷宮の王ボスは死霊の王ワイトキングだと言っていた時点で、シンジ達の話には信しん憑ぴょう性せいがなくなっていた。

			　二日目に上がった報告で、死霊の王ワイトキングが支配する階層が発見されていたからだ。

			　その死霊の王ワイトキングが例の〝十傑〟の一人らしいが……。

			　噂が真実なのでは、という声もある。

			　今ではそれを笑う者は誰もいなくなっていた。

			「いくら精鋭とはいえ、厳しいか……」

			「はい。このままでは、攻略は失敗に終わるかと」

			　認められない──と、カリギュリオは身震いする。

			　攻略失敗と簡単に言うが、それは即ち帝国将兵五十三万の死を意味するからだ。

			　皇帝ルドラより預かった大切な将兵を、そんなに簡単に見捨てられるはずがなかった。

			　まだ七日。リミットまではまだまだ余裕があるし、迷宮内では今も攻略が続けられているはず。それを信じて待つしかない。

			　それが正解のはずなのだが、カリギュリオは、いや、カリギュリオだけではなく参謀達も皆、このままでは不ま味ずいと感じていたのだった。

			　そう思わせるのは、〝十傑〟の存在だ。

			　現在、入手出来たという〝鍵〟の数は四つ。倒しても倒しても復活するらしいが、四体の竜王から鍵の入手に成功していた。

			　しかし、残る六体に関しては、討伐の目途すら立たぬのが現状だったのだ。

			　死霊の王ワイトキングもそうだが、その片腕らしき死霊聖騎士デス・パラディン。

			　蟲むしを統べる女王に、獣たちの女主人。

			　ガドラの亡霊と綽あだ名なの付いた、攻撃型のゴーレム。

			　最後の一体など、その正体も不明であった。

			　この六体を倒せない限り、迷宮のクリアなど夢物語である。

			　迷宮内の戦力では、その条件達成は不可能だ──カリギュリオもそうだが、参謀達の意見も満場一致でそう判断が下されていた。

			「だが、これではいくら戦力を投入しても無駄だな」

			「はい」

			「そんな事をしても消耗するだけです。その上、ここの守りも不安になりましょう」

			　ではどうするのか？

			　答えは一つしかない。

			　迷宮の本来の攻略方法──精鋭によるチームにて挑むしかなかった。

			　しかしそうなると、誰を選ぶかが問題となってくる。

			　カリギュリオは少し悩んだ末に、軍団の中から精鋭をかき集める事にした。

			　集まったのは、百名の男女だ。

			　各部隊の精鋭や力自慢だけに、募集をかけたのである。

			　前列に座るのは、優雅な優男。戦場にいてもなお、糊のりのきいた制服をピシッと着こなしている。

			　その男の名はミニッツ。カリギュリオがもっとも頼りにする男で、少将という高い地位に就いている。

			　今作戦の指揮官として、カリギュリオからの推薦であった。

			　ミニッツの隣には、煙草を咥くわえたニヒルな男が座る。

			　獲物を睨むような精悍な眼差しと整えられた髭ひげ面づらは、相対する者に畏怖の感情を抱かせる。また、それを裏切らないだけの実力を持つ男なのだ。

			　カンザス大佐。

			　数多あまたの、輝かしい功績を残す英雄であった。中でも有名なのは、〝妖よう魔ま郷きょう殲せん滅めつ作さく戦せん〟である。その指揮を執った男こそ、カンザスその人なのだった。

			　その態度は自信の表れか、非常に大おお柄へいだ。上官達を前にしても、恐れる素振りなど欠片かけらもない。

			　周囲の者達は誰もカンザスに注意などしない。それも当然で、カンザスの直属の上司であるミニッツが、その態度を黙認しているのだった。

			　カリギュリオとしては思うところもあるものの、帝国でも名高い英雄を相手に苦言を呈するほどではないと考えている。上司であるミニッツに一任しているので、カンザスの行動を咎とがめる者などこの場にはいないのだった。

			　他に有名なのは、ルキウスとレイモンドだ。

			　この二人は〝異世界人〟である。

			　ルキウスはユニークスキル『融合者マゼルモノ』を持っている。その力を利用した高火力攻撃を得意としており、帝国軍の中でも名を馳せていた。

			　レイモンドはというと、ユニークスキル『格闘家タタカウモノ』を有している。元格闘家であり、それがそのまま能力スキルになったようだ。あらゆる武器、格闘技、そしてこの世界で学んだ技術アーツまでも使いこなす、超一流の戦士であった。

			　突出して有名なのはこの四名だが、他の者達も一騎当千の戦士達だ。最低でもＡランクの者ばかりであり、帝国軍の中でも一万名に一人という精鋭中の精鋭なのである。

			　この百名だけで、他国の騎士団を壊滅させる事も可能なほどだ。そんな英雄達に、カリギュリオは今作戦の全てを託す事にしたのだった。

			「さて、諸君。状況は聞いておるな？」

			　無言で頷く一同。ニヤリとした笑みを浮かべているカンザスのような男もいるが、大半が真面目な表情でカリギュリオの言葉に耳を傾けていた。

			「迷宮内では今、我等が同志が救援を待っておる。迷宮を出るには条件をクリアせねばならず、その条件には魔王の討伐が含まれておるのだ。帝国最強の我が機甲軍団ならば、その難題も解決されるであろう。だがしかし！　時間がもったいないのだよ」

			　この迷宮は、軍隊の数頼みで攻略出来るような場所ではない。それを理解したカリギュリオだが、素直にそれを口にする事など出来ない。

			　そんな真似をすれば士気が下がるので、言葉を飾って部下達への説明を行う。

			「迷宮内にいる十傑とやらを討伐し、鍵を十個集めるのだ。そうすれば、魔王リムルへの挑戦権が得られるらしい。諸君に期待するのは、まさしくその役目。魔王討伐を頼みたい！」

			　これ以上ないという機甲軍団の精鋭を前にして、カリギュリオはそう演説した。

			「お任せ下さい、カリギュリオ様。我等、栄光ある帝国軍にとって、魔王など敵ではありません。それを今から証明して御覧に入れましょう！」

			　代表して答えたのは、一番位が高いミニッツだ。

			　優雅な身ごなしで、勝利を約束して見せる。

			　そんなミニッツに反対意見を述べる者など、この場にはいない。腕自慢の者達ばかりであり、誰もが勝利を確信しているからだ。

			　こうして、魔王に挑む勇者達が選ばれた。

			　彼等は知らない。

			　知らないからこそ、希望を抱ける。

			　知らないからこそ、迷宮の危険に気付かない。

			　この時、撤退するのが正解だったのだ。

			　全ては手遅れ。

			　カリギュリオの決断は遅すぎたのである。

			　迷宮内での戦いは既に終了しており、迷宮内に生き残っている者など皆無であった。

			　そんな事になっているとも知らずに……。

			　選ばれた勇者達は意気揚々と、恐るべき迷宮へ乗り込んで行くのだった。
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			　大スクリーンの映像に魅入っていた俺達は、ここでようやく一息ついた。

			　やっぱりと言うか、何というか。帝国側は面白いように、門に書かれていた警告を無視してくれた。その上で、こちらの期待する以上の将兵達を、迷宮へと送り込んでくれたのである。

			「凄いな、予想以上の成果だ」

			　俺が呟くと、ベニマルも頷く。

			「警戒しなければならないほどの強者はいませんでしたね。迷宮十傑が強いってのも理由でしょうが、思ったよりも楽が出来そうです」

			　などと言っているが、その目に油断はない。

			　もう意識を切り替えたのか、今度は地上の様子へと注意を向けている。

			「また動きがあったみたいだな」

			「ええ。今度は数頼みではなく、選別しているみたいですよ。どうせなら、もっと早く決断すべきでしたね。そうすれば迷宮勢も苦戦したでしょうが──」

			「おいおい、俺達にとっては都合がいいじゃないか」

			「まあ、そうなんですがね。ここまで上う手まく行くと、逆に不安になると言いますか……」

			　なんて事を言っているベニマルだが、その表情からは当然の結果だと思っている様子が窺える。

			　問題はそこではなく──

			　さてはコイツ、自分の出番がなくなるから帝国に頑張って欲しかったんだな？

			　気持ちがわかるような、わからないような……。

			　いやいや。わかってしまったら、俺も戦闘マニアになってしまう。

			　俺はベニマル達とは違うのだ。

			　この結果に満足しているのである。

			　それに、何度も言うがこの世界では、量より質が大事なのだ。

			　この選別された部隊こそが、敵方の主力と考えていい。コイツ等が十傑を各個撃破する可能性は十分に高いので、遊んでいる場合ではないとも言える。

			　目的だった敵軍の間引き。

			　これは十分に達成された。帝国軍は残すところ十数万であり、数だけ見れば西側諸国でも十分に対応可能なレベルまで減少しているのだ。

			　これはアレだ。

			　賭け事などでもそうだが、最初に大勝させて止め時を見失わせる作戦。

			　その勝利のイメージが大き過ぎて、負けがこんでも取り戻せると錯覚してしまう現象。

			　わかっていても、なかなか止められないんだよね、アレ。

			　今回の帝国軍はまさにそれで、戦力の逐次投入を繰り返した結果、取り返しのつかないところまで戦力を投入してしまったのだろう。

			　俺達としては、目的を達成出来て大助かりだった。

			　ここまで作戦が上手く運んでホクホクものだが、もう一方の強者を炙あぶり出すという目的は、今のところまだ達成されていない。

			　強い者は何名かいたが、俺を倒せそうなヤツはいなかった。

			　まあ、クロエの話に出てくる俺は、魔王になっていなかったそうだし、ヒナタに敗北──じゃなくて引き分けた頃と、大して強さに変化がなかっただろうけど……それでも、そこまでの脅威に感じる者は見かけていなかった。

			　強いて言えば、テスタロッサが殺した伝説級レジェンド持ち。

			　あの、序列十一位のデイビスならば、ひょっとすると俺を殺せる可能性があったのかもというくらいだな。

			　勿論、今の俺ではなく最初にヒナタと戦った頃の俺に、だけど。

			　結局、該当者は未だに姿を見せていない、というのが結論だった。

			　それに関しては考えても仕方ないので、保留にするとして。

			　気になるのは、敵指揮官の考えだ。

			　これだけ悲惨な状況になってしまったら、普通ならば撤退を選択するだろうに……。

			　敵の指揮官は、一体何を考えているのやら。

			


			《解。他の部隊との連絡が妨害されている為、現状認識が不十分なのでしょう。ありもしない希望に縋すがり、勝利を諦めていないのだと推測します》

			


			　おっと、智慧之王ラファエルさんは辛辣しんらつだね。

			　言われてみれば納得だ。しかしそうなると、情報戦を完全に制し過ぎるのも考え物だという事か。

			　ちゃんと指揮官が状況把握していれば、早々に退却してくれたかも知れない。

			


			《否。叩ける時に徹底的に叩かなければ、遺恨を残します。侵入者への慈悲など、かける必要が認められません》

			


			　厳しい意見だ。

			　合理的で冷酷非情に聞こえるが、それも正解かと思える。

			　まとまった戦力を残しておくと、帝国は野望を諦めないだろう。しかしここで徹底的に叩いておけば、少なくとも当分の間は、戦争を回避する事が出来るのだから。

			　何事も、中途半端が一番良くないのだ。

			　敵にも家族がいるし、残された者は悲しい思いをするだろう。

			　だが、しかし。

			　ここで自分達の愚かさに気付かせる事で、これ以降の戦争を抑止出来る可能性もある。

			　これは断じて正義ではないが、少なくとも、小競り合いをなくすという意味においては正解だった。

			　ま、今更な話だ。

			　俺の場合は智慧之王ラファエルさんと違って、優柔不断なのである。

			　敵が逃げれば好きにさせるし、また攻めて来るようなら叩き潰す。

			　意思決定を相手に委ねるあたり、まだまだ甘いのかもね。

			　自分でもわかっちゃいるけど、こればかりは俺の性分というヤツなので、そう簡単には直せそうもない。

			　本当は攻めて来て欲しくないというのが本音だし、面倒事は勘弁して欲しいものである。

			　なんて、心の中でひっそり嘆いていると、ラミリスからの連絡があった。

			『リムル、今いいかな？』

			『はいはい。こちらリムル、問題ないですよ』

			　その声の調子からすると緊急性はなさそうだが、用件は何だろう？

			『えっとね、また百人くらい攻めて来るじゃん？』

			『そうみたいだな。今度は強敵みたいだぞ』

			『うんうん。それでね、十傑の皆から要望があったのよさ』

			　ラミリスから要望とやらを聞く。

			　要望その一、提案者はガドラ。

			　何でも、迷宮への侵入者の中に知り合いがいたらしい。ルキウスとレイモンドという名前らしいが、この二人は〝異世界人〟なのだと。

			　説得するので、どうにか仲間に引き入れたいとの事だった。

			　要望その二、提案者はクマラ。

			　こちらも侵入者の中に、顔見知りを発見したらしい。

			　ただし、ガドラと違って知り合いとかではなく、復ふく讐しゅうの相手だとの事。

			　クマラ達の故郷だった〝妖魔郷〟を滅ぼした上に、幼い──とはいえ、当時で三百歳近かったらしいけど──クマラを魔王クレイマンへと売り払った男。そんな悪あく辣らつな野郎が、帝国軍に所属していたとは……。

			　要望はこの二つだけだったが、どうしたものか。

			「どう思う、ベニマル？」

			「そりゃあ、物量で攻めるのが勝利への近道でしょうが、美しくない。戦争に綺麗も汚いもないのは承知ですが、要望を認めてもいいんじゃないですか？　ガドラが説得出来れば御の字だし、失敗してもそこまで痛手じゃない」

			　確かにその通りだ。

			　どうせ戦力分散させるんだし、この二人はガドラに任せるとしよう。

			　そして、クマラの方だが──

			「誰だって、仇あだ討うちを止められたくなんてありませんよ」

			　ベニマルが言うと、重みのある発言だった。

			　そう言えばクマラは、クレイマンの支配の呪法デモンドミネイトで操られていたんだったな。その原因となった男がやって来たのなら、復讐したいと考えるのは当然だろう。

			　復讐は何も生まないとも言うが、気持ちの区切りにはなると思う。モヤモヤした気持ちを抱え続けるより、相手にぶつけた方がスッキリするだろう。

			　ということで、承認しよう。

			『ラミリス、許可するよ』

			『やったね！　さっすがリムル、話がわかる！』

			『どうせなら戦力分散させたいし、ガドラのトコにはルキウスとレイモンドの二人だけを。クマラのトコには──』

			『あの髭面！　名前は知らないけど、憎々しい顔してるのよさ』

			　ラミリスはクマラに肩入れしまくりだな。

			　だが、俺も同じ気持ちだ。

			『そいつを送り込んでやれ。そして、クマラに頑張れって伝えておいてくれ！』

			『オッケー！　任せてよ』

			　こうして、要望を受理した。

			　残る戦力の分配だが──

			「あそこの男が指揮官みたいだな。リムル様、アイツを一人にしてアピトに始末させよう」

			　ベニマルが平然と恐ろしい事を言う。

			　さっきの発言で〝物量で攻めるのは美しくない〟とか言っていたのに、よくもそんな作戦を簡単に口にするものである。

			　だがまあ、その意見は採用だ。

			『ラミリス、あそこのお洒落しゃれな中年が指揮官らしいから、ソイツだけをアピトのトコに』

			『なるほどね。指揮能力を奪って、纏まりを失くそうってワケね。流石さすがはリムル、汚い作戦を思いつくのよさ！』

			　──えっ？

			　俺が悪い事になってんの!?

			　驚く俺を尻目に、ラミリスは勝手に納得している。

			『それじゃあ、残った百名近くはアダルマンに任せるって事でいいかな？』

			『了解！　アタシの竜王ちゃん達は負けちゃったけど、他のみんなはまだ頑張ってるもんね。この調子で、最後まで頑張ってもらうね！』

			　ラミリスは若干悔しそうだったが、これは仕方ない。

			　竜王ドラゴンロード達だって、押し寄せる軍勢相手では分が悪かっただけの話だし。

			　他の十傑と違って、地形効果のある階層は広大なのだ。嫌がらせという意味では重要な役割を果たしていたが、情報共有された上で対策を立てられては、その優位性も失われてしまった。

			　そんな状況での戦いだったので、頑張ってくれた方だと思う。

			　鍵を四個奪われてしまったが、まだ十傑六名が無敗のままだ。この調子で頑張ってもらうとしよう。

			『任せた！　だけど、油断だけはするなよ。あの百名の中にだって、危険なヤツが紛れ込んでいる可能性があるんだからな』

			『大丈夫、大丈夫！　リムルが見てると聞いて、みんな張り切っちゃってるし。それにね、迷宮の王はヴェルドラ師匠だよ？』

			　それもそうだな。

			　今回の迷宮クリア条件は、〝鍵を十個集めて、迷宮の王へ挑み勝利する事〟なのだ。ヴェルドラが倒される姿なんて想像出来ないし、そこは安心していいと思う。

			『そうだな。それじゃあ、引き続き頑張ってくれ！』

			『まっかせなさーーーいっ──ッ!!』

			　元気良くそう言い残し、ラミリスは『思念伝達』を終える。

			　さて、それではもう一息。

			　俺は最後の戦いを観戦すべく、再び大スクリーンへと視線を戻したのだった。
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			　ルキウスとレイモンドは階段に座り込み、荒い息を吐き出しつつ水を飲む。

			　報告によると、階段には魔物が出なかったらしい。鵜う呑のみにするのは危険だが、他よりも安全だと考えて休息を取っていたのである。

			　………

			　……

			　…

			　カリギュリオ大将に呼び出されて、迷宮突入を命じられた。それについては文句などない。

			　ルキウス達はシンジ達と同様、ガドラ老師に拾われた〝異世界人〟である。ガドラには、右も左もわからぬこの世界で食えるようにしてもらった恩義を感じてもいた。

			　そんなガドラが行方不明になった。

			　特別チームを率いて、魔王リムルの領地へと任務で赴いたらしい。

			　一度は戻って来たガドラだったが、他のチームメンバーは全員が未帰還だった。同行者は戦死したと、ガドラはユウキに報告したそうだ。

			　その後、ガドラまで姿を消した。

			　チームの仲間達を救出に向かったのだと、まことしやかに噂が流れている。

			　ガドラを知る者からすればちょっと信じ難い噂ではあったが、もしも本当だとしたら捨て置けなかった。

			　それに──

			　その戦死したというガドラの同行者だが、それはルキウス達も良く知る人物達であった。

			　こっちの世界で仲良くなった同郷者、谷村真治シンジ・タニムラ、マーク・ローレン、シン・リュウセイの三名だったのである。

			　俄にわかには信じられぬ話であったが、事実、シンジ達は帰って来なかった。彼等の任務とは迷宮の調査だったというし、そこで魔王リムルと何かあったに違いない。

			　シンジ達三人は魔王リムルに挑んで、その結果、殺されたのだと考えるのが妥当であった。

			　同郷者仲間には、シンジ達がいなくなって悲しむ者もいる。ルキウス達だってそうだし、他にも大勢。同郷者というだけで、謎の連帯感が生まれていたのだ。

			　それに、シンジは意外とリーダー肌で、困っている者を見捨てない優しい男であった。ちょっと鈍感なところもあったが、そんなシンジを慕う者だっていたのである。

			　ガドラから受けた恩義。それに加えて、親しい友人達の安否を探りたいという願い。

			　これらの思いを仲間達と相談した結果、一番戦闘力の高いルキウスとレイモンドの二人が、今回の遠征に潜り込む事に決まったのだった。

			　二人は直ぐにユウキへと意見具申をしたのだが、それは却下されてしまう。

			『今行動するのは本当に危険なんだよ。ちょっとゴタゴタしているし、下手に動かない方がいいんだ。詳しくは話せないけど、シンジ達もきっと無事だから──』

			　という感じで、まともに取り合ってはもらえなかった。

			　ユウキが危険だと言うのならば、本当に危ないのだろう。だがしかし、それで納得出来ない者もいた。このまま放っておいたら勝手に飛び出しかねず、そうなるくらいなら、まだ戦闘に特化しているルキウス達の方が、何かあっても対処出来ると思われた。

			　そういう理由により、ルキウスは独断で行動する事にした。レイモンドもそれに同意し、二人はユウキにも黙って行動に移った。

			　混成軍団から機甲軍団へと所属を変更してもらい、今作戦に従事する事になったのだ。

			　そんな事情があるルキウス達だからこそ、カリギュリオからの命令は望むところだったのだが……。

			　………

			　……

			　…

			「内部に入ったのは失敗だったかも知れん」

			「まあな。ここまで敵が強いとは思わなかったね」

			　二人が飛ばされたのは五十九階層だった。

			　二人には知る由もないが、いきなり六十階層に呼ぶという案もあったのだ。

			　しかし、この二人が実力を隠している可能性があった。

			　何者かが化けている可能性もあるし、先まずは様子を見ようという事になったのである。

			　ちなみにこれは、リムル──『智慧之王ラファエル』──の発案であった。

			　意外と用心深いよねリムルって──と、ラミリスやガドラも納得の上で処理されていたのだった。

			　そんな理由でルキウス達は、五十九階層で激しい戦いに晒さらされた。

			　可変式レーザー光線砲や、音波砲。その他、様々な科学兵器。隔離壁が下りれば、無味無臭の毒ガス発生通路の出来上がりだ。

			　現在は百階層になっている九十五階層の研究所で作られた兵器の数々が、五十九階層で運用されていた。

			　そして極めつけは、攻撃特化の人型兵器──魔人形ゴーレムだ。

			　リムルが、傀かい儡らい国こくジスターヴで発見された遺跡〝アムリタ〟から持ち帰らせた資料。それらを研究して再現させた防衛機構が、ここに遺い憾かんなく投入されている。

			　帝国軍を殲滅する時でさえ、機能の十パーセントすら必要としなかった兵器群。それらが今、ルキウス達を試すのに用いられたのだった。

			　本気の攻防が繰り広げられ、二人は奥の手を全部曝さらけ出している。

			　前衛にレイモンドが立ち、時間を稼ぐ。

			　その貴重な時間で、ルキウスが必殺の一撃を放つのだ。

			　ルキウスの『融合者マゼルモノ』は、その名の如くの効能がある。物質を混ぜ合わせて、そこからエネルギーを取り出す事も出来るのだ。使いようによっては、核撃魔法と同等の攻撃にも転用可能だったのである。

			　それを発見し教え導いたのも、ガドラである。恩師の恩義を思い出しつつも、ルキウスは必死に戦ったのだった。

			　戦闘そのものは、二人の圧勝だ。大破壊力の攻撃を前に、ゴーレムも科学兵器群も敵ではなかった。

			　ただし、数が鬼畜である。

			　二人だけでこれらの罠の数々を突破するのはとても大変で、たった一日でルキウス達がクタクタになったのも、無理はない話だったのである。

			「おい……どうする？　先に進むか？」

			「馬鹿言うな。まだ階段を一つしか下りてないんだよ？　あんなに兵器や罠が大量にあるのに、対策もなく向かうのは危険だね」

			「それはそうだよ。だけどお前、他に手立てなんてないだろ？　迷宮に入るなり、他のみんなともはぐれちまったんだしさ……」

			　レイモンドの言葉は正しい。そんな事はルキウスだって理解しているのだが、何も出来ないのが現状なのだ。

			　進むのは危険だと言うが、ではどうするのが正解なのか？

			　下に進まず上に向かっても、迷宮を出られるという保証はない。というよりも、迷宮に入る際の意思確認を信じるならば、クリア条件を満たさなければ脱出は不可能だと思われた。

			「こんな迷宮、クリアするの絶対無理だぞ……」

			「まあね。時間があれば別かも知れないけど、一日一階層としても一ヶ月以上はかかる。とてもじゃないけど、食糧が足りないね」

			　一番の問題はそこであった。

			　ルキウスやレイモンドは改造手術を受けていないので、食事の必要がある。水は何とかなるだろうが、食糧は残り二十日分。さっきの階層のように魔物が出なければ、その血肉を食べるという手段も取れないのだ。

			　このままでは、三週間も保たない可能性がある。

			　突入からたった一日。状況は既に、絶望的なまでに見通しが立たなくなり始めていた。

			　だが、二人は諦めない。

			　そもそも二人には、恩師や友に関する情報を集めるという目的がある。ここで投げ出すくらいなら、最初から迷宮になど入らなかっただろう。

			「なあ、入る前に配られたこれ、信用出来ると思うか？」

			　ルキウスが自分の喉元を指しながら、レイモンドに問う。その指が指し示すのは首飾りであり、迷宮突入作戦を前にカリギュリオから渡された代物だった。

			　何でも開発室で作られた試作品であり、ガドラが持ち帰ったという蘇生アイテムを模造したものらしい。

			　迷宮内で死んでも復活出来るという話だったが、ルキウスは信用していなかった。

			「信用出来る訳がない。そもそも、仮に復活するとして、それはどこで生き返るんだ？」

			「そうだな。その場で復活するとしたら、自分を殺した魔物の前って事になる。そんな実験もまだなんだろう？」

			「ああ。俺達で実験するつもりなんだよ。だいたい、どうして首なんだ？　持ち帰ったのは腕輪だったらしいじゃないか」

			「それこそが、帝国の技術もまだまだだって証拠だろうね」

			　急ごしらえの模造品である為、サイズが大きくなったと説明は受けている。だが、それが余計に二人の不信感を煽あおっていた。

			　模造品に命を預けるなど、普通に考えても御ご免めん被こうむるという話である。

			『これはな、選ばれた者にしか用意されておらんのだ。諸君には、これを預けるだけの価値があると、私は高く評価しているのだよ！』

			　などと、カリギュリオは言葉を飾って説明していたが、それは裏を返せば成果が確認出来ていないという事を意味する。

			　末端の兵士達の分が用意されていないのだから、どうなるかは使ってみてのお楽しみだった。

			　少なくとも、実験データがあったのなら信用も出来ようが、自分達が実験台になるなど馬鹿げていた。

			「お前が先に死んだら、どうなるか確認出来るな」

			「笑えない冗談だね。少なくとも俺は、こんなものに頼る気はないよ」

			　レイモンドが現実的な返事をする。

			「だいたい、コレの大元になった〝復活の腕輪〟っていうのは、魔王ラミリスの権能によるものなんだろう？　それを間借りしたような偽物なんて、かえって相手を怒らせちゃうんじゃないの？」

			　レイモンドがそう続けると、ルキウスもそう考えていただけに肩を竦すくめて同意を示した。

			　死んだら生き返れないと考えて行動する──と、二人は当たり前のように結論を下したのだった。

			　頼れるのは自分達の実力のみ。という事で、二人は苦笑を浮かべて立ち上がる。

			「行くか？」

			「ああ。こうなったら、行けるとこまでね。それで駄目なら、みんなも許してくれるよ」

			「そうかな？　シンジなら苦笑しそうだが、彼女は──」

			「やめてくれよ。せっかく忘れてたのにさ」

			「そうだな、スマン。迷宮よりも、彼女の方が怖いもんな」

			「おいおい、聞かれてないからって本音洩もらし過ぎだよ。まあ、同意だけどさ」

			「そうだろう？　まったく、シンジの鈍感さには感心するよ。あれだけ熱意を向けられてるのに、それを綺麗に無視するなんてさ」

			「同意。だけど、それがシンジらしいっていうかね。そういうトコに、彼女も、そのさ」

			「まあな。そう考えると、シンジは大したヤツだぜ。案外、平然として生き延びてそうだ」

			「そうだね、その通りだよ！」

			　二人の顔に笑みが浮かぶ。こんな状況でも希望を胸に抱き、進むべき道をハッキリと見定めて。

			　晴れやかな笑顔で、二人は階段を下り始める。

			　その行く手に待ち受ける者を知る由もなく。

			


			　そして──

			「や、やあ！　ルキウス、そしてレイモンド君。二人には、ちょっとした相談があるんだ！」

			「おう。マジでいい話だからよ、聞いて損はないぜ？」

			「──素直に聞くべき」

			　救出対象であるシンジ達三名に出迎えられて、ルキウス達は驚き固まる事になった。

			「うむ、驚いておるようじゃな。ワシからも頼む。先ずは話を聞いてくれんか？」

			　目の前に聳そびえ立つ巨大なゴーレムからも、懐かしい声が聞こえた。その声の主は間違いなく、ルキウス達が恩義を感じる相手、ガドラだ。

			「い、生きていたのですか？」

			「というか、えっと、コレってどういう事？」

			　始まったのは、ガドラ達からの説得合戦だ。

			　混乱する二人が陥かん落らくするまで、あと少しの時間が必要になるのだった。
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			　ガドラ達の説得は、驚くほど簡単に成功したようだ。

			　今回の戦争には不参加を表明していたシンジ達も、説得には参加してくれている。その甲斐あってか、揉もめる事もなく相手が納得してくれたみたい。

			　ガドラの弟子にして、シンジ達の友だというルキウスとレイモンドの二人。五十九階層で散々実力を試させてもらったが、ヤバイのはルキウスだ。

			　コイツの能力スキルは反則ものだった。指弾で何かを弾いたように見えたが、その先で生じたのは小規模爆発──限定的な核爆発そのものであった。小さな反応だが、威力は申し分ないのだ。

			　ユニークスキル『融合者マゼルモノ』──物質を変容させて、他の物質と融合する。その使い方としては、小さな礫つぶてを変容させて敵に投じる事で、敵そのものを爆破するというものだったのだ。

			　仮に『結界』などで礫を弾いたとしても、それが地面に落ちた段階で爆発する。上手く弾ければいいが、ルキウスの使用している礫は爪先で弾くような小さなものなので、それもなかなか難しいだろう。そもそも、変容した礫に反応しない事が前提条件となるので、弾く事すら困難だ。

			　凶悪至極。一つ間違えれば自分をも巻き込みかねない攻撃手段だが、そこは良く研究されていた。どんな訓練を積んだのか知らないが、見極めは完璧な様子だったのである。

			　そして、そんなルキウスとコンビを組んでいるレイモンド。

			　レイモンドの格闘術は見事だったし、その闘気を放って象かたどった盾も素晴らしかった。前方からの攻撃を全て受け流す様は、見ていて惚れ惚れしたものだ。

			　ルキウスが起こした爆発の衝撃波までも、レイモンドの盾は綺麗に受け流していた。上手く特性が噛み合った良いコンビである。

			　何者かが化けている様子もないし、本人で間違いないとの事。精神が操られている気配もないし、今回やって来たのはガドラやシンジ達の救出が目的だったようだ。

			　二人とも信用出来る人物みたいだし、正直、味方になってくれて良かった。

			　仲間になった二人には、暫しばらくの間研修として、シンジ達の下で働いてもらうつもりだ。裏切りの心配はないと思うが、一応の措置として。

			　様子を見てから、シンジ達と同じ扱いに格上げすることにしよう。

			


			　六十階層では上手くいった。

			　では、七十階層の方はと言うと……。

			　丘陵地帯に、百名ほどの人間が身を寄せ合っていた。

			　最初は少しだけ混乱している様子も見受けられたが、一日経った今は落ち着いている。丘の上の見晴らしが良い場所にテントを張り、各地に何名か偵察に向かわせているようだ。

			　直ぐに動き出す気配はないし、とても慎重である。

			　指揮官だけ別の場所に飛ばしたというのに、この冷静な対応は大したものだ。

			　流石は各部隊の中でも飛び抜けた勇士達、といったところか。

			「もっと慌てるかと思ったんだがなあ」

			「いや、こんなものでしょう。指揮官がいなくなっても大丈夫なように、指揮系統は明確にしておくものですし」

			　俺と違ってベニマルは、淡々とした評価を下している。

			　指揮系統がバラバラでは、作戦行動など不可能である。上に立つ者が必要なのだ。

			　それを明確に定めておくのは当然──というのは理解出来るが、ここに集った者達は寄せ集めのはず。それなのに直ぐに代わりに立てる者がいるというのは、敵ながら見事だと思うけどね。

			「ウチは大丈夫なの？」

			「勿論です。俺がいなくてもゴブアがいますし、ゴブアの下にも優秀な者が控えています。〝紅炎衆クレナイ〟では戦術論も必修項目なので、誰でも指揮官が務まりますよ」

			　あらま、凄い自信ですこと。

			　俺だってそんなの学んでないのに、いつの間に勉強したのやら。

			「それならいいけど。それで、相手は動かないけど、何を狙っているんだと思う？」

			　我が軍の指揮系統に関しては、ベニマルと各軍団長にお任せである。俺が気にしても仕方ないので、話を現実に戻す事にした。

			　七十階層で陣を張っている帝国将兵だが──

			「彼等の目的ですが、他の階に生き残りがいないかを調査しているのでしょう。そういう意味では、彼等はついてない。他の階ならまだしも、ここでは何の痕跡も残っていませんからね」

			　ベニマルが敵を哀れむように答える。

			　それを聞いて、俺も納得だ。

			　俺は帝国軍の生き残りがいないと知っているけど、彼等は仲間を捜すのも目的の一つなのだ。生き残りと合流して戦力増強を図るのも、作戦としては理にかなっているのである。

			　ただし、それが無意味な事を知ってしまった以上、彼等の行動を待っているだけというのは面白くないな。

			「アダルマンに攻めさせるか？」

			　俺がそう呟くと、シオンもこくこくと頷いた。かなり退屈しているらしく、自分が動きたくて仕方ない感じ。

			　それでも迷宮内に戦力が残っている以上、俺の護衛という役目がある。シオンとてそれを理解しているので、さっさと終わらせて外の戦いに出向きたいのだろう。

			「そうですね。これ以上様子見しても、大した情報は得られないでしょうし」

			　ベニマルはそんなシオンの様子を見て、苦笑しつつそう言った。

			　そして、アダルマンへの指示が飛ぶ。

			『我が神よ、私の活躍を御照覧あれ!!』

			　戦いを待ち望んでいたのは、シオンだけではなかったらしい。アダルマンもまた、軍勢を整えて帝国軍を迎え撃つ準備をしていたのだ。

			　アダルマン達は連戦連勝を続けている。その勢いのまま、最後の戦いを勝利で飾るつもりでいるようだ。

			『それじゃあ、頑張ってね！』

			『ハハァ──ッ!!』

			　俺の鼓舞が合図となった。

			　アダルマン達は勢いよく、閉ざされていた門を開け放ち出撃したのだった。

			


			　そして、一時間後。

			　そこには驚くべき光景が広がっていた。

			　帝国軍の生き残りはたったの三名。ただし、我が方で生き残っているのも、アダルマンとアルベルト、そして死霊竜デス・ドラゴンのみとなっている。

			　三対三での戦いになっていたのだ。

			　他の百名近くは死霊の軍勢と相打ちになっているので、コイツ等に援軍はない。三時間もすれば死霊の軍勢が復活するので、その時点で勝利は確定すると思っていた。

			　ところが……。

			「クフフフフ。面白い人間がいたものです」

			「うむ。なかなか見事な戦いぶり、私も相手をしてみたいものだな」

			　ディアブロとシオンが珍しく感想を洩らしている。

			　それほどまでに強力な戦士が、敵方に紛れていたのだ。しかも、三名も。

			　一人は、優男の剣士。

			　アルベルトと接戦を繰り広げている。

			　一人は、美人の魔法使い。

			　アダルマンと魔法合戦を展開している。

			　一人は大おお柄がらな戦士。

			　死霊竜デス・ドラゴンを一人で押さえ込んでいた。

			　見覚えある光り輝く鎧よろいを召喚して身に纏ったのを見ても、テスタロッサが殺した伝説級レジェンド持ちの御仲間だろう。

			　統一されたデザインだし、同じ組織に所属しているのは間違いなかろう。

			「あの剣士、恐るべき強さだ。アルベルトと互角とはな」

			　アルベルトと優男の戦いは、滅多に見られない神技の応酬だった。互いに、剣と盾を装備した流派であり、その実力は伯仲である。

			　ベニマルの言う通り、互角という言葉が相応ふさわしい。

			　テスタロッサが倒した男よりも、コイツの方が強そうである。もしかすると、コイツの方が序列上位なのかも知れないと思った。

			「クフフフフ、アダルマンも信心が足りませんね。あの程度の者に、魔法で後れを取るなど」

			「そうは言うがな、ディアブロよ。あの鎧は聖や魔といった属性を問わず、あらゆる魔法を防いでいるぞ。あれではアダルマンが不利になるのもやむを得まい」

			　シオンの意見は適切だ。アダルマンにはエクストラスキル『聖魔反転』があるが、あの伝説級レジェンドの防具は反則だった。対魔法という意味では、ほぼ完全な耐性を発揮していたのである。

			　あれを破るには〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟のような最強魔法を用いるしか方法はない。それはアダルマンだって使えるのだが、相手がそれを許してくれないのだ。

			　小手先の魔法で隙を作り、そこを狙うしかない。しかし、互いが同じ事を考えているようで、拮抗しているのが今の状況なのだった。

			　忘れてはならないのが、最後の男だ。

			　コイツも油断ならない。

			　何しろたった一人で、死霊竜デス・ドラゴンを相手取っているのだから。

			　コイツの場合、勝利を捨てている。死霊竜デス・ドラゴンの再生能力は凄まじいので、倒しきるのは不可能だと見切っているのだ。

			　仲間の勝利を信じて、地味な戦いを続けている。

			　実は、コイツが頑張っていなければ、勝負はとっくに終わっていたのだ。

			　死霊竜デス・ドラゴンは、ソウエイでも倒せないような化け物なのである。それを相手に善戦するとは、思った以上に厄介だ。

			「どうなると思う？」

			　俺が問うと、三者三様の答えが返ってきた。

			「実力ではアルベルトが上。ですが、装備で劣っている為、勝負には負けますね」

			「アダルマンは功を焦り過ぎです。冷静に対処すればとっくに勝利しているでしょうに、このままでは決め手に欠けますね。その間にアルベルトが敗北すれば、勝負は一気に敗北へと流れるでしょう」

			「勝利あるのみ！　敗北など有り得ません!!」

			　三者三様──というより、シオン一人がおかしいのかな？

			　ベニマルとディアブロの意見は似通っている。アダルマン達が負けると考えているようだ。

			　それに対してシオンは……精神論だな。それは意見ではなく、願望というのだよ。

			「という事は、負けそうか。ヤバイかな？」

			「まあ、アダルマン達が負けても、他の十傑がいます。それに、俺ならば勝てますので、まあ大丈夫でしょう」

			「無論！　私だって勝てますので、ご安心下さいリムル様！」

			　ベニマルも大した自信だし、何とでもなりそうだな。

			　シオンはいつも通りだ。その言葉の根拠を問い質ただしたいが、答えなどないんだろうな。

			　シオンらしいと言えばらしいので、その心意気だけ買うとしよう。

			「リムル様、心配する必要など御座いません。十傑には、ヴェルドラ様の弟子であるゼギオンがいます。あの者がいる限り、ヴェルドラ様のお手を煩わずらわせる事さえないかと」

			　クフフフフと笑いながら、ディアブロがそう答えた。

			　ディアブロが他人を褒めるなんて珍しい。それなら大丈夫かと、俺は少しだけ安あん堵どしたのだった。

			


			　そんな会話をしている内に、勝負は佳境へと差し掛かったようだ。

			　時間が経てばアダルマン達が勝利する。そういう希望もあったのだが、残念ながら敵もそれは気付いていたらしい。

			「このまま押し切ろうかと思っていたが、どうやらそれは厳しいか。俺を本気にさせた事、あの世で誇るがいい！」

			　敵の優男がそう叫ぶ。

			　この期に及んで、まだ奥の手でも持っていたのだろうか。

			「貴様達が死ぬ前に、名乗っておくとしよう。俺の名はクリシュナ。帝国の〝騎士〟──帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの序列十七位だ！」

			「序列九十四位、レイハよ」

			「序列三十五位、バザンだ」

			　あっ、やっぱり帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンだったか。

			　ガドラから話は聞いていたが、本当に凄い面メン子ツを揃えているみたいだ。テスタロッサが倒した男が序列十一位だったから、クリシュナとやらはそれより上だと思ったのに。実力と数字が比例するのかと思えば、どうやらそうでもないらしい。

			　レイハの方がバザンより偉そうだし、この考えに間違いなさそうだ。

			　それはともかく、勝負の行方だな。

			　クリシュナ達からの名乗りを受けて、アダルマン達も気合を入れ直したようだ。これで持ち直すかと思ったが、残念ながらそうはならなかった。

			　勝負の決め手は、クリシュナ対アルベルトである。

			　クリシュナの剣が、アルベルトの怨嗟の剣カースソードを折ったのだ。

			　折ったというか、砕いたというか。これは完全に武器性能の差であった。

			　怨嗟の剣カースソードだって、クロベエ作の優れた逸品である。普通の者には扱えないものの、アルベルトにとっては最高の武器だった。

			　しかし、クリシュナの剣は伝説級レジェンドだったのだ。

			　剣けん戟げきを繰り返す事で少しずつ相手の武器にダメージを蓄ちく積せきさせて、そして最後に一気に砕く。それが、クリシュナが得意とする戦い方だったようだ。

			　結果論だが、それが判明しただけでも良しとしよう。

			　こうして武器を失った事で、アルベルトが敗北。前衛がいなくなってしまえば、アダルマンは一気に不利な立場になった。後衛らしからぬ華麗な身ごなしで、意外と粘ねばってはいたのだが、そのまま押し切られて敗北してしまう。

			　そして最後に、三人による一斉攻撃で死霊竜デス・ドラゴンが消滅して、この戦いは終了したのだった。

			　アルベルトの剣が折れなければ、勝負は違った形になっていただろう。それに、魔法職に戦士職と体術で渡り合えというのが無茶なので、敗北の責任を問うつもりはない。寧むしろ、敵の奥の手を引き出しただけ、良くやってくれたと褒め称えたい気分だ。

			　結局、ベニマルとディアブロが予想した通りの流れになった。鍵も二個奪われてしまったが、これは仕方ない。ここは相手の健闘ぶりを称賛するとしよう。

			　こうしてクリシュナ達三名に、苦い敗北を喫したのだった。

			


			　まあ、終わった事は後で反省するとして。

			　次に行こう。

			　大スクリーンには、七十九階層での戦闘風景と、九十階層での戦闘風景が映っている。

			　両方とも、勝負は佳境という感じだ。

			　過激なのはクマラだな。あの髭面は復讐相手だとの事だから、熱が入るのも無理はない。

			　それに対して、アピトの方はというと。

			　こちらもまた、意外な事に接戦なのだ。

			　今のアピトの実力だが、魔法なしのヒナタに匹敵するほど強い。そんなアピトと互角に戦うとは、この指揮官っぽい男もかなりの実力者だな。コイツも優男なのだが、さっきのクリシュナと実力面でも遜そん色しょくなさそうだ。

			　さてさて、勝負の行方はどうなる事やら。

			　俺達は固かた唾ずをのみつつ、大スクリーンに視線を釘付けにする。

			


			[image: ]

			


			　ミニッツ少将は自慢のスーツをピシッと着こなし、迷宮内を悠然と歩む。

			　デザインは一般的な将校のものと同じだが、生地が違う。糸の一本一本から厳選され、魔力が練り込まれた逸品なのだ。

			　これ一着で佐官クラスの年俸に匹敵する高級品であり、お洒落なミニッツも満足する着心地を約束してくれている。

			　優雅たる事こそ、ミニッツの身上。そんなミニッツなので、今回の作戦に内心では不満たらたらであった。

			　戦争など、圧倒的戦力を揃えて敵を威圧し、戦わずして勝利を目指すべきものなのだ。

			　犠牲を出すなど論外であり、まして、それが自軍からとなると、指揮官の能力が疑われても仕方ないとまで考えている。

			　そんなミニッツだからこそ、今回の作戦は結果以前に失敗であると断じていた。

			　だが──

			「まあ、そんな当たり前の事実を口に出来ぬのも、宮仕えの悲しさかな」

			　そんなふうに文句を口にしつつも、ミニッツは不敵に笑う。

			　普段は部下であるカンザスばかりが目立つ為に注目される事はないが、ミニッツ自身も帝国軍有数の勇士なのだ。自分の美学に反するからと、戦争を途中で投げ出すような軟弱な精神など、持ち合わせてはいないのである。

			「──それにしても、魔王リムルも人が悪い。当然といえば当然の策だが、指揮官である私を一人だけ別の場所に飛ばすとはね。これでは、今回集まった勇士達も少数で撃破されてしまうかも。まあ、カンザス君くらいは生き延びていそうだが──」

			　誰に聞かれても構わないとばかりに、ミニッツは独り言を口にする。その内容とは裏腹に、その表情はとても楽しそうだ。

			　それもそのはず、ミニッツは久しぶりに胸が高揚する思いであった。ここまでの危地に晒される事など、生まれてから一度も経験していない。

			　本来ならば、彼自身が前線に出る事さえ滅多に許されない立場にいた。

			　ミニッツは叩き上げではなく、貴族出身の上流階級なのである。実のところ軍を離れれば、カリギュリオよりも出世街道に乗っているほどだ。

			　政界にもコネがあり、自分だけの派閥も築いている。

			　そんなミニッツがいまだに軍に所属しているのは、本質的に戦いが大好きだからだった。

			　ミニッツは、血を見るのが大好きなのだ。それがこうして機会を得た事で、思う存分暴れられる。それを思えば、ミニッツの頬も緩むというものだった。

			　そんなミニッツが飛ばされたのは、アピトが支配する階層の一つ上、七十八階層である。ミニッツの実力を分析するべく、先ずは様子見という理由だ。

			　そこでミニッツは無人の野を行くが如く、蟲を蹴散らしながら下層階を目指す。

			「やれやれ、私は蟲は嫌いなんだよ。足がわしゃわしゃするのを見るだけで、虫むし唾ずが走る。こんな場所、とっとと抜け出さないとねえ」

			　そんなふうに傲然と言い放ち、手を横にひと振りするミニッツ。たったそれだけで突風が舞い、数多の蟲は分解されて塵ちりとなった。

			　これこそがミニッツの力。

			　ユニークスキル『圧制者オゴルモノ』である。

			　この力は単純明快。心理的圧迫から物理的な圧縮まで、ミニッツの視界の全てに効果を及ぼす。これから逃れる術すべなく、何もかもが塵芥ゴミとなって消え去るのみ。

			　本当は腕を振る必要すらなく、視線だけで対象を壊せるのである。ミニッツは今まで、この力のお陰で無敗を誇っていたのだった。

			「脆もろいねえ。これでは、手応えがなさ過ぎて退屈というもの。もっと頑張って欲しいものだねえ」

			　ミニッツを止められる者はいない。

			　七十八階層にはＡランクオーバーの蟲の群れも出現するのだが、それら全てがミニッツに斃たおされた。まるで相手にならず、一瞬で勝負がついている。

			　まさに、無敵。

			　ミニッツの傲慢さも、この力があれば納得だった。

			　そしてミニッツは、数時間で階段を発見する。そのまま下層に下りるのかと思えば、マイペースにも休息を取り始めた。

			　腰に下げていたレザーバッグは、高級な旅行用魔道具だ。そこから、出来たての食事を取り出して楽しむ。

			　魔除け効果のある屋根付きの寝具一式まで入っており、ミニッツは堂々と睡眠までする始末。

			　完全に、迷宮を舐めた態度であった。

			　そして、翌日。

			　悠々と七十九階層に足を踏み入れたミニッツは、そこで真の強敵と出会う事になった。

			


			　襲い来る無音の暗殺蜂サイレントキラー──軍団蜂アーミーワスプを、ミニッツは鎧がい袖しゅう一いっ触しょくにする。どんな厄介な魔物であろうとも、その視界に入った時点で勝負は決まるのだ。

			「フッ、ここの魔物も私の敵ではないな。なんだ、期待外れも甚はなはだしいぞ」

			　そう豪語するミニッツを見て、激怒する者がいた。

			　アピトである。

			　あらゆる角度から忍び寄ろうとも、ミニッツは対処して見せた。その事からも、ミニッツが『魔力感知』を使いこなしているのは明白だ。

			　であれば、これ以上軍団蜂アーミーワスプをけしかけても無意味。そう判断し、女王自ら出向いて来たのだった。

			「人間め、舐めた事を言ってくれる」

			「そうかね？　君は少しはやるのかな？　私にとっては、ここの虫けらと大した違いはないように思うのだが──」

			　そう言いつつミニッツは、地に落ちた蜂達の死骸を踏みにじる。その行為が、アピトの怒りをより激しいものへと燃え上がらせた。

			「殺す」

			「やってみたまえ」

			　こうして、両雄は激突した。

			　ミニッツは最初、アピトを舐めてかかっていた。

			　油断していた訳ではないが、自身の『圧制者オゴルモノ』で粉々に出来ると踏んでいたのだ。ところが、それは甘い考えだったと早々に気付く事になる。

			　視線に乗って干渉波が放たれ、アピトに重圧が加えられる。

			　その正体は、目に見えぬ引力だ。ミニッツは周囲の物質に影響を与えて、引っ張る力に方向性を持たせる事が可能だったのだ。

			　大質量体である星が持つ引力を利用して、四方八方へと反発させる。引っ張り力と反発力を見事に操作して、対象を爆散させたり圧縮させたりしていたのだ。

			　この力に対抗するには、多少の事では動じないような強固な肉体を持つか、あるいは干渉波を相殺するような指向性を持つ波動を放つしかない。

			　そんな真似が出来る者など、ミニッツは今までお目にかかった事がなかった。つまり、ミニッツは無敵であるという事なのだ。

			　そうした絶対の自信を持って、ミニッツは能力を発動させる。しかし、そこに出現した光景は、ミニッツが思っていたものと異なっていた。

			「──フンッ、遅い！」

			　ミニッツが砕いたのは、アピトの残像だった。アピトはミニッツの力の正体を見破った訳ではないが、それが指向性を持つ事には気付いていた。素早く動き回れば効果範囲から逃れられると推測して、見事に回避して見せたのである。

			「フフフッ、やはり思った通りだったか。ワタクシの動きを捉とらえられるかしら？」

			　アピトの動きはどんどん加速する。

			　これでは、ミニッツがどれだけ『魔力感知』を駆使しても、アピトに有効な攻撃を加えるのは困難だった。

			　だが、ミニッツは逆に奮起する。

			「面白い。こうでなくては、戦いはつまらない！」

			　能力を全開に解き放ち、自分を中心とした力場を形成していく。それに並行して、アピトの行く手を塞ぐように歩を進める。

			　こうなると、アピトとしては後ろに下がるしかない。迷宮の通路幅は五メートルはあるが、ミニッツの横をすり抜けようとすると力場に捕らわれてしまうからだ。

			「チッ、厄介な」

			「それはこちらのセリフだよ！」

			　両者、一歩も譲らず。

			　ヒナタとの特訓で、アピトの動きは洗練されて鋭さを増している。聖騎士ホーリーナイトの隊長格をも翻ほん弄ろうするアピトであったが、近付けなければ意味がない。

			　また、動きを止めるのも危険だった。干渉波に捕まれば、アピトとても無事では済まないからだ。

			（出向いてやったのが仇となったわね。女王の間まで退けば、もっと自由に飛び回れるわ。この男の力がどれだけ持続するかわからないけど、勝機を見み出いだすには戻るしかない）

			　アピトはそう判断した。

			　逃げるのは恥ではない。貪どん欲よくなまでに勝利を目指す事こそが、アピトの基本方針なのだった。

			　そうして逃げ出したアピトを見ても、ミニッツは馬鹿にしたりしなかった。それが戦略的撤退であると見抜き、逆に慎重に追いかける。

			　急ぐ必要はない。ここで無理をするよりも、力を温存するのを優先させる。

			（クックック。戦いとは、優雅に行わねばならん。だが、負けるくらいならば無様に足掻く方が好ましいものだ）

			　ミニッツはアピトを美しいと感じていた。

			　他の魔物共とは違い、美学を持つ相手であると見抜いている。

			　自分にとって有利な戦場を選ぶなど、戦士にとっては当然の事なのだ。それを笑うようなミニッツではなく、寧ろ、自分との戦いに全力を尽くしてくれているのだと感謝したいと思うほど。

			　相手を侮あなどりもせず、どうやって追い詰めるかを考えながら、ミニッツはアピトを追いかけていく。

			　そして辿り着いたのは、大きく開けた場所だった。

			　一段高い場所に椅子がある。

			（どうやらここは、女王が君臨する玉座なのだね。いいだろう。私と君が決着を付けるに相応しい場所だ）

			　敢あえて敵の誘いに乗った。だから自分を楽しませろと、ミニッツは傲慢にも思う。

			「鬼ごっこはおしまいかね？」

			「ええ。ワタクシの全力を尽くして、貴様を持て成して差し上げるわ。〝蟲女王インセクトクイーン〟アピトの〝名〟にかけてね」

			「それは楽しみだね。私はミニッツ少将、君を殺す者だ。それでは、第二ラウンドといこうか！」

			　そう気炎を上げて、ミニッツは加速した。

			　今までの動きは様子見であり、これが本気。アピトの動きを超えるほどではないが、後れを取るほどではない速度であった。

			　しかし、それで動じるアピトではない。天高く上昇し、ミニッツを翻弄しようと速度を上げていく。

			　だが、これはミニッツにとって予測の範囲内だった。

			「甘いな。私の力を舐めないでもらいたい！」

			　そう叫んだのは、力を放った後だ。

			　ドーム状になった広間の天井付近から、アピトを捕らえる不可視の力場が発生する。ミニッツが引力を操作し、天井へとアピトを張り付けたのだ。

			「グッ──ッ!?」

			　苦しむアピトを見て、ミニッツが嗤わらう。

			「ふふふ、苦しいかね？　直ぐに圧殺してやりたいが、君は少々強過ぎた。並みの魔物ならば、この距離でも十分に圧殺出来たのだがね」

			　そう言いつつ、ミニッツはアピトに近付いていく。

			　ミニッツの力は距離に比例する。近付けばそれだけ圧力も増すので、アピトのような大物であっても圧殺が可能となると考えての行動だ。

			　それに、アピトを捕らえた今、全方位に力を放つ必要もなくなっていた。アピトにだけ力を集中させる事で、確実な勝利を得られるだろう。

			（思った以上に苦戦したが、やはり私の敵ではなかったか。だが、ここまで楽しませてくれたお礼に、苦しませる事なく葬ってやるとしよう）

			　ミニッツには、敵を甚いた振ぶる趣味などない。戦いで得られる高揚と、勝利の感動のみを欲している。

			　だからこそ、純粋な好意でアピトに慈悲をかけようとしたのだが……。

			「舐めるなよ、人間！　ワタクシは、全力を尽くすと言ったのだ！」

			　そう叫ぶなり、重圧に苦しんでいたはずのアピトが再び宙に飛ぶ。

			　その羽は破れ、手足は折れ曲がり、満まん身しん創そう痍いという有様になって尚なお、アピトの戦意にはいささかの翳かげりもない。

			　アピトもまた、勝利だけを貪欲に望むのだ。

			「この戦いも、リムル様が御覧くださっているのだ。無様であろうが何であろうが、敵の手の内を暴くのもワタクシの役目なのよ！」

			「クックック、面白い。私の力を見破るだと？　その前に、君には死んでもらうさ！」

			　ミニッツは再び、己を中心とした力場を発生させる。斥力と引力、自分に近付こうとする者を弾くと同時に、地面へと縫い付けるように力の流れを操作して、ミニッツはアピトを仕留めにかかった。

			　対するアピトも、いつまでもやられっぱなしではない。ミニッツの認識力を上回る速度で飛翔し、干渉波に捕らわれないように距離を保つ。

			　攻撃手段がないのは忌いま々いましいが、相手の力も無尽蔵ではない。どこかで限界が訪れるはずであり、アピトはひたすらその時を待ち続ける。

			　ミニッツの限界が先か、アピトが力尽きるのが先か。

			　こうして、我慢比べが始まった──

			


			　状況が動いたのは、数時間が経過した頃だ。

			　アピトはヒナタの教えを守り、ありとあらゆる攻撃手段を試し続けた。

			　折れた手足はなくなり、破れた羽で必死に飛び回りながら、ミニッツの隙を探り続ける。死角を狙って毒針を飛ばしたり、羽を振動させて衝撃の刃を放ったり。配下の軍団蜂アーミーワスプを全員召集し、全方位からミニッツへ襲い掛からせたりしている。それらは全て、ミニッツの干渉力が弱まる地点を探る為であった。

			　これらの行動によって、軍団蜂アーミーワスプは全滅している。配下といえども、アピトが呼び出した者達だ。悔しくないはずがない。しかしそれでも、アピトは配下に特攻を続けさせたのだった。

			　その結果、ミニッツも無事とは言い難い姿になっている。

			　着用していた高級スーツは、見るも無残にボロボロだ。優雅さもかなぐり捨てて、必死の回避行動が見られるようになっていた。

			「ウフフフフ。お疲れのようね」

			「……君もな。ここまで粘るとは、正直驚きだよ」

			「言ったでしょう？　無様でも何でも、勝てばいいのよ」

			「同感だね。ただし、勝つのは私だがね！」

			　両者とも、やせ我慢は大したものだった。

			　疲ひ労ろう困こん憊ぱいで立っているのもやっと。そういう状況であるにもかかわらず、互いに強がって見せている。

			「貴様の力は大したものだ。それは認めるが、完全無欠という訳ではないのだな。宣言するわ。ワタクシは次の攻撃で、貴様を殺す！」

			　宙に浮かぶアピトが、ミニッツに向けて言い放った言葉だ。その顔は自身の血にまみれていたが、その表情には輝かんばかりの美しい笑みが浮かんでいる。

			　それを細目で見やりながら、ミニッツも口角を上げて答える。

			「それは楽しみだ。では私も、次の一撃で君を楽にしてあげると約束しよう」

			　両者とも、残る力は僅かであった。次の一撃で決めるというのは、それしか力が残っていないからのセリフなのだ。

			　そして両者は、後の事などまるで考えず、全ての力を出し切って動き出す。

			　アピトは、ミニッツの干渉波の動きを予測し、直前で軌道を変える作戦だ。音速を超える速度での体当たりで、ミニッツの反応を上回ろうと考えているのである。

			　ミニッツもそれは読んでいる。問題は、アピトがどこまでミニッツの力を把握しているのか。目に見えぬ干渉波がいつ発動されるのか、それを正確に見抜かれているかどうかで対処を変えねばならない。

			　見抜かれるはずがない──と、ミニッツは自分を信じる事にした。

			　勝負はその一瞬で決まる。

			　ミニッツが力を放ったその瞬間に、アピトが軌道を変えた。しかしそれは、ミニッツが睨んだ通り直感によるものであり、干渉波が見えている訳ではない。

			　勝った──とミニッツは嗤い、死ぬ──と、アピトも嗤う。

			


			

			


			　そう。アピトの攻撃は最初から、死を前提としたものだったのだ。

			「終わりだよ、女王アピト」

			　嬉しそうに叫ぶミニッツ。

			　目に見えぬ力の波動が全身を包み込むのを感じた瞬間、アピトは大きく口を開いて切り札を射出しようとする。

			　女王の身命針クイーンオブニードル──アピトが死を賭して放つのは、最強の毒針だ。妖気で生み出したものではなく、アピトの身体の一部分である。

			　その硬度は〝魔鋼〟をも易々と貫く。至近距離から全ての力を込めて放つ毒針ならば、ミニッツの纏う力場をも貫くはずだとアピトは確信していた。

			　ミニッツの力がアピトを圧縮し、アピトの放った毒針が力場を貫きミニッツへと迫り──決着の時が訪れた。

			　結果は、両者相打ちである。

			　アピトは完全な勝利を得られなかった事を不満に思ったが、それでも自分の役割を果たせて満足だった。

			　死は終わりではない。迷宮内では、何度でも復活出来るのだ。

			　アピトは復活の時を待ちわびながら、この場から消失したのだった。

			　それを確認したミニッツは、傷が癒えるまで静かに休む事にした。

			　今の攻撃で心臓を砕かれてしまったが、ミニッツはまだ生きていた。この程度で死ぬようなミニッツではなく、時間が経てば傷も癒えるのである。

			　ミニッツは、かつてない戦いに身を委ねる事が出来て、心が満たされる思いであった。

			（素晴らしい戦いだった。もっと、もっと味わいたいものだな。そうすれば、この私が最強なのだと証明出来ようものを──）

			　余韻に浸りつつも、そう思考するミニッツ。血湧き肉躍ったが、まだまだ満足していなかった。寧ろ、もっと強い者と戦いたいと、ミニッツの本能が訴えていた。

			　自分の限界に挑戦し、それを上回る。そうする事で、より強くなれると信じて。

			　そんなミニッツの思いに応えるように、ここで異変が生じた。

			　何者かの声が響く。

			「──見事な戦いだった」

			　その声には、他者を従える王者の風格があった。

			「オレの〝名〟はゼギオン。貴様には、このオレと戦う資格がある。それを望むのならば、オレの下までやって来るがいい」

			　その声に導かれるように、ミニッツは閉じた目を再び開いた。

			　その視線の先に見えるのは、いつの間にか出現していた暗黒の渦だ。

			（私を楽しませてくれるのかね？　ならば、その誘いに応じなければな……）

			　癒えぬ身体なのに怯ひるみもせず、ミニッツは立ち上がる。そして──

			　誘われたその先へ、ミニッツは恐れる事なく立ち向かうのだった。
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			　かつて、〝妖魔郷〟という隠れ里があった。

			　世界各地にある秘境の一つで、常とこ春はるの楽園だったという。

			　今はない。

			　二十年前に帝国軍によって蹂じゅう躙りんされ、この世から消え失せてしまったからだ。

			


			　クマラはその日の事を思い出し、憤怒で我を忘れそうになる。自分が無力だったばかりに、母を、そして仲間達を失った。

			　偉大なる母は、魔王にも匹敵する力を有した妖魔であった。しかし、穏やかな性格で人間と敵対したりなど絶対にしない、優しい妖魔だったのだ。

			　確かに、人間と敵対している魔族達の王は、〝妖魔王〟と名乗っている。十大魔王とは別の勢力であり、人類にとっても脅威であろう。

			　だがそれは、〝妖魔郷〟とは何の関係もない話だったのだ。

			　魔族は魔族。妖魔は妖魔。そして妖魔王は、その種族すら不明の魔族の王というだけの事。

			　しかし人類──いや、帝国にとっては、クマラ達の存在そのものが許せなかったのだろう。〝妖魔郷〟は、帝国臣民に対して国家の武威を見せつける為の、デモンストレーションの生いけ贄にえにされてしまったのだ。

			　〝妖魔郷〟のある場所は、魔王クレイマンの領地と東の帝国の国境沿いにあった。ジスターヴ側の山の麓ふもとから帝国側にある森林までの間に、異界への入り口が隠されていた。

			　森の恵みと、山の幸、そして穏やかな気候。常春の楽園の名は伊達ではなく、とても暮らしやすい場所だった。

			　国境沿いである為に、攻められないだろうという油断もあった。魔王クレイマンと帝国は、秘密裡に不可侵条約を結んでいたからだ。

			　そうした平和な状況が、危機感をマヒさせたのだ。

			　突如、武装した兵士達が気配も感じさせずに〝妖魔郷〟を襲撃してきた。そして、里を守る戦士達の抵抗も虚しく、仲間が皆殺しにされてしまったのである。

			　母──先代九頭獣ナインヘッドもまた、その時に命を落とした。

			　力はあったが、戦いが嫌いな母だった。人間とはいえ、戦いに特化した職業軍人に勝てるはずもなかったのだ。

			　そして、忘れもしないその男。

			「カンザスと言ったか、わっちは覚えているでありんす。母の、皆の仇である男の名前を──」

			　クマラは怨えん嗟さの声を上げる。

			　嫌らしい笑みを浮かべたその髭面は、クマラが殺しても飽き足らぬ憎むべき敵だった。

			　カンザスはクレイマンへの報酬として、生け捕りにした九頭獣ナインヘッドの幼き子供クマラを差し出した。そして、里に蓄えられていた財宝は、全て自分達の懐に仕舞い込んだのである。

			　臣民には、〝妖魔郷〟の脅威は去ったと告げて。

			　その脅威というのも、自分達で行った自作自演の犯罪行為だ。〝妖魔郷〟が危険であると知らしめるべく、近隣の住民や商人を何名か見繕って、無残にも殺して見せたのである。

			　そうして怯おびえた臣民達から、自分達は英雄の如く扱われて……。

			　そうした裏事情を教えてくれたのは、誰あろうクレイマンであった。

			　クマラの恨みが人間に向けば、それだけ妖魔としての強さが上がる。妖気が増して、魔物としての〝格〟が上がるのだ。

			　九頭獣ナインヘッドという貴重な妖魔獣であったからこそ、クマラはクレイマンから戦力になると見み做なされた。そのお陰で、ペットとして生き延びる事が出来たのだった。

			　クマラはクレイマンの見込んだ通り、怨念を溜め込み力を増した。そして、クレイマン軍の幹部である五本指の一本、母指ぼしに選ばれるまでになったのである。

			　更に運命は流転し、クマラはリムルに拾われた。

			　そこで幸せとは何かを思い出し、子供達との触れ合いで心の傷も癒えてきた──そんなタイミングでの、怨敵との再会であった。

			「殺す。汝なんじはわっちの全力をもって、殺し尽くすでありんす──」

			　クマラはそう呟き、カンザスがやって来るのを待ち受ける。

			


			　対するカンザス大佐はというと。

			　一人だけ何ど処ことも知れぬ場所に飛ばされても、動じる様子など見せない。

			　カンザスは叩き上げの軍人だ。実力主義である帝国の象徴のような男で、拳一つで今の地位まで上り詰めている。

			　悪事に手を染める事など何とも思っておらず、出世欲の権化のような男であった。

			　〝妖魔郷〟の一件にしても、自分の立場と力を強化する為の正当な行為と割り切っている。

			　大いなる平和の為には、多少の犠牲など取るに足らないもの。自分の行いは必要悪であると、罪悪感すら抱いていなかった。

			　しかし、その人間性には問題があるものの、その実力は疑いようもない。

			　序列強奪戦に参加すれば、間違いなく上位百名に選別されていただろう。そうなっていないのは、カンザスが帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアン加入に興味を持っていないからだ。

			　皇帝ルドラへの忠誠よりも、自身の利益を優先させている。そして何より、カンザスには心から信頼している上官がいた。

			　その上官とは、ミニッツ少将だ。

			　カンザスと実力でも並ぶ上に、カンザスに目をかけて引っ張り上げてくれた男でもある。

			　ミニッツを軍の頂点に押し上げ、そして自分もその下で全権を握る──それがカンザスの人生の目標であり、その日を夢見て頑張ってきた。

			　だからこそ、今回の侵攻は絶好の機会だと考えている。

			　カリギュリオの失策は誰の目にも明らかであり、処分は免れない。いや、ミニッツと共謀してそう根回しする事で、機甲軍団内での意思統一を図るのだ。

			　迷宮内に取り残された将兵を救出して恩を売れば、手っ取り早く新派を増やす事が出来るだろう。

			　そうなれば、カリギュリオは用済みだ。

			「フフッ、笑止なのだよ。政治力だけで軍のトップに立とうなど、そんな甘えた考えが許される訳もあるまいに」

			　誰も聞いていないからと、カンザスは好き放題に上官を嘲笑する。そしてそのまま平然と、生き残った部下を捜すべく歩き出した。

			　一日が経過した頃、流石に様子がおかしいとカンザスも思い始めていた。

			　迷宮内に森や砂漠があるのはこの際措いておくとして、人影がまったく見えない。それどころか、魔物すらも発見出来なかった。

			　どの階層も不気味なほどに静まり返っており、警戒しているのが馬鹿らしくなるほど何事も起きない。

			　勿論、そんな事で油断するようなカンザスではないのだが、『危険予知』がまったく反応しない事で、カンザスはより大きな不安を感じる事になった。

			「ふーむ。この俺を油断させるのが目的でもなさそうだ。であれば、戦力を集中させているのかな？」

			　カンザスの恐るべき読み。それが正解であった。

			「はっはっは、この俺をそこまで歓迎してくれているとは、嬉しいじゃないか！　では、遠慮なくお邪魔させてもらうとしようか!!」

			　思い切りがいいのも、カンザスの美点だ。罠があろうが蹴散らせると判断し、一気に下層階を目指して疾走を始める。

			　風を置き去りにする速度で、カンザスは駆ける。一歩地を蹴るだけで数メートルの距離を移動して、あっという間に階段まで辿り着く。

			　数時間後──

			　カンザスの目の前には、広大な館の門が立ち塞がっていた。

			　訪れる者を威圧するような豪ごう奢しゃな造りだ。

			　そして、音もなく門が開かれ──戦いが始まる。

			


			＊

			


			　傾国の美女もかくやというほどの美貌に、身の毛もよだつような凄惨な笑みを浮かべて、クマラが挨拶を行う。

			「ようこそ。歓迎するでありんす」

			　それを受け、カンザスも笑顔で応対する。

			「これはこれはご丁寧に。懐かしい顔だ。お前はあの時の子狐かね？」

			「覚えていんしたか。それは重ちょう畳じょうでありんす」

			「忘れるものかね。君の母上は、この俺の出世に役だってくれたのだから」

			　両者の間に火花が散った。

			　幻覚ではない。妖気と闘気の激しい衝突によって生じた、物理的な現象だ。

			「ぬけぬけと！」

			「はっはっは。お前も無事だったか。もっとも、俺がクレイマンに売りつけてやったからこそ、生き残れたのだ。感謝してくれても構わんぞ」

			「──殺す」

			　更に大きく殺気を高ぶらせて、クマラが吼ほえた。

			　呼応するように現れ出たのは、白猿ビャクエンだ。八部衆筆頭の貫禄を見せつけるように、カンザスへと棍棒での連続攻撃を開始する。

			「妖魔の生き残りか。ならば俺も、面白いものを見せてやろう」

			　そう言い放つなりカンザスは、何の予備動作もなく一体の魔物を召喚して見せた。

			　黒い体毛に覆われた猿──闇やみ猿ざるだ。

			「お、お前は母上様のシモベ──ッ!?」

			　そう。

			　それは紛れもなく、クマラの母親の尾獣の一体。

			「そうら、懐かしいだろう？　相手をしてやれ」

			　闇猿もまた、優しい魔獣だった。クマラも遊んでもらった記憶がある。それなのに……。

			　そんな思い出深い闇猿が、凶悪な顔で牙を剥く。

			「わっちを忘れたでありんすか!?」

			　クマラの声は届かない。闇猿は「キィーーッ!!」という甲高い叫び声を上げ、ビャクエンを圧倒する。

			「無駄だ。その猿はな、俺の忠実なシモベになったんだ。お前のコトなんて、何にも覚えちゃいないのさ」

			　自分は戦いに参加するでもなく、懐から煙草を取り出して咥えるカンザス。火をつけて煙を吸い込み、クマラを見てニヤリと笑う。

			「貴様、闇猿に何をしたでありんすか？」

			「あ？　心外だな。俺を疑うのかね？」

			　クマラを嘲あざ笑わらうような返答だった。

			　カンザスが真面目に答えるつもりがないと悟ったクマラは、怒りのままに次なる手を打つ。

			「月兎ゲット、黒鼠コクソ、出て来なんし！」

			　クマラの尾が魔獣へと変化する。

			　これで三対一。状況は再びクマラ達の優勢となった。

			　だがしかし、それも一瞬の事だった。

			「出て来いよ、闇やみ兎うさぎ、闇やみ鼠ねずみ」

			　なんとカンザスまでも、クマラに合わせて魔獣を召喚したのである。

			　これにはクマラも驚きを隠せない。

			「そ、そんな……」

			「驚いたかね？　だが、それは俺も同じだ。ガキだったお前が、まさか尾獣を三体も召喚出来るとは思わなかったぞ。クレイマンも、なかなか上手く調教したようだな」

			　そんなふうに、クマラを馬鹿にしたように語るカンザス。その態度は自信に満ちているが、それには理由がある。カンザスの召喚した魔獣の方が、クマラ配下の八部衆よりも強かったのだ。

			「面倒だな。ここらでお遊びは終わりにしようや」

			　そう告げるなり、カンザスは更に魔獣を追加した。

			「そんな！　闇やみ虎とらに、闇やみ蛇へびまで!!」

			　一体一体の強さを比べれば、カンザスの魔獣達の方が強い。それもそのはず。その魔獣達はクマラの母親だった先代九頭獣ナインヘッドの、忠実なる護衛達だったのだから。

			　そんな強力な魔獣が五体。当時の優しく穏やかな気性を失くして、狂暴な本能を解き放って立ちはだかっている。

			　カンザスとしては、この時点で勝利したも同然だと考えていた。幼い子狐だったクマラがどれだけ成長しても、操れる尾獣はせいぜい三体が限度だと思っていたからだ。

			　何しろクマラの母親でさえも、五体しか尾獣を出せなかった。何千年も生きた妖狐ならばともかく、たった数百年しか生きていないクマラでは、そこまでの力を出せるはずがないと考えていたのだった。

			　だからこそ、カンザスは傲慢に告げる。

			「今のお前なら、俺の愛玩動物として飼ってやってもいいぞ。魔王リムルから俺に寝返るがいい。そうすれば、命は助けてやる」

			　それは、交渉というよりも命令に近い言い草だった。

			　勝利を確信した上での発言。しかし、カンザスは致命的に勘違いをしていた。

			　クマラは激怒した。

			　その笑みが、より深く美しくなる。

			「面白い人だこと。わっちをここまで怒らせるなんて、覚悟は出来てありんすんでありんしょうね？」

			　そう問うも、答えなど不要。

			　クマラは尾獣──残る配下の八部衆を全員解き放った。

			　現れ出る雷虎ライコ、翼蛇ヨーダ、眠羊ミンク、炎鳥エンチョウ、そして犬鏡イガミ。ここに、八部衆が勢ぞろいする。

			「馬鹿なっ!?　八匹だと？　貴様……」

			　ここで初めて動揺したカンザスだったが、それもまた一瞬の事だった。直ぐに冷静さを取り戻し、不敵な笑みを浮かべる。

			「俺を驚かせるほど成長するとは、褒めてやるぞ。だが、それでも戦力はこちらが上だ」

			「黙りなんし！」

			「怖い怖い。それでは、これ以上は語るまい。貴様の手足をもいで、俺の部屋に飾ってやるぞ」

			　交渉は終わりだった。

			　そして、八対五の戦いが始まった。

			　数では有利の八部衆だが、相手は先代に長く仕えた精鋭である。

			　蓄えられた魔素エネルギー量が違う。そして何より、経験が違う。

			　ビャクエン達も決して弱くないのだが、数の不利を覆くつがえすほどに闇の魔獣達は強かった。

			　時間が経つにつれ、八部衆が押され始める。しかし、それでもクマラは諦めなかった。

			　カンザスの様子を観察して、一つ気付いた事があったのだ。

			　カンザスが召喚した魔獣達は、個々がとても強力である。しかも、記憶は完全に失っているのに、理性だけは残している様子なのだ。

			　カンザスの指示に素早く反応し、八部衆に対処していたのである。

			　これは逆に言えば、司令塔であるカンザスを倒しさえすれば、クマラにも勝機があるという事に他ならない。それに、クマラにはまだ奥の手がある。八部衆を自分に戻して、本来の姿になりさえすればいいのだ。

			　そうすれば、カンザス達に勝るとクマラは判断していた。だからクマラは、慌てる事なく戦況を分析していく。

			　そして、カンザスの方はというと。

			　こちらは余裕があるようで、限界ギリギリだった。

			　カンザスが闇の魔獣を従えているのは、当然だが理由がある。カンザスの力こそが、その秘密なのだ。

			　ユニークスキル『略奪者ウバウモノ』──それこそが、カンザスが有する権能である。

			　この力は、それだけでは意味がない。何も効果のない権能なのだ。

			　カンザスがこの力に気付いたのは、幼少の頃の事である。些細な事で喧嘩した仕返しに、友人が飼っていた犬を殺した。すると、闇の犬を呼び出せるようになったのだ。

			　これだけでは戦闘で少しばかり役立つ程度だったが、この権能の真価は別のところにあったのである。

			　それは、カンザスが軍に入って辺境のゲリラを討伐した時に判明する。殺した相手と同等の力を持つ〝闇〟を、呼び出せるようになったのだ。

			　そしてカンザスは気付いた。呼び出せるのは、自分が殺した相手だけである、と。

			　それはつまり、殺せば殺すだけ自分が強くなる事を意味していた。

			　しかし、それにも限界がある。

			　この力は、殺した者の力を加算するのではなく、一番大きなものを利用出来るようになるという、それだけの力だったのだ。

			　殺した相手の姿形や、能力スキルこれを完璧に再現は出来る。潜入任務などで変装するにも便利で、とても汎用性の高いスキルではあった。

			　だが、どうしても限界がある。それは、カンザスの許容量を超えて〝闇〟を呼び出す事は出来ない、という現実だった。

			　もしそれが可能ならば、カンザスは一人で軍隊を操れるという事を意味する。流石にそこまでの万能性はなく、カンザスの存在値の限界は存在していたのだ。

			　クマラはそれを正解に見抜いていた。

			　だからこそ、現状が不利でも慌てる事はない。

			「わかってありんす。お前ももう、限界なんでありんしょう？」

			「だったら何だというのだ？」

			「お前がどうやって闇猿達を操っているのかはわかりんせんけど、問題はありんせん。だって、お前を殺せばいいのでありんすから」

			　それが、クマラの下した戦況分析であった。

			　配下達の戦力は拮抗しているが、両陣営とも司令官は戦闘に参加していない。ここでクマラがカンザスの相手をすれば、闇の魔獣達への指示は出せなくなる。

			　そして、クマラとカンザスだけを比べるならば、魔素エネルギー量ではクマラが圧倒的に上回るのだ。

			「安心しなんし。楽には殺さないでありんすよ」

			　そう告げるなりクマラはその場から消え失せて、一瞬にしてカンザスの背後を取る。そして、伸ばした爪でカンザスの首筋を掻き切ろうとした。

			　カンザスはこれに対応して見せる。

			　確かにクマラの言う通りだと認めつつ、それでも余裕の態度を崩さない。

			「怖いねえ。ここまで育つのなら、あの時に殺しておけば良かった」

			「黙りなんし！」

			「クックック、そう怒るな。詫び代わりに、面白いものを見せてやるから」

			　そう言って、カンザスは嗤う。

			　確かに、カンザスの『略奪者ウバウモノ』は、殺した者を呼び出すだけの力だ。呼び出せる数には限界があり、カンザス自身が得た力も、今までに倒した事のある一番強い者と同等程度にしか強化されていない。

			　だが、カンザスは奥の手を隠していた。

			　カンザスはここで迷わずに、それを開示しようと決断する。

			「俺が何故、貴様をクレイマンに売ったと思う？　強大な戦力になると分かっていて、それでも手放した理由は何だと思う？　それはな──」

			　クマラを手懐けて育てるよりも簡単に、もっと巨大な力を手に入れていたからだ。

			　カンザスは闇の魔獣達を消し去り、代わりに一体の巨大な獣を召喚する。それこそが、カンザスの力の源にして、クマラを必要としなかった理由であった。

			「そ、その姿は……母上様──ッ!?」

			　そこに出現したのは、闇の妖狐。

			　太い尾が五本と、細い尾が四本。計九本の尾を持つ〝妖魔郷〟の女主人。

			　ただし、その姿は禍まが々まがしくなっており、生前の優しい面影など残ってはいない。

			「はあーーーっはっはっは！　その通り。コイツはお前の母親だ。だがな、俺に操られる事によって、コイツはその狂暴な力を全力で扱えるようになった。素晴らしいぞ。お前も見てみたいだろう？」

			　その優しい性格が仇となり、敵に情けをかけてしまう。それ故、魔王に匹敵する力を持ちながらも、隠れ潜むように世界との交わりを最小限にして慎ましく生活していた。

			　そんな先代が、今。カンザスの手によって真の力を発揮する。

			「お前は、死者までも愚ぐ弄ろうするでありんすか……」

			「違うね。敬意だよ、これは。その力を有効活用してやろうというのだ、感謝して欲しいくらいさ」

			　カンザスが呼び出した闇の九頭獣ナインヘッドは、クマラを見て気炎を上げる。その瞳には何の感情も浮かんでいない。ただ、敵を見る目でクマラを一いち瞥べつするのみ。

			「母上様──」

			「そいつを殺せ」

			　命令に従い、九頭獣ナインヘッドが動く。次の瞬間、闇の尾獣を統合した全力の一撃が、八部衆を薙ぎ払った。

			「ヨーダ、イガミ──ッ!?」

			　動くのが遅れた二体は、その一撃で重傷となりクマラの尾に戻る。それほどの威力。八部衆達に勝機がないのは明白だった。

			「はっはっは！　どうだ、面白いだろう？　この力があったからこそ、お前は不要だったのさ。だが、尾の数だけ見ると、母親よりも優秀みたいだな。経験が足りないようだが、それは俺が補ってやれる。クックック、お前を生かしておいて良かった。ここでお前も手に入れれば、俺は更なる力を手に入れられる！」

			　歓喜するカンザス。

			　敗北など、毛頭考えていない。

			　最強の九頭獣ナインヘッドと、それに匹敵するほど強化された自分自身。それだけの戦力があれば、子狐になど負けるはずがない。カンザスはそう確信しているのだ。

			　カンザスは、クレイマンすらも格下に見ていた。

			　魔王に匹敵する九頭獣ナインヘッドの力を使いこなせるようになってから始末しようと考えていたのに、新参の魔王リムルに敗北するなどと。存外大した事はなかったかと、内心で愚弄している。

			　しかし、目の前のクマラは、八体も尾獣を使役して見せた。個々の力は経験不足により勝てぬほどではないが、成長すればどれほどのものになるか想像も出来ない。

			（だからこそ、俺は幸運だな。ここでコイツを殺し、その死体を俺の力で染めてやる！）

			　そうすれば、カンザスの力も大幅に上昇するだろう。新参の魔王如き、その力を以もってすればどうとでもなるはずだ。

			　カンザスはそんな事を考えながら、クマラへと攻撃を開始した。

			


			　立ち尽くしていたクマラは、一つ頭を振り呟く。

			「冷静さを失ったら負けるわよ──で、ありんしたか。ヒナタ様の教え、忘れていたでありんすな」

			　それから、ゆっくりと迫りくる男と獣を、その眼に捉える。

			「皆、戻りなんし」

			　その言葉に応え、尾獣達が光となってクマラの尾に吸い込まれていく。すると、クマラの九本の尾が目も眩くらむような輝きを放ち始めた。

			　男と獣は、もう目の前だ。

			　だが、クマラは慌てない。

			　尾獣の経験は浅い。それは認めよう。

			　だが、クマラ自身はそうではないのだ。

			　優秀な師匠と、切せっ磋さ琢たく磨まする仲間達。素晴らしい環境。その全てが、クマラを磨き上げてくれていた。

			　迫る鍵爪と鋭利なナイフを、クマラは右手と左手で優しくつまむ。

			「──ッ!?」

			「な、貴様ッ!?」

			「まだ、名乗っていなかったでありんすね。わっちの〝名〟はクマラ──」

			「な、名前だと……!?」

			「〝九頭獣ナインヘッド〟クマラでありんす」

			　鍵爪は砕け、ナイフはへし折れる。

			　慌てて距離を取るカンザスに、クマラは傾国の微笑を向けた。

			「覚えておく必要はありんせん。お前にはじわじわと凄惨な死を与えようと思っていたでありんすが、それはわっち達にとって荷が重くありんした。よって──」

			　その言葉が終わるよりも早く、闇の獣がバラバラに四散する。先代九頭獣ナインヘッドが、クマラの手によって八つ裂きにされたのだ。

			「馬鹿なァ──ッ!?」

			　あまりの驚愕すべき出来事に、我知らず絶叫するカンザス。

			　自身の手駒の中で最強の個体が、今目の前で消えていく。

			　カンザスの『略奪者ウバウモノ』は召喚と異なり、死体をベースとして〝闇〟を形成しているだけである。故に、消えてしまった個体は二度と呼び出せない。

			　クマラは今、奪われた母親モノを取り戻したのだ。

			「おま、お前は……」

			「わっちがもっと強ければ、お前を甚振ってやれたのに。残念でありんすが、もう終わりにしんしょう」

			「ま、待──ッ!!」

			　そんな戯たわ言ごと、聞き入れられる訳もなく。

			　カンザスの哀願など、クマラの耳には届かない。

			「おさらばえ」

			　その言葉が終わる時が、カンザスの寿命が尽きた時となった。

			　九きゅう尾び連れん斬ざん──輝く尾による四方八方からの斬撃によってカンザスは粉微塵に切り刻まれ、あっけなく死亡したのだった。

			


			

			


			　これが、クマラなのだ。

			　傾国の美貌と、冷酷なまでの鋼の意志を持つ者。

			　失ったものへの思慕はあるが、未練などない。死は死であり、取り戻せないと理解している。

			　だからこそ、これ以上奪われないようにするのが肝要なのだ、と。

			　〝妖魔郷〟は失われたが、今のクマラには帰るべき家がある。それを奪われぬようにする事こそが、今のクマラにとって何より大事なのだった。

			「皆にも復讐の機会を与えようと思っていたでありんすが、許してくんなまし」

			　されど、復讐は成った。

			　母の命は戻らぬが、その尊厳は取り戻せた。

			　その事にクマラは満足し、心からの笑みを浮かべたのだった。
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			　何者かが、静かに瞑想していた。

			　漆黒の外骨格に、金色の筋が走る。

			　紅玉に輝くのは、額の中央から伸びている剣のような一本角だ。

			　その角の下にある深紅の複眼は、閉ざされる事がない。周囲の情報を取り込み、脳内で処理を行い続けている。

			　その外骨格は、彼の主であるリムルの趣味によって改造が施されている。リムルの細胞と〝魔鋼〟が、彼の失われた部位を補強してくれた。

			　今ではよく馴染み、自身の一部となっている。金剛石ダイアモンドを超える強度と、生物らしき柔軟性を兼ね備えた、生体魔鋼アダマンタイトとでも呼ぶべき比類なき性質を持つに至っていた。

			　伝説級レジェンドにも相当する、天然の鎧となっていたのだ。

			　だが──彼の強さとは決して、外骨格に由来するモノではない。その強さの本質は、飽くまでも貪欲に戦いを求める彼の本能に由来する。

			　そして、今。

			　彼の前に、新たなる獲物がやって来る。

			　全ては彼の思う通りに。

			　彼こそが迷宮の絶対強者。

			　最強の守護者──〝蟲皇帝インセクトカイザー〟ゼギオンなのだ。

			


			　そして──

			　ゼギオンは思った。

			　その意思を確かめた彼等には、自分と闘う資格が有る、と。

			　だからこそ、呼び寄せるのだ。

			　この暗黒空間へと。

			　この階層へ到達した者は幸せである。

			　人としての尊厳と、強者としての誇りを満たして、死んで行く事が出来るのだから。

			　………

			　……

			　…

			　迷宮の八十階層へ至る階段を下り終えた先には、休憩出来る部屋がある。

			　罠がないと示す為に、部屋には扉がなく開放されていた。

			　その部屋の奥に、豪奢な扉が一つ見える。その先こそ、この階層のボスの間となっていた。

			


			　ミニッツが暗黒の渦を抜けた先にあったのは、まさしくこの部屋だった。

			　その部屋には薄明かりが灯っており、机の上には果物や飲み物も用意されていた。また、実用性に溢れた日用品が置かれていて、座り心地の良い椅子も並べられている。

			　その場所には既に、数名の先着者がいた。ミニッツは軽く目を見張りつつ、その者達に覚えがないか思い出そうとする。

			　そんなミニッツに先んじるように、椅子に座って話し込んでいた者達が立ち上がった。

			「ミニッツ少将、御無事でしたか！　自分は『機甲改造兵団』第二十六師団所属──」

			「止せ。この迷宮は一兵卒や下級将校だけで生き残れるような、生なま温ぬるい場所ではない。それは十分に理解した」

			　片手を挙げて、相手の名乗りを制するミニッツ。身分が上級将校以上の者達ならば、全員の名前と所属を記憶している。ところが、目の前の者達の記憶がミニッツにはない。

			　それが意味するところは、ただ一つ……。

			　この迷宮は、Ａランクオーバーの者でも生き残るのに苦労するだろう。少なくとも、先程ミニッツが倒した蟲の魔人が相手では、数を集めてもどうにもならない。

			　壁を突き抜けた超人達の中でも、更に一握りの到達者でしか、あのクラスの者を相手取る事など不可能なのだ。

			　そんな強者が下級の身分に甘んじている訳もなく、であるからこそ目の前の者達の正体に、ミニッツは推測がついていた。

			「ハッ！　確かに、閣下の仰おっしゃる通りですね。自分は、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの序列十七位──クリシュナと申します」

			「序列三十五位、バザンであります」

			「序列九十四位、レイハですわ」

			「ふむ。やはり、皇帝陛下の護衛騎士か。今作戦の監視役として、我が軍に潜り込んでいたか」

			「その通りです」

			「そう正直に答えられても思うところがあるが、今はいい。それよりも、これから先の話をするとしよう」

			「我々もそれが良いかと話し合っていた次第です」

			「うむうむ」

			　予想が当たっていたのが当然とばかりに、ミニッツは話を進めていく。

			　監視されていた事実は面白くないが、大事なのはこの場を生き抜く事なのだ。

			　ここで必要とされるのは階級や立場ではなく、実力つよさである。故にミニッツは、クリシュナ達の立場をとやかく言う事もなく、有意義な話し合いを優先させるという判断を下したのだった。

			「それで、他の者達はどうなったのだ？」

			「はい。我々が飛ばされたのは、報告に上がっていた死霊の王ワイトキングがいる階層でした」

			　三人を代表して、クリシュナが答える。

			　ミニッツは視線だけで、その先を促した。

			「我々は指揮官等を欠いた九十六名のみで、邪悪なアンデットの王と対峙する形となりました。その戦闘で、残りの者達は……」

			「信じられんな。命令などなくても各自の判断で行動出来るように、一騎当千の戦士ばかりが集められていたのだ。君達ほどではないにしろ、我が軍の精鋭だったのだぞ？」

			　今作戦は、帝国軍の救出を目的としていた。あらゆる事態を想定して、末端の一兵卒ですらＡランクの実力者ばかりが集められている。

			　それが全滅するなど信じられぬと、ミニッツは語気を強めて問う。

			「ヤツは、恐るべき魔王でした。そして、その王を守護する死霊の騎士も、超一流の剣士だったのです」

			「俺達三人以外、あの階層で皆殺しにされちまったんです。もっと早くに俺達が正体を現していればって批判されれば、それに返す答えはありませんがね。ですが、死せる竜に、死者の剣聖。そして、不死の王。俺達だって、生き残れたのが奇跡みたいなものなんですよ」

			　クリシュナとミニッツの会話に、バザンが割り込んだ。その言葉は怒りに満ちており、自分達の不甲斐なさを悔やんでいるようでもある。それが本心であると、誰の目にも明らかであった。

			「少将閣下に向かって失礼ですよ、バザン」

			「だがよ、レイハさん……」

			「いや、構わんよ。この迷宮は危険だ。ここでは身分など関係なく、生き残るのに協力し合おうじゃないか」

			　ミニッツは言葉にして、協力関係を申し出た。

			　相手が皇こう帝てい近衛このえならば、その実力に不満はない。いがみ合っている場合ではないのである。

			「その申し出は、こちらとしても心強い」

			　クリシュナとしても、機甲軍団のミニッツ少将の事は良く知っている。本来なら皇帝近衛に所属していても不思議ではない実力者であるし、協力関係を断る理由など何もなかった。

			　クリシュナ達三名とミニッツは、無言で頷き合う。この迷宮から出た後の事は、その時になってから考えればいい。それが、この四名の共通認識となった瞬間だった。

			「それで、ミニッツ様はどのようにしてここまで？」

			「私が相手をしたのは、軍団蜂アーミーワスプの群れだったよ」

			「軍団蜂アーミーワスプ──ッ!!」

			　危険な魔物の代表格だ。危険過ぎて発見されてからの対処が速く、一般人には知られていないほどである。知られた場合にはほぼ皆殺しになっているので、どちらにせよ一般的には知られていない魔物だった。

			「あんな危険な魔物を、御一人で？」

			「この迷宮に入ってから、君達以外の同僚には出会っていないな。私の場合、軍団蜂アーミーワスプとそれを統べる女王らしき魔人を倒した後、何者かの声に呼ばれてね。気が付けばこの場所にやって来ていたのさ」

			「なるほど、そうでしたか……」

			　そうアッサリ答えるミニッツに、クリシュナは感服していた。

			　女王麗蜂クイーンワスプが魔人化したとすれば、その実力は想像を絶する。恐らく、下位の魔王に匹敵するほどの強さであると考えられた。そんな相手を配下諸共に始末するとは、ミニッツがどれほどの強さを秘めているのかと頼もしく思えたのだ。

			　クリシュナは緊張していた為、今まで気付かなかったのだが、ミニッツは全身に傷を負っていた。胸にも大穴が空いており、それは激闘の様子を想起させるものだった。

			「それで、御お怪け我がは？」

			　レイハが問うと、「今更だな」とミニッツが笑った。

			「回復薬は用意していたとも。もう暫く休めば、体力も回復するさ。それよりも、君達はどういうルートを通って、この部屋まで来たのかね？」

			　主導権を握るのはミニッツである。立場は対等という扱いになったが、それでもミニッツは貫禄で、クリシュナ達を従えていた。

			　それからも、ミニッツの主導でそれぞれが得た情報を伝えあう。

			　そして判明したのは、この迷宮が歪いびつな構造をしているという現実だった。

			　事前の報告とは実情が違い過ぎて、基準にすべきものが何もない。手探りで迷宮探索を行っているようなもので、この先の見通しも暗い。

			「しっかし、どうなっていやがる？　俺達が相手したのは、報告にあった六十階層のボスだろう？　魔王リムルはどうして、俺達に一階層から順番に攻略させようとしなかったんだ？」

			　そうなっていたら、もっと攻略に時間がかかっていただろう。疲弊させるだけならそれが正解だと思うのだがと、バザンが疑問を口にする。

			　それに答えたのはやはり、ミニッツだ。

			「簡単だよ。迷宮の噂は聞いているだろう？　挑戦しても、腕輪を装備しておけば生き返ると。それが魔物達にも適用されるとしたら、どうなると思う？」

			「あっ……」

			　そう言われてバザンは間抜けな声を上げ、クリシュナとレイハは苦々しい表情でミニッツの言葉を引き継ぐ。

			「攻略に時間をかけさせるよりも、どんどんと受け入れた方が、帝国軍を消耗させられるという事か」

			「しかも、一度入ったら出られない。これじゃあ、各個撃破してくれって言ってるようなものね」

			　その通り、とミニッツは頷く。

			「無論、それは迷宮内の戦力に自信があったからこそだ。私も一応、カリギュリオ様には具申したのだがね。復活する拠点を押さえて、生き返る度に殺せばいいと言われてしまったよ。その意見も理にかなってはいたから、退くしかなかったのさ」

			　蓋を開けてみれば失敗だったと、ミニッツも苦々しく告げる。

			　結果的に帝国軍は、五十万を超える将兵を投入してしまっている。戦力の逐次投入という、もっとも愚かな行為に走ってしまっていた。

			　迷宮を守護している魔王リムルの配下達、その実力を見誤った結果であった。

			「それで、生き残っている者を発見出来たかね？」

			「それが……」

			　その言葉だけで、全てが察せられた。

			　現状、生き残っているのは自分達だけだと考えるべきであった。

			「信じられんというより、信じたくない気分だ。もしも生き残って地上に戻れたら、出来るだけ速やかに撤退せねばなるまい」

			「陛下は御怒りになるでしょうが、仕方ありません」

			　その結論に、誰も反対する者はいなかった。こうして方針は決まったものの、次は現状把握が待っている。

			「ところで、この場所はどうなっているんだ？」

			「ここに並ぶ飲み物や果物には、毒の混入など認められないのです。敵の施しなど受けるつもりはありませんが、明らかに私達を持て成す用意だと思われますわ」

			「それに、あの扉だ。押しても引いても開かなかったんだが、上に数字が見えるだろう？　あれはカウントダウンなんじゃないかって、アンタが来るまで話してたんだ」

			　奥にある扉の先からは、言葉に出来ぬ濃厚な魔の気配が漂って来るようである。そして、バザンが指示した扉の上には、確かに数字が表示されていた。

			　それが時間を表しているのは明白。数字は二百。後三時間強で、扉が開くという意味であろう。

			　奇しくもそれは、ミニッツの体調が完全な状態に戻るのに必要とする時間と一致していた。

			　これが偶然とも思えず、ミニッツはやれやれと溜息を吐いた。

			「どうやら敵は、万全の状態の我々と戦うつもりのようだな。正々堂々とは違うのだろうが、少なくとも私の回復を待ってくれているようだぞ」

			「それに、私達を一人一人挑ませるのではなく、何名か揃うのを待っているのかしら？」

			「という事は、自分の強さに余程の自信がある相手、という事なのでしょうね」

			「死霊の王ワイトキングの一味を葬ほうむった俺達やミニッツ閣下に対して、えらく舐めた真似をしてくれるもんだぜ」

			「だが、ここは甘えるとしよう。間もなくカンザスもやって来るだろうし、時間を稼げれば有利になるというものだ」

			「そうですね。戦力は多いにこした事はない。カンザス殿も加わってくれれば、この迷宮を突破するのも不可能ではないでしょう」

			「ええ。私達が手にした鍵ですが、今のところ七つですわ。ミニッツ閣下もコレを手に入れておられるのでしょう？」

			　レイハがそう言いながら、メダルを一つ取り出して見せた。そこには十個の水晶が嵌はめられており、その内の七つに光が灯っていた。

			　そのメダルこそ、この迷宮の王への挑戦権を得られる鍵となるのである。

			「無論だ。迷宮の王に挑む為には、十傑を倒す必要がある。私達が突入するまでに、既に四つの鍵を手に入れていた」

			「はい。死霊の王だけではなく俺が倒した死霊の騎士も、十傑だった模様です」

			「そうか。これでカンザスが勝利して鍵を手にすれば、この先にいる者と合わせて最低でも九つの鍵が手に入る訳だ。希望というには淡い光だが、道筋は見えたな」

			　今すぐ地上に戻れるならば、二度と立ち入らないと誓うだろう。それほどまでに、この迷宮は最悪だった。

			　だが、それは叶わない願いだ。

			　この先の敵を倒さないと、生きて外に出るのは不可能なのだ。そんな事はとっくの昔に、迷宮に入る際に覚悟は出来ている。

			　彼等に残された手段は、突き進む事のみであった。

			　こうしてミニッツ達は、カンザスの到着を待ちながら休息を取る。勝率を高める為にも、ここで少しでも疲労を回復させておくべきだった。

			　毒の心配はないとは言え、誰も用意されていた食材には手をつけなかった。

			　それぞれが携行食を取り出して、最後になるかも知れないエネルギー補給を行う。

			　生き残りをかけて。

			


			　残り時間が三分を切った時点で、ミニッツは立ち上がった。

			　メダルを確認して、光が増えていない事に落胆する。

			「……カンザスは、敗北したのやも知れぬな」

			　これ以上待っても、増援が来る気配はなかった。

			　ミニッツは甘い期待を捨てる。

			　冷静に状況を判断し、的確に指示を下した。

			「時間だ。そろそろ準備を終えておくとしよう」

			　皇帝近衛達は、その言葉に無言で頷いた。そしてペンダントを取り出して、小さく合言葉を唱える。

			「「「開封！」」」

			　時間のロスなく光の奔流が迸ほとばしり、三名の武装は完了した。

			　皇帝近衛が三名に、機甲軍団最強のミニッツ少将が加わる。全員で四名だが、ここに集ったのは帝国でも最高の戦力なのだ。

			　この面子ならば、迷宮踏破も夢ではない。そう、誰もが信じていた。

			


			　そうして、運命の時は来る。

			　タイムカウントが進み、残り時間がゼロとなった。

			　同時に、正面の扉が開く。

			　皆、覚悟は決まっていた。

			　彼等はためらう事なく扉を潜くぐり、生き残りを賭けた戦いへとその身を投げ入れる。

			　………

			　……

			　…

			　扉の先は、真の暗闇。

			　光も射さぬ暗黒空間となっていた。

			　レイハが慌てて、光の魔法である元素魔法：広範囲照明フロアライトを灯した。

			　そこに現れた光景に息を呑む一同。

			　そこは広大な荒野になっており、帝国将兵の屍しかばねがうず高く積み上げられている。

			　その頂点には、座禅を組んで瞑想している一体の魔物がいた。

			　ゼギオンである。

			　死体の上に直接座っている訳ではなく、僅かに宙に浮かんでいた。

			　その様子からも、ゼギオンが高度に魔力を練り上げている事が証明されている。

			「歓迎するぞ、勇敢なる者達よ」

			　低く、よく通る声。

			　ゼギオンが一言放っただけで、空間を圧するような気配が膨れ上がっていく。

			　ミニッツは確信した。

			　この魔物こそが、自分をこの場所に招き入れた存在であり、魔王リムルその人である、と。

			　だからこそ、思わず問いかける。

			「お前が……魔王リムルなのかね？」

			　魔王リムルはスライムであるという報告書に目を通していた。

			　だが、それが何だというのだ。

			　スライムだからこそ、あらゆる形態に変化出来ても不思議ではない。

			　それに何よりも、この魔物から放たれているのは、圧倒的なまでの『魔王覇気』だった。それこそが、この魔物が魔王リムルである証拠であると、ミニッツはそう考えたのだ。

			　ところが、その一言はゼギオンの逆鱗に触れる。

			「このオレ如きを……偉大なる魔王リムル様と間違うとは……」

			「何？」

			　赫かく怒どの気配が空間を満たした。

			　その苛烈な反応に、ミニッツは自分の失策を悟る。

			「オレの名はゼギオン。迷宮十傑の一人に過ぎぬわ。お前達、地を這はう蒙もう昧まいなる者共の愚かさ、万死に値する」

			　激情を燃やしつつも、ゼギオンは淡々と告げる。

			「お前達が生き残る道は唯ただ一つ。このオレを倒す事のみ。その生命いのちを燃やして、死力を尽くして抗あらがって見せよ！」

			　帝国の英雄達を前にして傲慢な発言だが、その声には驕おごりなどなかった。

			　ゼギオンにとっての事実を告げているのだと、ミニッツ達も悟る。

			　その言葉を覆して見せるには、ゼギオンの言う通り実力を示すしかないだろう。

			「君達、全力で行くぞ」

			「承知」

			「おうよ」

			「了解ですわ」

			　かくして、戦いじゅうりんが始まった。

			


			[image: ]

			


			　マジかよ──というのが、俺の偽らざる感想だった。

			　俺とベニマルは、大スクリーンに映し出された光景を絶句して見つめていた。

			　先程まで迷宮内の様子を映し出していた映像だが、今は沈黙している。それはつまり、全ての階層で帝国軍の将兵達が息絶えた事を示していた。

			　戦闘は終了したのだ。

			　だが俺達は、今見た光景のあまりな内容に暫しばし言葉を失っていた。

			「アイツ……お前より強いんじゃね？」

			　ようやく、俺の口から素直な感想がこぼれ出た。

			　認めたくないのか、苦い表情のベニマル。

			「その可能性ですが、若干だがありますよ……」

			　と、とっても悔しそう。

			　ベニマルは小声で、「ですが、ゼロではないという程度です」とか呟いている。

			　認めようよ。

			　ここは素直に認めよう。

			「クフフフフ。あのゼギオンとは、私も戦ってみました。恐るべき戦闘センスに加え、悪魔に対する優位性もあり、生半可な魔法も無効化してしまう。流石はヴェルドラ様の弟子、下手をすれば私でも敗北してしまいそうになりましたよ。まあ、負けを認めなければ敗北にはなりませんけどね」

			　負けてもノーカン！　そんなふうにディアブロは笑顔で言うが、こちらとしては笑い事ではない。

			　ラズルもそうだったが、蟲型魔獣インセクトの上位存在には悪魔族デーモンの天敵が存在する。ゼギオンもまた、そんな強者の一柱ひとりとなっていたようだ。

			　ちなみに、テスタロッサ達もゼギオンに挑んでいるらしく、未だに勝てた例ためしがないのだと。悔しそうなテスタロッサが見られて、ディアブロはとても満足したそうだ。

			　まあ、ゼギオンを相手に互角に戦えるだけでも、あの三人娘も異常なんだけどね。

			　先程の戦いぶりを見た俺の、それが正直な感想なのである。

			　それでは、その戦いを回想してみよう。

			　………

			　……

			　…

			　迷宮内の戦闘は、概ね予想通りに終わった。

			　勧誘が成功したのは重畳だったし、クマラの勝利は喝かっ采さいものだった。

			　アダルマン達やアピトは残念だったが、これはまあ、相手が悪かった。

			　ところで、そんな強者達を呼び集めて、回復の時間まで与えたヤツがいる。

			　ゼギオンの仕業であった。

			　ゼギオンは自分が認めた強者達を、『空間操作』で強引に呼び寄せたのである。

			　恐るべきはその感覚センス。瞑想しつつ迷宮内に意識を張り巡らせて、全ての戦闘を観察していたのだろう。

			　勝負が終わるまで手を出さず、生き残った強者だけを集めていた。

			　とんでもない事をするヤツであった。

			　これで負けたらただの馬鹿だし、他の迷宮十傑だって黙っていないだろう。

			　だが、誰からも文句は出なかった。

			　負けた者には文句を言う権利がないというのも理由だろうが、それ以上に──ゼギオンの強さを、誰もが認めていたからである。

			「ゼギオンに任せておけば良かろう」

			　と、ヴェルドラが太鼓判を押したとの情報も上がっていた。

			　俺やベニマルからすれば、確実な勝利を目指して欲しいところだ。敵を回復させるような真似をして、万が一にも敗北したら……。

			　そんな心配もあったが、残る敵は四名のみ。

			　小さな事に文句を言うなど、魔王らしからぬ振る舞いにも思えた。

			　ここは堂々と、ゼギオンのワガママを許す事にしたのである。

			　それに、戦闘情報を集める事は出来る。

			　ここでゼギオンの本気を見せてもらうのも面白いかと、好きにさせる事にした。

			


			　その結果が、蹂躙劇。

			　一言で言うならば、圧倒的。

			　最初に動いたのは、一人で死霊竜デス・ドラゴンの相手をしていたバザンだ。初撃から全力、大地をも砕きそうな剣撃をゼギオンに打ち込む。

			　それを左手で、相手の動きを阻害せぬように受けて流すゼギオン。剣の横腹を優しく押し流された事で、バザンはバランスを崩し連撃が放てなくなっている。

			　その隙を見逃すゼギオンではなく、そのまま懐に潜り込む事に成功。踏み込んだ右足に力が込められ、それと同時に右拳を相手の鎧へと打ち込んだ。

			　その拳に、どれだけの力が込められていたのやら。そして、その拳の硬度は伝説級レジェンドに匹敵するという事か。

			　光り輝く鎧が砕かれ、バザンの命は奪われた。

			　戦闘が開始して三秒も経たぬ間の出来事だった。

			　仲間が突然死んで、状況に思考が追いつかなかったのか。レイハと名乗った女魔法使いが棒立ちになった。ゼギオンの前でそんな行動を取れば、どうなるかは明白であろう。

			　彼女は幸せだった。

			　痛みも恐怖も感じる事なく、死ぬ事が出来たのだから。

			　手刀で両断されたレイハが崩れ落ちる。

			　それを見て、アルベルトを倒したクリシュナが絶叫した。

			「う、うぉおおおォ──ッ!!　よくもレイハを！　死ね、化け物め！　妖滅次元斬ディメンションカット──ッ!!」

			　怒りを戦意へと昇華させたクリシュナが、神速の技を放つ。

			　妖滅次元斬ディメンションカットとは、あらゆる防御を貫通する次元をも断つ斬撃だった。俺の持つ『空間支配』のような空間操作系の能力スキルがなければ、対抗は不可能。必殺と言っても過言ではない、聖剣技に匹敵する一撃であった。

			　しかし、ゼギオンには通じない。

			「笑止」

			　そう告げたゼギオンの周囲に、歪みが生じていた。

			　──って、それは『誓約之王ウリエル』の『絶対防御』の一種、空間歪曲防御領域ディストーションフィールドじゃねーか！

			　俺が使うと破られる事に定評のある『絶対防御』だが、ゼギオンは完璧に使いこなしていた。

			　驚愕するクリシュナに、ゼギオンが告げる。

			「リムル様より授かったこの技の前には、どの様な攻撃も無意味！」

			　俺は教えた覚えがないんですけど？

			


			《……》

			


			　智慧之王ラファエルさん、お前の仕業か……。

			　というか、ゼギオンの空間支配能力は、ユニークスキルのレベルを超えている。俺が使うのと遜色ないレベルだ。

			　そりゃあ、格闘戦闘だけならば、ヴェルドラと互角以上に戦える訳である。

			　クリシュナの攻撃が防がれたのも納得であった。

			　こうなるともう、クリシュナ達の勝利はないと思われたのだが──

			「聞け、クリシュナ！」

			　ダンディな優男、確かミニッツという名前だったな。そのミニッツが、クリシュナを呼ぶ。

			「ヤツは異常だ。私がヤツの動きを鈍らせている内に、全力でトドメを刺せ!!」

			　どうやら、まだ勝利を諦めてはいないらしい。

			　敵ながら見事、と褒めておいた。

			　ミニッツはゼギオンに対し、自らの力を浴びせかけた。

			　この力も既に解明済み。アピトの敗北は無駄ではなかったのである。

			　ユニークスキル『圧制者オゴルモノ』による、引力操作。ミニッツはこの力で周囲の引力をゼギオンに集中させて、その動きを拘束するつもりだったのだ。

			　だが、残念。

			　ゼギオンには通じなかった。

			　自分の周囲の空間を歪める事で、引力の流れをも操作してのける。

			　そういう使い方もあったんだ──と、俺もビックリしたほどだった。

			　というかゼギオンって、どうしてこんなに強いわけ？

			　俺の中の疑問が膨らむ。

			　そもそもさ、どうして智慧之王ラファエルさんがゼギオンに指導出来るんですかね？

			


			《解。お忘れかも知れませんが、主様マスターが自分の肉体を分け与えております。その影響で〝魂の回廊〟が繋がっておりました》

			


			　思い出した。

			　死にかけていたゼギオンを助けた時、確かに俺の肉体の一部で傷を塞いだのだ。

			　でも、それだとアピトも同じ条件だよね？

			


			《解。才能の差。個体名：ゼギオンの肉体性能スペックは桁外れであり、満足いくまで超最適化フルチューンナップを施ほどこせました。その結果、主様マスターに似通う能力を獲得するに至ったのです》

			


			　アピトだって十分凄いのに、それでも智慧之王ラファエルさんにとっては物足りなかった模様。ゼギオンには満足したらしいけど、それがどれだけ凄いのか実感が湧かないな。

			　というかさ、何だよフルチューンナップって。

			　それって、要するに魔改造だろ？

			　初耳なんですけど……。

			　智慧之王ラファエルさんの趣味の結晶こそが、ゼギオンという訳か。そういうふうに認識してみると、そりゃあ、とんでもない事になっていても当然か。

			　流石は、常にやりすぎると評判の高い智慧之王ラファエルさんだ。俺に隠れて、またもやらかしてくれた訳だね。

			　理想の戦闘形態を持つ、戦闘特化の魔人。そんなゼギオンが、ヴェルドラとの特訓を経て開花したのだ。そこらの者に相手が出来る訳がなかった。

			　そして、案の定。

			「次元等活切断波動ディメンションレイ！」

			　ゼギオンが右手の五指を開いて、無造作に振り下ろす。たったそれだけで、次元切断──つまりは空間断絶が生じた。

			　これもまた、空間操作系の能力スキルがなければ抵抗すら出来ない現象だったのだ。

			　とっさに反応して見せた帝国の二人だが、受けただけでは意味がない。

			　クリシュナの方は妖滅次元斬ディメンションカットで相殺しようとして、敵かなわず、真っ二つに両断されてしまった。力の差が明白である。

			　ミニッツの方は、自分の周囲に干渉波を纏わせて、空間断絶を逸らそうとしていたが……これも無駄な足掻きだった。空間の歪みに対しては、ほぼ全ての物理現象では対抗出来ないのである。

			　その驚きの表情は筆舌に尽くしがたい。誰にも負けた事のない男が初めて敗北した──そんな感じの表情だったのだ。

			　ミニッツは多分、自分の負けを認める事すら出来ずにあの世に旅立つ事になったのである。

			　………

			　……

			　…

			　こうして、戦闘が開始してから一分も経たずに、挑戦者達は死亡した。

			　とまあこのように、ゼギオンはとんでもなく強かった。

			　クマラが異常なまでに強くなっていたのにも驚いたが、ゼギオンの強さはその比ではない。下手をすると、俺よりも上だと思えるほどだ。

			　アカン。これはアキマセンわ。

			　生物の限界を超越している。

			　間違いなく超越者、本気のヒナタよりも強いのではあるまいか。

			　俺の計算では、アピトだってカリオンやフレイ並みに強いと思う。そのアピトでさえも、ゼギオンの前では三分も耐えられないだろう。

			　ゼギオンが本気になれば、勝負は一瞬で終わるのだ。

			　いや、それは勝負ではないな。

			　一方的な鏖おう殺さつだね。

			　何でこんな強いのが迷宮に？

			　勿もっ体たいなくね？　──と思いもしたが、コイツは秘密兵器だ。

			　世に出してはダメなヤツである。

			　そういう事にしておいた。

			　しかし、それにしても……。

			　世の中には強者が隠れ潜んでいるとは思っていたし、油断もしていないつもりだったけど……まさか自分達のお膝元に、こんな規格外が隠れていたとはね。

			　強そうだなとは思っていたけど、想像の遥か上をいっていた。

			　本当、世の中とは理解出来ないものである。

			　というか、それよりもだ。

			　今回の反省点は別にあるよね。

			　下手に智慧之王ラファエルさんに物事を任せると、本当にとんでもない事になると判明した訳だ。

			　俺も、面倒臭がっている場合ではない。他にも何かやらかしていないか、後でじっくりと話し合う必要がありそうである。

			　そう思いつつも俺は、まずは迷宮内での戦闘が無事に終了した事に安堵したのだった。

			


			＊

			


			　こうして、地上から攻めて来ていた帝国軍七十万名の内、五十三万名余りの始末が完了した。

			　事実上の大量虐殺だが、俺にとっては五十万強の〝魂〟を獲得したという意味でしかない。

			　これで合計七十七万名分以上。七名の幹部を進化させられるようになった訳だ。残る地上戦が終了したら、誰を進化させるか検討するとしよう。

			　その地上戦だが、まだまだ油断は出来ない。

			「残る帝国軍は二十万弱。大軍だが、当初から比べれば少なく感じるな」

			「ええ。迷宮への最後の派兵からもう二日になりますが、動きはありませんね。更に追加して派兵する様子もありません。というか、これ以上迷宮に拘こだわるようなら、敵の指揮官は無能の極みでしょうがね」

			　まあ、ベニマルの言う通りだな。

			　戦力をじわじわと失った今、これ以上の迷宮への派兵は流石にないと思う。そうなると、俺達が打って出る必要がある訳だ。

			　Ａランクオーバーもいない今、敵軍の戦力は大幅に落ちている。数は多いが、十分に相手取れるだろう。

			　とは思うのだが、それでも心配は尽きない。

			「それで、どうする？　兵の数だけじゃなくその質を比べても、まだまだ相手の方が上だろう？　このまま第二軍団をぶつけたら、どうやっても犠牲が出てしまうだろ？」

			　このまま籠城して、相手の食糧が尽きるのを待つ。そうすれば、こっちは無傷での勝利を狙える。

			　俺達の場合は迷宮内に溜め込んである食糧で、一年は戦える。ある程度の栽培もしているし、いざとなったらラミリスに頼んで、農地面積を増やしてもらってもいい。

			　慎重を期するなら、この作戦で行くべきだ。

			「敵の補給線は既に断っていますからね。実質、戦略的には俺達が勝利しています。ここまで来ると、後は事後処理なんですが──」

			「フフンッ！　先日の発言通り、侵略者共を生かして帰すつもりはない、という事だな？　流石はベニマル、頼もしい限りです！」

			　ベニマルの説明の途中に、シオンが割り込んだ。その発言に、ベニマルが苦笑する。

			　どうやら、正解だったらしい。

			「帝国には、二度と下らぬ野望を持たせません。その為にも、侵入者は皆殺しにする必要があります」

			　ベニマルもまた、智慧之王ラファエルさんと同じような事を言う。

			　ベニマルは帝国軍の大半を殲滅して満足するどころか、当初の予定通り完膚なきまでにことごとく、敵を皆殺しにするという方針のままだった。

			　本当、敵には容赦のない男である。

			　ここまでくると、俺も反対したりなどしない。

			　覚悟は出来ている。それが逆恨みだとしても、帝国臣民から憎悪の対象になるだろう。

			　ただ──西側諸国にまで俺達の悪評が轟とどろくのだけは、何とかして避けたいところなんだけど……。

			


			《告。試してみたい案があります》

			


			　お？

			　智慧之王ラファエルさんには腹案があるみたい。

			　断言しないとこを見ると、成功率が不確かなのだろう。

			　それって、今すぐに出来る事？

			


			《否。準備と時間が必要な為、戦争終了後の方が望ましいです》

			


			　なるほど。

			　まあ確かに、戦争中に変な実験を始める訳にはいかないな。何をするつもりか知らないけど、実行するのは俺なのだから。

			　その件に関しては、後ほど相談するとしよう。

			　意識をベニマルに戻す。

			　皆殺しの件は了解。後は大事な要望として、当方から犠牲者を出さないように望むだけだ。

			「誰も死なずに、そんな真似が可能か？」

			「俺達、幹部が出れば間違いなく」

			　相変わらずの自信。

			　そして、そんなベニマルの言葉に、ディアブロやシオンだけでなく温厚なゲルドまでも頷いている。

			「それで、具体的にはどうする？」

			　俺がそう問うと、ベニマルが説明を始めた。

			「リムル様の護衛は絶対に外せません」

			　頷く一同。これは皆も同意らしい。

			「迷宮内への侵入者は、ルキウスとレイモンド以外は皆殺しにしただろう？　そこまで警戒しなくてもいいんじゃないか？」

			　あの二人だが、待遇は捕虜のままだ。裏切るようには見えなかったので、拘束はしていない。

			　念の為に六十階層に待機させて、そこでガドラに保護してもらっている。

			　退屈だろうからと、ガドラが各階層での戦いの様子を見せていた。その時のルキウス達の様子も記録されていたのだが、彼等は迷宮守護者達の戦いぶりに絶句していた。

			「な？　ワシの言う通り、コッチに寝返って正解じゃったろう？」

			「そうだぜ？　感謝しろよ」

			「──食事三回分くらいは感謝して」

			「まあまあ。俺達だって通った道なんだしさ、気持ちは良く理解出来るから」

			　てな具合に、ガドラやシンジ達から慰なぐさめられていたほどだ。心配しなくても大丈夫だと思う。

			　となると、戦争開始前に町に侵入した者がいないか、だが。

			「ソウエイ、町への侵入者はいたか？」

			「ご安心を。既に対処済みです」

			　いたんだろうな。

			　だが、ソウエイがこう答えたという事は、安心しても問題ないという事だ。

			


			《告。今回、迷宮内に侵入した者は、一人残らず排除に成功しております。個体名：クリシュナのみ〝復活の腕輪〟の使用を確認しましたが、迷宮外に出ている為、問題にはなりません》

			


			　あ、クリシュナって生き残っていたんだ。

			　かなり強かったけど、智慧之王ラファエルさんからすれば情報を把握済み。問題にならないという事ですね。

			「まあ、迷宮内は安全になったみたいだし、そこまで心配しなくても大丈夫そうだけどな。そもそも、あのカンザスやミニッツとか、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンとか、あのクラスの者達だったら魔王になる前の俺より強かっただろ。クロエから聞いた話では、俺は魔王に進化していなかったらしいし、殺されても不思議はないんじゃないかな？」

			　その場合、呼んでないからディアブロだっていなかっただろうし。ヴェルドラの復活もまだだから、ゼギオンとかだって進化する前の状態だったはずだ。

			　戦力から考えても、今とは比較にならないほどに弱小だったと思われる。

			　そんな状況で帝国に攻め込まれていたら、為す術なく敗北、俺が死亡していても不思議ではない。

			


			《……有り得ません》

			


			　いやいや、有り得ると思うよ？

			　智慧之王ラファエルさんが負けず嫌いなのは知ってるけど、流石にその発言は負け惜しみってもんだよ。

			　だって、その時点では『大賢者エイチアルモノ』だったんだから。

			


			《……》

			


			　フッ、言い負かしてしまったか。

			　久々の勝利だな。

			


			

			


			　まあ、こんな言い合いに勝ち負けもないけど。

			「確かに、リムル様の言う通りかも知れませんね……」

			　面白くなさそうにベニマルが同意する。

			　ところがシオンは、断固として認めようとしなかった。

			「いいえ！　敗北など有り得ませんでした！」

			　いやいや、有り得たんだって。

			　歴史が証明していると言いたいが、今の俺達は違う歴史を歩んでいる。シオンのようなタイプには、実際に現実にならないと説明するのが難しい。

			　俺はシオンへの説明を諦め、話を戻す事にした。

			「まあ、それを今議論しても意味はないな。大事なのは、帝国にも強者がいたという事実だ。他にも残っている可能性もあるし、決して油断は出来ない。俺の護衛が必要と言ってくれる気持ちは嬉しいが、それでお前達が傷付くのは嫌なんだ」

			　迷宮内は安全だろうし、ここは一気に片を付ける方がいいと思うのだ。

			　そう思っての発言だったのだが、この一言はとんでもない威力を秘めていたようだ。

			「クフフフフ、リムル様がそう仰るのでしたら、私も出撃するとしましょう。そして、一瞬にして戦いを終わらせて御覧に入れます！」

			「ディアブロよ、抜け駆けは許さんぞ！　私の秘蔵部隊をリムル様に紹介するこの好機、絶対に譲る訳にはいかぬ!!」

			「我が君、ちょっと待って欲しい!!　テスタやウルには活躍の場が与えられたのに、私だけ出番なしとは酷ひどいじゃないか！　ここは私にも出撃命令を!!」

			　ディアブロが、シオンが、そして扉を開いて飛び込んで来たカレラが、自分が出ると大騒ぎを始めたのである。

			「お前等……」

			　これにはベニマルも呆れ顔。

			　ゲルドまで苦笑している。

			「わかったわかった。俺がここに残るから、最終戦はお前達に任せる」

			　と、結局はベニマルも、ディアブロ達の出陣を認める事になったのだった。

			


			＊

			


			　そうなると、どういう作戦で行くかが問題となる。

			「戦力を確認するぞ。主力となるのは俺の赤色軍団レッドナンバーズ三万と、ゲルドの黄色軍団イエローナンバーズと橙色軍団オレンジナンバーズから精鋭一万七千。質の面でも残存帝国兵と互角だろうし、俺と指揮官や隊長格とは『思念伝達』で繋がっている。臨機応変な戦術行動が可能だろうから、戦局を限定すれば互角以上の戦いに持っていけるだろう。それでシオン、お前の秘蔵部隊とやらは、どのくらいの数がいるんだ？」

			　現在の戦力は、四万七千か。平均したらB+ランク相当だから、十分な戦力だ。しかし、帝国軍の数は四倍近いので、いくら運用面で有利だとしても、このままでは敗北すると思うんだけど……。

			「一万です。ちなみに、私の訓練に耐えた者のみを残しましたので、最低でもB+ランク以上と考えてもらって結構ですよ」

			　シオン親衛隊──通称、シオンのファンクラブ。

			　〝紫克衆ヨミガエリ〟とは別の、ダグリュールの息子達を隊長格とした謎の部隊だったが、その規模は想像以上に膨れ上がっていたらしい。

			「マジでそんなにいるの？」

			　ちょっと目を離した隙に、そこまで増えていたとは驚きだ。

			　ゴブゾウなんかも参加しているのは知っていたけど、他にもいっぱい色物枠が加盟している気配がするぞ……。

			「はい！　リムル様の親衛隊として相応しいように、密ひそかに鍛え上げておりました！」

			　うーん……だからそれは俺のじゃなくて、お前の親衛隊なんだけどね。

			　まあいいや。

			　この際、頼もしい味方が増えたと喜んでおこう。

			「これでも、数では圧倒的に不利だ。そこで、幹部の働きに期待したい。先ずは大技で相手を混乱させて、そこを叩く。無論、敵も黙って見ているだけではなかろう。邪魔が入る前提で、誰が最初に出て行くか、だが──」

			　本来なら、その役目はベニマルが担う予定だったのだろう。

			　こういう時にこそ、広範囲焼滅攻撃──〝黒炎獄ヘルフレア〟が最適なのだ。しかし残念ながら、ベニマルは俺の護衛としてここに残る事になった。

			　では、誰が行くべきか？

			「我が君、ここは私の出番だろう？」

			　うーん、そうね。

			　凄く適任な気がするね。

			　チラッとベニマルを見ると、目が合った。小さく頷いてくれたので、カレラに任せる事にした。

			「クフフフフ、ここは私の──」

			「じゃあ、カレラに任せる。ド派手な魔法で、帝国軍の度肝を抜いてやってくれ！」

			「お任せを！　期待していてくれよ、我が君！」

			　あ、ディアブロも何か言いかけてたね。

			「すまん、ディアブロ。何を言おうとしてたの？」

			「い、いえ。クフ、クフフ。大した事ではないのです。良かったですね、カレラ」

			「ああ！　とても嬉しいよ」

			　ディアブロとカレラの間に、火花が飛び散っているように見える。

			　もしかしてディアブロのやつ、立候補しようとしてたとか？

			　だとしたら悪い事をしたけど、ディアブロって大規模魔法とか扱えるんだろうか？

			　使えるんだろうな。

			　俺の前だからと、メチャクチャ張り切って頑張ろうとしたんだろうな。

			　そう考えると、ちょっぴり可哀かわい相そうに思えた。

			「悪かったな、ディアブロ。実はお前には、敵の最高司令官を始末してもらいたいと、そう考えていたんだよ！」

			　俺はピョンと椅子から飛び下り、スライムから人の姿になってディアブロの前に立った。そして、肩に手をおきながら、思わせぶりにそう告げる。

			「えっ!?」

			　ディアブロの頬が緩んだ。

			　嬉しそう。めっちゃ嬉しそうになってる。

			　これで良し。

			「敵にはさあ、まだ見ぬ強者が隠れてるかも知れないだろ？　さっきのクリシュナってヤツが復活したみたいだし、そいつの気配を辿るなんて、お前には簡単なんじゃないのか？」

			　コイツ、ちょっとストーカー気質あるから、そういうのは得意そうだもんね。そう思って聞いてみると、「勿論です、リムル様！」と、嬉しそうに答えてくれた。

			　やっぱりねと思いつつ、俺も頷く。

			「帝国には、まだまだ恐るべき強者が隠れ潜んでいる可能性がある。そいつ等を炙り出す為にも、ここで俺達の力を見せつけておく必要があると考える。カレラ、ディアブロ、頼んだぞ！」

			「全力を尽くすと誓うよ、我が君！」

			「クフフフフ。リムル様からの勅ちょく令れい、胸が高鳴ります！」

			　良かった。カレラも出番があって嬉しそうだし、ディアブロの機嫌も直った。

			　これでゲルド達もやりやすくなるだろう。

			「カレラの魔法が邪魔されないように、他の部隊で十分威い嚇かくしておけ。そして万が一、邪魔する者が現れるようなら、その時はシオン、お前の部隊で相手をしてやれ」

			　俺の言葉を引き継いで、ベニマルが指示を飛ばしていく。後は任せておいても大丈夫そうだな。

			「陣形だが、ゲルドが最前列、シオンは今言ったように遊撃だ。追撃は赤色軍団レッドナンバーズの火力に期待するとして、指揮官を誰に任せるかだが──」

			　ベニマルと『思念伝達』で繋がり、その意思を即座に反映させられる者。末端の兵士まで『思念伝達』で命令は行き届くのだが、戦場では誤った行動が命取りになる。細かい修正をかけられる者が、絶対に必要となってくるのだ。

			　ゴブアでも十分にその役目を担えるだろうけど、シオンやゲルドに指示を出すのは荷が重いかも？

			「ここはゴブ──」

			「お待ち下さい！」

			　ベニマルの言葉を遮さえぎるように、その時突然管制室の扉が開いた。

			　そして入って来たのは、長鼻族テングの長老代理であるモミジだった。

			　ハクロウの娘でもあるので、俺達にとっても親しい間柄だ。しかしそれにしても、この厳重な警備態勢の中、こんな簡単に管制室に入ってこられるのは問題なんだが……。

			「ええと、シュナ様が快く招き入れて下さいました」

			　なるほどね。

			　シュナは食事の差し入れやお茶の用意なんかを、細こま々ごまと行ってくれている。どうやらモミジは、そんなシュナの手伝いをしてくれていたらしい。

			　ならば問題なしと、モミジの話を聞く事にした。

			「ベニマル様の代役、将来の妻である私の役目かと思います!!」

			「お前、何を言って──ッ!?」

			　今回の戦でのベニマルの代役だが、誰でもいいという訳にはいかない。だがしかし、モミジならば問題ないな。実力は申し分ないし、気性が激しくシオンやゲルドに気後れする事もない。

			「いいんじゃないか？」

			　俺はモミジの提案を受け入れる事にした。

			「モミジ殿ならば、戦友として頼もしい限り！」

			　シオンにも不満はない模様。ハクロウの娘だと知っているので、かなり気を許している感じだ。

			「オレも賛成だ。赤色軍団レッドナンバーズは実力主義の魔人達を束ねた部隊。〝紅炎衆クレナイ〟だけで統制するより、長鼻族テングの協力も仰いだ方がいいと考える」

			　ゲルドもこう言っているし、他の幹部からも不満の声は聞こえない。

			「反対意見もないようだし、ここは奥さんにお任せしたらいいんじゃないかね、ベニマル君？」

			「いや、ですが……」

			　ベニマルは反対なのかな？

			　いやまあ、戦場に奥さんを送り出すのは嫌かも。

			「そうか、奥さんが心配なのか」

			「それもありますけど──って、違いますって！」

			　思わず自白しかけたベニマルだったが、慌てて否定しようとする。そんなベニマルに、思わぬ横槍が入った。

			「お兄様！」

			　バーンッという音を立てて扉が開き、シュナが仁王立ちしながらベニマルに向けて叫んでいた。

			「モミジ様はここ数日、お兄様の食事を用意して下さっていたのですよ！　お兄様に美お味いしいものを食べて欲しいのだと、私に料理を教わりたいと願い出てくれたのです。その健けな気げな態度、私には無下に出来ません」

			「そ、そうなのか？」

			「はい」

			　コクリと頷くモミジ。

			　実は俺も気付いていた。シュナの料理に比べて、やはり未熟な部分があったからだ。

			　だからこそ、モミジの申し出に許可を出してもいいかと思ったのである。

			「だが、それとこれとは話が別で──」

			「お兄様！」

			「うっ」

			　ベニマルも妹には弱いのか。

			「そもそも、お兄様が優柔不断だから悪いのです。そんな事だから、モミジ様も不安になるのです。男ならビシッと、どなたを愛しているのかハッキリさせたらどうなのですか！」

			　ああ、確かに。

			　アルビスとモミジ、ベニマルがどちらを選ぶのかは気になる。だけどそれは、今する話ではないと思うんだ。

			　心底からベニマルに同情する。

			　俺だって、みんなの前でこんな話は勘弁して欲しいと思うだろう。

			「いいえ、シュナ様。勝利とは、我が手でつかみ取るモノなのです！」

			　ここでモミジが力強く宣言した。

			　ああ、これはアルビスが圧倒的に不利だな。

			　モミジの方が根回し万全だし、勝負あったか？

			　と、そう思った瞬間。

			「抜け駆けは許しませんわ」

			　なんと、アルビスまで登場した。シュナの後ろから、悠然と歩み出て来たのである。

			「先程ようやく、ユーラザニアより援軍を率いて到着致しましたわ」

			　頼んでないし、聞いてもいない──のだが、アルビスが携えてきたのはミリムからの手紙だった。

			『頑張るのだぞ！』

			　という、一言だけ書かれたそれ。

			　誰に対しての発言なのか、受け取りようによっては色々と解釈出来そうだ。

			　それはともかく。

			　アルビスはどうやって迷宮内に？

			「ミリム様が魔法で。リムル様が開発して下さったのでしょう？」

			　ああ、納得。

			　ミリムはラミリスに『念話』で許可をもらい、迷宮内に直接軍勢を送り込んできたのか。

			　無茶をすると思ったが、ミリムならば何でもアリだな。

			　そして、アルビスが率いる軍勢は二万。

			　獣人族ライカンスロープだけではなく、有翼族ハーピィもいるとの事。獣王戦士団からも、何名か参加してくれているらしい。

			　これにはベニマルも苦い顔。

			

	

　ミリムの意向がある以上、アルビスの援軍を断る事など出来ないし、そうなるともう、絶対にモミジが引く事はないだろうから。

			「わかったわかった。モミジ、お前に俺の軍を預ける。俺の代理を引き受けてくれ」

			「喜んで！」

			　嬉しそうなモミジ。

			　そして始まる女同士のバトル。

			「せいぜい私の足を引っ張らないで欲しいわね」

			「ふふふ、どの口がそんな事を？」

			　バチバチと飛び散る火花を幻視しながら、大丈夫かなコレと、俺は少しだけ不安に思ったのだった。

			


			＊

			


			　色々あったが、出撃する面子は決まった。

			　何のかんの言って、アルビス達の援軍は頼もしい。

			　数の不利はそのままだが、それでも大分、余裕が生まれたように思う。

			　ゲルドが最前列、後方にはモミジ。

			　両翼には遊撃部隊。右翼がシオンで、左翼がアルビスという配置に決まった。

			　ちょっとだけ気が楽になったが、戦いはまだこれからだ。俺は気を引き締めつつ、各軍団に出撃準備を行うように命令した。

			　待ってましたとばかりに、シオンやゲルドが動き出す。モミジもそれに続き、管制室は一気に慌ただしくなった。

			　現在は百階層になっている九十五階層には、広大な空き地があった。軍事訓練が出来るほどではないが、そこならば一同が勢ぞろいしても問題ない。

			　そう考えて、ゲルドの第二軍団とベニマルの第四軍団のメンバーは、百階層近辺に待機させていたのだ。

			　一時間程度で集まるだろうから、俺も鼓舞する為に出向く事にした。どっちにしろ、軍団を転移魔法で地上まで運ぶ必要があり、その術式は俺にしか扱えないのだ。

			「リムル様、少し宜よろしいですか？」

			　移動支度を始めた俺に、ソウエイが耳打ちしてきた。

			「何だ？」

			「はい。今、モスから連絡が入りました。ブルムンド方面で戦闘の気配を探知したと。調べた結果、トレイニー殿と何者かが交戦中との事です」

			「えっ!?」

			　そう言えばトレイニーさんって、十日ほど前から姿を見かけていない。怪しいヤツに挨拶に行くとか言って出て行ったっきり、まだ帰って来ていなかったんだな。

			　もしかして、あれからずっと戦っていたりするんだろうか？

			「ソウエイ、悪いんだけどさ、ちょっと行って手助けしてあげてくれない？」

			　俺がそう頼むと、ソウエイは一瞬だけ逡しゅん巡じゅんした。俺の護衛が減る事を気にしているのだろうけど、みんな心配し過ぎだって。

			　そこまで神経質にならなくてもいいと、俺は思うのだ。

			　ベニマルが残ってくれているし、いざとなったら迷宮十傑を呼んでもいい。俺よりもむしろ、トレイニーさんの方が心配であった。

			　ソウエイはベニマルと目配せを交わし、コクリと頷いた。どうやら、ベニマルがいるから大丈夫だと判断したらしい。

			　そこまで俺の事が心配なのかと、嬉しいようなもどかしいような、微妙な気持ちになる。

			　まあ確かに、クロエの話では俺が殺されたらしいけどさ。今の俺は進化して魔王になってるし──って、こういうのはフラグになりそうだな。

			　何かあったら智慧之王ラファエルさんが知らせてくれるだろうし、不安がっていても仕方ないのだ。

			「承知しました。では、直ぐに出立します」

			「頼む」

			　俺がそう言うなり、ソウエイが消えた。相変わらず見事な〝瞬動法〟である。

			　トレイニーさんがずっと戦い続けているのなら、実力に大差ない相手なのだろう。であれば、ソウエイが加勢すれば勝てると思う。

			　ちょっと心配だし、どんな相手なのか気にはなるが、俺達が動く訳にはいかない。先ずは、目の前の戦いを終わらせるとしよう。

			　一時間後。

			　百階層の空き地には、大勢の魔人がひしめき合っていた。

			　俺が姿を見せるなり、全員が直立不動になり静まり返る。ちょっと怖いくらい、統制が取れていた。

			　士気は高く、やる気十分という様子だ。

			「ええと、諸君！　この一戦で帝国軍を追い払う。目指すは完全勝利だ。誰一人欠ける事なく、生きて帰って来るように。以上！」

			　自分で言うのもアレだが、俺に演説は無理だな。

			　智慧之王ラファエルさんが原稿を書いて読み上げてくれたらいいのに、こういう時だけ聞こえないフリをするんだもん。

			　頑張って自分の言葉で伝えるしかなかったのだが、これが意外と、魔人達に受け入れられたそうだ。後から聞いた話では、古参の部下達だけではなく新参の魔人達にまで大好評だったらしい。

			「う、うおおおおおぉ!!　リムル陛下からの御言葉、最高だぜ！」

			「死ねる。これで思い残す事はない!!」

			「馬鹿野郎！　死んだらお前、殺されるぞ!!」

			　というような会話が、繰り広げられていたとかいないとか。

			　そんな事とは知らない俺は、沈黙を守る軍勢を、転移魔法で地上へと送ったのだった。

			


			＊

			


			　さてさて、これで一気に寂しくなった。

			　シオンやディアブロも一緒に出撃したので、この場に残ったのは俺とベニマルだけである。

			「勝てるよな？」

			「ああ、問題ないでしょう。帝国軍の将兵達に動きは見えないが、首脳部の方は慌ただしい気配がありましたし。クリシュナとやらが、迷宮内での出来事を報告したんでしょうよ。生き残りが自分達だけだと理解したならば、俺ならば撤退します。まあ、それ以前の話として、そんな状況にならないようにしますがね」

			　不敵な笑顔でベニマルが答えてくれた。

			　そうだな。

			　俺だって、部下と連絡が取れなくなると不安だから、その時点で何らかの対策を考えるだろう。

			　正直なところ、あそこまで見事に俺達の作戦に嵌はまってくれるなんて思っていなかったくらいなのだ。

			「何事も、欲張ったら駄目だな」

			「そうですね。戦争と略奪は切っても切れない間柄ですが、少なくとも我が軍では禁止事項に指定してますよ」

			　素晴らしい。

			　戦争では冷静さを欠いた方が負けるのに、欲望を刺激されると直ぐに熱くなってしまう。今回はその習性を利用した訳だが、怖いくらいに上手く行った。

			　この事例を反面教師として、自分達は同じ目に遭わないように気を付けるとしよう。

			


			　そんな事をベニマルと語り合いつつ、管制室に戻ろうとして。

			　俺はふと、とある可能性を思いついた。

			「今ならさ、ここには俺とお前しかいないじゃん？」

			「ええ」

			「もしもだが、もしも迷宮内に敵が隠れ潜んでいた場合、この機会は絶対に逃さないと思うんだが、どうだろう？」

			「まさか。流石にそんなタイミング良く動ける訳がないですよ」

			「だよな」

			　そうだよな。

			　それは疑い過ぎというものだ。

			　智慧之王ラファエルさんだって、迷宮内は安全だと太鼓判を押してくれている。疑い始めればきりがないし、この件について考えるのはこれくらいにした方がいい。

			　何度も同じ事を考えてしまうのは、心に不安があるからだ。どうもさっきから、嫌な予感がするんだよな……。

			


			《……？》

			


			　いや、ね。

			　智慧之王ラファエルさんを疑う訳じゃないけど、何か見落としているんじゃないかって、ずっと気になっててさ。

			


			《解。怪しい人物は全て確認済みです》

			


			　それは信用してるんだ。

			　だが、逆に。良く知ってる人物ならどうだ？

			　例えばエレン達。彼女達の事は信用しているから、裏切られた場合、とんでもないダメージを負う事になる。

			　勿論、これはあくまでも喩たとえ話だ。

			　エレン達が俺を裏切る理由なんてないし、互いに積み重ねてきた信用がある。彼女達は絶対に大丈夫だと言い切れるだろう。

			　だけど、他の者も同じだと考えるのは果たしてどうなのか……。

			


			《……》

			


			　我が国の幹部連中は大丈夫だ。

			　ミョルマイル君とか、寝る間も惜しんで働いてくれている。彼を疑うなんて俺には出来ない。

			　幹部以外で親しくなったのは、開国祭以降に我が国に滞在するようになった者達だな。

			　そう、例えば──

			「リムルさーん！」

			　〝迷宮都市ラビリンス〟の方からやって来る者達が見えた。

			　まさか、な。

			　先頭で手を振っているのは、俺も良く知る人物であるマサユキ君だ。他にも二人、マサユキの従者の姿があった。

			　戦士と魔法使いで、名前は確かジンライとバーニィだったかな。あんまり会話した事がないのは、この人達が未だに俺の事を敵視しているからだ。

			「まさかとは思うけど、マサユキが俺を狙っている可能性もあるのか？」

			「いやいや、流石にそれは考え過ぎでしょう」

			「だよな」

			　俺の心配をベニマルが否定してくれた。

			　俺だって、マサユキを疑いたくない。

			　そう言えば、マサユキが皇帝ルドラと瓜二つだとか、ガドラがそんな事を言っていたけど……。

			　いやいや、どう考えても他人の空似だろう。

			


			《解。帝国の歴史その他、様々な要因から検討しましたが、個体名：マサユキが皇帝ルドラと同一人物である可能性は〇％です》

			


			　そりゃそうだ。

			　ひとまず安心して、俺はマサユキに返答する。

			「おう、マサユキ。何かあったのか？」

			「何かあったのか、じゃないですよ！　僕を勝手に軍団長に任命するもんだから、かなり迷惑してるんですよ！　吸血鬼族ヴァンパイアの皆さんまで一時的に参加させてくれって言ってくるし、こっちは大変なんです。そんな中、さっき慌ただしい動きがあったでしょう？　あれでもう、皆がどうなっているんだと騒ぎだして……」

			　志願者がどんどん増えて、その整理だけでも大変なのだとマサユキは言う。そんな状況で軍団が出撃したものだから、血の気の多い者達が騒いでいるのだと。

			　その顔はゲッソリしており、とても演技には見えない。というかマサユキが疑わしいのなら、もっと早くに智慧之王ラファエルさんが警告してくれているだろう。

			　という事で、マサユキは除外。

			「大半の者は元の町に滞在してるだろ？」

			「ええ、そうなんですけどね……」

			　地上にあった町だが、現在は地下百一階層に避難中だ。太陽の光や星々もそのまま見えるので、意外と皆さん状況に気付いていなかったりする。戦争は既に始まっているのだが、未だに遠い場所で睨み合いが続いていると思っている者もいるようだ。

			　義勇兵団二万名には町の治安維持を任せているのだが、そんな状況なので混乱は生じていない。だが、マサユキ本人はというと、かなり忙しい日々を送っていたようだ。

			　問題は、〝迷宮都市ラビリンス〟で暮らしていた研究者達。本来は事務職であるはずの彼等だが、ルミナスが派遣して来た者達は、大半が災厄級カラミティに相当する実力者なのである。

			　〝超ちょう克こく者しゃ〟というらしいが、彼等は暇を持て余している。今回の戦争もお祭り感覚で、ノリノリで参加しようとしてマサユキに直談判に訪れたらしい。

			　今は聖騎士団クルセイダーズから派遣されたバッカスと、マサユキ達の仲間の少女であるジウの二人で、どうにか宥なだめている最中なのだと。このままでは収拾が付かないので、俺に何とかして欲しいとの事だった。

			　彼等がマサユキを煽って、騒ぎを起こす。そうして俺を狙う可能性もあるにはあるが、それならもっと早くに行動を起こしていると思う。

			　だから、その可能性もなさそうだ。

			　やっぱり考え過ぎだなと、俺はひと息ついた。

			「大変だったな……」

			「でしょう？　何とかして下さいよ！」

			「安心したまえ。もう直ぐ戦争は終わるから、それまでのらりくらりと、言い逃れしてたらいいよ」

			「いやいや、他人事だと思ってそんな簡単に……」

			　情けない顔で俺に文句を言うマサユキ。

			　だがしかし、俺のスルー力を舐めてはいけない。そんな面倒に自分から首を突っ込むほど、俺は暇ではないのである。

			　色々と疑って疲れたし、管制室に早く戻りたい。そして、シュナに紅茶でも淹れてもらって、美味しいケーキでも食べるとしよう。

			「絶対逃げようとしているでしょう！」

			「はっはっは！」

			「はっはっは、じゃないですよ！」

			　不毛な言い争いだが、これがのらりくらりの極意なのだよ。

			　マサユキも俺を見習って、この高みまで至って欲しい。そう願っているからこそ、俺はマサユキを突き放しているのだ。

			「用件がそれだけなら、俺は戻るぞ」

			「本当に間もなく戦争が終わるんですか？」

			「今日中に決着をつけたいと思ってる」

			「僕達は何もしていないし、まるで実感が湧きませんけど、いつの間にか戦っていたんですね……」

			　まあね。

			　一般市民には悟らせないのが、俺の理想とする戦いの在り方なのだよ。

			「ああ。そういう訳だから、安心してくれ」

			　俺はニッコリ笑顔を浮かべて、マサユキを納得させるべくそう言った。

			　これで問題解決っと。早く戻って、イチゴのショートケーキを──

			「おいおい、ちょっと待ちな。マサユキさんがアンタに気を遣ってるから、俺も黙って我慢してたんだがよ、俺達はアンタを倒すのを諦めた訳じゃねーんだぜ？　それを忘れて、俺達をいいように利用しようなんざ、ちょっとふざけが過ぎるんじゃねえか？」

			　問題が解決したと思ったら、新たな問題が発生した。

			　マサユキのオマケかと思っていたジンライが、ここで不満をぶちまけたのだ。

			「いやだなあ、誤解だとも。利用しようだなんて、そんな人聞きの悪い……」

			　と言い訳する俺だが、かなり分の悪い発言だ。紛れもなく利用しようとしていた訳で、これは通用しないかも。

			　そう焦っていた俺に、思わぬ援軍が。

			「おい、ジンライ！　言い過ぎだって。リムルさんだって、今は町の人達の為に頑張ってくれているんだからさ！」

			　マサユキがジンライを宥めてくれた。

			　ありがとう。後でケーキを御馳走するよ！

			　俺は感謝の視線をマサユキに向けた。

			　ジンライはマサユキから注意されるなり、それ以上文句を言うのを止めてくれた。不満はあるのだろうが、それを飲み込むだけの度量も持ち合わせているらしい。

			　顔に似合わず案外大人だなと、俺は思った。

			　ともあれ、これにて一件落着。そう思ったのだが、そうは問屋が卸さなかった。

			「ジンライの言う通りだよ、マサユキ君！　本来、勇者と魔王は敵対する定め。いつまでも我慢してないで、こんなヤツ、さっさとやっつけてしまいましょう！」

			　いつも一歩引いて傍観しているバーニィが、こんな時に限って熱血化していた。

			　俺はやれやれと思いつつ、どうやって宥めようかと思案する。

			「マサユキ君がやらないのなら、僕が代わりに成敗してやろう！」

			　そんな事を言って、呪文を唱え始めるバーニィ。

			　おいおいと思った俺だが、次の瞬間、真顔になる。

			「〝聖浄化結界ホーリーフィールド〟」

			　馬鹿な──と、思わず叫びかけてグッと我慢した。

			　この魔法の扱いは困難な上に、一人で扱える者など限られている。バーニィは確か〝異世界人〟で、魔法を得意としているとは聞いていたが、これほど高等な神聖魔法を操れるとは思っていなかった。

			　というか、これって本気で──

			


			《──殺意を確認しました。個体名：バーニィは敵です!!》

			


			　その瞬間、俺もようやく悟った。

			　まさかまさかと思いつつ、心配し過ぎだと思い込もうとしていた敵の存在。それこそがまさしく、目の前にいるバーニィだったのだ、と。

			　そして、俺よりも早く動いた者がいる。

			　澄み渡る甲高い音色。それは、ベニマルの太刀とバーニィの光の剣の衝突によって生じていた。

			「バーニィ、お前……剣も扱えたのか!?」

			　そう驚くのはジンライだ。

			　バーニィが剣を使ったのは、今回が初めてなのだろう。という事は、バーニィは仲間であるはずのマサユキ達を、今までずっと騙していた事になる。

			「フッ、手の内を簡単に晒すなど、そんな馬鹿な真似をするものかよ」

			　やるならば必勝必殺を狙うのだと、その表情が雄弁に告げていた。

			「クソが！　てめえ、俺だけでなく、マサユキさんまでも騙していやがったのか！」

			「騙すとか、人聞きが悪いね。魔王に接近する為に利用していただけさ」

			「り、利用だと？」

			「ああ。マサユキ君は都合良く踊ってくれたよ。そのお陰で、こうして最高の機会が到来したんだ。感謝してるよ」

			　ベニマルと剣を交えているというのに、バーニィは余裕の態度でジンライと語っている。その会話に聞き入ってしまった俺が言う事ではないが、かなりの実力を隠し持っているようだ。

			「ベニマル、今すぐ加勢に──」

			「いえ、コイツは俺が相手します。リムル様は周囲の警戒をお願いします」

			　加勢しようとした俺をベニマルが止めた。ここはベニマルを信じる事にして、俺は周囲の警戒を強化する。

			　そんな状況でも、バーニィとジンライの会話は続いていた。

			「ふ、ふざけんなよ！　マサユキさんが都合良く踊っただとぉ──っ!?」

			「ああ。君だって、気付いているんだろ。その男が本当は大した事はなくて、ハッタリだけで生きているんだって」

			　それを聞いて一気に顔色を悪くするマサユキ。

			　あっちゃあ──と俺は思っただけだが、マサユキからすれば死活問題だろう。だが、次のジンライの発言は、俺達の予想を裏切るものだった。

			「それがどうした？　ハッタリだろうが何だろうがな、マサユキさんは凄いんだよ！　俺達の期待を、一度だって裏切った事がねーんだ！」

			　本当に気付いていたんだ。

			　マサユキが単なるハッタリ小僧じゃないって、ちゃんと本質を見抜いていたんだ。

			　俺はジンライを見直した。

			　マサユキも、信じられないという目でジンライを見ている。

			　しかし、バーニィはそんなジンライの反応が気に食わなかったらしい。

			「チッ、気付いてたのにくっついてたのかよ。しかも、そんな無能力者を尊敬してるとか。笑わせるなよ」

			　イライラしたようにそう吐き捨てていた。

			　だが、イラッとなったのは俺の方だ。

			「ハッタリの何が悪い。俺だってな、ハッタリで生きてるんだよ！」

			「リ、リムルさん……」

			「だってそうだろうが！　俺は単なるサラリーマンだったんだぞ。魔王だ勇者だと、そんな世界で生きちゃいなかったんだよ。それでもなあ、やるしかないから頑張ってるんだ。それを、何も知らねえヤツに笑われたくねーんだよ!!」

			　俺の言葉に、マサユキも無言で頷く。

			「ア、アンタ……」

			　そう呟いて、ジンライまでも戸惑ったように俺を見ていた。

			　俺は構わずに続ける。

			「当たり前だろ？　俺のする事は正しいんだと、自分にそう言い聞かせなきゃ、王様なんてやってられねーんだよ！」

			　そう叫んだ勢いを利用して、俺はマサユキの隣まで歩いた。ベニマルと剣を交えているバーニィを刺激しないように、ゆっくりと。

			「誰だってな、生きるのに精一杯なんだよ。だから俺は、みんなで楽しく暮らせる世界を目指して頑張ってるんだ。マサユキはな、そんな俺に協力してくれてるんだよ。助かってるんだ！　マサユキを馬鹿にするなんて、俺が許さん!!」

			　俺はマサユキの前に立ち、バーニィに向かってそう言い放った。

			　俺の言葉を聞いて、ジンライが深く頷いている。

			　そして、マサユキも。

			「バーニィ、お前は最初から僕を利用するつもりだったのか？」

			　さっきまで動揺していたのが嘘のように、バーニィに向かって堂々と問いかけた。

			「そう言ってるだろ」

			　バーニィはベニマルと距離を取りつつ、油断なくそう答える。

			　ベニマルもまた、俺の前に立ちバーニィを睨み据えていた。〝聖浄化結界ホーリーフィールド〟の影響で、ベニマルは全力を出せずにいる。それ故か、ここは一いっ気き呵か成せいに攻めるのではなく、様子を見るのに徹するつもりのようだ。

			「それは、ユウキさんの命令だったのか？」

			「はあ？　ああ、そうか。フフッ、教えてやってもいいんだけど、僕にメリットがないな」

			　そんなふうに、人を馬鹿にした発言をするバーニィ。しかし、一応は会話を継続するつもりらしい。

			　〝聖浄化結界ホーリーフィールド〟は安定しており、自分の優位性を疑っていないからかな？

			


			《否。何らかの狙いが──情報を確認しました。個体名：マサユキ一行には、もう一名所属しております。その者の情報を検索した結果、迷宮内に存在が確認されませんでした。外出記録なし。これは──》

			


			　恐ろしい速度で智慧之王ラファエルさんからの報告が入る。情報の整理が終わっていない点からみると、よほど緊急性が高いと智慧之王ラファエルさんが判断したのだろう。

			　マサユキの仲間って、確かにもう一人、ジウという少女がいた。バッカスと二人で〝超克者〟達を宥なだめているとの事だったが……。

			


			《確認しました。百階層にある研究所にて、大量殺人が発生。個体名：バッカス及び、〝超克者〟複数名が惨殺されております。緊急措置として、〝魂〟の保護を行いました──》

			


			　大事件だ！

			　バッカスはともかく、〝超克者〟は一人一人が特Ａ級の化け物達である。それを、マサユキと別れてからの僅かな時間で皆殺しにするなど、ちょっと信じ難い出来事であった。

			　守りに徹した〝超克者〟を倒すのは、非常に困難なのだ。何しろ彼等は『超速再生』所持者だし、他にも様々な特殊能力を保有している。

			　大火力を持つベニマルや、異常進化したゼギオンならばともかく……クマラを含む他の〝十傑〟達でも不可能だろう。

			　そして、より重要な点が一つ。

			　ジウの反応がないというのは、無視出来ない情報だった。だって、迷宮内の全てを智慧之王ラファエルさんは把握しているのである。それなのに発見出来ないとなると、それが意味するのはジウが──

			『リムル先生──ッ!!』

			　その声は『思念伝達』よりも早く、俺の心に直接響いた。その瞬間、『思考加速』によって俺の時間が引き延ばされる。

			　反応したのは俺自身か、それとも智慧之王ラファエルさんなのか。

			　どちらにせよ、それが俺達の命を救う事になる。

			「死ね！」

			　黒い閃光が走り、俺の胸へと迫った。

			　何者か──恐らくはジウが、完璧な隠形で俺を狙ったのだろう。しかし、俺が見栄も外聞もかなぐり捨てて、その場に倒れて転がった事で、その必殺の刃から逃れる事に成功していた。

			　警告の声のお陰だった。

			　その声の主は、小さな少女。仮面を被ったクロエである。

			　俺への呼びかけが昔の呼び方に戻っていたが、それを指摘する余裕などない。

			　というか、ヤバイ。

			　俺は全力で周囲の警戒をしていたし、智慧之王ラファエルさんだって警戒を怠っていなかった。その警戒網を掻い潜るとか、それはもう、たった一つの可能性しか考えられない。

			　つまり、この暗殺者にも有るのだ。

			　──究極能力アルティメットスキルが。

			　暗殺者の姿をようやく確認したのだが、それはやはりジウだった。だが、無表情なのはそのままだったが、纏う雰囲気は以前とまるで異なっている。

			　別人と言っても過言ではないほど、冷たく鋭い。

			「驚いた。私に気付かせずに尾行していたのね」

			　俺の暗殺に失敗したというのに、ジウに動揺は見られない。手に持ったペンダントから伸びる黒い刃をクロエに向けて、淡々と話しかけている。

			「あれだけ堂々と戦っていれば、気配に気付くのは当然よ」

			「優秀なのね、おチビさん」

			「貴女あなたに言われたくないし、私はおチビじゃないわ！」

			　そう言った瞬間、クロエの姿が大人へと変化する。そして、抜き放ったのは月光の細剣ムーンライトだ。

			　その神話級ゴッズの輝きが、ジウに向けられピタリと止まる。

			　仮面の〝勇者〟クロエが、そこにいた。

			「チッ、この完璧にお膳立てした絶好のチャンスで、まさかこんな大失敗をするとはな。これは失態だぞ、ジウ！」

			　舌打ちしてから、不愉快そうにそう告げるバーニィ。

			「悪かった。邪魔が入らないようにしたつもりだったのに、こんな伏兵がいたなんて計算外」

			　少しも悪びれず、ジウがそう答える。

			　この二人は知り合い。それも、俺の命を狙う何者かが送り込んで来た、凄腕の刺客だったようだ。

			　その立場は互角みたいだ。

			　つまりはバーニィも、究極能力アルティメットスキル保有者である可能性が濃厚である。

			　ベニマルと睨み合うバーニィ。

			　クロエと剣を構え合うジウ。

			　俺はマサユキとジンライを守るように前に立ち、成り行きを見守る事にした。

			「こうなっては仕方ない。正体をバラした作戦が失敗した今、実力を隠しておく意味もないな」

			「その意見に同意する。速やかに敵を殲滅すべし」

			　バーニィとジウはそう言って、武器の源になっていたペンダントに力を込めた。それに反応して、ペンダントが強く輝く。

			　その光には見覚えがあった。

			「そうか、お前達も帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンなのか」

			　俺がそう呟くと、武装を終えたバーニィがやれやれとばかりに頷いた。

			「やはり既に、本国の連中との戦争は始まっていたんだな。だが、僕達を他の近衛騎士ロイヤルナイトと同じに考えないで欲しいね」

			　自分で言った通り、並々ならぬ実力を隠し持っている感じだった。

			「おしゃべりはそこまで。さっさと殺す」

			　ジウもまた、独特の鎧を身に纏っていた。デザインは似通っているが、コチラの色は漆黒で、闇に浮かぶ星々のような艶がある。

			


			

			


			　恐らくは伝説級レジェンドなのだろうが、限りなく神話級ゴッズに近い性能を有しているようだ。

			　それは、バーニィも同じ。鎧の色は黄金だが、性能はジウと同等に見える。着用者の実力も、その鎧には反映されると考えて間違いなさそうだ。

			「ジウ……君も僕の事を──？」

			　マサユキが悲しそうに問いかけると、冷めた目でジウがこちらを見た。

			「当然。それが任務だから、貴方あなたを守っていただけ」

			　端的な発言。そこには、それ以上の意味など何も含まれていない。それが理解出来るだけに、マサユキがどれだけ傷付いたかもうかがい知れた。

			　俺としては慰めてやりたかったが、今はそれどころではなかった。

			「ベニマル、気を付けろ！　そいつは強いぞ。間違いなく、究極能力アルティメットスキルを隠し持ってる」

			「アルティメット？　ユニークスキルを超える究極ですか。努力と根性で何とかなりますかね？」

			「無理だな。正直、お前じゃ勝てないと思う」

			「やれやれ、リムル様に断言されると、思った以上にへこみますよ」

			　俺が冷静に判断してそう告げたのに、ベニマルは苦笑するのみだった。その表情には余裕が見えたので、もしかすると何か思惑があるのかも。

			　究極能力アルティメットスキルには、究極能力アルティメットスキルでしか対抗出来ない。その絶対の法則を覆せるとは思えないが、ここは迷宮内だ。万が一の場合でも死ぬ事はないので、このままベニマルに任せる事にした。

			　そして、クロエの方も。

			　クロエは事実上の最強勇者だ。

			　究極能力アルティメットスキルを持たない状態でも、ヴェルドラをも圧倒して見せた。まあ、あれはクロエというか暴走状態のクロノアだった訳だけど、それでもその戦闘能力は凄まじいものがある。

			　しかも今では究極能力アルティメットスキル『時空之王ヨグ・ソトース』を保有しているから、ジウ相手に負けるとは思えない。

			　不安があるとすれば──『時空之王ヨグ・ソトース』の力を制御可能なのかどうか、という点だろう。

			　だから俺は、念の為に智慧之王ラファエルさんに命令する。

			


			《了。これより、敵所有能力スキルの解析を開始します》

			


			　これで大丈夫かな？

			　ともかく俺は、いつでも手助けに入れるように身構えつつ、戦いの行方を見守る事にしたのである。

			


			＊

			


			　最初に動いたのはバーニィだった。

			　ペンダントを握りしめ、再び力を込める。すると、その形状が変化して槍の姿で固定化された。

			「今まで見せた事はないけど、僕が得意とするのは槍術でね。冥途の土産に披露してあげよう」

			　バーニィは上から目線でそう言い放つと、腰を落として油断なく身構えた。そして、無詠唱で魔法を発動させて、槍に魔法を纏わせている。

			　発動した魔法は、雷系の雷撃大魔雨サンダーレインだ。本来は範囲攻撃なのに、そのエネルギーの全てが槍に集束されていた。

			　なかなか見事だが、思ったほどの脅威は感じない。

			　ベニマルも対抗して、自分の愛刀〝紅ぐ蓮れん〟に『黒炎』を纏わせた。すると、真紅の刀身に黒い炎が絡み付き、妖しい煌きらめきを放つ。

			　こちらも見事。指揮能力はオマケに過ぎないと思わせるような、鬼神の如き強さを感じさせる気迫だった。

			　そして、両者同時に動く。

			　バーニィは魔法職なのかと思っていたが、槍術も凄腕だった。自分で言うだけの事はあり、かなり強い。だがしかし、俺には余裕で動きを追えた。

			　気になるのは、『未来攻撃予測』が発動しない事だ。これはつまり──

			


			《告。個体名：バーニィの能力スキルにより、あらゆる干渉が妨害されております》

			


			　やはり、そうだったか。ジウの気配を見失っていたのも、何らかの妨害現象が働いていたからなのだろう。

			　バーニィやジウは、あらゆる干渉から身を守るような力を持っていると考えられた。これは凄い力なのだが……もっと気になるのは、他にどんな権能を有しているか、という点だ。

			　ベニマルとバーニィは、互角の戦いを演じている。

			　ベニマルの表情には焦りの色が見えないし、十分にバーニィと渡り合っていた。対するバーニィはというと、若干だが苛いら立だたしそうにしている。

			　地力の差はベニマル優位。装備の性能差で、バーニィに分があるという状況だな。だから、バーニィとしては面白くないのだろう。

			「少しはやるじゃないか」

			「お前は期待外れだな」

			　ベニマルの返答に、バーニィが表情を歪めた。プライドを刺激されたからか、親でも殺されたような目でベニマルを睨みつけている。

			「魔物風情が、言ってくれる。ならば、コレを喰らっても同じように大言を口に出来るかな？」

			　バーニィはそう叫び、槍を旋回させつつベニマルの間合いから離れようとした。攻防一体の動きで距離を取り、必殺の一撃を放とうとしたのだろう。

			　だが、それを許すベニマルではない。

			　完全にバーニィの動きを見切ったのか、悠々と距離を詰めていく。

			　凄いの一言だった。

			　ベニマルが隠れて修行していたのは知っていたが、まさかここまで成長していたとは……。

			　俺の見立てでは、今のベニマルの腕前はハクロウ以上だな。アルベルトも凄腕の剣士だと思っていたが、ベニマルが上回っているのは間違いなかった。

			　また、『黒炎』の制御も見事だ。力に振り回されるのではなく、自分のものとして扱っている。

			　ユニークスキル『大元帥スベルモノ』は、自身の力をも完全に統べる事が出来るみたいだ。

			　俺は素直に感心した。

			　ベニマルにはゼギオンの方が強いんじゃないかと聞いたが、今のベニマルを見ていると、どっちが強いかわからなくなる。状況次第では、勝利の女神はどちらにも微笑ほほえむだろう。

			「す、すげえ……」

			「今だから言うけど、あんな強い人達相手に戦うなんて自殺行為だと思うよ。まして、リムルさんはもっと強いからね？　それを踏まえて、今後は僕に無茶振りするのは控えてくれよ」

			「わ、わかったぜ、マサユキさん」

			　俺の後ろで、ジンライとマサユキがそんな会話をしていた。多分二人には、ベニマルとバーニィの姿など見えていない。閃光が走っているようにしか見えないだろう。まあ、それでも凄さだけは伝わるだろうけど。

			　俺としては、そんな二人に流れ弾──というか衝撃波が飛ばないように、ずっと『誓約之王ウリエル』の『絶対防御』で守っている。しかしこれ、地味に大変な作業なのだ。バーニィの攻撃には究極能力アルティメットスキルの影響がある為、油断すると『絶対防御』を貫いてしまうのである。

			　というか、大変なのは俺ではなく、智慧之王ラファエルさんなんだけどね。

			　後ろの二人はいいとして、それよりも今はベニマル達の戦いの行方だ。

			　バーニィの奥の手は、距離を取らねば発動出来ないタイプのものらしい。さっきから忌々しそうに、ベニマルを突き放そうと頑張っている。

			　ベニマルの方は余よ裕ゆう綽しゃく々しゃく。涼しい顔でバーニィを追い詰め、少しずつ手傷を負わせ始めていた。

			　こうなるとベニマルの勝利は時間の問題かと思われたのだが、どうやらそれは甘い考えだったようだ。

			　ベニマルの猛攻の前に、バーニィの体勢が崩れた。その一瞬の隙をついて、ベニマルが『黒炎』を纏わせた太刀で斬り付ける。

			　致命の一撃──そのはずだったのに、バーニィがニヤリと笑った。

			「やはり、君では僕に勝てない！」

			　その表情は、今まで追い詰められていたのが嘘だったかのように明るく、こうなるのを見越していたと言わんばかり──いや、これは全て、バーニィの手の平の上だったのだ。

			　何が起きたのかは明白だった。

			　究極能力アルティメットスキルには究極能力アルティメットスキルでしか対抗出来ない──この絶対の法則の前に、ベニマルの攻撃は無効化されてしまったのだ。

			　勝ち誇るバーニィとは対照的に、ベニマルが悔しそうに表情を歪めた。ユニークスキルが通用しなくても剣技ならば通用すると、そう考えていたのだろう。

			　だが、現実は非情だった。

			　ベニマルの剣は確かにバーニィに届いたのだが、こちらもまた、バーニィの鎧に遮られて致命傷には至らなかったのだ。しかもバーニィは、即座に回復魔法を行使して自分の傷を癒やしてしまったのである。

			　これでは、ベニマルが勝利するには必殺の一撃で勝負を決めるしかない。剣の腕ではベニマルが上だが、バーニィは究極能力アルティメットスキル保持者である。格上の実力者を前にして、それは至難の業であった。

			　苦境に立たされたベニマル。そこから戦いの流れはバーニィへと傾き、ベニマルは防戦一方となったのだ。

			


			＊

			


			　ベニマルが窮地に陥おちいっていた頃。

			　クロエもまた、予想外の苦戦をする破目になっていた。

			　単純に実力だけを比べたら、クロエの方が圧倒的に上であった。だがしかし、ジウが得意としているのは搦からめ手であり、まともにクロエと剣を交えようとしない。その上で、隔離結界を張るなどして俺達に応援を呼ばせないようにしたり、暗闇になるほどの毒性霧を発生させて目潰ししたりと、自分が有利となる状況を生み出そうとした。

			　仮面のクロエには、そんな技など通用しない。しかし、逃げに徹したジウは、クロエでも捕捉するのが困難だったのだ。

			　逃げるジウに、追うクロエ。

			　その結果が、戦いの長期化である。

			　まあ、ベニマルと違ってクロエには究極能力アルティメットスキルがある。俺にも勝る実力がある以上、万が一にもジウに負けるとは思えなかった。

			　こちらは安心だと注視していなかったのだが、どうも事はそう簡単には運ばないらしい。ベニマルが防戦一方になるのと同時くらいで、クロエの方も困った事態になったのである。

			「ちょこまかと、良く逃げるものね」

			「当然。貴女の剣は危険。多分だけど、私の防御を貫通すると見た」

			　ジウは慎重だった。

			　正体不明のクロエを相手にして、冷静に対処を行っている。

			　クロエの『絶対切断』はユニークスキルでありながら、何故か究極能力アルティメットスキルにも届く威力を誇っている。ジウが自分で言っているだけだから謙遜もあるのだろうが、少なくとも伝説級レジェンドの防具如きで防げないのは事実であった。

			　何しろ、あのヴェルドラでさえもダメージを負うのだから、ジウの選択は正解だと言えるだろう。

			「逃げてばかりじゃ、私には勝てないわよ？」

			「その言葉は、否定しない。でも、問題ない。私の目的は勝利ではなく、バーニィの援護だから。バーニィがそこの鬼人を殺せば、二人で貴女を殺してあげるよ」

			　そんな発言を聞いちゃ黙っていられないのだが、それからがジウの嫌らしさの本領発揮だった。俺が加勢しようとする度に、〝迷宮都市ラビリンス〟に向けた攻撃が飛び出すのだ。

			　マサユキ達を飛び越えた後方に、隔離した町がある。そこを攻撃されたら、どれだけの被害が出るかわかったものではなかった。

			　しかもジウは、バーニィにまで協力を求める始末。

			「バーニィ、予想外の邪魔者が入った。この女は思った以上に厄介。魔王リムルを同時に相手にするのは危険だから、安全策を取りたい。介入されないように、〝迷宮都市ラビリンス〟への攻撃を支援して」

			「了解。適当に手助けしてやるさ」

			　バーニィの攻撃も追加された事で、俺の負担は倍になった。

			　マサユキやジンライには〝復活の腕輪〟があるので、最悪の場合でも大丈夫だ。しかし〝迷宮都市ラビリンス〟には、何も知らぬ住民だって暮らしているのだ。

			　しかも、ここは一番安全な場所だったし、全員が〝復活の腕輪〟を着用している訳ではなかった。避難中の冒険者達ならばいざ知らず、一般の住民には無縁の物なのである。

			　流れ弾を防ぐのに加えて、ジウやバーニィの嫌がらせの処理も行わねばならない。放出系の攻撃だから『暴食之王ベルゼビュート』で一飲みなのだが、クロエの手助けに回れる状況ではなくなったのである。

			　いや、マジで。

			　正直、クロエが気付いて手助けに来てくれたのは大助かりだった。もしも俺とベニマルだけだったならば、既に敗北していた可能性も捨てきれない。

			　何しろベニマルでは、バーニィの攻撃を受け流すのが精一杯。下手をすれば攻撃の威力に押し負ける事もあるので、〝迷宮都市ラビリンス〟への攻撃を邪魔するのも困難なのだ。

			　それでも戦いが成立しているのは、ベニマルの技量レベルがバーニィを上回っているからである。

			　一撃でも直撃すれば死亡する猛攻を、ベニマルは涼しい顔でさばいていた。スキルの優劣で逆転されてしまっているが、褒めるべきはベニマルの方であろう。

			　しかし、それにしても……。

			　コイツ等、今までマサユキのオマケにしか思っていなかったが、とんでもない実力を隠し持っていやがった。

			　逆に言えば、今まで俺の目を誤魔化していた事からも、コイツ等の実力の高さが分かろうと言うものなのだ。

			　ルミナスだって、祭りの時にコイツ等の事を見逃していたのだ。俺──というより智慧之王ラファエルさんが気付かなかったのも仕方ない。

			　ともかく今は、最悪の状況と言っていい。

			　ご丁寧にもラミリス達との『思念伝達』は妨害されてしまったし、自分達だけでこの難局を乗り切らねばならないのである。

			　俺のそんな不安が伝わったのか、ここでクロエが賭けに出た。そしてそれが、予想もしなかった失態へと繋がってしまったのだ。

			「こうなったら、奥の手を使うわ」

			　この局面を打開する一手──そんなものが本当にあるのなら、是非ともお願いしたい。しかし何故か、その時俺は嫌な予感がした。

			　一瞬、世界が暗転したように視えた。

			　全ての動きが静止して、全身が金縛りにあったような感覚。

			　何が起きたのか理解出来ないままに、その感覚をどこかで体験したような気がした。

			　そう、あれは確か、ギィとクロエが戦った時と同じ──

			


			《告。個体名：クロエ・オベールの存在力エネルギーの低下を確認。能力スキルの制御に失敗した模様です》

			


			　時を止められた際の感覚だったのだ──と、俺が思い出したのと同時に、智慧之王ラファエルさんから警告が発せられた。そして俺は、クロエの姿が子供に戻ってしまっているのに気付く事になる。

			「おい、クロエ!?」

			「うそっ!?　この権能チカラは効率が悪過ぎて、今の私じゃ扱えないみたい──」

			『だから言ったでしょ！　長時間だと、制御が難しいって』

			　何が起きたのかは不明だが、クロエの奥の手とやらが失敗したのは間違いない。しかも最悪な事に、クロエの戦闘能力までガタ落ちするというオマケ付きで。

			　やはりクロエでも、『時空之王ヨグ・ソトース』の力を完全には制御出来なかったみたいだ。前回のギィとの戦いの際は、見事に使いこなしているように見えた。しかし実際には、ほとんどがギィの力によるものであり、クロエはそれに対応して見せただけだったのである。

			　それでも十分に凄い。時の止まった世界で動けなければ、ギィに一方的に敗北していたのだから。

			　だけど、模擬戦と実戦は違うのである。

			　クロエでも一瞬だけならば時を止められるみたいだが、それには大量のエネルギーを消耗するようだ。それこそ、今の姿こそがその証拠であろう。

			　こうなる危険があるからこそ、ぶっつけ本番で未確認の権能を使用するのは問題なのだ。

			　クロエが『時空之王ヨグ・ソトース』の権能を完全に制御出来るようになれば話は違ってくるのだろうけど、智慧之王ラファエルさんでさえも解析が終わっていないのだから、そんな奇跡を期待するのは間違いというものだった。

			『おい、クロエ！　大丈夫なのか？』

			『ちょっと厳しいかな。元の姿には戻れるけど、本調子に戻るまでしばらくかかりそう……』

			　俺が心配して『思念伝達』で問いかけると、クロエは悔しそうにそう答えた。それでもまだ、状況は最悪ではない。クロエが戦えなくなった訳ではないので一安心だった。

			「何をしようとしていたのか知らないけど、無駄な足掻きだったわね。自分の力も把握出来ないなんて、思っていたよりもお粗末」

			「はっはっは、そんなもんだろ。ジウ、お前が警戒し過ぎただけさ」

			　クロエの失敗を見て、ジウとバーニィが笑う。

			　だがこの時、天の助けとも言える声が俺の心に響く。

			


			《告。敵所有能力スキルの解析が終了しました》

			


			　速ッ!!

			　クロエ所有の『時空之王ヨグ・ソトース』なんて、未だに解析が終わっていないというのに。バーニィ達の究極能力アルティメットスキルを、こんなに簡単に解析が完了してしまうとは。

			　せいぜい、権能の方向性がわかればいいな、くらいの感覚だったんだけど、これは嬉しい誤算というものだった。

			　それで、その内容は？

			


			《告。個体名：バーニィ及び個体名：ジウの所有する権能ですが、共通点が多数確認されました。これは、ほぼ同一の権能であると考えられます。個性から発現するのがユニークスキルであり、その限界を超えた先にあるのが究極能力アルティメットスキルなのです。それにもかかわらず両者の権能が似通っているという事は──》

			


			　バーニィ達の力は、何者かに借り受けたモノである、と？

			


			《是。その可能性が高いと推測されます》

			


			　なるほど、ね。

			　実は俺も、ちょっと不自然だなと思っていたのだ。

			　究極能力アルティメットスキルを獲得するには、生半可な努力などでは追い付かない。あのヒナタでさえユニーク止まりだったし、グランベルやルミナスといった超越者でさえ、究極まで覚醒していなかった。

			　言っちゃあ悪いが、バーニィやジウ如きが簡単に手に出来るような、そんな生易しい力ではないのである。

			　そして究極能力アルティメットスキルには、その所有者特有の性質が色濃く表れる。妨害や隠蔽は見事だったが、それ以上の力は使われていなかった。

			　俺は隠し持っているのかと思って警戒していたのだが、どうやらそうではなく──

			


			《是。魔法やユニークスキルに対する絶対優位と、自己の権能の完全隠蔽。この二点が、個体名：バーニィ及び個体名：ジウに貸たい与よされている権能です。両者の存在力エネルギーから逆算しても、これ以上の権能を行使出来る余地はありませんでした》

			


			　これしか使えない、が正解だったのか。

			　何がどう転ぶのか、終わってみなければわからないものだ。笑うバーニィ達を見て、俺はしみじみとそう思った。

			『ベニマル、クロエ！　奴等の力の秘密がわかった。厄介な相手ではあるが、勝てなくはない。その為に提案があるんだが、聞いてくれるか？』

			　俺がそう問うと、二人は一も二もなく頷いた。

			『勿論ですよ。俺の紅蓮でヤツを斬れたら、とっくに勝利してるんですがね。忌々しいのは、ヤツの力が防御に特化している事ですね』

			　ベニマルはこのままずっと、負けないように戦いを続ける覚悟だったようだ。相手の言動に惑わされずに、勝機を探す。そうこうしている内にディアブロやシオンが戻ってくるだろうから、そこで反撃に出ればいい、と。

			　流石は〝侍さむらい大だい将しょう〟──どんな時でも冷静で、頼りになる男である。

			『私だって、リムルさんの事を信じてるもん。今の失敗を取り戻したいし、勝てる作戦があるなら何でも言って！』

			　クロエもまた、俺の事を信じてくれていた。

			　こちらはベニマルと違って、焦りさえなければ勝てた戦いだっただろう。『絶対切断』ならばジウの防御を貫けただろうし、一対一ならば負ける相手ではなかったのだ。

			　だが、今回の一件は良い教訓になった。

			　クロエが究極能力アルティメットスキルを使い慣れていないという弱点が露あらわになったが、それはこれから改善していけば済む話。今後に期待という事で、今はこの戦いを終わらせる事に集中してもらおう。

			『それじゃあ、伝える。ベニマルは俺と〝魂の回廊〟を繋いでもらいたい。そうすれば、俺の権能の一部を貸し出せるんだ』

			『望むところです。リムル様の力を借りるのは不甲斐ない思いですが、負けるよりはいい。必ず勝利をお約束しますよ』

			　ベニマルは快く承諾してくれた。

			　誇りよりも実利を重んずる、ベニマルらしい選択であった。

			　それに、今回は相手も借り物の力を使っているんだし、恥じる必要はないと思う。実力を比べれば、間違いなくベニマルが上なのだから。

			　そう思いつつ、俺はベニマルの紅蓮に『絶対切断』の付与を行った。これは、クロエが使っているものと同等の威力を誇っている。『絶対防御』を反転させただけなので、両者が激突すれば相殺されてしまうんだけど、バーニィ相手ならば十分に通用するはずだ。

			　ベニマルはこれで良し。

			　続いてクロエだ。

			『クロエ、クロノア、聞いてくれ。このまま時間を稼いでくれれば、ベニマルがバーニィを倒す。その後でジウを──』

			　今度はさっきまでと逆パターンだ。

			　今のクロエは大人の姿に戻っているが、本調子には程遠い状態なのだ。ここは安全策を取り、確実な勝利を目指したい。

			　クロエには、ベニマルが勝つまでの時間を稼いでもらえばそれでいい。そう思ったのだが──

			『ちょっと待って！　私は負けてない。一対一なら必ず勝てるから』

			『そうよ、リムル。さっきは『時空之王ヨグ・ソトース』に振り回されちゃったけど、真面目に戦えば負けはしないわ』

			　クロエ達はやる気満々だった。

			　こう言うだろうという予想もあったので、驚きはない。そこで俺は、一つ提案をする事にした。

			『それじゃあ、一つ条件がある』

			『何？』

			『もう一度『時空之王ヨグ・ソトース』を使って、完璧に勝利してくれ』

			『──え？』

			『短時間なら時を止められるけど、それじゃあ短すぎてジウには通用しなかったのよ？』

			　クロエはやはり、無茶をしなければスキルを使いこなせてはいたようだ。その短時間というのが、感覚的に何秒くらいを指すのかは不明だが、究極能力アルティメットスキルを保有するジウを追い詰めるには足りない時間だったのだろう。

			　だから限界を超えてしまったのだろうが、次は多分大丈夫。

			『俺も協力する。演算を手伝うから、もう一度やってみよう』

			『そういう事なら、私は文句ないけど……』

			『リムルの演算領域を解放してくれるのね？　それならば、制御可能だと思う』

			　俺の申し出を、クロエとクロノアは了承してくれた。

			　不安そうだが、実は俺も同じ気分だ。

			　何しろこれ、智慧之王ラファエルさんからの提案なのである。

			　大丈夫かな？　と思うのも仕方のない話だが、俺は智慧之王ラファエルさんを信じている。

			　何らかの思惑があるのだろうし、ここは素直に信じて行動しよう。

			　そう思った俺に、クロノアが問題を提起した。

			『でも、エネルギーが足りないわ。戦闘形態にはなれるけど、時間を止めるほどのエネルギーは回復していない。リムルの協力でエネルギー効率も高まるにしても、今のクロエでは使いこなせないでしょうね』

			　それは俺も気になっていた。

			　俺の力を貸し出す予定なんだろうけど、それだけで足りるのかな？

			


			《是。問題ありません》

			


			　力強い返事だ。

			　何かアテがあるんだろうな。詳しく聞くのは止めておこう。

			『問題ない。足りなければ俺が用意する』

			　用意するのは智慧之王ラファエルさんなんですけどね。まあ、ここで説明する話でもないので、恰好を付けさせてもらった。

			　俺の返事を聞いて、クロノアも納得してくれた。

			『わかった。それなら私も賛成よ。アイツに目にモノを見せてやるわ』

			　という事で、作戦は決まった。

			　反撃開始である。

			


			＊

			


			　ベニマルは攻めのスタイルを変更。それまでは〝静の太刀〟で戦っていたのだが、俺が『絶対切断』を付与するなり、〝動の太刀〟へと切り替えた。

			　〝静の太刀〟とは先手を相手に譲り、反撃を主とする剣技である。または、受け流しを重点的に行い、積極的な攻めを行わない攻守一体となった型を基本としていた。

			　それに対して〝動の太刀〟とは、守りよりも攻めを重視している。一気呵成に相手を攻め立てて、主導権を与えずに圧勝するのが本質なのだ。

			　バーニィはベニマルの剣撃の変化に驚き、防戦一方になった。立場が逆転した訳だが、その時点では表情に余裕が見えていた。

			　しかし、それは一瞬で消える。

			　バーニィが余裕だったのは、ベニマルの太刀が自分に通用しないという、実証された自信あってのものだった。ところが、それは既に過去の話になっていたのだ。

			　ベニマルの苛烈な攻めに対処が遅れて、バーニィに隙が生じる。そこを狙った致命の一撃。

			


			

			


			「バ──ッ!?」

			　馬鹿な──とでも言おうとしたのかな？

			　バーニィはその一撃によって胴を両断されてしまった。そのまま続いて、流れるような一撃で頭から真っ二つにされている。故に、最後の言葉も口に出来ずに、そのまま死亡してしまったのだった。

			　それにしても、ベニマルの強さは圧倒的だった。

			「最初からその勢いでいけば、余裕で勝てたんじゃないのか？」

			「いや、そんな真似をしていたら、俺の紅ぐ蓮れんが折れてましたよ。あの鎧はヤバイと思ったので、刀に負担をかけないように慣れぬ戦い方を続けていたんです」

			　あれで不慣れだったのか。堂々と様になっていたのだが、確かにベニマルには〝動の太刀〟の方が良く似合うな。

			　そして今のベニマルならば、確実にハクロウよりも強い。身体能力は元々上回っていたが、今では技量レベルも同じかそれ以上である。

			　という事なので、本気を出したベニマルは凄まじかった。反撃開始から一分足らずで、バーニィを倒して見せたのだ。

			


			　そして、クロエも。

			『やっぱり、エネルギーが足りない!!』

			　権能を発動させようとして、クロノアが苦し気に叫ぶ。

			　だが、その直後。

			


			《告。問題ありません》

			


			　という冷静な声と、『ぎゃわーーーーーッ!?』という悲痛な声が同時に聞こえた──気がした。

			　な、何があったんだろうね。

			　薄々は、というか間違いなく、彼の悲鳴だと思うけど……。

			　聞いていると、こちらまで悲しくなってくるね。

			　あまりにも哀れだ。

			　俺が悪い訳ではないと思うが、原因は俺である。

			　──という事は、やっぱり俺が悪いのかな？

			　今度プリンでも御馳走して、謝罪と同時に機嫌を取ろうと心に誓っておく。

			　ともかく、エネルギー問題は解決した。

			　次の瞬間、世界が停止して──

			　ジウが粉微塵になったのだった。

			


			　とまあ、こうしてバーニィとジウを倒した訳だが、ここで智慧之王ラファエルさんから申し訳なさそうな声で報告があった。

			


			《──告。個体名：バーニィ及び個体名：ジウの生存を確認。〝復活の腕輪〟の存在を失念していました》

			


			　えっと、ドンマイ？

			　珍しいな、智慧之王ラファエルさんがポカミスをするなんて。いや、考えてみたら初めてと言っても過言ではないほど、滅多にない出来事であった。

			「しまったな。バーニィ達の〝復活の腕輪〟を壊しておけば良かったな」

			「いや、腕輪なんて着けてませんでしたよ」

			「うん。私も見たけど、そんなものなかったよ」

			　おっと、俺と違ってベニマルやクロエは慎重だった。

			　ちゃんと腕輪の存在を覚えていて、確認しつつ戦ってくれていた。

			　いや、俺が不注意過ぎなのかも。

			　こうなると智慧之王ラファエルさんが見落としていたとは思えないので、バーニィ達が一枚上手だったという事かな。

			「あ、それなんですけど」

			　そう言って俺達の会話に割り込んだのは、ずっと見学していたマサユキだ。そして、マサユキの発言をジンライが引き継ぐ。

			「実はな、俺達はアンタの事を敵だと思い込んでいたからよ、腕輪も素直に受け取らなかったんだわ。だからと言って、使わない手はないって話でな……」

			　そんな事を言いつつ、ジンライはズボンの裾をめくって見せてくれた。

			　そこにはなんと、足首に嵌る〝腕輪〟の姿が。

			「これ、腕輪なんだけど……？」

			「いや、知ってるぜ？　だがよ、これって魔法のアイテムだろ？　だからよ、ここに着けていても効果は同じだったもんでな。せめてもの反抗にこうしようって、バーニィが言い出したんだよ」

			　どうやら、こうした事態を見越してバーニィが手を打っていたようだ。

			　ベニマルは頭をかいて舌打ちしているし、クロエはクロエで不機嫌そうな気配を漂わせている。その仮面の下では、むすっとした表情をしている事だろう。

			　こういう事情だったのなら、智慧之王ラファエルさんに何か手が打てたとも思えないな。

			　だって、ジウの力でこの場は隔離状態だったし、そのせいでラミリスとの通信も妨害されていた。ヴェルドラとは『念話』が通じただろうけど、正確に事情を説明するのは困難だっただろうと思う。

			　それに、智慧之王ラファエルさんの作業量を考えてみれば、同時にどれだけ並列して行っていたのか頭が痛くなるほどだ。

			　ベニマルへの『絶対切断』付与に、クロエクロノアに協力して『時空之王ヨグ・ソトース』の同時制御に挑戦。他にも、俺の『絶対防御』の維持に、バーニィ達の能力解析と、数え上げたらきりがないほど。

			　この状況で、腕輪を足に嵌める馬鹿がいるなど、予想するのは困難というものだった。

			「しゃーなしだな。これは仕方ないよ」

			「ですね。忘れましょう。アイツ等の力は見極めましたし、次に戦っても必ず勝てます。俺以外では心配なのもいますが、まあ、対策は立てられますよ」

			　との結論に至り、ベニマルと俺の間では、今回の件は忘れる事にしたのだった。

			


			＊

			


			　こうして、バーニィとジウは撃退した。

			　トドメを刺せなかったのは失態だが、これは忘れる事にしたのでノーカンである。

			　マサユキ達は仲間の裏切りにショックを受けていたけれど、頑張って立ち直ってくれると信じよう。トボトボと説得に戻ってくれる後ろ姿を見送りながら、俺はそんな事を考えた。

			　戦いはまだ続いている。マサユキ達には悪いが、彼等を気にしている暇はないのだ。

			　クロエにマサユキ達の事を任せる事にして、俺とベニマルは管制室に戻った。

			　今度こそ、迷宮内の敵は全て片付いたはず。後は最後の戦いを見守るのみだと思っていたら、部屋の中には何名か先客がいた。

			「あ、リムル！　急に連絡が取れなくなったから、ビックリしたじゃないのさ！」

			「そうだぞ。まあ、我は心配なぞしておらんが、一言文句を言ってやろうと思ったのだ。それに、ラミリスがどうしてもと言うのでな。慌てて──じゃなくて、ちょっと様子を見にやって来たところよ」

			　心配そうなラミリスと、偉そうなヴェルドラ。

			　急に我の魔素エネルギーを奪うのは止めるのだ──などと文句を言ってくるが、本心では心配してくれていたのがもろバレだった。

			　こういうところが可愛かわいいんだよな、コイツ。

			　だから智慧之王ラファエルさん、せめて一言くらい許可を得てから、ヴェルドラの力を借りるようにしようね。

			


			《──？　今更ですので、問題ありません》

			


			　い、今更って……。

			　もしかして、今までも俺に内緒で好き勝手に利用してたりするのだろうか？

			　なんか、ヴェルドラも慣れた感じだし。

			　そうだとすれば、ヴェルドラには悪い事をしたな。美味しいオヤツだけじゃなく、新しいマンガ本も用意してあげるとしよう。

			「心配かけたみたいだな。まあ、ヴェルドラにはどこからでも連絡出来るから、何かあったら頼むよ」

			「そうなの、師匠？」

			「あっ！　ゴホン。だから心配する必要はないと言ったであろうが!!」

			　ジト目のラミリス。

			　照れ隠しなのか、ヴェルドラは尊大な態度で話を変えてきた。

			「それよりも、だ。無事だったのなら、ソヤツ等からも話を聞いてやったらどうだ？」

			　そう言われてヴェルドラの視線の先を追うと、そこにいたのはトレイニーさんとソウエイ、そしてグルグル巻きにされた怪しい男だった。

			　ソウエイ達の気配には気付いていたのだが、もう一人は誰だろう？

			　トレイニーさんは疲労困憊という様子で、チューチューと果物ジュースを飲んでいる。

			　余裕そうなので、放置。

			　俺はソウエイに視線で問いかけた。

			「実は、モスから聞いた場所へと直行したところ、トレイニー殿と戦っていたのがこの男、俺達の仇であるラプラスだったのです」

			　グルグル巻きにされていたのはラプラスだった。

			　結構手酷くボコられているが、一応は生きている。

			「何故ソイツが生きている？」

			　ベニマルが冷たい声でソウエイに問う。

			　珍しく、殺気が駄々洩れだった。

			「俺も殺そうとしたんだが、コイツがリムル様に、どうしても話さねばならん事があると言い張ってな」

			「罠に決まっているだろうが」

			　そう言いながら、ベニマルが太刀を抜いた。

			　その途端、ぐったりしていたラプラスがピョンと飛び跳ねた。芋虫みたいに。

			　器用だなと思うのと同時に、ちょっと面白かった。

			「あははッ」

			　と、俺は思わず笑っていたようだ。

			「ちょ、ちょお待って！　アンタも笑ってないで、配下の皆さんを止めてやってや!!」

			「アンタ、だと！」

			　ソウエイの殺気が激しい。だがそれはマシな方で、ベニマルは無言のままにラプラスを斬り捨てようとした。

			　俺は慌てて間に入り、とりあえずはベニマルの怒りを宥める。

			「落ち着けって。そもそも今は、ユウキの野郎とも停戦中だろ？　せっかく連れて来たんだし、話を聞こうじゃないか」

			　ソウエイも俺の言葉に頷いている。

			　キレながらも道義は守るあたり、ソウエイは実に忍耐深く冷静だった。

			　ベニマルも自分の落ち度を認め、太刀を鞘さやに収めている。

			「それで、話って何だ？」

			「ホント、ここは怖いトコやわ。そこにいる姉ちゃんも人の話を聞いてくれへんし、以前に会った時よりも格段に強おなっとるし。そっちの兄さんはマシやが、目が笑わろてへんし。それに、そこの──」

			「あ？」

			　駄目ですよ、ベニマルさん。普段は隠している地が出てます。

			　俺はコホンと咳払いして、重苦しくなりそうだった流れを変えた。

			「実はでんな、ワイはユウキはんから伝言を頼まれたんや！」

			　ラプラスも空気読むねえ。俺に感謝の視線を向けながら、ここに来た理由を語り始めた。

			　最初からそうすれば良かったのにと思いつつ、俺はその話に耳を傾ける。

			「──ちゅう訳やさかい、バーニィとジウの二人には要注意やで！」

			「……」

			「……」

			　俺とベニマルは無言のままに、思わず顔を見合わせていた。

			　もっと早く聞きたかったよね、それ。

			　ラプラスの話では、ユウキの手下にダムラダという男がいたのだと。ユウキの支配下にある秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟の頭ボスの一人だったそうだが、ガドラからの忠告があり、その話を検討した結果、ダムラダがガドラを暗殺しようとした疑惑が生じたらしい。

			　当然、ユウキはそんな命令などしていない。疑いの目をダムラダに向ける事になる。

			　疑惑とはいうが、これはほぼ確定。そう判断したユウキは、それが正しいとした前提で今までの行動を見直した。すると、色々と怪しい点が見つかったのだそうだ。

			　そうなると、ダムラダが手配したマサユキの仲間達にも、何らかの裏があるのではと思われた。そこで慌てて、別の任務から帰還中だったラプラスが、伝言役を任されたのだという……。

			　そんなふうにラプラスの話が進むにつれて、トレイニーさんの顔色がどんどんと悪くなっていった。

			　どうしてもっと早く伝えに来なかったんだ──って、そんなの聞かなくても答えはわかる。

			「そ、それならそうと、ちゃんと説明してくれないと！」

			「せやから、大事な話なんやって、ワイは何度も言おうとしたやないか！　せやのに、『信用出来ますか！』ちゅうて、アンさんはワイの話に耳を貸さなかったやないかい！」

			「そ、それは貴方が胡う散さん臭くさいから。それに、以前にも逃げられた苦い記憶がありますし、今回はそんなヘマはしないと気合が入ってて……」

			「気合入り過ぎや！　ワイが何度も今回は仕事やから、大真面目なんやって叫んだのに、『黙りなさい、問答無用です！』っちゅうて、人の話を聞かんかったんやないかい!!」

			　俺の前で醜い言い争いをしている二人を見れば、答えは明白だった。

			「それで、もしかしてずっと戦っていたわけ？」

			「せや。勘弁して欲しいわ、まったく……」

			　ふてくされるラプラス。ずっと戦っていたというが、数日どころか十日ほどかな？

			　そりゃあ、ふてくされるのも仕方あるまい。

			「も、申し訳ありません!!」

			　トレイニーさんは早とちりに気付き、顔を真っ赤にして俺に謝罪してくれた。

			　だがしかし、俺達の中にトレイニーさんを責められる者などいるだろうか？

			　もっとラプラスの事を信用してあげようよ──って、それは無理な相談なのだ。

			　だって、今でも胡散臭いんだもの。

			　人を見た目で判断するのは駄目だと思うが、コイツの場合は怪しい行動ばかりだし。こんな胡散臭いヤツを信用してしまう方が問題であろう。

			　今回は失敗だったけど、トレイニーさんを責められないね。

			　ベニマルだって、斬り捨てようとしていただけに文句が言えない様子。ソウエイも気まずそうだし、むしろ良く我慢してここまで連れて来てくれたものである。

			「まあ、終わった事だ。気にするのは止めて、水に流そうじゃないか」

			　今更の話だし、考えるのも面倒だ。

			　という事で、この場は誤魔化す事にしよう。

			　今はそれよりも、戦場の方が大事なのである。

			　最後まで、何が起きるかわからない。その事をもう一度心に刻みつつ、俺達は大スクリーンへと目を向けたのだった。

			


			[image: ]

			


			　カリギュリオはイライラしつつ報告を待っていた。

			　精鋭百名を迷宮に派遣してから、既に二日。連絡が途絶えたままである事に、不満を隠せない。

			　いや、違う。

			　不満という態度を取っているが、カリギュリオの内心は不安で一杯だったのだ。

			　金品や質の高い〝魔晶石〟に目が眩み、今回の迷宮攻略を決定した。その事自体に後悔はない。背後の安堵を保つ為にも、魔王の領土を無視する訳にはいかないからだ。

			　得られた財宝も想定以上であり、迷宮から搬出されてくるそれらを眺めて悦に入っていたカリギュリオ。今思えば、それらは全て魔王リムルの策だった。そう悟り、自分の不甲斐なさに腹を立てているのである。

			　それと同時に、この状況から挽回出来る目途が立たず、このまま魔王リムルに敗北してしまうのではないかと、カリギュリオは恐れ始めていたのだった。

			「クソがっ！　ええい、報告はまだか!?」

			　今日だけで何度目になるのかもわからない、そんなカリギュリオの怒声が飛ぶ。

			　それに答える参謀など誰もいなかったのだが、この時、陣地の外側からざわめき声が聞こえてきた。

			「どうした？　何があったのだ!?」

			　そんなカリギュリオの問いに答えるように、下級兵が駆け込んで来た。

			「申し上げます！　たった今、『魔導戦車師団』に所属する者が合流致しました!!」

			　何、とカリギュリオは思った。

			　いくら魔導戦車の性能が優れていると言っても、合流するまで駆動音が一切聞こえないというのは有り得ない。

			　伝令も一度も戻ってこないので、友軍の戦況も不明のままである。その点から考えても、嫌な予感が膨らむばかり。

			　そんなカリギュリオの不安は的中する。

			「ただ今、戻りました……」

			　そう言いながらカリギュリオのいる野戦テントに入って来たのは、戦場には似つかわしくない美しい女性士官である。

			　その正体は、秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟の頭ボスの一人、〝女〟のミーシャであった。ユウキに命じられてカリギュリオの篭絡作戦を行っており、そのまま今作戦にも従事していたのだ。

			　ただし、帝国機甲軍団の参謀官という地位は本物であった。それなりの実力を示して、カリギュリオの参謀として仕えているのである。

			　ところが、今回ミーシャが配属されたのは本隊ではなく、『魔導戦車師団』の方である。安全性を考え、カリギュリオがそう差配したのだ。

			　カリギュリオの動向監視を目的としていたミーシャにとって、その決定は正直不満だった。しかし、口を挟める立場ではなく、カリギュリオの好意に感謝しているという体を取りつつ、戦況報告をユウキに行っていたのである。

			　当然、『魔導戦車師団』の大敗北も報告済み。その後、魔物達に察知されないよう慎重に戦場を離れ、こうして本隊との合流を果たしたのだった。

			「ミーシャ、無事だったのか！」

			「はい、カリギュリオ様」

			　妖艶に微笑むミーシャ。汚れた恰好でも、彼女の美貌に翳かげりは見えない。

			　そんなミーシャを見て安堵しつつも、カリギュリオは自分の本分を忘れてはいない。

			「それで、他の者達はどうした？　後どのくらいで本隊と合流出来るのだ？」

			　と、矢継ぎ早に問いかける。

			「お待ち下さいませ。今更慌ててもどうしようも御座いませんわ」

			「何？　それはどういう──」

			「全滅しました」

			「は？」

			「帝国の誇る『魔導戦車師団』も、虎の子だった飛空船百隻も、全てが灰かい燼じんに帰したのです」

			　妖艶な微笑みを浮かべたまま、ミーシャはカリギュリオにそう語る。

			「馬鹿な……お前は一体、何を言っておるのだ？」

			　信じられないとばかりにカリギュリオが笑うが、ミーシャは無言のままである。それを見て、カリギュリオも信じる他なかった。

			「本当に、全滅したのか？」

			「はい」

			「それでは、機甲軍団の生き残りは、ここにいる者だけで全てだと言うのか？」

			「その通りですわ、閣下」

			　ミーシャの返事を聞き、カリギュリオはガクリとうな垂れる。

			　カリギュリオだけではなく、他の参謀達も表情を青あお褪ざめさせていた。

			　侵攻作戦は完全に失敗であった。ここで迷宮を攻略出来たとしても、大勢の将兵の命が消えたとあれば、責任追及から逃れる術などない。

			　皇帝ルドラは、カリギュリオ達を絶対に許さないだろう。

			「どうすればいい？」

			　カリギュリオの呟きに、参謀達も答えを持たない。

			　そんな中、ミーシャが口を開く。

			「撤退すべきです」

			「何？」

			「チラリと拝見しましたが、迷宮攻略も思わしくないようですわね。迷宮は探索するもの。軍隊によって侵攻するものではない、という事なのでしょう」

			「それは、ユウキの小僧の言葉か？」

			「はい。あの方は、迷宮を攻略するならば、精鋭のみを放つべきだと申しておりました」

			「馬鹿な！　精鋭を送り込んでおるわ──ッ!!」

			　淡々と告げるミーシャに、激高したカリギュリオが叫び返した。

			　カリギュリオの言葉は正しい。

			　事実、二日前に考えられる限り最高の戦力を送り込んだばかりである。

			　そして、帝国軍の中でも最強と自負する『機甲改造兵団』の精鋭達を、合計して五十万名以上も送り込んでいるのだ。

			　これ以上を望むのは、高望みが過ぎるのである。

			　精鋭達は必ずや、迷宮内で合流を果たしている。そして今も、迷宮攻略を目指して進軍しているはずなのだ。

			　カリギュリオはそう信じている。そう信じなければ、心が恐怖に塗り潰されていただろう。

			　そんなカリギュリオに、容赦ないミーシャの言葉が届く。

			「ですが、我が軍の精鋭達を飲み込んで尚、迷宮は健在です。確かに、中では戦いが継続している可能性もあるでしょう。ですが、その様子を探る事が出来ない上に、これ以上の援軍を差し向けるのも難しいのでは？」

			「黙れ」

			「私達に出来るのは、友軍が生きて外に出て来るのを待つ事のみ、なのでしょう？」

			「黙れと言っておるのだ！　いいか、安心せよミーシャ。上位の者達には、蘇生効果がある首飾りを配っておるのだ。その首飾りを着けておけば、死んでも迷宮の外で復活するらしい。誰も出てこないところを見るに、攻略は順調だという証明であろうが！」

			　それが楽観的な考えであると、カリギュリオとて理解している。しかし、全軍を預かる将として、この場ではそう言う他なかったのである。

			　だがしかし、ミーシャの追及は終わらない。他の参謀と違い、ミーシャはカリギュリオを虜とりこにしている。ここで逆鱗に触れても、どうとでも出来るという自信がミーシャにはあった。

			「ですが、試作された首飾りの蘇生効果は未確認なのでしょう？　ユウキ様が言うには、能力スキルで具現化された腕輪だった場合、復元コピーするのは不可能だとの事です」

			　その言葉に、カリギュリオは押し黙るしかない。

			　実験するから死んで見せろなど、部下に対して言えるはずもなく。ミーシャの言う通り、実験を行わぬままに戦友達を送り出している。

			　首飾りはあくまでも、万が一の場合に備えた保険的な意味合いのものなのだ。

			　カリギュリオもその点は理解している。

			　ミーシャの言葉は正しく、間違っているのは自分の方だと。

			　軍団長は力だけで為れるものではない。力がなければなる事は出来ないが、現状把握も出来ないような無能には、決して務まらない地位なのである。

			　だがしかし、五十万以上もの精鋭で攻略不可能な構造物があるなどと、カリギュリオにはどうしても信じられなかったのだ。

			　大都市を幾つも灰燼に帰すだけの、途と轍てつもない軍事力なのである。最悪の場合でも、迷宮を破壊して脱出可能だと考えていたほどに……。

			　それだけではない。

			　現時点で、多大な死者が出ている。この上、迷宮内部の同胞まで見捨てるとなると、歴史的な大敗北を引き起こした無能として、カリギュリオの名が未来永劫残る事になってしまう。

			　自身が率いる九十四万の軍勢が、今では残存兵力二十万弱。

			　このまま撤退するなど、そんな恐ろしい真似が出来るはずもなかった。

			　事ここに至って、カリギュリオは魔王を甘く見ていたのだと悟った。

			　〝暴風竜〟だけを脅威と見做し、魔王リムルとその軍勢を、蹂躙すべき相手としてしか見ていなかった。戦うべき相手を、敵として認識していなかったのだ。

			　これは、致命的な失態であった。

			　だが、諦めるのはまだ早い。カリギュリオには、ミニッツという希望が残されていた。

			「落ち着け。俺がもっとも信頼する男であるミニッツ少将が、迷宮内に侵入しておる。彼ならば必ずや、何らかの情報を持ち帰ってくれるはずだ。その結果を待ってからでも──」

			　しかしカリギュリオは、その言葉を最後まで言い終える事が出来なかった。

			「いや、直ぐに撤退すべきです、カリギュリオ殿」

			　突然テントに入って来た男が、許可も得ずにそう進言したからだ。

			「誰だ、貴様!?」

			　参謀が問う。

			　衛兵は一体何をやっておるのだと思いつつ、カリギュリオはその男を見た。

			　元気そうだが、制服が血まみれなのが気にかかる。ここにいる者は誰一人として戦闘に参加していないはずなので、考えられるとしたら別動隊の生き残りか、あるいは──

			「俺はクリシュナという。二日前に迷宮に入った百名の内の一人にして、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの序列十七位だ」

			　その言葉を聞いて、その場にいた者達全員が驚愕する。そしてそれは、カリギュリオも同様であった。

			「イ、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンだと？」

			「皇帝近衛が、何故ここに？」

			　動揺する参謀達。

			　しかし、流石と言うべきか。最初に冷静さを取り戻したのはカリギュリオであった。

			「今はそれどころではない！　クリシュナ殿と言ったか。先ずは、状況をお聞かせ願えるかな？」

			　一喝して、その場を鎮しずめた。

			　クリシュナは視線だけで感謝を告げて、急ぐように状況説明を口にする。

			「端的に言うが、あの迷宮は危険だ。貴卿等に言ってもわからんだろうが、序列三十五位のバザンと序列九十四位のレイハも死んだ。ミニッツ少将までも俺の目の前でな。確証はないが、カンザス大佐も死んでいるだろう。迷宮内に生き残りはいない。そう考えてくれて間違いないのだ！」

			　誰もがその言葉に、茫ぼう然ぜんとして聞き入っていた。

			　嘘だ──と喚わめきたいカリギュリオだったが、クリシュナの目は本気だった。その言葉は真実なのだと、全身で訴えている。

			　そもそも、その顔に見覚えがあった。クリシュナは確かに、二日前に送り出した内の一人であると、カリギュリオは記憶していたのである。

			（生き返ったという事か。という事は、〝復活の腕輪〟を持っていたのか。それも、模造品ではなく、本物を。であれば、コヤツは本物であると考えて間違いあるまい）

			　カリギュリオは激高したい気分とは裏腹に、努めて冷静に思考する。

			　ガドラから提出された〝復活の腕輪〟は二つ。

			　一つは技術局にて解析を行い、模造品の制作に役立てている。

			　そしてもう一つは、皇帝陛下へと献上してあった。恐らくはその〝腕輪〟を貸与されていたお陰で、クリシュナは復活出来たのだ。

			　これにより〝復活の腕輪〟の蘇生効果が確かめられたが、複製品には効果がなかった事もまた、確認された訳である。

			　という事はつまり、迷宮内の将兵達は本当の意味で全滅した、そういう事になるだろう。

			　五十万名以上もの将兵が全員死亡──その事実に思い至り、カリギュリオは青褪める。

			　しかし、今はそれどころではなかった。

			　クリシュナの説明は、未だ終わっていないのだ。

			「それと、俺達を殺した相手だが、魔王どころかその配下の四天王ですらなかった。名も聞いた事がない魔人だったのだ。〝十傑〟とやらの一人らしいが、ヤツは別格だった」

			　そもそも、〝十傑〟というだけで上位魔将アークデーモンに匹敵するかそれ以上の戦闘能力を有していた。そんな化け物共の中でも、ゼギオンと名乗る魔人は別次元の強さを誇っていたのだ。

			　クリシュナをして、絶対に勝てないと悟らせるほどに。

			「もう一度言うが、ここは退こう。これは決して恥ではない。生き残った将兵を助ける為にも、今直ぐ決断してくれ！」

			　そんなクリシュナの熱意に、幹部達はタジタジとなる。その言葉は間違いなく真実。迷っている時間はないのだと、誰もがそう直感していた。

			「……魔王ではない？　上位魔将アークデーモン級の化け物がうようよいる、だと？　これ程のものなのか？　新参と舐めてかかった魔王が、どうしてこれほどまでの戦力を保有しておるのだァ──ッ!!」

			　我慢出来ぬとばかりに、カリギュリオが絶叫する。

			　それを合図に、参謀達が騒ぎ始めた。

			「今直ぐ撤退しましょう！　これは我々だけの責任ではありません。情報局の怠慢も原因でありましょう！」

			「その通りです。魔王リムルが動き出す前に、今生き残っている者達だけでも逃がすべきです!!」

			　口々に意見を具申する参謀達。いつもはいがみ合う事も多い彼等だが、この時ばかりは意見が一致していた。その身に危機が迫っているのだと、本能的に悟ったのだ。

			　そして最後に、ミーシャが口を開く。

			「報告し忘れておりましたが、私達を壊滅に追いやったのは邪竜ヴェルドラではありません。何者かの核撃魔法により、我が軍は致命的な打撃を受けたのです。それも、二度。軍団魔法レギオンマジックを易々と破る規模の魔法でした。その魔法の使い手も脅威ですが、私の言いたい事は別にあります。それは──」

			　その先を聞くまでもなく、誰もが理解した。

			　この地にはまだ、〝暴風竜〟ヴェルドラが控えているのだ、と。

			　カリギュリオは決断し、命令を下す。

			「兵を纏めよ！　転進だ。一度、本国に向けて転進する!!」

			　あくまでもこれは撤退ではなく、転進なのだと、カリギュリオは自分に言い聞かせるように叫んだ。それが詭弁であると承知しているが、そうでも思わなければ、不安で自分が押し潰されそうになっていた。

			　詭弁であろうが何であろうが、この場から逃れられるのであれば問題ない。参謀達はそう考え、その命令に即座に従おうとした。

			　しかし、その決断は遅すぎた。

			　状況は既に動き始めていた。

			　それは怒ど涛とうの流れとなり、渦巻く奔流がカリギュリオ達を飲み込むべく押し寄せる。

			　帝国軍の命運──それはとっくに尽きていたのだ。

			


			＊

			


			　カリギュリオの命令を打ち消すように、テント内に低く良く通る声が響いた。

			「それは困る。御屋形様は、貴殿達の撤退を許さぬと仰おおせです」

			　慌ただしくなった司令部に水を差すように、その男は悠々と現れた。

			　テントの入り口に視線が集まる。そこに立っていたのは、刀と呼ばれる武器を腰に差した、異国風の装束を身に纏った男。

			　金色のまだら模様が入った白髪を後ろに撫でつけ、一つに結い上げている。長く伸ばした白い髭と、皴しわまみれの顔。しかし、その鋭い眼光と真っ直ぐに伸びた綺麗な姿勢が、その男に老いを感じさせない。

			「何者だ？」

			　クリシュナが一歩前に出て問う。

			「これは失礼した。ワシの名はアゲーラ。主君であるカレラ様より、此こ度たびの使者として遣わされた者だ」

			　男の正体はアゲーラだった。

			　平和主義者であるリムルの手前、一応は降伏勧告の使者を出す事に決まったのだ。

			　帝国軍が受諾する事を期待する者は少ないし、寧ろ、見せ場を失くすと悲しむ者の方が多いほどである。しかし、数少ない常識人であるアゲーラが武家の習いだと主張を始め、それをゲルドが承認。これにモミジも反対しなかった為、使者の役割を命じられてやって来たのだった。

			　もっともこの行動は、テンペスト軍が準備を整えるまでの時間稼ぎ、という意味合いも大きい。

			　帝国軍が徹底抗戦しようが降伏しようが、それはどちらでも構わない。ただし、逃げ出すのは許されない。

			　今回の侵攻に参加した者達は、全員に罰を与える。それが、リムルの下した決断なのだ。

			　アゲーラはその意思を尊重している。

			　故に、この場でカリギュリオ達を見逃すつもりなど断じてなかったのだ。

			　そんなアゲーラに、参謀の一人が声を上げた。

			「使者だと？　御屋形様というのは、魔王リムルの事か？」

			　そう問われて、アゲーラは一瞬だけ表情を険しくした。

			「我等が偉大なる御屋形様を呼び捨てにするとは、何たる傲慢。死をもって猛省せよ」

			　その言葉が終わると同時に、問いを発した参謀の首が落ちる。

			　この場にいた者達には、アゲーラが剣を抜いた気配など一切感じ取れなかった。一番近くにいたクリシュナまでも、何も反応出来なかったほどだ。

			　この一刀で、アゲーラはこの場を支配した。

			　誰もが黙る中、朗ろう々ろうと要求のみを伝える。

			「ワシの話を聞く姿勢が整ったようだな。それでは伝えるぞ。ただちに武装を解除し、降伏せよ。さすれば、奴隷として生命は安堵してやろう。逆らうというのなら、それも良し。武勇をもって、勝敗を決するとしよう。一時間待つ。降伏するなら、それまでの間に申し出るが良い」

			　それだけ言って、アゲーラは背を向けた。

			　カリギュリオはこの時、必死に脳を働かせて何が最善なのかを考えた。そして、一いち縷るの望みをかけてアゲーラに交渉を持ちかける事にした。

			「待て！　いや、失礼。少し待って欲しい」

			「何か？」

			　アゲーラは足を止め、カリギュリオへと振り返る。

			「失礼、私の名はカリギュリオと申す。この軍団の長であり、今作戦の最高責任者である」

			「ふむ。して、何用か？」

			　アゲーラの目的は時間稼ぎなので、慌てて戻る必要はない。興味はないが、カリギュリオの話を聞く事にした。

			　そんなアゲーラの反応を見て、カリギュリオは交渉に希望を託す。

			「アゲーラ殿、先程、降伏すれば受け入れてもらえるとの事であったが、条件を見直してはもらえぬだろうか？　奴隷というのは、あまりにも非道な話。それでは到底受け入れかねる条件なのだ」

			　カリギュリオの突然の発言に、参謀達は一様に驚いた。だが、ここで反対意見を口にする者はいない。誰もがこの状況の不味さを理解しており、この交渉の行方に希望を託す事にしたからである。

			　アゲーラが無言のままであるのを良い事に、カリギュリオは一方的に話を続ける。

			「このまま我等が死兵となって戦うよりも、そちらも損害を出さずに勝利が得られるのだ。奴隷にするのではなく、我等を一旦見逃してはくれまいか？　無論、賠償金は支払うし、今後一切の侵攻を控える事を約束する。いや、それだけではない！　私は本国に戻り、皇帝陛下に貴国との同盟を上奏したいと考えておるのだ！　帝国と貴国が手を組めば、世界の支配も簡単であろうぞ。他の魔王共に対しても優位な立場に立てるであろうし、魔王リムル陛下にとっても悪い話ではないと思うのだが？　我等は恩は忘れぬ。どうだろう？　魔王リムル陛下に取り次いではもらえぬだろうか？」

			　カリギュリオは必死に言い募つのった。

			　現状を考えるに、ドワルゴン攻略や迷宮攻略も完全に失敗。作戦に従事した将兵は全員死亡である。

			　生き残っているのは、この場にいる二十万弱のみ。今回の侵攻は、誰がどう見ても大失敗であった。

			　事ここに至っては、カリギュリオとて認めるしかなかった。その上で、生き残っている者達だけでも、無事に本国まで帰国させようと考えたのだ。

			　それが──それだけが、カリギュリオに取れる責任というものであった。

			　言いたい事を言い終えて、アゲーラの反応を待つカリギュリオ。

			　自分達にとって都合の良い話であると理解しているが、勝算がない訳ではない。

			　当初から大幅に数を減らしているが、二十万弱というのも大軍なのだ。数の上では魔王軍に引けを取らないだろうし、これだけの数に死兵となって暴れられるのは、魔王リムルにとっても面白くないはず。

			　地上は迷宮と違って、死んでも生き返る事など出来ないのだ。であるからこそ、完全なる勝利を実現する事になるこの提案は、一考の価値があると判断されるはずであった。

			　少なくとも、目の前のアゲーラに返答出来る類の提案ではない。必ずや、魔王リムルに伝えられるはずである。

			　魔王リムルに取り次いでもらえさえすれば、そこからが本番だ。全員を見逃すなど許されないにしても、一部の者達だけでも見逃すように交渉すればいい。

			　可能ならば、自分が。

			（奴隷にするという事は、命までは奪わぬつもりなのであろう。魔王らしからぬ甘さだが、今回はそれに助けられそうだ。末端の将兵は、後ほど買い戻せば済む。ここは何としても、本国に戻って陛下に状況をお伝えせねばなるまい）

			　カリギュリオはそう考えた。

			　自分の命は惜しい。だがそれ以上に、将兵達を一人でも多く救いたい。そして、正しい情報を皇帝陛下のもとへと持ち帰らねばならないのだ。

			　それが、カリギュリオの偽らざる本音であった。

			　敵戦力を余りにも低く試算し過ぎていた。それが今回の敗因なのだが、これはある意味で不可抗力だ。

			　ドワルゴン、テンペスト、そして西側諸国。これら三勢力を同時に相手取っても、今回の大戦力ならば勝てると自負していた。

			　絶対なる勝利の確信があったのに、結果はこの様。

			　魔王リムルの配下に災禍級ディザスターに相当する化け物が複数体もいるなどと、そんな馬鹿げた話を想像出来るはずもない。

			　今回の失態でカリギュリオの失墜は避けられぬだろうが、これ以上の犠牲は帝国の屋台骨すらも崩しかねない。ここはプライドを捨ててでも一度退き、今後の再建に賭けるべきであった。

			　カリギュリオは強欲ではあったが、無能ではなかった。だからこそ、この提案を申し出たのである。

			（魔王リムルが俺の命を所望するならば、それもやむを得まい。誰かが必ずや、ルドラ陛下に情報を持ち帰ってくれよう。そうすれば、今回の敗戦にも意味が生まれるというものよ……）

			　自身は犠牲になってもいいという覚悟で、交渉に臨んだカリギュリオ。

			　だが、全ては既に遅すぎた。

			「この期に及んで、そちらが条件を出せる立場だと思うてか？　テスタロッサ様の慈悲を蹴った時点で、貴様達の命運は決まったのだ。抗うか従うか、好きに選ぶが良いわ」

			　それが、アゲーラの返事であった。

			　誰も動けぬ中、アゲーラは悠々とテントから去って行く。

			　最後に一言、「決して逃げようなどと考えぬ事だ」と言い残して。

			


			「どうするの？」

			　茫然と立ち尽くすカリギュリオに、言葉も飾らずにミーシャが問う。

			　暫しの沈黙が続き──

			「……戦うしかあるまい。我等の命は、全てが皇帝陛下のもの。奴隷になれば命は長らえようが、そんな屈辱に甘んじるなど、皇帝陛下への面目が立たぬわ！」

			　静かに、そして決意を秘めて、カリギュリオが決断した。

			「しかし、魔導戦車も魔素撹乱放射マジックキャンセラーもありません。厳しい戦いになるかと存じますが？」

			「構わん。もはや目的は生存ではなく、皇帝陛下に情報を持ち帰る事に主眼を置く!!　どれだけの将兵を犠牲にしようとも、貴様達だけでも逃げ延びるのだ」

			「──ッ!?　お、お待ち下さい！」

			「そ、それでは閣下は、どうなさるおつもりなのですか？」

			「知れたことよ。帝国軍人としての誇りを、魔物共に見せつけてくれるわ！」

			　絶望的な状況下になってようやく、カリギュリオは我欲を捨てた。その結果として、純粋な軍人としての誇りを取り戻したのである。

			　雰囲気が変わったカリギュリオを見て、副官や参謀達の顔付きも変化した。

			「閣下を一人だけ残して逃げ出すなど、そんな恥知らずなどおりますまい」

			「その通りです。最後の悪あがき、面白いではありませんか」

			「まだ負けると決まった訳ではない！　ここからが機甲軍団の本領発揮でしょう！」

			　口々に気勢を上げ、士気を高めていく。

			　ミーシャはそんな空気の中、一人溜息を吐いた。

			「それでは、私は逃げさせて頂きますわね。殿方達の自殺に付き合うほど、殊しゅ勝しょうな性格はしておりませんの」

			　嫌われ役は自分がとばかりに、手をひらひらさせながらそう宣言した。

			　苦笑するカリギュリオ。

			「すまんな。貴様ならば、ユウキの小僧の伝つ手てもあろう。皇帝陛下には、我が無能ぶりを正しく伝えてくれたまえ」

			「承知ですわ、閣下」

			　苦笑を返すミーシャ。

			　誰もがミーシャを止めたりしない。ここからの逃亡が決して楽な道のりではないと、理解出来ない者などいなかった。

			「護衛を──」

			「ならばその役目、僕達が引き受けよう」

			　カリギュリオの言葉が終わるより早く、テントの中に人影が出現した。その正体は、つい今しがた迷宮から脱出したばかりのバーニィとジウであった。

			「〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟──ッ!!」

			「クリシュナか、久しぶりだね。ここに残っても死ぬだけだよ。君も一緒に来るかい？」

			　その言葉に絶句する一同。

			　帝国最強戦力である〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟が、敗北を予見して口にした。その事実が、これから待ち受ける戦いの厳しさを物語っていた。

			「──いいえ。自分は、カリギュリオ殿と」

			「そうかい。それでは、必ずや陛下に、君達の活躍を伝えると約束しよう。君達の死は犬死ではなく、名誉ある戦死となるだろう。死力を尽くせ。そこには必ず、意味が生まれるはずだ」

			　バーニィの言葉が重く響き、ジウも無言のままに同意した。

			　そして二人はミーシャを連れて、速やかにこの場から撤退したのだった。

			


			　残された者達は死を覚悟した。

			「使者が指定した時間を守る必要などない。敵軍の準備が整う前に、最大威力の打撃を加えるのだ！」

			　カリギュリオの命令は、一瞬にして末端まで届いた。そして、最後の決戦に向けて全力を尽くすべく、全員が慌ただしく動き始めたのである。
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			「そうか、決戦を選んだか」

			　ゲルドは、慌ただしく動き始めた帝国軍を見て敬意を表した。

			　まだ自分達の勝利が確定した訳ではない。それどころか、数の上では圧倒的に不利なのだ。

			　油断は禁物である。手負いの虎を相手に死者を出すなど、断じてあってはならぬ事だった。

			　ゲルド率いる第二軍団の役目は防衛である。最前線を維持して、後方に控える火力部隊を守り抜く。そうすれば、自ずと勝利が手に入るという寸法だ。

			　これは、ドワーフ達が得意とする戦術であった。壁となる部隊の内側から、強力な攻撃魔法を放つという作戦なのだ。

			　単純明快で、ゲルド達に向いていた。

			　火力担当の第四軍団だが、指揮を執るのは長鼻族テングのモミジだ。

			「旦那様の為に勝利を!!」

			　と、集った者達を激励していたのが微笑ましい。

			　周囲から攻略するというのは、なかなかの策士ぶりだ。いつの間にか堀は埋められて、気が付けば既成事実が出来上がっていそうである。

			　戦略の段階で、ベニマルはモミジに負けているのではとゲルドは思うのだが、本人も意外と満更ではないのかも知れない。

			　本当に嫌ならば、とっくに対処しているだろう。そうでなければ、『大元帥スベルモノ』の名が泣くというものだった。

			　問題は、ベニマルを慕う女性が多いという点だろうか。

			　有名なのはアルビスだ。

			　モミジと苛烈な競争を行っているのは、幹部達内では名物になっているほど。果たして、モミジが勝者の座につけるのか、蓋を開けてみるまでわからない。

			　今回もアルビスは援軍として駆け付けてくれているし、ゲルドとしても、どちらを応援すれば良いのか迷うところであった。

			（こればかりは、どうしても悲しむ者が出るだろうからな。深入りせぬ方が吉というものだな）

			　と、武人らしからぬ結論に達するゲルド。

			　そのまま気持ちを切り替え、もう一度不備がないか確認を行っていく。

			　後方に待機させた部隊の支援態勢は万全であり、攻撃手段にも問題はない。

			　モミジ率いる本軍だけでなく、シオン率いる別動隊や、アルビス率いる援軍もいる。

			　連携に関しては、ベニマルがいる以上不安はなかった。

			（オレが役目を全うすれば、負ける事はない）

			　ゲルドの防御は正しく鉄壁である。

			　黄色軍団イエローナンバーズと橙色軍団オレンジナンバーズの精鋭を合わせて、一万七千名。これらの戦士達が、ゲルドのユニークスキル『守護者マモルモノ』によって鉄壁の防御を付与されている。その上、クロベエやガルムが鍛えてくれた武具によって、ゲルド達の強度は砲弾にも耐えうるほどに強化されていた。

			　また、ゲルドのユニークスキル『美食者ミタスモノ』の胃袋を、軍団共通で使用出来るのは大きな利点だ。多少の怪我ならば後方の支援部隊からの魔法で治癒するし、大きな怪我をしても即座に回復薬を使用出来るのだから。

			　有事に備えて、ゲルドの『胃袋』の中には大量の回復薬が常備されていた。今回の戦争だけでなく、あらゆる事態に対処出来るようにと、リムルが製造した回復薬を備蓄させていたのだ。

			　品質劣化も起きないので、保存するにも最適だった。今回はそれを、惜しげもなく使用していいとの許可が出ていたのである。

			　兵へい站たんの概念から考えても、移動せずにその場で物資の補給が可能なその部隊は、頼もしいことこの上ない。魔物達が自身の肉体によって構築した、屈強な防壁として機能する事だろう。

			　負けるはずがない──と、ゲルドは思った。

			　後は──

			　ゲルドは視線を上空へと向ける。

			　そこに見えるのは、ゲルドの部隊に配属された〝カレラ〟という名の武官の姿だ。

			


			

			


			（リムル様が期待されるほどの力、このオレも楽しみにさせてもらうぞ）

			　決戦まで、あと少し。

			　ゲルドは興奮で身震いしそうになりながらも、静かにその時を待ち続ける。
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			　ゲルドの視線の先、上空に静止していたカレラ。

			　彼女は供の者二名と一緒に第二軍団に配属されていたのだが、今は別行動中である。

			　リムルから、一番槍の栄誉を賜たまわったのだ。

			　武人であるゲルドは快く彼女達を受け入れてくれたし、好きにするようにと言ってくれている。とても好ましい人物であり、カレラとしても気心が通じる相手だと認識していた。

			　カレラはリムルから、ゲルドを守るように、という密命を受けていた。恐らくは、テスタロッサやウルティマもそうであろう。幹部達に対処出来ぬほどの強者が帝国軍にいた場合、その相手をして時間を稼ぐのが、カレラ達の本当の役目だったのである。

			　だが、今は違う。

			　先陣を切る立場となった今、一緒にいる理由などなくなっていた。事実、ゲルド達が壁役に徹する中では、カレラ達に出番などないのである。

			　今はどのようにして敵を殲滅するか、それを考えるのが先決であった。

			　という訳で、上空から核撃魔法を放とうとするカレラ。

			「ちょ～～～っとお待ち下さい！　カレラ様、今、何をしようとしましたかな？」

			　使者の役目を終えて戻ったばかりのアゲーラが、慌ててカレラを止めに入った。

			　帝国軍を相手にしていた冷徹な姿など、そこにはない。カレラの前では、アゲーラも一人の苦労人でしかないのだ。

			　嫌な予感がして急いで戻って来たアゲーラだが、どうやら正解だったらしい。敏感に気配を察知しカレラの行動を読む辺り、長年に渡り鍛えられた苦労人としての勘が冴え渡っていた。

			「おや？　アゲーラ、戻ったのかい？　色々と考えてみたんだが、ここはやっぱり練習が必要だと思うんだよ。本番で失敗しない為にね！」

			　うるさ型がいない隙にと考えていたカレラだが、邪魔されたというのに全く応える様子もない。これが普段通りの行動であるという、実に明白な証拠であった。

			「練習、ですと？」

			「ああ、そうだとも。上空で核爆発を起こすだけだから、ちょっと大きな花火みたいなものだろう？　多少は余熱で、地上もこんがりと焼き上がるだろうけど、ご愛嬌ってものさ。どうだい？　これなら問題ないだろう？」

			「素晴らしい、完璧です！　流石はカレラ様です!!」

			　ドヤ顔のカレラを、側に控えていた少女が褒め称える。その少女はアゲーラと同格の相棒──エスプリであった。

			　愛らしい顔立ちだが、性格は非常に悪い。最悪と言っても過言ではなかった。これでも実力だけは確かなので、アゲーラとしても始末に困るのだ。

			　本来ならば同僚とは、同じ苦労を分かち合うはずである。ところがエスプリは、カレラに追随するばかりで役に立たなかった。

			　一度もカレラを諫いさめようとせず、その意に沿うように行動してばかり。損な役割を全てアゲーラに押し付けて、自分はカレラの太鼓持ちに徹する性悪さである。

			　結果、全ての苦労はアゲーラにやって来るという、嫌な環境が出来上がっているのだった。

			　理性を持って悪意を為すテスタロッサや、より残忍さを追求するウルティマも大概だとは思う。だがしかし、悪意がなければいいという問題ではない。

			　周囲の迷惑を顧みる事なく常に全力を出すカレラだって、アゲーラからすれば困った主君なのだった。

			　ちょっと被害が大きかったねと笑われても、全然面白く思えない。一緒に笑える心境にはなれないのである。

			　その点、同僚のエスプリはカレラと感性が似通っているので、何の悩みもなさそうだ。その事実が、アゲーラにはとても羨ましく思えるのだった。

			「素晴らしくあるか──ッ!!　貴様は黙ってろ!!」

			　苦労人アゲーラは、とりあえず無責任なエスプリを怒鳴りつけた。それからカレラに向き直り、子供に話すように丁寧な説明を始める。

			「──いいですか、カレラ様。今、拙者は使者として、敵陣へと出向きましたな？」

			「うん、そうだね」

			「でしたら、時間がくるまでは手出ししないのが、戦場でのルールなのです」

			「なんだって？　だってこれは練習だよ？」

			「練習でも、駄目なものは駄目なのです！」

			　アゲーラの上司であるカレラは、ブレーキの付いていない暴走車のような性格をしている。

			　止めるのに非常に苦労するのだ。

			　力だけは圧倒的なだけに、始末に負えない。

			　常日頃から、魔王レオンを煽りに煽っていた。毎日のように核撃魔法を撃ち込み、挑発を繰り返していた。魔王レオンが大人だったから戦争にはならなかったが、あれが他の魔王だったならとっくに大戦が始まっていただろう。そして暴れるだけ暴れて、魔界に戻る羽目になっていたはずだ。

			　カレラの目的は刹那的享楽なので、戦の勝敗には重きを置いていない。故に負けても、大笑いしながら消え去る事になっただろう。

			　本人が負けたと思っていないのだから、何のダメージにもならないし反省にも繋がらない。そんなカレラにどうすれば常識を教える事が出来るのか、それが少し前までのアゲーラの悩みであった。

			　だが、今は違う。

			　今までは、最強の存在である悪魔族デーモンの中でも上位存在──支配者階級であるアゲーラ達に対して、命令出来る者などいなかった。そして更に、支配者階級の悪魔達をも従えるようなカレラに対しては、意見を具申するだけでも命懸けだったのだ。

			　アゲーラはカレラに気に入られていたからこそ、存在を消される事なく付き従う事を許されていたに過ぎないのである。

			　しかし今では、そんなカレラも魔王リムルの配下となったのだ。

			　これからの時代、魔王リムルの覚えを良くする為にも、我慢を覚える必要があるとアゲーラは考える。そして直感で動くのではなく、頭を使わねばならないと。

			　その為に必要なのは、上司であるカレラに常識を覚えてもらう事だった。

			　カレラだって、法律関係の決まり事や約束事は、きちんと覚えて正しく対処出来ているのだ。であるならば、普段の物事に対しても少しは考えて行動して欲しいと願うアゲーラ。

			（そうなれば、ワシの苦労も少しは和らぐというものよな）

			　そんなささやかな願いを胸に、アゲーラは日々努力して、カレラに苦言を呈する毎日だった。

			　そんな訳でアゲーラは、ここぞとばかりにカレラに説教を垂れる。

			　傍はたから見れば祖父に怒られる孫という様相になっていたが、本人はそんな事など気にしていない。今がチャンスと、語り続ける。

			　理解しやすく簡潔に。飽きやすく人の話を聞かないカレラに対しては、これがとても難しいのだ。

			　アゲーラは懇々こんこんと、戦での習わしをカレラに説明していく。

			　しかし、その時。

			　突然、帝国軍が動いた。

			「ねえ、アゲーラ。君が約束してきた時間まで、まだかなり残っているよね？」

			「た、確かに……」

			「だったらさあ、君のつまらない話を聞いている間に、帝国に抜け駆けされてしまったって事かな？」

			　アゲーラに緊張が走る。二重の意味で。

			　カレラは普段から手加減なんて考えない性格だが、怒ると暴走を通り越し爆発する。その怒りの矛先がアゲーラに向いたら、生き残るのは諦めなければならない。

			　そしてもう一つは、帝国に対する怒りだ。

			　カレラに戦の習わしを説いていたというのに、それを台無しにされてしまった。そんな帝国の裏切り行為とも取れる暴挙に対して、アゲーラは久方ぶりに怒りを覚えていた。

			「カレラ様！　そんな爺さんはほっといて、あの約束も守れない馬鹿共を教育してやりましょうよ！」

			　エスプリが『感謝しろよ、この馬鹿！』と言わんばかりの視線をアゲーラに向けつつ、カレラの注意を引くように帝国軍を指差した。

			　陣を構築するゲルド達。

			　それを目指して迫りくる、二十万近い統制された軍勢。視界を埋め尽くすように広がる帝国の将兵達は、上空から見れば恰好のエサにしか見えなかった。

			　カレラがニッコリと頷く。

			「そうしようか！　アゲーラ、勿論止めないよね？」

			　止めたら殺すと言わんばかりの、鬼気迫る問いかけである。

			　しかし、アゲーラの反応はカレラの予想していたものとは違っていた。

			「確かに……一時間待つとは伝えましたが、それまで攻撃してはならぬとは申しておりませんでした。今回の不手際の責任は、ワシにあるようです」

			「だったら？」

			「死にたがっておる者の介かい錯しゃくを行うのも、武士の心得でありましょう。手加減御無用。存分に、好きなようになさるのが宜しいかと」

			　アゲーラもまた、覚悟完了であった。

			　悪魔らしからぬ優しい人物ではあるのだが、主君を馬鹿にされたり約束を破られたりする事を極端に嫌うのだ。帝国は、そんなアゲーラの逆鱗に触れたのである。

			「いいね。ゾクゾクするよ。だから私は、君の事が大好きなんだ」

			　アゲーラは最も早はや制止したりしない。それに気付いたカレラは、この上なく嬉しそうに嗤う。

			「それじゃあ、始めよう。私達を舐めるとどういう目に遭うのか、それを教えてあげようじゃないか！」

			「御意」

			「了解ですわ」

			　こうして、戦端が開かれる。

			　帝国は知らない。自分達の行動が、死刑執行に許可を与えるものであった事を。

			「さあて、それじゃあ核撃魔法の雨でも降らせようかな？」

			「それ、いいですね！　地上に爆発の華が咲くとか、素敵です！」

			　──そして知る事になる。普段温厚な者を怒らせた時、その報復が過激なものになる事を。

			「いいや、生温いですな。カレラ様、御屋形様の御言葉を思い出して頂きたい。『ド派手な魔法で、帝国軍の度肝を抜いてやってくれ』と、仰っていたではありませんか」

			「──む？」

			「ここは一つ、我等の全力を御見せする事こそ、御屋形様の望みに添う事なのではありますまいか」

			　なるほどと、カレラは目を見開いた。

			　アゲーラの言葉は実に正しい。そして今、いつも小言を言ってカレラの暴走を止めようとするアゲーラ本人が、カレラに向かって全力を出せと言っている。

			　その事に思い至り、感慨深い気持ちになるカレラ。

			「やっと分かってくれたんだね、アゲーラ。君の言う通りだ。私はつい、自分で自分の限界を定めてしまっていたみたいだな。君の言葉で目が覚めた。ようし、ここは一つ、とっておきを見せようじゃないか！　私とて成功した事のない大魔法を、ここでお披露目と洒落込もう!!」

			　カレラはやる気になった。

			　それも、今までにないくらいに全力で。

			　あ、ヤバイ──と、アゲーラは冷静さを取り戻したが、もはや手遅れ。カレラは魔法発動に意識を向けてしまっている。

			　どうするの？　という目でエスプリに睨まれたが、そんな事、アゲーラにも分からない。こうなってはもう、なるようにしかならないのだ。

			　上司カレラが暴走して後で怒られようが、それはその時になってから考えれば良い話。そう割り切って、この状況を楽しむ事にした。

			　何のかんの言っても、アゲーラもやはり悪魔族デーモンなのだった。

			


			　結局、進軍を開始した帝国軍は、上空からの攻撃によって壊滅する事になる。

			　軍団魔法レギオンマジックによる多重結界や、最新鋭の器材による対魔法防御、個々人の高い魔法抵抗力に、惜しみなく投入された聖なる加護の数々。そうした防衛手段の全てが、カレラの放った大規模殲滅魔法の前には無力だったのだ。

			　その魔法とは、核撃魔法の一種──〝重力崩壊グラビティーコラプス〟である。

			　数ある核撃魔法の中でも、最大最強の威力を誇るその魔法は、膨大な魔素エネルギー量と精密な魔力操作を必要とする。

			　魔法の要となる黒炎核アビスコアを放置すれば、膨張して〝破滅の炎ニュークリアフレイム〟が生じる。〝重力崩壊グラビティーコラプス〟とは、それを押さえ込み圧縮へと転じさせる、禁断の魔法なのだった。

			　その圧縮が意味するのは、超重力の発生である。簡単に説明するならば、人工的なブラックホールを生み出したと言っていいだろう。

			　星の重力磁場を狂わせて、そこに局地的な超重力力場を発生させる。限定的な超圧縮空間の影響範囲に巻き込まれた者は、全てが押し潰される事になるのだ。

			　そんな魔法に晒された帝国軍の運命など、語るまでもなく悲惨なものであった。

			　突然、重力が狂ったようにその力を増した。その影響によって、自身の体重にすら耐え切れずに押し潰されて行く帝国の将兵達。

			　開けた場所であったのが仇となり、悪魔の目から逃れる術などない。二十万近くもの大軍の八割以上が、その魔法の影響範囲に囚われていた。

			　動けなくなった将兵達だが、この魔法の真骨頂はこれからが本番だ。正確に指定された範囲内を、魔力の暴風が吹き荒れる。誰も見た事がないような、逆転した大嵐だった。

			　超圧縮空間は限界点に達し、やがて全てのエネルギーが一点に集束する。それが反転に転じた時、小規模な超新星が地上に出現する。

			　天と地を繋ぐ漆黒の柱──それは、地獄の蓋が開いたのかと思えるほどの、大爆発によって成層圏まで巻き上げられた土砂や粉塵であった。

			　これは最早、惑星上で使用するレベルの魔法ではなかった。範囲が指定されていなければ、ジュラの大森林が丸ごと焦土になっていたであろう。

			　これに抵抗レジスト出来るような強者など、帝国軍にはいなかった。

			　当然である。

			　この核撃魔法：重力崩壊グラビティーコラプスとは、魔法や物理現象の全てを網羅する、全属性攻撃なのだから。

			　こうして帝国軍は、何が起きたのか理解する事もなく、その大半が塵となって消滅したのだった。

			


			　カレラはその一撃で満足した。

			　困ったのは、我に返ったアゲーラである。

			　やれと焚き付けたのは自分自身なので、文句も言えない。しかし、まさかここまでの惨状を生み出すなどと、アゲーラは想像もしていなかった。

			　いや、『ヤバイかな』とは思ったのだが、カレラの力がここまでのものであるなどと、知らなかったというのが正しい言い方である。

			　どうしたものか──と今更悩んでも、こうなっては後の祭りだ。

			　苦労人アゲーラの苦難は、まだまだ始まったばかりなのだった。
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			　凄まじいなと、ゲルドは笑った。

			　強いだろうとは思っていたが、カレラの強さは想像を絶するものだった。

			「まさか、たったの一撃であれほどの敵を消し去るとはな。これでは、オレ達の活躍の番が回ってこぬではないか」

			　そんなふうに愚痴を言うゲルドだったが、それは本音ではない。

			　混乱しているが、帝国軍の生き残りは二万以上。その全てが死地から逃れようと、必死になってゲルド達に向かって来るのだ。

			　数の不利は覆されたが、油断している場合ではない。ゲルドはそれを十分に理解していた。

			　死の恐怖を目の当たりにした帝国軍が、死に物狂いとなって突撃してくるのだ。その圧力は生半可なものではなかった。

			　しかし、ゲルドは動じない。

			　指揮官が平静であるからか、ゲルドの配下達は末端に至るまで、全員が冷静に敵を見据えていた。

			「盾、構え！」

			　両軍接触まで僅かな時間となった時、ゲルドが重々しく命令を発した。

			　一糸乱れぬ動きで反応する第二軍団。次の瞬間、彼等は何なん人ぴとをも通さぬ壁となる。

			　激しい衝突──にもかかわらず、ゲルド達は一歩も後退する事なく、帝国軍を受け止めた。そしてその後も、ゲルド達の壁は一切崩される事なく、一歩も後退せぬまま帝国軍を押し戻したのだった。

			


			　こうして始まった最終戦、次に動いたのはシオンである。

			「突撃です。リムル様の敵を、ことごとく屠ほふりましょう!!」

			　〝紫克衆ヨミガエリ〟に率いられたシオン親衛隊は、その声を合図に雄叫びを上げた。

			　その直後、多種多様な一万もの魔人達が、思い思いに行動を開始する。

			　シオンが鍛え上げた、シオンのファンを名乗る者達。その力は〝紫克衆ヨミガエリ〟に率いられる事で、好き勝手しているように見えて纏まっている。

			　数もさることながら、その戦闘能力は特筆すべきものがあった。

			　シオンの能力チカラであるエクストラスキル『恐怖覇気モータルフィア』を、〝紫克衆ヨミガエリ〟を介して全員が纏っている。一万の魔人達は恐怖騎士テラーナイトと化して、帝国軍に殴りこんだのだった。

			　敵の恐怖心を煽り、戦意を喪失させる。それがエクストラスキル『恐怖覇気モータルフィア』の神髄。敵軍の本来の実力を封じて自分達だけが一方的に暴れるのだから、その効果は絶大であった。

			　ドワーフ三兄弟の長男であるガルムが鍛えたお揃いの紫紺の鎧を着用して、戦場で暴れ回るシオン親衛隊。その姿は、帝国軍からすれば悪夢そのものだ。

			　中でも目を引くのは、馬鹿でかい妖気オーラを放つ三名の巨人だ。

			　シオンの『恐怖覇気モータルフィア』を自分達の妖気と同化させて、暴力の化身となって大暴れしていた。

			　その正体は勿論、魔王ダグリュールの三人の息子達だった。

			　他の者達も負けてはいない。

			　死ににくいという体質を最大限に利用して、〝紫克衆ヨミガエリ〟が敵の目を引く。その隙に、他の魔人達が敵を始末するという作戦。これによって、被害を出す事なく着実に敵軍の数を減らしていた。

			　ゴブゾウもその一人だ。

			「ああ、何だか頭がムズムズするダス」

			　などと言って平然としているが、その頭には剣で刺された穴が空いている。それが少しずつ塞がる様は、慣れていない者からすればホラー体験であった。

			「流石はゴブゾウさんだぜ」

			「ああ。今の一撃、俺なら死んでたな」

			　ゴブゾウの部下達も感心するほど、ゴブゾウも成長しているのだった。

			　そうこうする内に、ダグリュールの息子達を中心として、戦場に三つの渦が出来上がっていく。それを起点として、帝国の左側の崩壊が始まった。それを見逃すようなシオン親衛隊ではなく、怒涛の勢いで帝国将兵が押され始める。

			　死に物狂いとなり、火事場のクソ力を出していた帝国将兵達であっても、シオン親衛隊の敵ではなかったのだ。

			　個々人の戦闘能力を比べるならば、能力にはそれほどの差は見られない。しかし、その練度には圧倒的なまでの隔たりがあり、技量レベル面ではシオン親衛隊が上回っていたのだ。

			　どの様な鍛え方をすればそうなるのか。

			　シオン親衛隊の面々は、驚異的なまでに戦闘特化の仕上がりを見せたのだった。

			


			　右翼としてシオンが大活躍していた頃。

			　帝国軍の右側でも波乱が生じていた。

			「ば、馬鹿な！　どうしてここに──ぐぶらァ」

			「じ、獣王戦士団──ッ!?」

			「嫌だ、死にたく──グギャ」

			　援軍としてやって来た獣王戦士団と、獣王配下の魔人達。その面々が、大恩あるリムルに少しでも恩返しすべく、その全力を惜しみなく発揮していた。

			「あれは、とんでもない化け物ね」

			「然り」

			　アルビスの呟きに、象の獣人ゾルが頷く。

			　見た事も聞いた事もないような大魔法が、目の前で展開されていた。

			　天と地を繋ぐ禍々しい柱は、一瞬にして十数万もの帝国将兵を灰燼に帰している。それでも威力が衰える事なく、その暴威を戦場に晒すに任せていた。

			　この一撃で、勝利は確実となった。

			　残る問題は、隠れ潜む強者がいないかどうか、だ。

			　それを確かめる必要があるからこそ、今回の戦では敵に逃亡を許していないのである。

			　普段の温厚なリムルを知るアルビスだからこそ、その徹底された方針に恐怖を覚える。それと同時に、魔王とはかくあるべしと、深く納得もしていた。

			「二万もの軍勢で駆け付けたものの、過剰戦力となってしまったわね。これではとても、恩返しだなどと威張れないわ」

			「もとより、返しきれる類のものでは御座いません」

			「その通りね。ではせめて、リムル陛下を悲しませる事のないように。死ぬなど以ての外。誰一人として怪我さえしないように、全力を尽くしなさい」

			「聞いたな、お前達。獣王の配下であるという誇りを胸に、最後まで気を抜く事なく全力を尽くせ!!」

			　ゾルが吼え、獣王戦士団が呼応する。

			　かくして、帝国軍の右側でも獣達の進撃が開始されたのだった。

			


			　この時点で、趨すう勢せいは決していた。

			　後方は大魔法の暴威が吹き荒れ、右も左も徹底的に蹂躙されて。

			　帝国軍はもはや、包囲殲滅されるのを待つばかりとなっていたのだ。

			　そんな状況を、モミジは冷めた目で眺める。

			　頭は冷静に、心は激しく燃え立たせて。

			「頃合いね。有情の炎で、敵を苦しみから救ってあげましょう」

			　そう呟き、ゴブアに合図を送る。

			　その途端、第四軍団は息を一つにして、その妖気を高め始めた。

			　ゴブアを通して〝紅炎衆クレナイ〟に指令が伝達され、各員へと『思念伝達』が飛ばされる。そして逆転するように、各員が高めた妖気は〝紅炎衆クレナイ〟へと伝えられ、見事に調和されていく。

			　それを束ねるのが、モミジの役目だ。

			「本当に大丈夫なのですか？」

			　と、少し不安そうにゴブアが訊ねた。しかし、それをモミジは一笑に付す。

			「ベニマル様の妻となるのだから、この程度の事が出来なくてどうするのです」

			　その態度には、揺るぎない自信があった。

			　この束ねられた妖気を更に一つとし、火力として敵軍にぶつける。それがモミジの提案だった。

			　単純明快な作戦だが、妖気の統合に失敗したならば、暴発する事態も考えられる。そうなると、前線を維持しているゲルド達まで被害が及ぶ事だろう。ゴブアが不安になるのも当然だったのだが、モミジの自信を前に黙る。

			　モミジはベニマルの代理として、軍を託されているのだ。モミジを疑うのは、ベニマルを信じていないというに等しい行為となる。

			「それでは、お任せします。始めますが、宜しいですか？」

			「ええ。あのカレラさんが放った悪徳の魔法ほど凄まじくはないけど、残っている者達だけならば十分でしょう。この一撃で決めて見せるわ」

			　そして、モミジの一世一代の大妖術がお披露目される。

			「柔らかく優しく敵を包み込む、紅蓮の華を咲かせよう。さあ、刮目しなさいな。妖天紅華焔ようてんこうかえん──ッ!!」

			　それは、天空に咲く紅の華。

			　第一の目的は、急速に酸素を燃焼させる事。

			　これによって地上から酸素を奪い、敵を行動不能にする。

			　第二の目的は、降り注ぐ有情の炎。

			　その高温は、敵に痛みを与えるより先に意識を奪うのだ。

			　第三の目的は、強力な敵の炙り出し。

			　この攻撃に耐えられたならば、その区分は強者に分類される。邪魔者だけを始末するのに、この妖術は打って付けなのだ。

			　そして、戦場に咲いた花が散る。

			　生き残った者は誰一人としていなかった。

			「おや？　拍子抜けね」

			「予想はされていました。最後に迷宮内に侵攻して来た者達は、他の者達よりも抜きん出ておりましたので。恐らくは彼等が、帝国軍の切り札だったのでしょう」

			「そうね。これで残るは敵の司令部のみ」

			「それも、もう終わりでしょう。何しろ──」

			「ああ、そうだったわね。あのカレラさんを従える人が出向いたのなら、どんな相手であろうが相手にならないでしょうね」

			「同感です」

			「という事は？」

			「ええ。これにて、決戦は我等の勝利となりました」

			　その言葉を合図に、戦場に歓声が湧いた。

			　決戦という名の殲滅戦は、こうして無事に終了したのだった。
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			　カリギュリオの下へは、絶望的な報告が多数寄せられていた。

			　いや、報告を受けるまでもない。

			　目の前で起きた大惨事。

			　一つだけ彼等が幸運に思えるのは、余りにも一瞬の出来事だった為に、恐怖も後悔も感じずに死ねた事だけである。

			　逆に、あの恐怖の魔法から生き残った者達は、目の色を変えて本陣まで逃げ帰って来た。

			　魂を塗り潰すような恐怖を味わい、帝国への不信を胸に抱き、我が身の愚かさを嘆きながら。

			　言葉を飾る余裕もなくし、参謀達が撤退を叫ぶ。

			　しかし、事ここに至っては、この場から生き延びるのは不可能であった。

			（どうしてこうなった？　奴隷となる道を選ぶべきだったのか？　いや、そもそも一体いつから、俺は間違っていたのだ……？）

			　カリギュリオはループする思考を必死に正常に戻そうとして失敗し、もう一度絶望的な戦況を眺めて現在取り得る事が可能な作戦を検討する。

			　そんなものはない。

			　そんな都合の良い作戦など、この期に及んで思いつく訳もなかった。

			　いや、それ以前に──

			「馬鹿な……何だ、あれは？　何なのだァ──ッ!!」

			　カリギュリオは恐怖と混乱の坩る堝つぼにいた。

			　あんな凶悪な魔法など、理解の範疇の外にある。

			　どうやればあんな──数多の『結界』で守られた十数万の将兵を、赤子の手をひねるように殺せるというのか。

			　二十万近くの軍勢は、たった一撃で壊滅した。

			　残っている者達とて、ああなっては全滅するのも時間の問題であろう。

			「も、もしかしたら……」

			「何だッ!!」

			「り、理論上の魔法なのですが、星の重力に干渉するものがあります。核撃魔法に分類される中でも、最強最悪の威力を誇るであろうその魔法は、余りにも膨大なエネルギーを必要とする上に、それを精密にコントロールしなければ実現出来ません……」

			「──ガドラから聞いた覚えがある。〝重力崩壊グラビティーコラプス〟、だったか？」

			　そう、カリギュリオも聞いた事があった。

			　理論上、可能性があるとされるだけで、未だに研究途上の魔法であると。

			　過去に確認されている魔法ではなく、帝国の技術の粋を集め、異界の科学知識も動員し、理論の組み立てから研究している段階で頓挫した……。

			　戦局どころか、国家をも消滅させる事が可能な戦略級魔法。しかし、その実現は不可能であると結論付けられていたはずだ。

			　それを──完璧な形で発動して見せた。

			　それもたった一体の魔物が、だ。

			　魔王。

			　その言葉が、現実的な恐怖感を伴って、カリギュリオの脳に到達する。

			　自分達は、決して手を出してはならぬ者に手だししてしまったのではないのか？　と。

			「カリギュリオ様の博識、感服致しました」

			　カリギュリオを現実に引き戻したのは、参謀の一人が発した能天気な声だった。

			　八つ当たりするように、カリギュリオが叫ぶ。

			「それは理論上の魔法であろうが！　これが実現すれば、ヴェルドラをも屠れると自慢しておったぞ!?」

			「左様です。それほどまでに、あの魔法の威力は天井知らずなのです」

			　いつしか、参謀達の様子は二分化されていた。

			「ば、化け物か？　たった……たった一体で、あの極大魔法を──」

			　と、恐慌状態に陥る者達。

			「素晴らしい。あはは、帰ったら論文を書くぞ！　これで我等も、あの禁呪を手に出来る!!」

			　と、狂ったように語り合う者達。

			　戦意喪失組と、現実逃避組である。

			　最早、司令部としての機能も失われていた。

			　この最悪の状況の中で出来る事など何もない。しかしそれでも、カリギュリオは軍団長であった。

			　残された将兵の命に対して、責任ある立場なのだ。

			　状況を投げ出す事だけは、カリギュリオが決してしてはならない事だったのである。

			　だが、撤退に移れる状況ではなかった。

			　逃げ込んでくる者達を含めても、本陣には二千にも満たない将兵しか残っていない。統制も取れておらず、逃げ出しても皆殺しにされる未来しか見えなかった。

			　力が、力が欲しい──と、カリギュリオは痛切に願った。

			　帝国が常にそうしてきたように、強ければ全て許される。圧倒的な力があってこそ、世界を平定する事が可能となるのだ。

			　だが、力なき者の末路は悲惨だ。

			　語るまでもなく、今のカリギュリオの状況を見れば一目瞭然であった。

			　〝三大将〟という帝国の頂点に名を連ねて、カリギュリオは世界の一角を担っていると自負していた。しかし、そんなものはまやかしだったのだと、今になってようやく気付いた。

			（俺は、俺は何と無力だったのだ。何という無能。何という弱者。これほどまでに惨めな、ただ搾取されるだけの立場だったとは……）

			　と、そう嘆かずにはいられない。

			　富も、名声も、そんなものは全て、今の状況下では価値がない。本当に困った時に必要なモノこそが、何よりも大切なのである。

			「力が欲しいなあ……」

			　カリギュリオの眼から、大粒の涙がこぼれ落ちた。

			　帝国の栄華を──ひいては、指揮官であるカリギュリオを信じて、百万近い将兵が死んだ。その事実を前に、カリギュリオは打ちひしがれる。

			「ほ、報告します！　戦場の上空に、巨大な炎を確認。観測される熱量からも、地上にいる者達の生存は絶望的かと──」

			「終わりだ。帝国は今、完全に敗北した……」

			　副官が思わずそう呟くと、参謀達も静まり返った。

			　現実逃避組も、夢から覚めたように呆然となっている。これから待ち受ける現実を直視しようとして、脳がそれを拒絶したのだ。

			「──降伏を申し出よう。受け入れてくれるかどうかは賭けだが、有用だと思われる可能性もある。このままではどうせ、皆殺しにされるのだ。生き残れる可能性はそれしかないと思うが、どうだろう？」

			　死ぬよりは、奴隷の方がマシであろう。そう考えた者の発案だったが、今更感は拭えない。しかし、カリギュリオはその提案を受け入れる事にした。

			「……そうだな。無駄かも知れんが、交渉はしてみよう。少なくとも、敵の目を我等に向ける事が出来れば、ミーシャ達が逃げ延びる確率も高まるというものだ」

			　自分達の死で終わろうとも、帝国に情報が届けられさえすれば、この敗北にも意味が生まれる。そう考えた故の、消極的な賛成であった。

			　カリギュリオらしからぬ謙虚さだが、彼の心は既に粉々に砕けている。

			　だが、そうであるからこそ──この状況で何が最善となるのか、それを考えられるようになっていた。

			　もっと早くからこの心境に達していれば、カリギュリオは希代の名将軍になれたであろう。それほどまでに、欲望や虚栄心を捨てたカリギュリオは、その本来の聡明さを取り戻していたのだった。

			　だが、その判断は余りにも遅すぎた。

			　そして、カリギュリオ達の希望など、既に何一つ残っていなかったのである。

			「クフフフフ。降伏ですか、それは困りますね。少しは私の相手もしてもらわないと」

			　そう言ったのは、いつの間にかテント内にいたディアブロだ。普段通りに執事服を着こなし、その美貌には笑みを浮かべている。

			　ディアブロを見た瞬間、カリギュリオは絶対的な力の差を悟る。今の彼は冷静な判断力を取り戻しており、つまらぬ誇りで命を捨てるような真似などしない。

			　先ず行うのは交渉だと、護衛達にも剣を下げさせた。戦っても敗北必至である以上、それは正しい行為だった。

			　カリギュリオの視線の端では、クリシュナが「無理だ……」と呟いてうずくまっている。カリギュリオと同じく、その圧倒的なまでの実力差を感じ取って絶望したのだろう。

			　カリギュリオは自分の選択の正しさを噛み締めつつ、自ら先に名乗る事にした。

			「私の名はカリギュリオ、今作戦の最高責任者です。貴殿のお名前をお聞きしても宜しいか？」

			　そう問われて、ディアブロが嬉しそうに答える。

			「おや？　これはご丁寧に。私の〝名〟は、ディアブロ。魔王リムル様の忠実なるシモベです」

			　自分の名前を口にするのが、ディアブロは大好きなのだ。

			　そんなディアブロを前に、カリギュリオは思案する。

			　ディアブロに勝てる可能性は低い。司令部にいる全員で挑んでも、勝利をつかむのは不可能だろう。

			　巨大なドラゴン以上に濃密な、魔の気配。その身から放たれる覇気オーラは、カリギュリオとも付き合いのあった魔王クレイマンなどよりも圧倒的だった。

			　しかもディアブロは、何の気配も感じさせずにここにいる。それはつまり、これだけ凄まじい覇気オーラを、今まで一切感じさせずに侵入を果たしたという事であった。

			　そんな絶対的な強者の出現だったが、カリギュリオの心は凪ないだように静かだ。

			（これはチャンスだ。降伏を許す気はなさそうだが、交渉には応じてくれている。時間を稼ぎさえすれば、この危険な男を引き留める事が出来よう）

			　そうすれば、逃げたミーシャ達の安全性も高まると、カリギュリオは判断した。

			　だが、それは甘い考えだった。

			「クフフフフ。もしかして、時間稼ぎをしようとか考えていませんか？」

			「何？」

			「ここから逃げ出した者がいるから、自分達が囮おとりになる。実に素晴らしい自己犠牲の考え方ですが、残念ながら無駄です。何故ならば、その者達は既に始末しましたので」

			　悪魔は忍び寄り、哀れな獲物を決して逃がさない。

			　それを証明するかの如く、ディアブロが嗤う。

			　そして、何もない空間から死体を二つ取り出して地面に横たえた。

			「まさか、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟が──ッ!?」

			　驚愕の表情でクリシュナが叫ぶ。

			　その死体の正体は、バーニィとジウの二人だったのだ。

			　司令部に緊張が走った。

			　驚愕したのはクリシュナだけではない。ここにいる者達ならば、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟が敗北した意味を正確に理解出来た。

			　ディアブロには勝てない。いや、それよりも──

			（そ、そんな……それでは、それでは我等の死は、全ての将兵達の死が、何一つ意味がないものになってしまうではないか──ッ!!）

			　深い絶望がカリギュリオを襲う。

			「全員、抜刀！　侵入者だ！　侵入者を討つのだ!!」

			　副官が叫び、護衛達がそれに応えた。

			　クリシュナと違い、護衛武官達の実力ではディアブロの強さを見抜けていない。それ故に、余りにも無謀な行動と知らずに反応してしまっていた。

			「クフフフフ。下等なるアナタ方が、私と対等に戦えるとでも？」

			　嗤うディアブロ。

			　しかし副官も負けずに叫ぶ。

			「黙れ、悪魔め！　ここにはまだ、千を超える戦士が控えているのだ。貴様が如い何かに強かろうとも、たった一体で何が出来るというのだッ!!」

			　副官は怒りで恐怖を覆い隠すように、そう必死に言い募っている。

			　カリギュリオは動けない。もう止めろと叫びたいのに、言葉も喋しゃべれなくなっている。たった一体で何が出来るのかと副官は言うが、違うのだと声を大にして叫びたいのに……。

			　カリギュリオは今、強さとは何なのか理解した。

			　皇帝ルドラが、自分達に何を望んでいたのかを。

			　たった一人の強者は、百万の軍勢に勝るのだ。

			　その証拠が、先程の極大魔法。

			　そして、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟という強者二名を殺せるような化け物が一体でもいれば、機甲軍団など簡単に崩壊してしまうのだ、と。

			　その証拠に──

			「クフフフフ。その言葉、少し遅すぎました。生き残っているのは、アナタ方だけです」

			　何を言われたのか、副官には理解出来ない様子だ。だがカリギュリオには、外で何が起きたのか見なくとも分かってしまった。

			　さっきから気になっていた。

			　外が余りにも静か過ぎる、と。

			　ディアブロが、パチン！　と指を鳴らした。

			　その瞬間、天幕が吹き飛ぶ。そして、外の光景がカリギュリオ達の視界に入った。

			　そこには、一面の死体の山。

			　兵士達は皆、まるで眠るように死んでいた。

			　そう、魂だけを抜き取られたかのように……。

			　いや、それが正解なのだとカリギュリオは悟った。兵士達は抵抗を許されずに、ディアブロに魂を奪われたのだ。

			　そして、今もまた。目の前で、悲劇が再現される。

			　ディアブロが指を鳴らすなり、クリシュナ達が倒れ伏したのだった。

			


			

			


			　カリギュリオの胸に去来する、絶望と悲しみ。

			「う、う……うぉおおおおおおおおお──ッ!!」

			　血の涙を流しながら、絶叫する。

			　そしてその直後、カリギュリオの感情が飽和し、爆発した──

			


			[image: ]

			


			　そもそもディアブロには、敵兵を見逃してやる理由がない。

			　リムルからの命令を受けて、ディアブロは嬉々として戦地に乗り込んだ。クリシュナの気配を探って敵の司令部を発見し、様子を窺っていた。

			　そこにやって来たのがバーニィ達だったのだが、誰一人として逃がすつもりのなかったディアブロとしては、当然始末しようと行動に出た。

			　二人は思った以上に強かった。

			（これはこれは。ユニークスキルを最大限に鍛えていても通用しないとは。ですがどうやら、借り物の力だったようですね。アンバランスというか、能力に覚醒しているとは思えません。ならば、やりようがある）

			　なんて事を考えつつも、結構余裕のままにディアブロは二人を始末した。

			　それを見て焦ったミーシャが、自分はユウキの部下だとカミングアウト。

			　リムルがユウキとの共闘を黙認している以上、その意思に逆らうなどディアブロには考えられなかった。故に、ミーシャだけは見逃したのだった。

			（しかし、究極能力アルティメットスキルでしたか？　大昔にギィから自慢されてムカつきましたが、これは研究してみる価値がありそうです）

			　強くなる事に対して自重を止めたディアブロは、アッサリと意地を捨てられる。有効ならば何でも利用する、それがディアブロという悪魔なのだった。

			　そんなふうに究極能力アルティメットスキルに興味を持ったディアブロだが、自分の仕事を忘れたりはしない。

			　帝国軍の陣地まで戻り、悠々と侵入を果たす。

			　そして、騒がれても面倒なので、目に付く者の命を〝世界の崩壊エンド・オブ・ワールド〟で奪っていった。

			　手っ取り早く無差別に。

			　躊躇ためらいなく敵兵を皆殺しにしたのだった。

			


			　ディアブロの目の前で、カリギュリオが咆ほう哮こうした。

			　面白い──と、ディアブロは嗤う。

			　カリギュリオは人の限界を突破した。元々、才能はあったのだろう。

			　今や〝仙人〟級を飛び越え、どんどんとエネルギー量が増加している。

			（ああ、絶望故の覚醒ですか。罪の意識が、その身を高みへと至らせたようですね。それでこそ、この私と戦うに相応しい）

			　ディアブロは今まで、強くなる事に興味を抱いてはいなかった。

			　しかし今は、力を求めている。

			　彼が仕える主あるじ──リムルにとっての、有用な道具シモベとなる為に。

			　ディアブロにとって道具とは、主に有能さを示せなければ意味がない。役に立たない道具など、存在する価値もないと考えていた。

			　自分の配下を持たないのもそれが理由。

			　無能な部下は要らないとばかりに、独りを好んで生きてきたのだ。

			　そんなディアブロだからこそ、自身もまた有能であろうという向上心を忘れない。

			　強者との戦いは、ディアブロにとって願ってもない好機なのだった。
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			　自分の咆哮が遠くに聞こえる。

			　そう感じつつ、カリギュリオは覚醒した。

			　力が漲みなぎる。それも、かつて体験した事もないような、壮絶な力が。

			　圧倒的だ──と、カリギュリオは思った。

			　仲間を殺された怒り、絶望、そして恐怖が、自身の限界を砕く鍵となった。

			　そしてこの力こそが、皇帝ルドラがカリギュリオに託した期待だったのだろう。

			『君には期待しているよ』

			　と、ルドラから直々に言葉を賜った。

			　その日の事を、カリギュリオは忘れた事がない。

			　今までは軍団の長となって、帝国に尽くす事だと考えていた。しかしそれは、誤った解釈だったのだ。

			（ああ、そうだったのか。陛下は、ルドラ様は、この俺が覚醒する事を望んでおられたのだ！）

			　そう悟ると、全ての行為に意味があったのだと理解出来た。

			　今やカリギュリオは、〝仙人〟を超えて〝聖人〟へと至った。

			　細胞の一つ一つが混ざり合い、精神が肉体を凌駕する。そうして自分の身体が作り変わっていくのが、カリギュリオには手に取るように理解出来た。

			　覚醒魔王にも匹敵する凄まじい力。それに目覚めたカリギュリオは、今まで自分がどれだけ無能であったのかを悟った。

			　この力の前には、機甲軍団など無意味。つまりは、帝国の軍隊では、魔王やヴェルドラを相手に勝てるはずもなかったのだ、と。

			「俺は、俺は愚か者だ……」

			「クフフフフ。その通りですね」

			「だが、だからこそ！　俺は自らの過ちを正すと誓うぞ!!」

			　カリギュリオがそう叫んだ瞬間、光輝く神々しい鎧がその身体を包み込んだ。

			　神代の時代より伝わる最高の武装。

			　皇帝より貸与された、神話級ゴッズの鎧だ。

			　元帥と三大将にのみ着用を許された、帝国最高戦力である証。それが今、カリギュリオを真の主と認めたのである。

			「許さんぞ、悪魔め！　滅殺してくれるわ！」

			「クフフフフ。それでこそ、面白くなると言うものです」

			　こうして両者は睨み合い、最後の戦いが始まった。

			


			　カリギュリオは自身の力を限界まで込めて、初手から全力の突きを放つ。

			　手甲に守られた拳は、それだけで凶器である。この世にあるほぼ全ての物質を砕く、最強の破壊力を秘めていた。

			　拳の先端速度は音速を超過し、残像すら残さぬ神話の領域へと至る。その衝撃波は物質の持つ防御力を突破し、分子結合を破壊する。そしてその拳に込められた気迫は、心の防壁を通過して星幽体アストラル・ボディーまでダメージを与える事が可能だった。

			　つまりは、精神生命体であろうが殺せるのである。

			　カリギュリオは、ディアブロの名を知っていた。

			　魔王リムルの四天王の一人にして、その正体は邪悪な悪魔族デーモンであると。しかも信じられない事に、伝説上の存在である〝悪魔公デーモンロード〟だと報告書には記載されていた。

			　情報局の調査結果を馬鹿にしていたカリギュリオだったが、今ならその報告が真実であると信じられる。

			　〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟が二人で挑んで敗北する相手なのだ。そんな恐るべき存在であっても不思議ではなかった。

			　しかし、カリギュリオの恐怖心は消えている。

			（コイツが恐るべき悪魔なのは認めるが、今の俺の敵ではない。この力があれば、〝竜種〟や〝魔王〟や〝勇者〟であろうが、全員まとめて倒して見せるわ!!）

			　人の力を一とした時、Ａランクと定められた者の身体能力は最低でも十以上となる。

			　上位魔人ならば百近く。

			　上位魔将アークデーモンならば、百四十を記録する。

			　魔王ならば、最低でも三百はあるだろう。

			　竜種は測定不能だが、恐らくは千を超えると推測されていた。

			　そして今、カリギュリオは自身の力が千を超えている事に気付いたのだ。

			　これが、聖人に覚醒した者だけが到達する世界。

			　しかもカリギュリオは、自身に匹敵するエネルギーを内包する神話級ゴッズを身に纏っている。

			　この力ならば、〝悪魔公デーモンロード〟であろうが滅殺出来る。カリギュリオがそう確信したのも、無理はない話だったのである。

			「ふう、期待外れですね」

			　必殺の拳は、ディアブロによって軽く流されていた。

			「馬鹿なッ!?」

			「何か、疑問でも？」

			「どうして、どうして貴様は無事なのだ？」

			　今の一撃ならば、どんな悪魔であろうが撃滅出来るはずであった。間違っても無傷であるなどと、そんな馬鹿げた話は断じて認められないのである。

			「どうして、ですか。理由は簡単です。貴方では、その力を扱うだけの技量レベルが足りていないのですよ」

			　と、何でもないかのようにディアブロが答えた。

			「レベルだと？」

			「ええ。私としても、とても残念です。戦うには早過ぎました。これならばまだ、先程の二人の方が強かった。借り物だったようですが、究極能力アルティメットスキルをその身に宿していましたからね。もしも貴方がもっと早くその力に目覚めていたならば、もっと楽しい戦いが出来たでしょうに……」

			　果実は、熟すのを待たねば美味しくない。刈り取るのが早かったと、ディアブロが嘆く。

			　それは、カリギュリオにとっては認めたくない侮辱であった。

			「クソが！　舐めるなよ、悪魔め!!」

			　そう叫ぶものの、状況は最悪である。

			　カリギュリオは理解していた。

			　自分では、目の前の悪魔に勝てないと。

			　そして何より、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟達の力の秘密に。

			　あの帝国最強の戦士達は、皇帝ルドラに選別された者達なのだ。そして、その究極の力を貸し与えられていたのであろう。

			　それを裏付けるのが、ディアブロが口にした借り物という言葉である。

			　自力で獲得した力ではなかったから、ディアブロには通じなかったのだ。

			　力の本質を理解して自らのものとしなければ、どれだけ強大な力であっても無意味。そしてそれは、カリギュリオ自身にも言える事であった。

			　戦うには早過ぎたというディアブロの発言。それこそが、否定したくても出来ない現実なのだ。

			「うおおおおおおおおォ──ッ!!」

			　勝てないと悟った。それでもカリギュリオは全力を尽くす。

			　せめて一矢でも報いなければ、自分達の行為は全てが無駄だった事になる。それを否定したくて、カリギュリオは無謀な戦いを挑むのだ。

			　しかし、それはもう戦いとは呼べなかった。

			　カリギュリオの力量を正しく見抜いたディアブロにとって、それはもう作業でしかない。

			　強大な力を秘めた神話級ゴッズの鎧でさえも、今のカリギュリオでは性能を完全に引き出せないでいた。主と認められはしたが、心を通わすほどに理解し合った訳ではない。

			　神話級ゴッズには意思があるのだ。カリギュリオが真の主となるには、積み重ねる時間がまるで足りていなかったのである。

			　道具とは、使いこなせてこそ意味がある。使い手が性能を引き出せない道具ほど、物悲しいものはないのだった。

			　結局、帝国軍最後の一人となったカリギュリオは、ディアブロの本気を引き出す事も出来ずに敗北したのだった。

			　そして、その魂を刈り取られたのである──

		

	
		
			

			


			

	

終章　魔王の所業

			


			　カリギュリオは、自身を優しく包み込む暖かさを感じ、目を覚ました。

			（こ、ここは？）

			　自分が今まで何をしていたのか、にわかに思い出せないカリギュリオ。慌てて周囲を見渡すと、少し広めの室内に寝かされていたのだと気付いた。

			　そしてその場所で、青みがかった銀髪をした十二、三歳かと思われる少女が、天使のような微笑ほほえみを浮かべながら何事か作業を行っていた。

			　横目で見ていると、仰向けに倒れている者に手を翳かざしている。その手からは虹色の光が溢れ出ており、並べられた仲間達へと降り注いでいた。

			（あれは、クリシュナ殿か？　いや、待て。クリシュナ殿は確か、俺の目の前で殺されたような……）

			　ハッキリしていなかった思考が、その瞬間に覚醒した。自分達が魔物の国に侵攻して戦争中だったのだと、カリギュリオは唐突に思い出したのだ。

			　慌てて身を起こし、カリギュリオは叫ぼうとした。しかし、次の瞬間には言葉を失う。なんと、死んでいたはずのクリシュナが薄目を開けて、カリギュリオと目が合ったからだ。

			「──ッ!?」

			　目覚めたばかりのクリシュナは、カリギュリオと同様に現在の状況に戸惑っているようだ。何が起きているのか理解出来ずに、少女の動きを目で追っていた。

			　蒼銀髪の少女はカリギュリオ達が目覚めた事に気付く様子もなく、次々に同じ作業を繰り返していく。

			　少女の前には、バーニィとジウ。その隣には、カリギュリオの副官や参謀達の姿があった。

			（どうなって……彼等も殺されたはず……）

			　カリギュリオは混濁する意識のまま、それでも冷静に事実を受け止めようとした。しかしどうしても、今起きている現象に理解が追い付かない。

			　間違いなく、彼等は死んでいる。

			　彼等の胸は上下しておらず、呼吸していないのは明白だった。それなのに、少女の手が翳されると、次々に息を吹き返していったのだ。

			　その部屋には十数名の帝国軍幹部が集められていたのだが、それほどの時間を置かずに全員への処置が完了する。

			　その途端、少女はようやく満足そうに頷いて、カリギュリオへと振り向いた。

			「よう、目覚めてるんだろ？　調子はどうだ？　名前、思い出せるか？」

			　気軽な口調で、話しかけて来る少女。

			　しかし、不快さは感じなかった。

			　少女が可憐だった事も理由の一つだろうが、何よりもその少女が持つ気配が、カリギュリオに叛はん意いを持つ事を許さなかったのだ。

			　だが、反応出来るかと問われれば、答えは否である。

			　何が起きているのか状況が分からず、誰もが口を閉ざしたままだ。

			　〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟であるバーニィやジウでさえ、茫ぼう然ぜんとして固まっていた。

			　戸惑うカリギュリオ達を見て、少女が呟く。

			「あれ、失敗したのかな？　術式は完璧だったハズなんだけどな……」

			　と、困ったような表情を浮かべていた。

			


			

			


			　その言葉から、カリギュリオは何らかの術を施ほどこされたのだと悟った。

			　そして、もしかしたらその術式とは──

			（いや、馬鹿な。ありえん。ありえんが、しかし……）

			　身体に異常は感じない。

			　──いや、あった。

			　あれほどまでに漲みなぎっていた力が、カリギュリオが覚醒によって手に入れた力が完全に消失していた。何か恐ろしい事が起きているのだと、それだけは理解出来た。

			「……失礼。我々は、死んだはずでは？」

			　カリギュリオが恐る恐る問いかける。

			　その発言を聞いて、他の仲間達も記憶がハッキリしたらしい。目に光が宿り、現状の異常性に気付いたようである。

			　確かにカリギュリオ達は、ディアブロと名乗る悪魔に殺害されたはずなのだ。

			　あの悪魔には、自分達を生かしておく理由などなかった。だからこそ、自分が生きている事にカリギュリオは疑問を覚えていた。

			「お、思い出せたか？　自分の名前も覚えているか？」

			「う、うむ。私は、カリギュリオという」

			　そう答えつつ、カリギュリオはとある可能性に思い至った。

			　もしかしたらこの少女が、危地にあったカリギュリオ達を救ってくれたのではないか、と。

			　あの状況で自分達を救出するなど、余程の者でなければ不可能であろう。

			　あの悪魔は、想像を絶する実力者であった。究極の力を手に入れたカリギュリオさえも、赤子の手をひねるように簡単に敗北してしまったのだ。

			　それだけではなく、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟であるバーニィ達までも……。

			　そんな悪魔を倒せる者など、風の噂に聞く〝勇者〟しか心当たりがない。

			「も、もしかして貴殿が我々を救って下さったのか？　それで、あ、悪魔は？　あの邪悪な悪魔はどうなったのだ？」

			　と、カリギュリオは勢い込んで聞いた。

			　その途端。

			「リムル様に対して無礼ですよ」

			　という声が響いた。

			　その聞き覚えのある声は、あの忌まわしい悪魔のものとソックリで。

			　そしてそれよりも問題なのは、リムルという名前だった。

			　それは、カリギュリオ達が討伐目標と定めていた魔王の名前だったのだ。

			　カリギュリオの前に、ディアブロという悪魔が姿を現した。思わず恐怖で身構えるが、少女の声がディアブロを止める。

			「うーんと、勘違いしている者もいるだろうから説明してやるけど、お前達は死んでいる。お前達の軍は全滅させたよ。従軍した兵士は全員死亡したから、生き残りは皆無だと思うよ。だから、俺がお前達を救った訳じゃないんだ。生き返らせはしたけどね」

			「クフフフフ。素晴らしい秘術でした。貴方あなた達に感謝しろとは言いませんが、せめてリムル様の偉大さに感じ入るくらいはして欲しいものです」

			「──は？」

			　何を言われたのか理解出来ず、思わず間抜けな声で問い返すカリギュリオ。しかし、そんな失態を笑う者など誰もいなかった。

			「お前が威張るなよ、ディアブロ」

			「申し訳御座いません。この無む知ち蒙もう昧まいなる輩やからに、少しでもリムル様の偉大さを広めたく思いまして──」

			「それが余計なお世話だって言ってるんだよ！」

			　などと、目の前で行われるやり取りにも、誰も突っ込みを入れる事が出来なかった。

			　しばし経ってから、少女がカリギュリオに笑いかけて言う。

			「どうやら記憶も大丈夫みたいだな。術式が成功して安心したよ」

			「は、はあ……」

			「じゃあ、改めて。初めまして、俺がリムル。魔王リムルだ。この国で王様をやっている。ヨロシクな！」

			　そう告げられて、カリギュリオは固まった。

			　カリギュリオだけではなく、この場で生き返った者達全員が。

			　言葉が脳に達し、意味が理解出来るにつれて、カリギュリオの目は限界まで見開かれて、目の前の少女を凝視した。

			　この少女が、リムル。

			　自分達が障害と考え、排除すべく動いた敵。

			　現、八星魔王オクタグラムの一柱ひとりである、魔王リムルその人。

			　そして状況から判断すれば、自分達を生き返らせてくれた張本人であった。

			　目の前にいるのが、魔王リムル本人。出回っていた似顔絵とは似ても似つかない愛らしい笑顔だったが、問題は別にあった。

			「あ、あのう、一つ確認したいのですが……」

			「ん？　何かな？」

			　そう許可をもらい、カリギュリオは恐こわ々ごわと訊ねた。

			「あの、私達を生き返らせたのですか？」

			「ああ、その通りだね」

			「どうして？」

			「えっとね、説明すると難しいんだけど、魂のね──」

			「いやいや、そうではなく！　どういう理由で、敵である我々を生き返らせてくれたのでしょうか？」

			「ああ、そっち？」

			　カリギュリオにそう問われて、少女──いや、魔王リムルはほっとしたように頷いた。そして、何でもない事であるとばかりに答える。

			「簡単だよ。戦争はまだ続いているけど、君達は俺の手に落ちた。だから今では俺の駒って訳さ！」

			　だから生き返らせたのだと、そう告げられて。

			　カリギュリオは意味が分からず呆然となる。

			　魔王リムルが生き返らせた、だと？

			　誰を？

			　俺達を、か!?

			　驚愕と混乱、そして恐怖が心を埋め尽くす。

			　それはカリギュリオだけではなく、生き返った者全員が同じ反応を示していた。

			　混乱が落ち着くまで、今しばらくの時を必要とするのだった。
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			　混乱するカリギュリオ達を横目に、俺は部屋から外に出る。

			　部屋の中にいた者達は、この軍団の重要人物達だった。言うなれば、帝国の侵攻作戦を指揮していた最高責任者達である。

			　彼等を生き返らせたのは、カリギュリオに説明した通り手駒にする為である。そしてそれこそが、智慧之王ラファエルさんが考えていた腹案だった。

			　………

			　……

			　…

			　死者の蘇生──

			　シオンの死亡事件以降、智慧之王ラファエルさんは魂の解析を進めていた。今では順調に、ほぼ全ての原理を解明した模様。

			　人に限らず魔物であろうが、魂には質と量が存在する。それが〝情報子〟と呼ばれる物質であり、それを管理する事で、ある程度の生と死を司る事が可能となるのだ。

			　動植物の魂は、質はともかくエネルギー量は極小であった。それに比べて人間の魂には、莫大なエネルギーが秘められている。

			　これは等しく平等に、誰にでも一定数与えられているのは確認済みであった。

			　その魂のエネルギーを使いこなせるかどうか──それこそが、能力スキルと呼称する魂の力の発現であった。

			　魂に刻まれた情報が、力を行使する源になるのだ。

			　では、エネルギーに直接情報が刻まれるのかというと、そうではない。

			　まず、不定形な波長である自我があり、それを包む〝情報子〟の集合体──心核ココロがある。これに、全ての情報が刻まれているのだ。

			　その、心核ココロを覆うエネルギー結晶こそが〝魂〟であった。

			　〝擬似魂ギジコン〟とは、この心核ココロを投影する受け皿として開発したものであった。

			　〝擬似魂ギジコン〟に投影された心核ココロにエネルギーはないが、自我はある。魂の力がないからスキルは行使出来ないけれど、自我を持って行動する事は可能となる訳だ。

			


			　今回行ったカリギュリオ達の蘇生だが、魂の代用品として〝擬似魂ギジコン〟を用いている。

			　魂を奪い、そこから心核ココロを抜き取って、最低限度のエネルギーだけ残して〝擬似魂ギジコン〟に移植したのだった。

			　………

			　……

			　…

			　成功率に不安があったようだが、成功して何よりである。

			　この蘇生だが、問題がない訳ではない。

			　まず、大きく弱体化する。魂の力を全て、俺が奪ったのだから当然だ。

			　きっちりと奪った魂を、わざわざ返却する理由はない。文句を言われても、それは筋違いというものなのである。

			　と、いう訳で。

			　今後彼等は、スキルの使用が不可能となる。

			　心核ココロにスキル情報が刻まれていたとしても、魂の力がなければ行使出来ない。今後は、スキルの習得も使用も一切が絶望的であろう。

			　それに、魔法行使にも影響が出るのだが、これに関して言えば、努力次第で改善するはずだ。

			　ある程度慣れてくれば、魂の力がなくても魔法は使えるようになる。魔法とは、能力スキルでありながら技術アーツでもある。魂のエネルギーの代わりに大気中の魔素を利用する事で、法則を操作する事が可能となるのだった。

			　闘気の代わりに魔素を用いる事で、技術アーツなんかも扱える。肉体が衰えていても鍛え直せばいいし、修練を積んだ技術アーツは残るので、スキルに頼りっぱなしだった者でなければ問題にならないだろう。

			　という訳で、努力次第では強くなれるのだ。ただし、エネルギーの質が違う為、どうしても限界はあるだろうけど。

			　〝擬似魂ギジコン〟とはあくまでも、迷宮を楽しむ為の玩具オモチャに過ぎないのだ。そこまで高望みされても困るのである。

			　だけどまあ、今回は問題ない。

			　蘇生させるのは帝国将兵の為ではなく、俺達が風評被害を受けないようにする為なのだから。風評かどうかは、意見の分かれるところだろうけど。

			　攻めて来たのは向こうの都合であり、その結果として死ぬのも自業自得であろう。だから俺としては、生き返らせてやる義理などないのだ。

			　けれど、不名誉な悪評が広まるよりはマシ。ついでに言えば、帝国臣民からも必要以上に憎悪を買わずに済むというものだ。

			　智慧之王ラファエルさんの実験が成功してくれて、本当に良かった。せっかく生き返らせたのだから、重要人物の皆さんには責任も取ってもらう予定なのだった。

			　今もちゃんと、ソウエイの監視下に置いてある。

			　というか、生き返らせたとは言っても、それは〝仮初の命〟なのだ。ある程度の自由は保障しているけれど、何かあっても追跡可能なのである。

			　つまり、逃亡は不可能なのだった。

			　という事なので、彼等は放置。

			　俺は俺の仕事を、さっさと終わらせようと思う。

			　カリギュリオ達へ術式を試してみて、効果を確かめた。問題なかったので、大規模に実施する事にする。

			


			　目の前には、およそ七十万名もの遺体が並べられていた。

			　何かあっても対処出来るように、場所は迷宮内。

			　七十階層、アダルマンの支配領域である。

			　これらの遺体は、戦場の各地から集められるだけ集めてもらったものだ。

			　俺が出向いて、大規模転移で運んできた。

			　ゴブタ、ゲルド、ガビル、それに迷宮各階層の守護者達が、総出で回収してくれた。

			　ここに並べられた遺体が、今回の犠牲者のうち蘇生可能な者の全てであった。

			　ドワルゴンの東部都市イーストの前に展開している部隊は、そのまま動きなし。睨み合いは続いている。

			　ジュラの大森林に侵入した九十四万名は、ミーシャとルキウスとレイモンド、この三名を除いて全員戦死。その内、二十四万名余りの遺体は回収不可能だったのだ。

			　蘇生魔法が不可能と言われていたのは、魂の再現が出来ないからだ。今回はテスタロッサ達がいたお陰で、〝魂〟を回収してあった。なので、肉体が残っていれば蘇生は可能だったのだが……。

			　全く肉体が残っていない者もいたのである。

			　ウルティマの〝破滅の炎ニュークリアフレイム〟で蒸発した者や、テスタロッサの〝死の祝福デスストリーク〟により遺伝情報を完全破壊された者、それにカレラの〝重力崩壊グラビティーコラプス〟によって灰かい燼じんに帰した者達だ。

			　また、肉体が残っていても生き返れない者もいる。

			　恐怖や絶望によって、心の死を迎えた者達。こちらは一番重要な自我が消え失せてしまっているので、蘇生は不可能なのだ。

			　例えば、クマラに殺されたカンザスだな。アイツは死ぬ間際に恐怖で心が壊れたみたいで、魂の中に〝情報子〟が残っていなかった。

			　流石さすがの智慧之王ラファエルさんでも、〝情報子〟そのものを復元するのは不可能だ。なので、俺にはどうする事も出来ないのである。

			　もっとも、カンザスのような男を生き返らせるつもりなんてなかったので、特に問題とは感じなかったのだけどね。

			　という訳で、二十四万名余りは蘇生不可能だったのだが……本来ならば全員死んでいたのだし、この程度の数で済んだのは幸運だったと言えるのではないだろうか。

			　生き返れなかった者達は可哀かわい相そうだが、運が悪かったと諦めてもらおう。

			　俺だって万能の神ではないのだ。

			　無から有は創り出せないのである。

			　それに──

			　実のところ、別に後悔なんてしていない。

			　悪魔三人娘達はやり過ぎだとは思うのだが、これは戦争なのだ。下手に手を抜いて、自分達に被害が出たら意味がないのである。

			　俺にとって大事なのは身内だけであり、何の関係もない他人と身内を比べるならば、迷う事なく身内を守る。

			　まして、侵略して来る敵兵にも慈愛の心で──などと、聖人君子のような事を言うつもりはない。

			　そういう脳ミソお花畑では、本当に被害が出た時に責任が取れないのである。

			　だからこそ、生き返れない者については、俺が気にすべきではないのだ。

			　ないのだが──俺が平和な国だった日本での感性のままだからなのか、亡くなった方に対しては何とも言えない気持ちになった。

			　これは決して後悔ではないし、自分の仕出かした事が間違っているとは思わないが、未だに慣れないものなのである。

			　誰もが死なないで、平和に幸せに暮らせればいいのに──と、そう思わずにはいられない。

			　それでも俺は、今後も自分の領域を侵す者へは容赦しないし、徹底的な恐怖を与える事を是とするのだけど……。

			　そんな俺が、冥福を祈るのは偽善だろう。

			　だから今は死んだ者達ではなく、生き返れる者達の為に黙祷するとしよう。

			


			　〝大規模蘇生術式セイクリッド・バースディ〟──展開。

			　部屋から出て来たカリギュリオ達が、驚愕して目を見開いているようだ。

			　あの調子では、目が開きっぱなしになるのではなかろうか。

			　まあ俺の知った事ではない。

			　さっさと蘇生を終わらせよう。

			　全ての遺体に、複製した〝擬似魂ギジコン〟を埋め込んでいく。

			　緊急事態という事で、俺の『複製コピー』を最大限に活用。そうして個々人に行き渡るほどの〝擬似魂ギジコン〟を確保してあった。

			　遺体の修復は、終わっている。アダルマン以下、神聖魔法の使い手が総出で行ってくれたお陰で、今は全員綺麗な状態であった。

			　誰もが、敵兵の為であるにもかかわらず、寝る間を惜しんで働いてくれていた。感謝である。

			　アダルマンなんかは寝る必要がないので、人一倍働いてくれた。戦っている時よりも疲れているのではなかろうか。

			　彼の活躍を、ちゃんと評価しようと思ったのだった。

			　そんなこんなで、綺麗な状態の遺体に〝擬似魂ギジコン〟の移植が終わった。

			　簡単に言っているけど、智慧之王ラファエル先生の圧倒的な演算力あっての作業であるのは言うまでもなかろう。

			　続いて、〈反魂の秘術〉ならぬ〈授魂の秘術〉を行う。

			　魂の再生とは違うので、これに要するエネルギーはそれほど多くない。問題なのはむしろ、個々人の特定に莫大な演算を必要とする事だ。

			　これもまた、実行するのは智慧之王ラファエル先生だ。

			　俺は実質、何もしていない。黙想しながら立っているだけで、全て先生にお任せである。

			　肉体の遺伝子情報と魂の記録を照合し、一瞬で個人特定をするその様は、正しく先生とお呼びするしかない見事さであった。

			　俺には到底、真似出来そうもない。

			　複雑怪奇な術式であった。

			　だが、しかし。

			　傍はたから見ていたカリギュリオ達には、俺が全て執り行っているように見えたらしい。何い時つしか平伏し、何というか、拝み奉るような仕草を始めていた。

			　ちょっと、そんな事されたら居心地悪いんだけど？

			　勘違いも甚はなはだしいので、止めてもらいたい。そう思うものの、術式が終了するまでは苦情を言う事も出来なかった。

			　そんなこんなで一昼夜、居心地の悪い中で秘術の行使が続いた。帝国将兵約七十万の蘇生は、無事に成功したのである。

			


			[image: ]

			


			　七十階層には簡易テントが立ち並び、生き返った者達に食事が振舞われていた。

			　蘇生直後は混乱していた者達も、今では落ち着いている。誰もが黙々と、生の実感を噛み締めるように食事に集中していた。

			　大きな鍋にて色々な野菜や肉が煮込まれた、シチューのような独特の味わいのする食べ物。

			　具が沢山盛られていて、温かい。

			　混乱が収まり、現実を認識しつつあった帝国軍将兵達にとって、そのスープは筆舌に尽くしがたい感動を与えていた。

			　カリギュリオもまた、そんな敗残兵の一人だった。

			　空腹にも気付かず、張り詰めていた空気がほぐされる。それを実感しつつ、自分達が一度死んだのだと、魔王リムルの配下達によって殺されたのだと、じわじわと何度も何度も理解する。

			　だが、それでも自分達は生きている。

			　魔王は〝仮初の命〟だと言っていた。

			


			　──安心しろ。普通に生きる分には、何の不都合もないよ。

			　恋愛して家庭も持てるし、子供も作れる。

			　ただし、俺達に対して不利益となる行動には、制限をかけたけどな！

			　お前達の〝擬似魂たましい〟に刻み込んだ〝呪〟によって、二度と敵対行動は取れなくしているんだ。

			　その点は、了承してもらいたい──

			


			　混乱が収まった時に、全員を前にしてそう告げられていた。

			　だが、そんな〝呪〟など必要ない──と、カリギュリオはそう確信している。

			　誰が二度も、この様な愚行を重ねるものか、と。

			　数百年前のヴェルドラによる災禍の際は、その結果を見て恐怖のみが伝わった。だがそれでも、都市一つが消滅し、そこの住人全てが消え去ったとしても、それに匹敵する災禍を人の手で演出する事は不可能ではないのだ。

			　だからだろうか？

			　恐怖は伝わったが、決して倒せないとは誰も思わなかったのだ。

			　あるいは、生き残った者達がもっと多数いたならば、根源的な恐怖が伝わって不可侵性がもっと主張されたかも知れないのだが、所詮はそれが限界だっただろう。

			　だがしかし、今回は間違いが起きようがない。

			


			　──一度死んだ上で、蘇生された──

			


			　神ならざる魔王の手で。

			　そんな馬鹿げた奇跡を見せつけられて、逆らおうと考える者がいるはずがなかった。

			（我々は、俺は余りにも愚かだった……）

			　自分達が増長していたのだと思い知らされた。

			　いや、そもそも本当に魔王なのか？

			　そこから疑問を禁じえないカリギュリオである。

			　クリシュナなどは一晩で、魔王リムルを信仰の対象としている。今も崇め奉るように、その姿を目で追うようになっていた。

			　先に魔王を拝んだのはカリギュリオなので、文句も言えないし言うつもりもないのだが……。

			　魔王が言う〝仮初の命〟だが──これについても実は、何の問題もなかった。

			　確かに、戦う力は失われたに等しい。

			　しかし、生きる上で苦労するほどではない。

			　ある程度の魔物ならば、今のカリギュリオ達であっても倒せるからだ。

			　魔王リムルにとっては取るに足らぬ力だったのかも知れないが、カリギュリオ達からすれば、未だにＡランクに近い実力が残っている者もいたのである。

			　スキルは使えないし、魔法の行使にも苦労はするけれども、鍛え抜かれた肉体が残っていた。

			　それに、肉体が老化して生物としての寿命を迎えるまで、生きる事を許されたのである。

			　それだけで十分だと、カリギュリオは考える。

			　そしてそれは、約七十万の将兵達全てに共通する思いであった。

			　皆が感謝と畏怖の念を抱いているのに、魔王リムルに対して叛意を持つ者など出ようはずもない。

			　心からの、完膚なきまでの敗北。

			　戦いが終わる事を、誰もが願っている。

			　帝国の侵攻は今、完全なる失敗に終わったのだ。

		

	
		
			あとがき

			


			　ご無沙汰しております。

			　伏瀬です。

			　12巻ではあとがきがなかったので、かなり久しぶりな感じですね。Twitterツイッターとかしてないので、余計にそう感じます。

			　一応、『小説家になろう』様にある僕の作者マイページでは、活動報告でチョコチョコと宣伝してたりするのですが、あまり知られていないかもしれません。興味のある方は、そちらの方も確認してみてください。

			　大体発売日前後で、何かしらの情報を発信しているかと思いますので！

			


			　さて、それではちょびっとだけ本編について。

			　このあとがきを書いている今現在、既に13巻のあらすじが公開された模様です。

			　〝圧倒的な武力を誇るテンペストの凄まじいまでの虐殺劇〟とか書かれちゃってますけど、これは一体どういう事なのか。

			　普通さあ、もっと主人公のピンチを宣伝するもんじゃなかったっけ？

			　そこで逆転するから、主人公カッケー！　ってなるんじゃん？

			　それなのに、〝虐殺劇〟ですよ。

			　これってもう、ピンチうんぬんの話どころか、無双する展開しか──って、ちょっと待って欲しい。

			　もしかすると逆転の発想で、ここからピンチになるのかも!?

			　それはないと作者自身思うのですが、果たして真相はどうなっているのか、それはご自分の目でお確かめください！

			


			＊

			


			　ここで、この場を借りてお知らせです！

			12巻の帯で発表されていたのでもう御存知でしょうが、この度、当作品である『転生したらスライムだった件』が、テレビアニメとして放映される運びとなりました！

			　趣味で書いていたものが書籍化され、漫画化され、そしてアニメになる。

			　原作者としても、感無量です。

			　ここまでこれたのも、皆様の応援があったからこそ。

			　大勢の人に支えられて、この作品は成り立っております！

			　当作品に触れて、面白かったと思ってもらえたならば、これに勝る喜びは御座いません。

			　これからも、『転生したらスライムだった件』を宜しくお願い致します!!
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